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旅する神の民
佐　藤　司　郎

1　教会論の熟成

2　教会理解の文脈

3　「兄弟たちの共
ゲマインデ
同体」

4　旅する神の民

［ 論 文 ］

1　教会論の熟成

　ここまでわれわれはバルトの初期から後期まで，すなわち『ローマ書』から『教会教義

学』までを辿り，その教会理解の全体像を明らかにすべく務めてきた。残された著作は膨

大であり，時代関連も複雑であるが，教会理解の一つの筋道を明らかにすることによって

その全体像を浮き彫りにしようと試みた。われわれの考えるその「一つの筋道」をここで

改めて示しておきたい。

　バルトの教会論は，彼の他の神学的教説と比べれば，関心の向けられることが一般に少

なく，時には疑いの目をもって見られてもきた1。個別的な研究も必ずしも多いとは言えな

い。とはいえ 1933年のカトリック神学者 G・フォイアラーの弁証法神学の教会理解の研

究を嚆矢として2，今日まで少なくない研究が重ねられてきた。時代順に挙げれば，O・

 1 H・プロリングフォイアーによれば，バイエルンのルター派教会監督マイザーは 1934年 11月 22
日に「バルトをもって教会は建てられないことが判明した」と語ったという。H. Prolingheuer, Der 
Fall Karl Barth, S.41. Vgl. E. Busch, Die grosse Leidenschaft, 1998, S.258. E・ブッシュは来日講演の
中で，たとえばバルトにおいて神が権威的にいわゆる上から垂直に人間を支配しているゆえこの神
学では人間の成人性が真剣に考慮されていないというバルトの教会理解に対する批判に言及し，バ
ルトの教会論における成人性の要素を明らかにしようとしている（ブッシュ「成人した信仰共同体
としての教会──バルトの教会論の目指すもの」，小川圭治編『カール・バルトと現代』所収，拙訳，
1990 年）。Vgl. H.-P. Großhans, Universale Versöhnung im geschichtlichen Vollzug, in : ZDiTh 46, 2006, 
S.95f.

 2 Georg Feuerer, Der Kirchenbegriff der dialektischen Theologie （FThSt 36）, 1933.
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ヴェーバー（1956年），M・ホネッカー（1963年），B・A・ヴィレムス（1964年），C・

ボイムラー（1964年），W・ヴェンデブルク（1967年），K・A・バイアー（1978年），そ

れに加えてW・フーバー（1983年）やW・ヴェート（1984年），さらにはW・グライフェ

（1991年），近年では，H・ホフマン（2007年），A・シラー（2009年）など，英語圏の K・

ベンダー（2005年）なども加えて，プロテスタント，カトリックを問わず，彼らの個別

的な諸研究は顧慮されなければならない3。

　これらの中で ── 内容に立ち入った検討はここでは行わない ── バルトの教会論の発

展理解に関して，われわれは，O・ヴェーバー，M・ホネッカー，そして特にW・フーバー

やW・ヴェートなどと，その認識と立場を基本的に共有していることをはじめに明らか

にしておきたいと思う。

　（1）　O・ヴェーバーはカール・バルト七十歳献呈論文集『応答』（1956年）に寄せた「カー

ル・バルトにおける教会と世」という論考の中で，初期バルトの教会概念と後期バルトの

教会概念の相違を，バルトにおける受肉論の深まりとそれに基づく神学的思惟の変化の中

に見ている。われわれもその相違を「受肉論の発見」に見て，そこに大きな区切りのある

ことを意識しつつ第 2章以下を展開した。受肉論だけではむろん十全なキリスト論とは言

えないとしても，バルトのキリスト論的な教会理解はここから始まったと見てよいであろ

う。第 2章の第 2節で『教会教義学』のプロレゴメナ，啓示論を取り扱ったところで詳細

に論究した。

　（2）　戦後ドイツを代表するキリスト教倫理学者として活躍してきたM・ホネッカーは

「カール・バルトの教会概念の変遷」（『形態と出来事としての教会』1963年）を問題とし

てバルトの教会論のすぐれた分析を先駆的に示した。彼はその教会論の変遷を三段階にお

いてとらえた。すなわち，教会の危機を鋭く剔抉した『ローマ書』の段階，次に弁証法的

 3 Otto Weber, Kirche und Welt nach Karl Barth, in : Antwort, Karl Barth zum 70. Geburtstag am 10. Mai 
1956, S. 217-236 ; Martin Honecker, Kirche als Gestalt und Ereignis. Die Sichtbarkeit der Kirche als dog-
matisches Problem （FGLP 10. Reihe, 25）, 1963 ; B.A.Willems, Karl Barth. Eine Einführung in sein Den-
ken, 1964 ; Christof Bäumler, Die Lehre von der Kirche in der Theologie Karl Barths （TEH 118）, 1964 ;  
Ernst Wilhelm Wendebourg, Die Christusgemeinde und ihr Herr. Eine kritische Studie zur Ekklesiologie 
Karl Barths, 1967 ; Klaus Alois Baier, Unitas ex auditu. Die Einheit der Kirche im Rahmen der Theologie 
Karl Barths, 1978 ; Wolfgang Huber, Folgen christlicher Freiheit. Ethik und Theorie der Kirche im Horiz-
ont der Barmer Theologischen Erklärung, 1983 ; Rudolf Weth, “Barmen” als Herausfordernug der Kirche.　
Beiträge zum Kirchenverständnis im Licht der Barmer Theologischen Erklärung （TEH NS 220）, 1984 ;  
Wolfgang Greive, Die Kirche als Ort der Wahrheit. Das Verständnis der Kirche in der Theologie Karl 
Barths, 1991 （簡潔な研究史の概観あり）; Horst Hoffmann, Kirche im Kontext, 2007 ; Annelore Siller, 
Kirche für die Welt. Karl Barths Lehre vom prophetischen Amt Jesu Christi in ihre Bedingungen der 
Moderne, 2009. ; Kimlyn J. Bender, Karl Barth’s Christological Ecclesiology, 2005.



旅する神の民

̶ ̶

3

3

教会理解の段階，最後に『教会教義学』，特にその「和解論」におけるキリスト論的教会

理解の段階である。その上で彼は，バルトの予定論（「神の恵みの選び」）の中に教会の「基

礎づけ」を見いだし，それを第三段階の最初に位置づけた。われわれの理解は，このホネッ

カーの解釈と分析に基本的に一致する。上に名をあげた研究の多くもこのホネッカーの理

解を基本的に踏襲しているように見える。ただ弁証法的教会理解の段階をどこまで見るか

という問題 ── じっさい概念の多くが後々まで残り続ける ──，あるいは二十年代の半

ばには民族主義的神学が台頭し，バルトの神学的戦線に変化が生じたことを考慮して，本

書では，第 2章を「二十年代から三十年代の教会理解」と一般的に表現し，第 1節の特に

「4　教会の本質と実存」において，基本的には弁証法的教会理解に立ちつつも世にある教

会の在り方を問題にせざるをえなくなったバルトを取り扱っている。第 3章のバルメン神

学宣言の教会理解の序曲として理解していただきたいと思っている。二十年代の半ば，ヴァ

イマル中期にすでに，教会は可視的教会としてその本質にふさわしく現実存在しているか

が問われ始めたのである。

　なお特に，弁証法神学時代の後期，ミュンスター時代（1925～30年）のカトリック神

学との出会いも教会論形成に重要な意味を持った。われわれも不十分ながら第 2章第 1節

で論及した。バルトはカトリック神学者たちとの交流の中で近代のプロテスタント主義の

問題性を改めて知らされると共に（たとえば 1928年の「問いとしてのローマ・カトリシ

ズム」など），カトリシズムに対しても批判的立場を取りながら，独自の神学的立場，ま

た教会理解を形成して行った4。

　（3）　バルト教会論の分析にさいし「バルメン神学宣言」の教会論的意義に，M・ホネッ

カーは特に言及しなかった。C・ボイムラーやW・ヴェンデブルクにおいてもそれは同じ

であった。

　しかし本書でわれわれは，「バルメン神学宣言」を，第 3項だけでなく，その全体を教

会論のテキストと見て，その詳細な分析を行い，バルトの教会論の全体理解において不可

欠の位置を占めることを明らかにした。「バルメン神学宣言」のテキストをユンゲルのよ

うにバルトのテキストと見る見方に対しては，バルトのテキストとは言えないというテー

トのような立場もある。本書で私は，バルトのテキストと言い切る見方には賛成しなかっ

たが，バルトの原案から最終テキストの成立までを辿ることによって，バルトのテキスト

と見なして差し支えないという結論を下した。じっさい「バルメン神学宣言」がバルトの

テキストとしてバルトの思想と齟齬のないことは，第 3章全体を通して論証されている。
 4 Vgl. W.H. Neuser, Karl Barth in Münster 1925-1930, ThSt （B） 130, 1985, S.37ff.
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その一致のゆえに「バルメン神学宣言」以後の著作をバルメンの「射程」の中でとらえる

ことをした。

　「バルメン神学宣言」の教会論的重要性は，むろんつとに指摘されていたが，W・ヴェー

トはそれを代表的する形で，「《バルメン》はキリスト論と教会論と倫理との緊密な結びつ

きのゆえに一つの挑戦である。教会はまだ決してそれを十分認識し受けとめてはおらず，

自らの証しの務めを損なっている」5と書いている。その認識をわれわれも共有している6。

　W・フーバーはバルトの教会論全体において「バルメン神学宣言」が不可欠の位置を占

めるとか，それが統合されて理解されなければならないというようなことは議論していな

い。むしろ端的に，同神学宣言の，特に第 3項，第 4項，第 5項を，現代の教会論の最も

重要な基礎的な認識として取り上げる。われわれもそれに第 3章第 1節で言及した。じっ

さい「バルメン神学宣言」がその第 3項において明らかにした「イエス・キリストが主と

して働きたもう兄弟たちの共
ゲマインデ
同体」という定式は，「活ける主の活ける教

ゲマインデ
会」（1947年）

と共に，バルトの教会論の最も簡潔な定義であり，そこに彼の決定的認識が明示されてい

る。フーバーは近年の著作においても，特に教会法の観点からバルメン第 3項以下の諸テー

ゼを取り上げている。この終章の後半で論及したい。

2　教会理解の文脈

　受肉論の重要性，教会理解の三段階説，教会論との関係でのバルメン神学宣言の位置付

けなど，いま述べたバルト教会論の変化・熟成のプロセスの理解は，組織的な観点からの

分析である。われわれはこの変化・熟成の過程を，別の視点から，つまりバルトがその時々

に何と対峙
0 0

していたかという視点から，教会理解の文脈から，見ることもできるし，おそ

らくまた見る必要があるであろう。

　（1）　『ローマ書』から特に二十年代前半までの弁証法神学時代，彼が対峙していたのは，

言うまでもなく近代の文化プロテスタンティズムであった。その意味での教会の危機の現

実がバルトにははっきり見えていた。その危機のただ中に，しかし彼は同時に，神の不可

能の可能性としての希望も見ていた。危機の克服がもし可能だとすれば，そこにしかない。

われわれはそれを第 1章で明らかにした。

　（2）　われわれが第 2章，特にその「4　教会の本質と実存」で明らかにしたように，

二十年代の半ば，民族主義的神学，あるいは創造の秩序の神学が台頭し，カトリック教会

 5 R. Weth, “Barmen”, ibid., S.8.
 6 拙稿「バルメン宣言と今日の教会的実存」（『福音と世界』2005年 6月），参照。
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に通底する尊大な教会主義がドイツ福音主義教会を覆い尽くす中で7バルトが見据えてい

たのは神学における自然主義にほかならなかった。ヒトラー政権下，ドイツ的キリスト者

ならびに帝国教会当局との軋轢の中でバルトが「教会が教会であるために」対峙しつづけ

たのも，ドイツ・プロテスタント教会 200年来の自然神学の問題であった。それゆえ彼に

とって教会の戦いとは，「バルメン神学宣言」がその第 1項と第 2項で述べているように，

われわれのすべての「生の領域」において，「聖書においてわれわれに証しされているイ

エス・キリスト」を，「われわれが聞くべき，またわれわれが生と死において信頼し服従

すべき神の唯一の
0 0 0

言葉」として告白することにあった8。

　（3）　戦後，「和解論」の教会論でバルトは，すでに第 5章で見たように，個々には，た

とえばキリストの体としての教会理解ではカトリックと対決し，教会の秩序の問題では仮

現論的教会理解に，さらに世のための教会論では預言者キリスト論を手がかりに自己目的

的な教会理解と対決した。

　しかし全体として見て，戦後のバルトの教会理解の方向を規定しているのは，やはり教

会闘争の中でいっそう明らかになってきた一つの認識だったように思われる。バルトはど

のような教会の現実を見つめていたのであろうか。

　『現代における福音』（1935年）でバルトは，「現代」における「キリスト教」の在り様

を「福音」から問い直し，「これまでわれわれに知られてきた形態におけるキリスト教は

終わった」9と断じた10。その「形態」とは，四世紀以来西洋で形成されてきた社会と教会と

が一体化したキリスト教のことである。「キリスト教的
0 0 0 0 0 0

=市民的，あるいは市民的
0 0 0

=キ

リスト教的時代は過ぎ去った」11。中世のキ
コルプス・クリスティアヌム
リスト教世界は消えて久しい。それに続いた

「新
ノ イ ツ ァ イ ト
しい時代」〔近代〕も今やむろん新

ノ イ
しいとは言えない。それでもこの時代，すなわち「キ

リスト者の現実存在の独立の時代」12が，バルトによれば依然として「われわれの時代」13

に違いないのである。キリストの最初の来臨と二度目の決定的来臨の間の「中間時」が自

らの時間であることを忘れてしまった教会14，この世（Welt）から招待を受けた教会，自分

 7 宮田光雄『十字架とハーケンクロイツ』2000年，雨宮栄一『ドイツ教会闘争の史的背景』2013年，
参照。

 8 傍点は筆者。
 9 Das Evangelium in der Gegenwart, ThEx 25, S.33. 
10 E. Busch, Die Grosse Leidenschaft, 1998, S.251-255. エーバーハルト・ブッシュ『カール・バルト
の生涯』（小川圭治訳，1989年），367頁以下を見よ。

11 Das Evangelium, ibid. 傍点，バルト。
12 KDIV/3, S.603.
13 Ibid.
14 Das Evangelium, ibid., S.30f.
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のほうでも，この世に対し，自分の「現実存在の正当化，家宅不可侵権」15を保証してく

れるように願う教会，この世と同盟を結んだ教会，自らの生活を保障してもらう教会16，

こうした教会の形態は終わったのである。なるほどそのことで教会は貧しくならざるをえ

ないかも知れない17。しかしバルトによれば，今日，そのことによってキリスト者も，そ

して教会も「その信仰告白とその認識とにおいて全く新しい自由へ召し出されている」18

のである。この「全く新しい自由」へと，教会は福音に聞き従うときにのみ歩み入る。「こ

の世を前にしての，あるいはこの世からの逃走へ，ではなく，あのコンスタンティヌス的

秩序においては与えられなかったこの世における自由へと，召し出されている。この世と

の連帯の自由ではない，それゆえこの世における教会の派遣，教会の責任，教会の奉仕の

自由へ，ではなくて，この世の中で
0 0

，この世のために
0 0 0

，自らの派遣，自らの責任，自らの

奉仕に生きかつそれに従事する自由へ」19召し出されているのである。教会闘争時の洞察

でもあるこのような教会の現実の認識が，戦後の和解論の教会理解の前提であり文脈で

あった。「世のための教会」への方向性が生まれた。それはまた彼が「和解論」の倫理学

断片で幼児洗礼を厳しく否定することになる背景の一つでもあった20。

3　「兄弟たちの共
ゲマインデ

同体」

　本書でくり返し述べたように，われわれはバルトの教会論の端的な定式の一つを「バル

メン神学宣言」第 3項に見いだした。すなわち，キリスト教会は「イエス ･キリストが御

言葉とサクラメントにおいて，聖霊によって，主として，今日も働きたもう兄弟たちの

共
ゲマインデ
同体である」。これを約めて，エーリク・ヴォルフと共に，兄弟団的キリスト支配，副

次的にキリスト支配的兄弟団と言ってもよい。

　この定式を一つの決定的定式として現代の教会論を展開しているのはW・フーバーで

ある。すでにわれわれも第 3章で言及した。フーバーは近作『正義と法 ── キリスト教

法倫理学の基本線』において特に教会法の観点から改めてその意義を評価している。ここ

で論及しておきたい。

　W・フーバーによれば，ドイツで，1918年以後，すなわち，国家と教会の分離が成し

15 Ibid., S.33.
16 Ibid., S.31.
17 Ibid., S.35.
18 Ibid., S.34.
19 Ibid. 傍点，バルト。
20 Vgl. KDIV/4. 大木英夫『バルト』1984年，21～22頁，参照。
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遂げられて以後21，本来，教会法の独自の基礎づけと独自の教会の秩序の形態の探求が起

こらなければならなかったにもかかわらず，それがなされず国家と類比的な実体としての

教会理解が続いたのは，たんに教会に「公法上の社団」22としての地位が認められ存続し

たからだけではない。そうではなくて四世紀間持続しつづけた国家と教会の結びつきとい

う伝統が，この結びつきが終わった後も，広くドイツの福音主義教会の法と行政機構に影

響を及ぼしていたからである。この伝統をはっきりした形で打ち破り，独自の教会法と秩

序構築の道を拓いたのは「バルメン神学宣言」，とり分けその第 3項以下の諸テーゼにほ

かならなかった。「教会と教会法の領域におけるナチスの権力奪取の試みと共にはじめて，

告白教会の領域で警鐘が鳴らされる。1934年 5月，バルメン告白会議は，その神学宣言

において，教会の使信と秩序とは相互に関連しており，また国家の課題と教会の課題とは

相互に区別されなければならないと確言することで，それに答える。それと共に，ドイツ

語圏福音主義教会概念の歴史上はじめて，教会の領域への政治的秩序の諸形式の単純で無

反省な受け入れは原則的に排除される。というのも教会の法秩序の基準は，その法秩序が，

兄弟たち姉妹たちの共同体として独占的にイエス・キリストの支配下にある証し-奉仕の

共同体の共同生活に奉仕することの中に ── そしてただそのことの中にだけ ── あるか

らである」23。

　バルメンのこの教会理解において，人間による支配（Herrschaft）の概念が，教会に関

連して排除されていること，それだけでなく国家に関連しても慎重に回避されていること

を，フーバーは指摘している。というのも，イエス ･キリストがただひとりの主であるこ

と，この一つの支配だけが教会を教会とすると理解されているからである。イエス ･キリ

ストの支配が独占的に教会の制度化の尺度・基礎であり，イエス ･キリストの主としての

働きのみが，教会の証しの奉仕を基礎づける。その意味で決定的に重要な告白は，バルメ

ン神学宣言第 4項である。（「教会にさまざまな職位があるということは，ある人びとが他の人

びとを支配する根拠にはならない。それは，教会全体に委ねられ命ぜられた奉仕を行なうための

根拠である。── 教会が，このような奉仕を離れて，支配権を与えられた特別の指導者を持った

り，与えられたりすることができるとか，そのようなことをしてもよいとかいう誤った教えを，

われわれは退ける」）。証しの奉仕は「教会全体」に委ねられ命ぜられている。その遂行は，

相互奉仕によるのであって，職位は他の人の支配の根拠にはならない。教会指導がたとえ

21 ヴァイマル憲法（1919年）第 137条，特にその第 1項「国の教会は存在しない」。
22 同憲法，第 137章第 5項。
23 W. Huber, Gerechtigkeit und Recht, Grundlinien christlicher Rechtsethik, 2006, 3. Auflage, S.505f.
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必要であっても，拒否命題が明確に語っているように，証しの「奉仕を離れて」はありえ

ない。それゆえフーバーによれば，「いずれにせよ明らかなことは，教会指導的行為が，

教会への宣教委任の後に位置づけられ，同時に，教会全体に委託され命じられた奉仕の遂

行の中に差し込まれていることである。いかなる支配権限も，すなわち，相互奉仕の基礎

構造を廃棄し，あるいはそれをただ相対化だけでもしてしまうような支配権限は，教会指

導の課題と結びつけられていない」24。

　他方，われわれは，W・フーバーに従って国家に関連しても支配概念が回避されている

ことも確認しておきたい。第 5項でバルメンは，神の定めによる国家の務めについて，「人

間的な洞察と人間的な能力の量
はかり
に従って，暴力の威嚇と行使をなしつつ，法と平和のため

に配慮する」という課題（Aufgabe）を語って，支配の任務については語らなかった。そ

れゆえこうした課題の遂行のために，バルメンは，統治者と被治者との間の支配関係につ

いて語らず，両者の共同の責任について語ったのである。かくてフーバーは次のように総

括的して言う，「教会に関連しても国家に関連しても支配は語られていないということが，

もう一度強調されなければならない。というのも，人間的支配は，それがどんなものであ

れ，奉仕とは相容れないからである。そうしたものは人間によって唱えられる，他の人間

を道具に貶める自由処理要求の表現であろう。それゆえに，教会における職務分化の基準

は，支配要求にあるのではなく，ただ教会に全体として委託され命じられた奉仕 ── す

なわち，神の自由な恵みのための証しの奉仕 ── にのみあるのである。国家の現実にお

ける統治者と被治者との間の区別も，統治者に認められた支配要求からではなく，ただ法

と平和のために配慮するという国家の課題からのみ生じる。国家の権威の場合でも，徹頭

徹尾，奉仕について語ることが，すなわち，法と平和への奉仕について語ることがふさわ

しいことなのである」25。このことは，フーバーの認めるように，あの時代，「告白教会」

のもとで必ずしも実現されなかった。それが可能になったのは「ようやく 1945年以後」26

24  W. Huber, ibid., S.507. 1934年 1月 4日改革派教会自由教会会議における，バルトの起草になる「現
代のドイツ福音主義教会における宗教改革的信仰告白の正しい理解に関する宣言」も参照。その 5-2
で次のように言われている。「教会の形態は，教会の外的な秩序もその内的な生き方も共に，教会の
唯一人の主でありたもうイエス ･キリストの約束と命令のもとにあることによって決定される。諸
教会は，各自が，そして，その全体において応答の責任をもつものは，宣教の奉仕，監督の奉仕，
宣教を導く教えと愛の奉仕の担い手をその中に見出し，課題を正しく執行せしめることである。し
たがって，同時にここで退けられるべきことは，諸教会が教会の奉仕の職務を任命したり管理した
りすることが特別な教会の指導者によってなされたり，またそうすることがゆるされるという見解
である」（雨宮栄一訳）。

25 Ibid., S.508.
26 Ibid.
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のことである。とはいえわれわれは，バルメン神学宣言に，前項で確認した従来の教会の

形態の終焉の中を歩みつづけている「われわれの時代」の教会理解が，先駆的に示されて

いるのを認めなければならないであろう。

4　旅する神の民

　「和解論」の教会論でわれわれにもっとも印象深い考究の一つは，「和解論」第 1部の教

会論（62節）の終わり近くでバルトが展開した，教会は何のために存在するのかを巡る

それである。われわれもすでに第 5章第 1節で論及した。もう一度短く述べれば，それは

「中間時」の意味と関わっていた。イエス・キリストの第一の来臨が最後の来臨であるこ

ともありえたにもかかわらず，そうはならずに「新しい
0 0 0

時」27が始まった。神はわれわれ

のために，人間のために，なおも「補遺的歴史」（Nachgeschichte）28をもった。中間時の

意味をつきつめれば教会の存在理由に至りつく。「中間時の意味
0 0 0 0 0 0

……を問う問いに対して，

教
ゲマインデ
会は答えであり，答えを与えなければならない」29。その積極的意味をバルトはこう説明

した。すなわち，神は，人間の答え，人間の然りという言葉，人間の感謝と賛美の声を聞

くことなしに，神の永遠の安息日の出現以前に，和解の言葉を語り終えようとされず，和

解の業の完成をもたらそうとはしない，と30。それゆえ「神は，簡単に人間抜きで ── 人

間の頭上を飛びこえて，人間の和解者となりその救い主となることを欲したまわない。神

は，その御子が独りでいますことを欲したまわない。……神は，この首
かしら
のからだを  

── この首
かしら
の地上的・歴史的な現実存在の形を求めたもう。神は，御子の死において起こっ

たことに対しての ── 従って，人間の状況の中に起こった不義から義・死から生命へ向

かう方向転換に対しての，開かれた目と開かれた耳を求めたもう。神は，そのような方向

転換を認識する人間の心を求め，そのような方向転換を告白する人間の舌を求めたもう。

神は，イエス・キリストにおいて義認が起こったということだけでなく，この義認につい

ての報知が語られ信仰されることを欲したもう。そのようなことが起こるためにこそ，神

は，この世に，今一度場所と時と現実存在を与え，終末時を出現せしめ，継続せしめたも

うのである。終末時は，このような対応
0 0

（Entsprechung）が起こるべき場所である」31。こ

こで言う終末時とは中間時のことにほかならず，中間時とは，「一人も滅びないで皆が悔

27 KDIV/1, S.820.
28 Ibid., S.823.
29 Ibid., S.820.
30 Ibid., S.824.
31 Ibid.
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い改める」ための神の「忍耐」（IIペトロ 3・9）の時である。教会はこの中間時における

神の和解への「対応」であり，また応答である。神がキリスト以後も世界に空間と時間と

を与えたことは「和解へのわれわれの積極的関与への神の最大の関心」32を表わしている

と言ってもよいであろう。その場合教会は和解を受けた人類の「暫定的表示」として，そ

の存在自体が神の人間への好意と憐れみの証明である。教会は，その存在をもって，その

賛美と感謝をもって和解を証しする。それだけでなく和解の「報知」を通しても証しする。

神はわれわれに「和解のために奉仕する任務」（IIコリント 5・18）を与えられたのだから。

教会は和解に仕えるのであって自分に仕えるのではない。教会は神の和解の恵みを証しつ

つ地上を「旅する神の民」（Das wandernde Gottesvolk）33として歩む。

　いま述べたように，教会は，イエス・キリストにおいて神との和解を与えられた世の只中に，

和解に仕えるために存在する。バルトはこの関連で「教会ノ外ニハ救イナシ」（extra eccle-

siam nulla salus）という伝統的な命題を訂正し，次のように言う，「この意味で正しいのは，『キ
0

リストノ
0 0 0 0

外ニハ救イナシ』（extra Christum nulla salus）という命題である。彼の体としての教

会は，彼が歴史においてこの世に出会いたもう現実存在の形にすぎない。すなわち，自分たち

の救いとこの世の救いをイエス・キリストにおいて認識し告白する
0 0 0 0 0 0 0

者たちの教会にすぎない」34。

バルトによれば，教会をこの世から区別するもの，それはイエス・キリストにおける神のこの

世との和解が「他のすべての者に先んじて」35認識され告白される
0 0 0 0 0 0 0 0 0

ところにあるのであって，

教会が救いを持っておりこの世は持っていないというようなことではない。それゆえにバルト

は，救いにあずかるためには教会の媒介がなければならないとか，教会の宣教がなければなら

ないということすら言うべきではないと言う36。「むしろ，われわれは，神がイエス・キリスト

において起こった和解の力を『教会ノ外』でも，すなわちこの世における教会の奉仕という仕

方以外の仕方でも働かせたもう神の隠れた道を，予想しなければならないであろう（ヨハネ

10・16）。神は，教会の手の届かぬところにいる人々，まして神を神と呼び求めたことのない人々

のためにも， われわれがまだ知らぬまったく別の仕方で配慮したもうたであろう。 また， 今も配

慮したもうであろう」37。教会と世の「区別は流動的で開かれており絶対的な境界ではない」38。

32 W. Krötke, Die Kirche als 》Vorläufige Darstellung《 der ganzen in Christus versöhnten Menschenwelt, 
in : ZDiTh 22, 2006, 85f.

33 Vgl. KDIV/3, S.380, 851f. KDIV/4, S.44. ヘブライ人への手紙 13章 12節，参照。
34 KDIV/1, S.769.
35 Ibid., S.718. 62節題詞。
36 Ibid., S.769.
37 Ibid.
38 E. Busch, Leidenschaft, ibid., S.269.
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教会は「開かれた群れ」（E・ブッシュ）にほかならない。そしてバルトによればわれわ

れがそうした神の隠れた道というようなものに開かれた態度を取るとしても，「それは教

会の栄光を減ずることにはならない」39し「教会の課題を軽くすることにもならない」40ので

ある。

　教会をこの世から区別しかつ優越せしめるこの「認識」あるいは「知」をバルトは主知

主義的に考えていない。「教
ゲマインデ
会は，他の者たちがまだ知らぬことを，今すでに知っている。

それを信仰において知っている。教会は，それをまだ見てはいない。その点は，他の者た

ちと同様である。しかし，教会は，それを知っている
0 0 0 0 0

。教会は，その信仰のこのような知

において生きる。その信仰のこのような知において，またそれから出でる生活において，

教会は，一にして聖なる公同の使徒的
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

教会であり，イエス
0 0 0

・キリスト
0 0 0 0

の教会である。その

信仰のこのような知において，教会は，この世に優越し
0 0 0

，この世に打ち勝つ。それは，軽

蔑や敵対心をもって打ち勝つのではないが，確信と希望をもって打ち勝つ」41。この知，こ

の認識は信仰の知であり，その知における生である。それが神の民としての教会における

知であり認識である。教会は信仰の知とこの知に基づく愛と希望の生活によって，この世

の只中にあって，イエス・キリストの自己証示に，換言すれば，和解そのものが和解の光・

和解の啓示なのであるからイエス・キリストのリアル・プレゼンスに，仕えつつ，世に打

ち勝つ。

　和解の認識は，バルトにおいて，和解の証人として召されることと同義である。和解の

現実の認識は，そしてその認識の許されることは，教会がそれを証ししなければならない

からであり，それを証しすることができるためである42。世
0

との神の和解の証人であるこ

とによって教会はこの世と本質的に結びつけられている。教会の自己目的としての在り方

はいずれにせよすでに禁じられている。「イエス・キリストの教
ゲマインデ
会は，世

0

のために存在する。

……まさにそのようにすることによって，そしてそのような仕方で，教会は，神のために
0 0 0 0 0

存在する。……まず第一に，そして何よりも，神が，世のためにいますのである。そして，

イエス・キリストの教会が，まず第一に，そして何よりも，神のために存在するときに，

教会も，それなりの仕方で，その置かれた場所において，世のために存在するよりほかに

ない」43。この間の消息をわれわれも第 5章第 4節で世のための教会に関連して論究した。

39 KDIV/1, S.769.
40 Ibid.
41 Ibid., S.811f. Vgl. KDIV/2, S.210ff.
42 Ibid., S.744.
43 KDIV/3, S.872.
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先にわれわれはバルトが西洋における社会と一体化したキリスト教の在り方の終焉を見つ

めながら，脱コンスタンティヌス時代の教会論を模索していることを，和解論の教会論の

文脈として確認した。しかしそのことは社会と無関係な教会の在り方をバルトが求めたこ

とを意味しない。逆である。キリスト教の近代がこの世への指向において歴史的に特色づ

けられるとすれば ── そのこともわれわれはすでに同節で確認している ──，世との関

わりをむしろ前へと進めること，つまり和解の証人としての歩みを通して前進させること

をバルトは試みたと言ってよい44。

　この和解の証人としての教会の在り方からバルトの教会理解の一性格，「成人性」の重

要性を改めて指摘しているのは E・ブッシュである。「教会が教会以外の社会に向き合う

中で証人となろうとするとき，それ〔教会の成人性〕は必然的条件である。そしてそれは

何よりも，一つの
0 0 0

職務の声に代わって『キリスト者の証しの多様性
0 0 0

』45が現われるのを可

能にする」46。ひとりの主の働きに対応するのが兄弟たちの共同体であったように。バルト

において洗礼は「教会全体に委ねられた派遣に参与するための聖別式あるいは按手式」47

であった。バルトにおいて人間は教会形成の受動的主体にとどまらない。バルトの教会論

は成人したキリスト者の責任的応答と積極的参与を強く促す。その迫力と熱心が一つの魅

力であると言って過言ではない。人間は神の主権的な恵みの中で，またその語りかけの中

で，「神の自主的な被造物として真剣に考えられる。また，蹂躙され圧倒されることはなく，

自立させられる。また，成人としての資格を剥奪されるのではなく，成人として語りかけ

られ，成人として扱われる」48。じっさいバルトは特に「和解論」で神が自らを人間のパー

トナーとし，人間を神のパートナーとしたことをくり返し語った49。いずれにせよブッシュ

が，バルトの教会論の目指すものを「成人した教会」（Die mündige Gemeinde）に見出し

たことを付言しておきたい50。

　さて先にわれわれは教会の存在を中間時の意味の問いへの答えとして理解した。この教

会は，委託されたもの，すなわち福音を，証しするために存在し，福音を証しすることに

よって生きる。証しのための教会の派遣を語ったのが「和解論」第 3部の教会論であった。

44 Vgl. E. Busch, Leidenschaft, ibid., S.267f.
45 KDIV/3, S.988.
46 E. Busch, Leidenschaft, ibid., S.270.
47 KDIV/4, S.221.
48 Ibid., S.25.
49 Vgl. W. Krötke, Gott und Mensch als Partner. Zur Bedeutung einer zentralen Kategorie in Karl Barths 

Kirchlicher Dogmatik, in : H. Köckert/W. Krötke （Hg.）, Theologie als Christologie zum Leben und Werk 
Karl Barths, 1988, S106-120. 

50 E・ブッシュ「成人した信仰共同体としての教会」。Vgl. E. Busch, Leidenschaft, ibid., S.264f.
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われわれもすでに前章の第 4節で論究した。「和解論」第 3部の「はしがき」でバルトが

次のように記していたのをわれわれは思い起こす。「キリスト者がキリスト者であるか否

か，キリスト教会がキリスト教会であるか否かということは，証しの問題によって決定さ

れるのだという理解に，凝縮されることになった」51。この証しの問題について，本論（第

5章第 4節）で取り上げることをしなかったミッションの問題52を，以下二点にわたって

取り上げ終章の締めくくりとしたい。

　第一は，ミッションが，教会の課題として，すなわち世のための教会の課題として根本

的な位置を占めるとバルトが考えていることである53。

　ミッションをバルトは，『教会教義学』72節「4　教
ゲマインデ
会の奉仕」の中で教会の 12の

奉
ミニストリー
仕の一つとして挙げた ── その一部についてはわれわれも第 5章第 4節で取り上げ

た。しかしミッションをミニストリーの中の他と並ぶその一つ
0 0

として受け取ることはバル

ト理解として必ずしも正しくない。というのもミッションは，すでにその箇所でも「キリ

スト者の群れの存在のまたその奉仕全体の根底」54と認識されており，またじっさい「和

解論」第 1部の「和解についての教説」（概説）においてすでに，「和解論」の第三の教会

論について予示的に「来たらんとする神の国を，人間の将来全体の総括として宣べ伝える

教
ゲマインデ
会，しかし，それゆえにこそ，伝道の教会（Missionsgemeinde）」55と記されていたから

である。世のための教会は伝道の教会であるほかない。「そのようにして教
ゲマインデ
会は伝道の教

会である。そうでないとしたら，教会は教会ではない」56。しかしバルトによれば，教会の

証しは，なるほど第一に世に向けられる。外にいる人々に対する教会の委託が優位を占め

るであろう。しかしそれだけではない。そうした「教会への委託の遂行のために ── 伝
0

道の
0 0

教会がその委託を遂行する能力と意欲を持った活きた真正のキリスト者の
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

教会である

ために ── ただそのためにだけ，その証しは……内側にも向けられ，教会自身の構成員

51 KDIV/3, VIII.
52 バルトにおいてこの語（ミシオーン）は使命という意味で使われているところもあるが，多くは
派遣の意味で用いられている。訳語としては「派遣」のほかにやはり「伝道」がふさわしい（ただ
しわれわれはここで邦訳に従いミッションという言葉を使い，必要に応じて「伝道」を用いた）。内
国伝道（Innere Mission）と区別して「外国伝道」の意味でも使われており，それを含めて，むしろ
マタイ 28・19のイエス・キリストの大伝道命令に基づき諸国民に福音を証しするために教会が遣わ
されるという「本来的・根源的な意味で」（KDIV/3, S.1002.）使われている。

53 Vgl. J.G. Flett, The Witness of God, The Trinity, Missio Dei, Karl Barth, and the Nature of Christian 
Community, 2010. 以下の本書の紹介・書評を参照，拙稿「宣教の神学としてのバルト神学」（「人文
学と神学」第 5号，2013年，東北学院大学学術研究会）。

54 KDIV/3, S.1002.
55 KDIV/1, S.168.
56 KDIII/3, S.74.
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にも向けられなければならない」57のである58。バルトがここで念頭においているのは，今

や全く内向きとなりただ序でに外をも向くという「年老いた」欧米の教会であった。アジ

ア・アフリカの「若い」教会も簡単にそうなってしまわないようにと注意を促しつつ，そ

うした若い教会の存在と模範によって欧米の教会がまったく新しく感銘を与えられること

をバルトは「残された希望」とも記した。

　第二に，いま述べたミッションに関連して，教会は証人であり，また証しをするのであっ

て，救いの仲介者として振る舞ったり，救いを創り出したりするのでないことが，改めて

強調されなければならない。

　バルトは，12の奉
ミニストリー
仕の一つとしてミッションを取り上げ，神学的原則，心構え，注意

点などを記しているが，要約すれば，次のようになる。第一に，イエス・キリストはすべ

ての人のために，したがって異教徒のためにも，死んで甦りたもうたという明らかな約束

と確かな信仰との前提のもとでだけ，ミッションは意味深い59。ミッションの課題はそれ

を彼らに「示す
0 0

」（anzeigen）ことであり，「語る
0 0

」（ansprechen）ことである。第二に，伝

57 KDIV/3, S.954.
58 1928～29年の倫理学講義に記された次のような言葉も，ここでのバルトの考え方を知るのに有益
である。「教会は，言うまでもなく，── そしてそのことが，ここでよく考慮に入れられなければな
らない ── いかなる閉鎖された集

サークル

団でもなく，絶えず開かれ，自分を広げてゆく，そしてそれから
再び自分を閉じる集

サークル

団である。神の栄誉は，神の教会と共により大きくなることを欲している。教
会はただ単に（それの生の根拠が，まさに神の栄誉であることが確かである限り）自分自身を建て
ようと欲することができるだけではない。教会は，それが生きている所では，常にまた伝道する教
会でもある。教会はその使

メツセージ

信をもって，いつも同じ仕方で，内部にいる者たちと外部にいる者たちに，
身を向ける。そのようにして，私の所に来た隣人は，彼自身がまたキリストの成員であるかという
問いは，私にとって全く何の意味も持ちえない。彼が，たとえ今日はまだそうでなくとも，明日は
キリストの成員でないであろうかどうかについて，私は何を知っていようか。そして私は，その時，
まさに私が，彼に対してキリストを，そしてキリストを通して父を，示すよう任命されていないか
どうかについて，何を知っていようか〔ヨハネ 14・8以下を参照せよ〕。私はおそらく，隠れたキリ
ストを隣人自身の中で認識することができないであろう。── しかしわれわれは，この否でもって，
また最も神を畏れない隣人をも，あまりに性急に捨て去ってしまってはならない。われわれは，ま
さにこの神を畏れない者を彼の兄弟と呼ぶことが，キリストの御心にかなわなかったかどうかにつ
いて，何を知っているか。そのようなわけで，私はいずれにせよ，── もしも私が（たとえ私が，
彼はキリストにふさわしくないとどんなに強く確信しているとしても）隣人に対して，キリストの
代わりに出会うことを拒むとしたら，── 私自身の中に生きたもうキリストを否定しない

0 0 0

でいるこ
とはできない。彼がキリストにふさわしくないかどうか，そのことについては，まさに再び，私で
はなく，そのことについては再び，ただキリスト御自身だけが，決定したまわなければならない。
そうだとしても，私は，従順でなければならないのである」（Ethik II, GA10, S.312f. 『キリスト教倫理
学総説 II／1』吉永正義訳）。

59 以下を参照せよ。「このような，一方には人間イエス，そして他方には他のすべての人間たちと
いう，そのような両者の間の存在論的

0 0 0 0

関連。さらにまた，こちらには能動的なキリスト者，そして
あちらには潜在的・将来的なキリスト者という，そのような両者の間の存在論的関連。そこにこそ
……まさにそのような教

ゲマインデ

会が，やはりイエス・キリスト御自身に基づく必然性
0 0 0

をもって派遣され，
この世における伝道

0 0

の課題を委託されているという事実の根拠が存在する」（KDIV/2, S.305.）。
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道団体ではなく，教会がミッションの主体である。第三に，ミッションは福音を伝えると

いう純粋な意図でだけなされなければならない。第四に，諸宗教の中にあってミッション

は真剣な評価と同時に非妥協的に自らの独自性と新しさを対置するという前提でなされ

る。第五に，ミッションにおいても，教会的奉仕全体の遂行が問題なのであって，たとえ

ば教育やディアコニーなど，最初にもっぱらそれに従事することはあっても，それが自己

目的化してはならない。第六に，ミッションの目標は「回心」させるということではない。

むろんそれはじっさい起こることであるかも知れない。しかし回心は神の業である。そし

て最後，第七に，諸国民の間でのミッションはその出発点において征圧や支配ではないの

であって「奉仕」である。若い教会が自らも証人となるように導くことが必要である──

じつにまっとうな理解であり助言であると言わざるをえない。

　バルトのミッション理解，あるいは伝道理解については，われわれも，D・マネッケと

共に，これを「証人の奉仕としての伝道」60と言ってよいであろう。そしてバルトが証し

について次のように書いていることも，われわれは記憶しておいてよい。「概念のキリス

ト教的意味での証しは，わたしが，わたしが信じる時に，信じる間に，隣人に向かってな

す挨拶のことである。わたしがそのものの中でイエス・キリストのひとりの兄弟を，それ

であるからわたし自身の兄弟を，見出すことを期待するところの者との間にわたしがもっ

ている交わりを告知することである。わたしは証しをする間に，わたしは何も欲しないし，

何も欲してはならない。わたしはただ隣人との具体的な向かい合いの中で，わたしの信仰

を生きるだけである。キリスト教的証しの力は，その証しがそれがもっているすべての切

迫性にもかかわらず，またこの意味で控えめであるという性格をもっているかどうかとい

うことと，立ちもすれば倒れもする。……証人は自分の隣人にあまりに近寄りすぎて侮辱

を加えることはまさにしないであろう。証人は彼を『取扱い』（behandeln）はしないであ

ろう。証人は彼を自分の活動の対象としないであろう。たとえ最上の意図をもってしても

そのようにはしないであろう。証しはただ，神の恵みの自由を最高度に尊重することの中

でのみ，それ故にまた，わたしから何も期待してはならず，すべてを神から期待しなけれ

ばならないところのほかの者を最高に尊重することの中でのみ，存在するのである」61。神

の恵みの自由を最高に尊重し，かつ同時に他者を最高に尊重することの中でしか，証しは

60 D. Manecke, Mission als Zeugendienst, Karl Barths theologische Begründung der Mission im 
Gegenüber zu den Entwürfen von Walter Holsten, Walter Freytag und Joh. Christian Hoekendijk, 1972.　
Vgl. J. Webster, The Church as Witnessing Community, in : Scottish Bulletin of Evangelical Theology 21, 
no. 1., 2003, p. 21-33.

61 KDI/2, S.487f.
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成り立たない。

　さてわれわれはこの終章の「4　旅する神の民」で，特に「和解論」第 3部の教会論を

念頭にいくつかのことを述べることになった。われわれは改めて，教会論（72節）含む『教

会教義学』「和解論」第 3部の冒頭のキリスト論（69節）の題詞が「バルメン神学宣言」

第 1項のみであったことを思い起こさざるをえない。つまり世のための教会論を含む「和

解論」第 3部は「バルメン神学宣言」の壮大な展開なのである。神の唯一の御言葉である

イエス・キリストご自身が自らを啓示し，われわれを照らし，われわれに語りかけ，われ

われの神となる。この世におけるこのイエス・キリストの自己証示，そのリアル・プレゼ

ンス，すなわち，イエス ･キリストの自己現前化と自己分与を教会は証しする62。神の国

の来るその時まで証ししつつ歩む。そこでわれわれも「バルメン神学宣言」第 1項を引き，

終章を，そして本書全体を閉じることにしたい。

聖書においてわれわれに証しされているイエス・キリストは，われわれが聞くべき，

またわれわれが生と死において信頼し服従すべき神の唯一の御言葉である。

 アーメン

62 Vgl. KDIV/2, S.740.
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ローマ書の統一性についての文献学的考察
原　口　尚　彰

問題の所在

　ローマの信徒への手紙（以下，「ローマ書」と略記する）は使徒パウロが（ロマ 1 : 1），

ローマ帝国の東半分を構成するギリシア語圏での伝道を終えた時点で（15 : 14-21），コリ

ントからローマの教会へ書き送った手紙で（1 : 5-6, 10-15），16章からなる長大な書簡で

あるが，統一性に関して本文批判と文献批判の両面で様々な疑問が提起されている。

　第一に，ローマ書の結びの頌栄句 16 : 25-27の本文中の位置については，写本の読みが

分かれており，16 : 21-23の後に置いているもの（ 61 a B C D 81. 365. 630. 1739. 2464 et 

al.）の他に，14 : 23の後に置いているものや（L Ψ 0209vid 1175. 1241. 1505. 1881  et 

al.），15 : 33の後に置いているものがある（ 46）。さらに，マルキオン聖書においてロー

マ書は，14 : 23で終わっており，15 : 1-16 : 27の部分は存在していない。ローマ書の結

びの部分の写本の読みがこのように大きく分かれている以上は，本文批評の作業を行って

ローマ書の原初的形態についての判断を下す必要がある。

　第二に，イスラエルの運命についての記述である 9 : 1-11 : 36の存在が問題になる。ロー

マ書の本論において，ピスティス（信，信実，信仰）を通して与えられる神の義を論じる

1 : 18-8 : 39と，世界における信徒の生き方を語る 12 : 1-15 : 29の間の繋がりを断ち切

る形で，ユダヤ人と異邦人の究極的救いについての記述である 9 : 1-11 : 36が存在してい

る。そこで，この部分が後から挿入されたと考えるべきなのか，それとも，初めからロー

マ書の構成部分として存在していたのかということについて判断するする必要がある。

　第三に，16 : 1-20の部分においてパウロは，宛先の教会の構成員の名前を具体的に挙

げて挨拶しているが，その人数が非常に多く，パウロ書簡として異例に長大なリストとなっ

ている。まだ訪問したことがない教会の構成員の名前をパウロがこれ程多く知ることが出

来きたのかどうかを疑問視して，この部分は，ローマに宛てた手紙のコピーが後にエフェ

ソへ送られる際に，付け加えられたエフェソ教会に宛てた挨拶文ではないかという説が出

［ 論 文 ］
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されている1。ローマ書の統一性を維持するならば，この問い掛けに対しても答えなければ

ならない。

　第四に，現存のローマ書は，元々別々に書かかれた複数の書簡が事後的に一つの手紙に

まとめられたものであるとする複合書簡説が存在している。例えば，木下順治はローマ書

の成立について独自の仮説を立て，ローマの異邦人信徒達に宛てた原ローマ書と（ロマ

1 : 1-32 ; 2 : 6-16 ; 3 : 21-26 ; 5 : 1-11 ; 8章，12-13章，15 : 14-33），ユダヤ人との論争

のための覚え書きと（2 : 1-5 ; 2 : 17-3 : 20 ; 5 : 17-7 : 25 ; 9-11章 ; 14 : 1-15 : 13），フィ

ベの推薦状（16章）とがエフェソの教会において一つの手紙の体裁に仕立てられたとし

ている2。

　他方，ドイツの新約学者W・シュミットハルスは，近年，ローマ書の注解書において，

現存のローマ書は別々に執筆された三つの手紙が一つにまとめられて現在の形になってい

るという大胆な説を唱えて注目されているので，この分割仮説に対しても吟味する必要が

ある。

　本論考は，以上の四点について本文批判と文献批判の両面から考察し，一定の結論を得

ることを目的としている。ローマ書の統一性問題は古くて新しい問題であり，あらゆるロー

マ書研究の前提をなす基礎研究として，繰り返し取り組まなければならない課題である。

1.　本文批評と統一性問題

　ローマ 16 : 25-27の本文上の配置について，ネストレ＝アラント 28版の脚注に従って，

主要写本がどのような読みを伝えているかを一覧表にすると以下のようになる3。

　（1）　F G 629 Hierms : 1 : 1-14 : 23 + 15 : 1-16 : 24

　（2）　マルキオン聖書 : 1 : 1-14 : 23

　（3）　 61 a B C D 81. 365. 630. 1739. 2464 ar b vg syp co Orlat mss Ambst : 1 : 1-14 : 23 + 

15 : 1-16 : 23（24）+ 16 : 25-27

 1 T.W. Manson, “St. Paul’s Letter to the Romans and Others,” in Romans Debate （ed. K.P. Donfried ;  
Revised and Expanded ed. ; Peabody, MA : Hendrickson, 1991） 3-15.

 2 J. Kinoshita, “Romans_Two Writings Combined : A New Interpretation of the Body of Romans,” 
NovTest 7 （1964-65） 272-277 ; 木下順治『新解・ローマ人への手紙』聖文舎，1983年，7-168頁を参照。

 3 E. Nestle - K. Aland, Novum Testament Graece （28. revidierte Auflage ; Stuttgart : Deutsche Bibelge-
sellschaft, 2012） 517 ; さらに，K. Aland, Text und Textwerte der griechischen Handschriften des Neuen Tes-
taments II. Die paulinischen Briefe （Berlin : Waler de Gruyter, 1991） 447-451 ; B.M. Metzger, A Textual 
Commentary on the Greek New Testament （2nd ed. ; Stuttgart : Deutsche Bibelgesellschaft, 1994） 470-473
も参照。
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　（4）　 46 : 1 : 1-15 : 33 + 16 : 25-27 + 16 : 1-16 : 23

　（5）　 L Ψ 0209vid 1175. 1241. 1505. 1881  et al. : 1 : 1-14 : 23 + 16 : 25-27 + 15 : 1-

16 : 24

　（6）　A P 33. 104 et al. : 1 : 1-14 : 23 + 16 : 25-27+ 15 : 1-16 : 23（24） + 16 : 25-27

　（7）　1506 : 1 : 1-14 : 23 +16 : 25-27 +15 : 1-33 + 16 : 25-27

　ネストレ＝アラントの 28版の本文は，第一の読み方が最も原型に近いと判断してい

る4。外的証拠からは，第三の読みが有力であるが，16 : 25-27の頌栄句は文体・内容の点

からパウロ書簡としては異例である。真正パウロ書簡の結びの句は，通常はキリストの恵

みと神の愛が与えられることを祈る祝祷句である（Iコリ 16 : 23 ; IIコリ 13 : 13 ; ガラ

6 : 18 ; フィリ4 : 23 ; Iテサ5 : 28 ; フィレ25）5。神に栄光を帰す典礼的な頌栄句は，時折，

論述の切れ目を示す句として使用されているが（ロマ 11 : 36 ; ガラ 1 : 5 ; フィリ 4 : 20），

手紙の末尾には置かれていない。また，ロマ 16 : 25-26の典礼的な用語・文体や，神の永

遠の奥義がキリストの福音において啓示されたという内容は，真正パウロ書簡よりもむし

ろ，第二パウロ書簡のエフェソ書や牧会書簡の内容に近い（エフェ 3 : 3-11 ; IIテモ

1 : 9-11 ; テト 1 : 2-3）6。従って，この部分はローマ書本文に後から付け加えられた編集句

である可能性が強い7。さらに，16 : 24を有力写本の多くは伝えていないので，この節も

 4 Ibid. 517 ; さらに，H. Lietzmann, An die Römer （HNT 8a ; 4. Aufl. ; Tübingen : Mohr-Siebeck, 
1933） 130 ; C.K. Barrett, A Commentary on the Epistle to the Romans （London : Black, 1957） 13 ; H. 
Gamble, The Textual History of the Letter to the Romans （Grand Rapids : Eerdmans, 1977） 23-29も参照。

 5 Gamble, 123-124 ; J.A. Fitzmyer, Romans （AB33 ; New York : Doubleday, 1993） 62. 尚，祝祷と頌
栄の違いについては，J.A.D. Weima, Neglected Endings : The Significance of the Pauline Letter Closings 
（JSNTSup 101 ; Sheffield : JSOT, 1994） 135-136を参照。

 6 Gamble, 123-124 ; R.F. Collins, “The Case of a Wandering Doxology : Rom 16, 25-27,” in New Testa-
ment Textual Criticism and Exegesis （ed. A. Denaux ; Leuven : University Press, 2002） 293-303を参照。
これに対して，エフェソ書や牧会書簡にパウロの真筆性を認める研究者は，ロマ 16 : 25-27の真筆
性を認める。L.W. Hutardo, “The Doxology at the End of Romans,” in New Testament Textual Criticism : its 
Significance for Exegesis （FS. Bruce M. Metzger ; eds. E.J. Epp and G.D. Fee ; Oxford : Clarendon, 1981） 
191, 197-198 ; R.N. Longenecker, Introducing Romans : Critical Issues in Paul’s Most Famous Letter 
（Grand Rapids : Eerdmans, 2011） 37 ; Pate, 326を参照。また，Weima, 142-144 ; L.T. Johnson, Reading 
Romans : A Literary and Theological Commentary （Grand Rapids : Eerdmans, 1997） 221-223は，先行す
るロマ 1 : 16や 3 : 21や 15 : 5-13の内容がロマ 16 : 25-27に対応しているとして，パウロの真筆性
を認めている。

 7 C.H. Dodd, The Epistle of Paul to the Romans （London : Hodder and Stoughton, 1932） xvii ; Lietzmann, 
131 ; O. Michel, Der Brief an die Römer （KEK ; 12. Aufl. ; Göttingen : Vandenhoek & Ruprecht, 1966） 
24 ; Barrett, 11-12, 286 ; C.E.B. Cranfield, The Epistle to the Romans （2 vols ; Edinburgh : T & T Clark, 
1973-1979） I.8 ; 松木治三郎『ローマ人への手紙　翻訳と解釈』日本基督教団出版局，1966年 580-

581頁 ; Gamble, 24, 123-124 ; H. Schlier, Der Römerbrief （HThK 6 ; 2. Aufl. ; Freiburg : Herder, 1979） 
451-455 ; W.H. Ollrog, “Die Abfassungsverhältnisse von Röm 16,” in Kirche （FS. G. Bornkamm ; hrsg. v. 
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二次的付加であると判断できる。すると，ローマ書の原型は 1 : 1-14 : 23 + 15 : 1-16 : 23

であると推定されることになる8。これに対して，P・ランペは，ロマ 1 : 1-14 : 23 + 

15 : 1-16 : 23を構成内容とする本文型を伝える写本が現存しないので，第一の読み（F G 

629 et al.）が示すように 16 : 24を含んだ 1 : 1-14 : 23 + 15 : 1-16 : 24の形が原初的であ

ると主張し，一部の注解者が賛成している9。しかし，頌栄句 16 : 24については，最も古

い写本（ 46 61 a B C他）は伝えておらず，より後期に成立した写本（D G L Ψ 629. 630. 

1175. 1241. 1505. 1881.  ar vgcl syh）が支持しているだけである10。さらに，内的証拠の点

からしても，一般則として，短い本文の方がより原型に近い場合が多いので，16 : 24を

含まない形が原型であると判断し，ネストレ＝アラントの 28版の本文を支持する11。

　第二の読み方が示すマルキオン版のローマ書が 14 : 23で終わっているのは，ユダヤ人

教会への異邦人教会の献金を持って行くためにエルサレム旅行を企画していることを述べ

る部分と（15 : 25-29），異端への警告を述べる部分が（16 : 17-20），マルキオンには不都

合に見えたために 15 : 1-16 : 27の部分をそっくり削除したのであろう12。

　第三の読み方は，1 : 1-14 : 23 + 15 : 1-16 : 23からなる本文原型に，頌栄句 16 : 25-27

を付け加えて書簡の結びの体裁を整えている。多くの有力な大文字写本の読み方に見られ

るように，四世紀のアレクサンドリアにおいてはこの読み方が最も有力となっていた。

　第四の読み方は，二世紀遡る写本である 46だけが示している特異な異読であるが，二

次的な本文の反映である。頌栄句は文書の結びに使用されるのが常であるので，写字生が

頌栄句を 16章末尾の 16 : 25-27の位置から，文書の 15 : 33の後にわざわざ移すとは考

D. Lührmann / G. Strecker ; Tübingen : Mohr-Siebeck, 1980） 221 ; K. Aland, Der Text des Neuen Testa-
ments （Stuttgart : Deutsche Bibelgesellschaft, 1981） 297 ; J.K. Elliott, “The Language and Styfle of the 
Concluding Doxology to the Epistle to the Romans,” ZNW 72 （1981） 124-130 ; B. Byrne, Romans （Sacra 
Pagina 6 ; Collegeville : The liturgical Press, 1996） 29 ; K. Haacker, Der Brief des Paulus an die Römer 
（ThHNT 6 ; Leipzig : Evangelische Verlagsanstalt, 1999） 18 ; D. Starnitzeke, Die Struktur paulinischen 
Denkens im Römerbrief. Eine linguistische-logische Untersuchung （Stuttgart : W. Kohlhammer, 2004） 
477 ; R. Jewett, Romans （Hermeneia ; Minneapolis : Fortress, 2007） 18-19 ; 田川建三『新約聖書　訳
と 註 4』 作 品 社，2009 年，357 頁 ; F.W. Horn （Hg.）, Paulus Handbuch （Tübingen : Mohr-Siebeck, 
2013） 214-215.

 8 K. Aland, “Der Schluß und die ursprüngliche Gestalt des Römerbriefes,” in ders., Neutestamentliche 
Entwürfe （München : Kaiser, 1979） 284-301（特に，295-297）; J.A. Fitzmyer, Romans （AB33 ; New 
York : Doubleday, 1993） 50.

 9 P. Lampe, “Zur Textgeschichte des Römerbriefes,” NovTest 27 （1985） 272-277 ; Gamble, 130 ; Jewett, 
Romans, 4-6.

10 A.J. Hultgren, Paul’s Letter to the Romans : A Commentary （Grand Rapids : Eerdmans, 2011） 20-21を
参照。

11 田川，356-357頁を参照。これに対して，Gamble, 130は 16 : 24を本来的であると見る。
12 E. Lohse, Der Brief an die Römer （KEK ; Göttingen : Vandenhoek & Ruprecht, 2003） 51を参照。
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えにくい。この読み方は，1 : 1-15 : 33＋ 16 : 25-27の読みを示す現存しない写本の読み

方と第三の読み方とを混合して作り出したものであろう。

　第五の読み方は，ビザンティン型写本の多くが採用している。これはマルキオン聖書に

頌栄句の 16 : 25-27を付け加えた本文に，第三の読み方を組み合わせて作り出されたので

あろう。この操作の結果，16 : 1-23の後に結びに相応しい句が必要となり，パウロ書簡

末尾の祝祷句の例にならって（Iコリ 16 : 23 ; IIコリ 13 : 13他），16 : 24が付け加えら

れている。

　第六と第七の読み方は，既成の読みを組み合わせて作られた折衷的な読みである。第六

の読み方は，第三と第四の読み方を組み合わせたものである。第七の読み方は，第三と第

五の読み方を組み合わせた上で，16 : 1-16 : 23（24）の部分を削除して作られている。

2.　文献批判と統一性問題

2.1　ローマ書 9-11章と統一性問題（9 : 1-11 : 33）

　基本的な人間観と救済論を提示する教理的部分には，通例であれば，信徒の生き方を提

示する倫理的部分が続く（例えば，ガラ 2 : 15-4 : 31と 5 : 1-6 : 10を参照）。しかし，ロー

マ書の場合は，教理的記述である 1 : 18-8 : 39と倫理的記述である 12 : 1-15 : 29の間を

分断する形で，ユダヤ人と異邦人の究極的救いについての記述である 9 : 1-11 : 36が存在

している。このために，イギリスの聖書学者 C・H・ドッドは，この部分がイスラエルの

運命について論じた独立の論説であり，後からローマ書に挿入されたものであると論じ

た13。しかし，この部分がローマ書の本来の構成部分であることは，以下の理由により支

持される。

　イスラエルの躓きと救いを論じる 9 : 1-11 : 36の部分は，修辞学的には，本題から一時

離れて違う主題を取り上げる脱線（digressio）と評価出来る（キケロ『発想論』1.51.91 ;  

クウィンティリアヌス『弁論家の教育』4.3.12-17）。

　他方，この部分は前後の文脈から独立しているとはいえ，書簡全体の主題とは共鳴して

いる。例えば，業による義を追い求めたユダヤ人が義に達せず，異邦人がピスティスによ

る義を得ることとなったという 9 : 30-10 : 4の記述は，論証部分の中核を構成する

3 : 21-28の内容の適用である。11 : 25-32に述べられているユダヤ人と異邦人の救いとい

う結論は，書簡の冒頭部に提示された提題（1 : 16-17を参照）の成就を終末論的希望の

13 C.H. Dodd, The Epistle of Paul to the Romans （London : Hodder and Stoughton, 1932） 148-150.
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視点より論じている14。ローマのキリスト教は元々ユダヤ人の間から始まったという経緯

があり，その後の歩みの中で次第に異邦人信徒が多数になったとはいえ（1 : 5-7, 13 ;  

11 : 13 ; 15 : 7-13, 15-16），依然としてローマにはユダヤ人信徒が存在し，ローマ教会は

異邦人とユダヤ人からなる混成教会であったので（14 : 1-15 : 13 ; 16 : 3-4, 7を参照），

ユダヤ人と異邦人の究極的救いを論じたこの部分は，聴衆の関心がある主題を取り扱って

いると言えよう。神は公平であり（2 : 11），ユダヤ人と異邦人の神（3 : 29）であることが，

ここでは救済史的展望のもとに明らかにされる（特に，11 : 11-36を参照）15。

　パウロがローマ書の中に 9 : 1-11 : 36の部分を設けた理由は，彼がマケドニアやアカイ

アの教会から集めた献金を，原始教会へ届けるためにエルサレム旅行を目前に控えている

という事情に求められる（15 : 25-27）。パウロはユダヤ人であり（ロマ 9 : 2 ; フィリ 3 : 5

を参照），元々は熱心なユダヤ教徒であり，教会の迫害者であったが，復活のキリストと

の出会いによってキリストの使徒となった前歴を持つ（Iコリ 15 : 8-10 ; ガラ 1 : 13-17 ;

フィリ 3 : 5-11を参照）。特に，律法から自由な福音を宣教するパウロは（ガラ 1 : 11-

12 ; 2 : 4-5 ; 2 : 15-21 ; ロマ 3 : 21-26 ; 9 : 30-10 : 4），ユダヤ教の側からすると棄教者

であり，父祖達の宗教の根本を否定する者となるので，ユダヤ人の強い反発が予想される

のである（ロマ 15 : 30-32を参照）。

2.2　ローマ書 16章と統一性問題

　現存のローマ書の統一性に疑問を呈し，16 : 1-20の部分は，ローマに宛てた手紙のコ

ピーが後にエフェソへ送られる際に，添えられたエフェソ教会宛の挨拶文ではないかとい

う説を，T.W. Mansonらが提唱しており，かつては支持する意見も多かった16。ローマ書 16

章がエフェソに宛てたものであるとする説の実質的な根拠は，以下の通りである。

　（1）　 二世紀に遡る古い写本である 46は，16 : 25-27の頌栄句を，16章の末尾ではなく，

15 : 33の後に置いている17。

14 U. Wilckens, Der Brief an die Römer （2.Aufl. ; EKK VI/1 ; Zürich : Benzinger ; Neukirchen-Vluyn :  
Neukichener Verlag, 1989） I 19-21を参照。

15 M.J. Debanné, Enthymemes in the Letters of Paul （LNTS 303 ; London : T & T Clark, 2006） 175-177
は，この部分に見られる神義論的契機を重視している。

16 T.W. Manson, “St. Paul’s Letter to the Romans and Others,” in Romans Debate （ed. K.P. Donfried ;  
Revised and Expanded ed. ; Peabody, MA : Hendrickson, 1991） 3-15 ; E.J. Goodspeed, “Phoebe’s Letter 
of Introduction,” HThR 44 （1951） 55-57 ; H.M. Schenke, “Aporien im Römerbrief,” ThLZ 92 （1967） 881-

884 ; J.I.H. McDonald, “Was Romans 16 a Separate Letter,” NTS 16 （1969-70） 369-372 ; Käsemann, 394-

396 ; W. Schmithals, Der Römerbrief. Ein Kommentar （Gütersloh : Gerd Mohn, 1988） 27-28, 544-547.
17 Manson, in Romans Debate, 10-14.
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　（2）　 パウロが未訪問のローマ教会の信徒たちの個人名をこれほど多く知っているのは

不自然であることに加えて，16章において挨拶の相手として名前を挙げられてい

る者たちの中に，プリスカとアキラや（使 18 : 1-3, 18-19 ; ロマ 16 : 3 ; Iコリ

16 : 19），アジアの初穂エパイネト（ロマ 16 : 4）のように，エフェソでパウロと

関係を持った者たちがいる18。

　（3）　 異端的教えへの厳しい警告を内容とするロマ 16 : 17-20は，挨拶を内容とするロー

マ書 16章の文脈に合わず，ローマの教会の実情とも対応しないが，エフェソの長

老に向けられたミレトス説教の内容と平行しており（使 20 : 17-35を参照），エフェ

ソの教会へ宛てられたものとして理解できる19。

　（4）　 ロマ 15 : 33と 16 : 20bの両方に書簡末尾に用いられる祝祷句が出て来ているこ

とは，ローマ書が元々は 15 : 33で終わっていたことを示唆している20。

　（5）　 16 : 20bにある祝祷句の後に，16 : 21-23の挨拶が続くのは不自然であり，手紙の

本来の結びの後に事後的に付加されたと考える方が自然である。

　（6）　挨拶だけからなる書簡は古代世界に存在した21。

　第一の議論は， 46という一つのパピルス断片の読みだけに依拠しており，本文批評上

の根拠が弱い。 46は二世紀に遡る古い写本ではあるが，上記の本文問題の検討で明らか

になったように，必ずしも最も原型に近い本文型を伝えていないのである。

　第二の議論については，挨拶のリストに出てくる人たちの中には，プリスカとアキラの

ように，ローマの教会出身の信徒でコリントやエフェソでパウロの同労者として働いた者

たちもあるので（使 18 : 1-3, 18-19 ; ロマ 16 : 3 ; Iコリ 16 : 19），パウロが彼らを通して

ローマの教会の内部事情に通じていた可能性がある22。また，エパネイエトのように，ア

ジア州でパウロと出会って回心した信徒達もあるし（16 : 5），アンドロニコスやユニアの

ようにパウロと共に宣教活動の過程で入獄した体験を持つ人々などもあり，パウロとロー

マの信徒達の間に共通の知人も存在した（16 : 7）。これらの人々は，皇帝クラウディウス

の死後，ユダヤ人追放令が無効になってから，ローマに移住し，ローマの教会の指導的メ

18 Schmithals, 546-547.
19 Manson, in Romans Debate, 13.
20 Ibid., 8.
21 A. Deissmann, Licht vom Osten （Tübingen : Mohr-Siebeck, 1923）199-200.
22 Ollrog, 238-242 ; Fitzmyer, 60.
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ンバーになっていた可能性がある23。

　第三の議論には一理ある。異端的教えへの厳しい警告を内容とするロマ 16 : 17-20は，

挨拶を内容とするローマ書 16章の文脈に合わず，使徒言行録が伝えるミレトス説教の内

容と平行している（使 20 : 17-35を参照）。しかし，そこで問題となっているような異端

的教えの問題は，パウロの時代のエフェソよりも，使徒後時代の一世紀末の状況に当ては

まる。この部分は，一世紀末にローマ書末尾に書き加えられた編集句であると考えるべき

であろう24。

　第四，第五の議論は，書簡の本文が完結する前に祝祷句が出てくるのが不自然であると

いう文章形式上の根拠に基づいている。パウロは書簡を口述筆記する際に，文書の結びで

なくても，論述の流れの切れ目のところに祝祷句を置くことがあり（ロマ 5 : 21 ; 15 : 13），

ローマの信徒たちの名前を列挙した挨拶の後に（16 : 3-20a），執筆場所でパウロと共にい

る人々の挨拶の言葉を並べ始める前に（16 : 21-23）短い祝祷句が置かれてもそれ程不自

然ではない。

　第六の議論は，ローマ 16章が独立の手紙である可能性を示す傍証として主張されてお

り，挨拶だけからなる手紙など考えられないという批判に対する反論となっている。ダイ

スマンやマクドナルドが具体的に指摘しているように，古代書簡の中に主として挨拶から

なる手紙が存在したのは事実である（BGU 601 ; P. Oxy 1300, 1679他）25。しかし，そのこ

とが直ちにローマ書 16章が独立の手紙であったことを示す根拠になる訳ではない。Iテ

サ 5 : 26 ; Iコリ 16 : 19-20 ; IIコリ 13 : 12 ; フィリ 4 : 21-22に見られるように，個人的

に良く知っている教会に対して，パウロは書簡の末尾の挨拶において，個々の会員の名前

を挙げることを通常はしないが，ローマ書のように未訪問の教会に向けて書かれた手紙の

末尾については，これから親しい関係を築くために個人名を列挙した挨拶のリストを付し

た可能性は存在するのである26。

23 Dodd, xx-xxi ; Lietzmann, 128-129 ; Fitzmyer, 60 ; K.P. Donfried, “A Short Note on Romans 16,” 
Romans Debate, 44-52 ; P. Lampe, Die stadtrömischen Christen in den ersten beiden Jahrhunderten （WUNT 
2.18 ; Tübingen : Mohr-Siebeck, 1987） 124-135 ; ders., “The Roman Christians of Romans 16,” Romans 
Debate, 216-230 ; Byne, 11-12 ; T.S. Schreiner, Romans （Grand Rapids : Baker, 2004） 9 ; B. Witherington 
III, Paul’s Letter to the Romans : A Socio-Rhetorical Commentary （Grand Rapids : Eerdmans, 2004） 6を参
照。

24 これに対して，Schreiner, 10 ; C.M. Pate, Romans （Grand Rapids : Baker, 2013） 326は，この部分
が本来の構成部分であるとする。

25 Deissmann, 199-200 ; McDonald, 370-372.
26 Cranfield, I .10 ; J.D.G. Dunn, Romans 9-16 （WBC 38B ; Dallas : Word Books, 1988） 884-885 ; Sch-

reiner, 9 ; Witherington III, 5 ; C.G. Kruse, Paul’s Letter to the Romans : A Commentary （Grand Rapids :  
Eerdmans, 2012） 13-14 ; S. Mathew, Women in the Greetings of Romans 16.1-16 : A Study of Mutuality and 
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2.3　複合書簡説と統一性問題

　2.3.1　木下順治の複合書簡説

　木下順治はローマ書の統一性について疑問を持ち，現存のローマ書は以下の三つの文書

がエフェソで事後的に編集されて成立したと推定している27。

　A.　 原ローマ書（ロマ 1 : 1-32 ; 2 : 6-16 ; 3 : 21-26 ; 5 : 1-11 ; 8章，12-13章，15 :  

14-33）

　B.　 ユダヤ人との論争覚え書き（2 : 1-5 ; 2 : 17-3 : 20 ; 5 : 17-7 : 25 ; 9-11章 ; 14 : 1-

15 : 13）

　C.　フィベの推薦状（16章）

　木下によれば，パウロがローマに書き送った元の書簡は，専ら異邦人信徒を対話の相手

として想定していた（ロマ 1 : 1-32 ; 2 : 6-16 ; 3 : 21-26 ; 5 : 1-11 ; 8章，12-13章，15 :  

14-33）。これに対してパウロがエフェソで書き記した覚え書きは，ユダヤ人達との論争の

ために書かれたもので（2 : 1-5 ; 2 : 17-3 : 20 ; 3 : 27-4 : 25 ; 5 : 17-7 : 25 ; 9-11章 ; 14 :  

1-15 : 13），両者の想定する神学的対話の相手は異なっている。このようにローマ書 1-15

章の背後に二つの文書の存在を想定すれば，それぞれの文書の論旨は一貫し，現存のロー

マ書の記述のところどころに見られる繋がりの不具合を解決出来る28。また，原ローマ書

と論争覚え書きは，神学的な視点が異なり，前者が神の恵みの業による義の啓示と和解と

霊の働きを強調しているのに対して（特に，3 : 21-26 ; 5 : 1-11 ; 8章），後者は律法の業

によらずキリストのピスティスによって人が義とされることを強調している（3 : 27-4 :  

25 ; 5 : 17-7 : 25 ; 9-11章）。

　ローマ書 16章は， 46が示しているように，本来のローマ書の構成的部分ではなく，フィ

ベを紹介する推薦状であり，エフェソ教会に集まっていた小アジアの教会指導者達に宛て

パウロが書いた別個の書簡であった29。エフェソの教会において，原ローマ書と論争覚え

書きが編集されて一つの手紙の体裁に仕立てられ，さらに，挨拶からなるフィベの推薦状

Women’s Ministry in the Letter to the Romans （London : Bloomsbury T & T Clark, 2013） 3-4, 37-45を参
照。

27 Kinoshita, “Romans_Two Writings,” 272-277 ; 木下『新解』，7-168頁を参照。
28 Kinoshita, “Romans_Two Writings,” 261-275 ; 木下『新解』，111-131頁。
29 木下『新解』，150-168頁。
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が付け加えられた写本が，アレクサンドリアに伝えられたとしている30。

　この文書仮説には幾つかの難点がある。第一に，木下はローマの教会は専ら異邦人信徒

から構成され，ユダヤ人信徒は殆どいないと想定している31。パウロがローマ書を執筆し

た時，ローマの教会が主として異邦人信徒によって構成されていると想定していたのは事

実である（ロマ 1 : 7, 13-15を参照）。しかし，ローマ書 16章には，プリスカとアキラの

夫婦や（ロマ 16 : 3），マリアや（16 : 6），アンドロニコスとユニア（16 : 7），ヘロディ

オン等の（16 : 11）指導的ユダヤ人信徒の名前が列挙されており，ローマの教会にある

程度の数のユダヤ人信徒がその時点で存在していたことを示している。皇帝クラウディウ

スの死後，ユダヤ人追放令が無効となり，ユダヤ人信徒達が首都に戻って来て活動してい

た可能性は否定できない。

　第二に，ローマ 15章の記述を異邦人向けの部分とユダヤ人向けの部分に分け，前者を

原ローマ書，後者を論争覚え書きとすることには無理がある。福音はユダヤ人と異邦人の

両方に向けられているとパウロは考えている（ロマ 1 : 14, 16 ; 3 : 29 ; 9 : 24, 30 ; 10 :  

12 ; 11 : 25）。神はユダヤ人と異邦人の両方の神であり（3 : 29），ユダヤ人も異邦人も等

しく罪の下にあり（3 : 9），神の裁きに服している（2 : 9）。パウロはローマ書の中で，

ユダヤ人と異邦人に交互に言及した後に（例えば，1 : 18-32と 2 : 1-4，2 : 17-24と 2 :  

25-3 : 8，9 : 1-18と 9 : 19-29，10 : 5-11 : 10と 11 : 11-24），両者を一括して論じるのが

通例であり（2 : 5-11 ; 3 : 9-20 ; 9 : 30-10 : 4 ; 11 : 25-36），ユダヤ人に言及する部分と

異邦人に言及する部分とは，相互に結びついて一つの論述を作り上げている。

　第三に，木下はローマ書 16章が元々別の文書であったという根拠に， 46において，

15 : 33の直後に 16 : 25-27の頌栄句が置かれていることを挙げている32。先に述べたよう

に， 46という一つのパピルス断片の読みだけに依拠する議論は，本文批評上の根拠が薄

弱である。 46は 16 : 25-27の後に，16 : 1-23の部分も伝えており，15章だけで終わっ

てはいないし，写本全体としては混合型を示しており，必ずしも最も原型に近い本文型を

伝えていない。

　2.3.2　シュミットハルスの複合書簡説

　W・シュミットハルスは 1988年に刊行したローマ書の注解書において，現存のローマ

書が本来独立に書かれた書簡が編集されて成立したとする複合書簡説を唱えて注目され

30 木下『新解』，150-168頁。
31 Kinoshita, “Romans_Two Writings,” 258-261 ; 木下『新解』，13-14, 103-111頁。
32 Kinoshita, “Romans_Two Writings,” 258 n.1 ; 木下『新解』，11, 150頁。
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た33。シュミットハルスによれば，現存のローマ書背後には下記の三つの書簡が存在して

いる34。

　ローマ書 A : 　1 : 1-4 : 25 ; 5 : 12-11 : 36 ; 15 : 8-13

　ローマ書 B : 　12 : 1-21 ; 13 : 8-10 ; 14 : 1-15 : 4a, 5-6, 7 ; 15 : 14-23 ; 16 : 21-23

　エフェソ宛て書簡 : 16 : 1-20

　5 : 1-11 ; 13 : 1-7 ; 13 : 11-14 ; 15 : 4b ; 16 : 25-27は，内容的に前後の文脈に適合せ

ず，編集的挿入とされている35。ローマ書をローマ書Aとローマ書Bに分ける主たる根拠は，

ローマ書 1-11章が信仰義認の教理を体系的に説いた論説であり，特に，ローマの教会の

状況を反映していないのに対して，12-15章が，ローマのキリスト教徒の置かれた状況を

念頭に置いた勧告的手紙であるということにある36。

　16 : 1-20が元々はエフェソに宛てた手紙であると判断する理由は，訪問したことがな

いローマの教会に，この部分に挨拶の相手として挙げられている多くの人々を個人的に

知っているのは不自然であるということにある37。シュミットハルスによれば，この部分

はパウロの使者として派遣するフィベに持たせた紹介状であり，それは当時の習慣に適っ

ている（16 : 1-2 ; Iコリ 16 : 3 ; II コリ 3 : 1 ; 8 : 16-24 ; 使 9 : 2 ; 15 : 23-29 ; 22 : 5）38。

挨拶を主たる内容としていることも，紹介状には相応しいことである。エフェソ宛てであ

ると判断するのは，挨拶の対象として挙げられている人々の中には，プリスカとアキラ（使

18 : 1-3, 18-19 ; ロマ 16 : 3 ; Iコリ 16 : 19），エパネイエトや（16 : 5），アンドロニコス

やユニアのように（16 : 7），エフェソ教会で活動していた可能性が高い人々が多く含まれ

るからである39。

　第一の議論は現存のローマ書の記述の流れの中には，前後の文脈とは繋がらないような

部分があることを根拠としている。パウロ書簡は当時の書簡執筆の習慣に従って口述筆記

されている（16 : 22を参照）。口頭で語られる言葉の常としてパウロの議論は必ずしも直

線的には進まず，話題が逸れたり，関連の主題が間を置いて繰り返されたりすることもし

33 W. Schmithals, Der Römerbrief. Ein Kommentar （Gütersloh : Gerd Mohn, 1988） 25-29. 
34 Ibid., 29.
35 Ibid., 29.
36 Ibid., 27-28.
37 Ibid., 546-547.
38 Ibid., 544-545.
39 Ibid., 547.
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ばしばである。ローマ書に文書としてのより緊密な論理的一貫性を想定して，1章から 15

章までの本文を分解してローマ書 Aと Bの存在を想定する必要はない。

　第二の議論に対しては，先に「ローマ書 16章と統一性問題」のところで確認したように，

パウロはコリントやエフェソでローマの教会出身の信徒と接触する機会があったので（ロ

マ 16 : 3, 5, 7 ; さらに，Iコリ 16 : 19使 18 : 1-3, 18-19を参照），ローマの教会の信徒た

ちの間に多くの知人がいた可能性があることが挙げられる40。シュミットハルスが主張す

るように，古典古代世界において挨拶だけを内容とした紹介状が存在した可能はあるが，

ローマ 16章を独立の手紙であるとする論拠としては弱く，むしろ新しい問題を作り出し

ている。もし，この部分が本来はエフェソ教会に宛てた書簡だとすれば，先行するローマ

の教会に宛てた書簡と結び付けられた具体的な事情と理由を説明する必要が出てくるが，

そのことについての首尾一貫した説明をシュミットハルスは提供していない。

結論

　1.　ローマ書の本文に関して，筆者はネストレーアラント 28版が採用している 1 : 1-

14 : 23 + 15 : 1-16 : 23を最も原型に近い本文型として支持する。外的証拠からはアレク

サンドリア型写本の多くが支持している 1 : 1-14 : 23 + 15 : 1-16 : 23（24）+ 16 : 25-27

の方が有力であるが，内的証拠から，この読み方が優先すると判断される。

　2.　ユダヤ人と異邦人の究極的救いについての記述である 9 : 1-11 : 36は，後から挿入

されたのではなく，初めからローマ書の構成部分として存在していたと結論される。9 :  

1-11 : 36の部分は，修辞学的には，本題から一時離れて違う主題を取り上げる脱線

（digressio）と評価出来る（キケロ『発想論』1.51.91 ; クウィンティリアヌス『弁論家の

教育』4.3.12-17）。

　他方，この部分は書簡全体の主題とは共鳴している。業による義を追い求めたユダヤ人

が義に達せず，異邦人がピスティスによる義を得ることとなったという 9 : 30-10 : 4の記

述は，論証部分を構成する 3 : 21-28の内容の適用である。11 : 25-32に述べられている

ユダヤ人と異邦人の救いという結論は，書簡の冒頭部に提示された提題（1 : 16-17を参照）

の成就を終末論的希望の視点より論じている。

　第三に，16 : 1-20の部分は，ローマに宛てた手紙のコピーが後にエフェソへ送られる

際に，添えられたエフェソ教会宛の挨拶文ではなく，ローマ書に当初から含まれていた構

40 K.P. Donfried, “A Short Note on Romans 16,” Romans Debate, 44-52 ; P. Lampe, “The Roman Chris-
tians of Romans 16,” Romans Debate, 216-230を参照。
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成的部分である。未訪問の教会に向けて書かれた手紙の末尾に，パウロはこれから親しい

関係を築くために個人名を列挙した挨拶のリストを付したと考えられる。

　第四に，木下順治やW・シュミットハルスらが提唱するローマ書は本来別々の文書が

事後的に編集されたとする分割仮説は支持出来ない。現存のローマ書は一体として執筆さ

れたものと考える。

　以上に検討した本文批判上，或いは，文献批判上の様々な問題は，古代書簡としてのロー

マ書の特異性を示しており，ローマ書理解の難しさと解釈の可能性の豊かさの両方を示し

ており，この重要なパウロ書簡を読む者に対して繰り返し，新たに深く考える契機を与え

ているのである。
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核兵器─偽りの希望と真実の黙示録 :
『核の異端に直面─変革の要求』（C. チャップマン）1 に関する 

神学的・倫理的考察

マーチー・デイビッド
翻訳者 : 野村　　信

［ 論 文 ］

1.　全滅の危機への応答

　数年前に，Noam Chomskyは，核戦争は人類にとって気候の変動よりもはるかに深刻な

脅威であると論じた。彼の言葉で言えば，「グローバルな核戦争の結果もたらされる大惨

事は増大しつつある気候変動をはるかに超えている。なぜなら結果は即座に現れ，取り返

しがつかない。両者の相違点は，気候変動は避けられないが，グローバルな核戦争の脅威

は我々の手で取り除けるという点にある」（Chomsky, Interventions, 126-27）。他の人々も

不吉な脅威に警告を発しているが，世界全体で言えば，核兵器の危険は現代生活における

許容範囲内にあると考え，核による全滅の縁に心理的にも道徳的にも適合して生きている

ように見える。かつて初期の段階で，アインシュタインは，「原子核の力を解放することは，

私たちのものの考え方を除いて，他のすべてのことを変えた」こと認め，さらに彼は，「人

類が生き残るためには本質的に新しい考え方が要求される」（Chapman, 11）と語った。牧

師であり活動家のMartin Luther King, Jr.は，人類の選択は「もはや暴力か非暴力」では

なく，むしろ「非暴力か非生存」であると語った（Chapman, 10）。神学的な用語では，

Dale Aukermanが核戦争を「『出発時点で殺人兵器』である全滅の一発」として描いており，

それは，いわば「エデンの園のサタン」のようである（Chapman, 227）。非軍備提唱者の

Barb Kattは，市民の不服従に対する連邦政府の判決が下される前に論じるべき点につい

て，そのジレンマを以下のように表明する。

　　  私たちのほとんどが自分たちのために監獄を建てている。しばらくの間それを占拠し
 1 G. Clarke Chapman, Facing the Nuclear Heresy : A Call to Reformation （Brethren Press. 1986）.
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ているうちに，監獄の壁に慣れ，命は守られている，と偽った前提を受け入れる。そ

のような信仰が私たちを支配するやいなや，私たちの生活を良くしようという希望は

捨てられ，機会があれば実現するという夢を持つことをやめてしまう。私たちは生き

たまま死んで行き，平凡な灰色の世界が広がる中で，破壊に向って進んで行く群れに

なる。

II.　宗教としての「核抑止力主義 Nuclearism」

　核戦争によるハルマゲドン（世界最終戦争）への行進は，核兵器それ自体がその運動を

引き起こした。その運動は，政治的に，経済的に，道徳的にも，人間の全生涯を支配する

力をもつにもかかわらず，なんら大きな反対を引き起こさなかった。「核爆弾（本旨を良

く表すアイコン）」は単に国家の安全に関する事柄として扱われてよいものではない。そ

れは一種の宗教，すなわち，全人類にとって「核抑止力主義」と Robert Jay Lifton が呼ぶ，

一つの宗教になった。

　長年にわたって，核兵器の存在と使用は第一に倫理的・道徳的問題として見られた。し

かし数年前に G. Clarke Chapmanは，キリスト者が核兵器を宗教的，神学的な問題から見

ることの失敗を指摘した。このような大規模破壊兵器が急速に広がるに連れて，問題の宗

教的な性質がより明らかになりだしたからである。自己神格化の巨大な力は，非聖書的な

救済論を増幅させた。さらに，核の大量破壊のもつ全部を取り囲む，黙示的な性格は

Nevil Shuteの「渚にて On the Beach （1957）」のような本において脚光を浴び，「異常愛博士 :  

私はいかに悩むことを止めて爆弾を愛することを学んだか Dr. Strangelove or : How I 

Learned to Stop Worrying and Love the Bomb” （1964）」のような映画で上映された。核兵

器は概して現実への攻撃として広く認識され受容されるようになり，核兵器の使用の結果

が，かつてなかった軍事的行動に関わる最終の感覚を生み出したのである。

　核抑止力はすべてを包み込む一種の宗教的幻想である。その力はあまりにも広大で，「存

在全体（reality as a whole）」に影響する。「核爆弾」の影響は，内部的，超越的破壊を引

き起こす規模をもつ。なぜなら「核爆弾」によって引き起こされる瞬時の大規模破壊は，

何世代にも亘る放射能汚染をもたらすからである。「核爆弾」が人類全体にもたらす影響

は実際測り知れない。それなら，「核爆弾」の性格を「全体主義者」として表現すること

は決して誇張ではない。「核抑止力」の影響は，その宗教的な様相が否定されないという

点で究極的・全体的な性格を帯びる。核爆発が人間を殺戮し，損なうばかりでなく，生態

系へ深刻な被害をもたらし，その存続を脅かす。例えば，核戦争が起きれば，生じる一つ
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の可能性は，「核の冬」の到来である。すなわち，爆発後に煤塵と煙が地球を覆う期間で

ある。数か月，数年の暗黒が広がり，凍りつき，飲料水が供給されず，植物が死に，猛毒

の放射線 Bが放出され続ける広範な汚染である。そのような，予防できるはずの大災難

がもたらす帰結は，人間の死よりもはるかに深刻である。すなわち人類絶滅の恐るべき可

能性を秘めているからである。そのような情景はキリスト者が聖書において読む黙示録の

象徴的な描写によって知られるが，しかし，続けて，決して神が人間に命じた努力でも主

体性でもないことを認識すべきことは付加せねばならない。ことは付言せねばならない。

例えば聖書は，人類消失の危険を冒すような神学的・倫理的な行為を命じてはいない。イ

エス・キリストの死と個人のクリスチャンの殉教という死は，祝されてきたが，この祝福

は将来の復活と和解の希望の脈絡内で起こるものである。核兵器を用いて人間が自ら消失

することは何ら目的も明確さも持ち合わせない。

　文化的にも，おそらく霊的な意味でも必ずしも明確ではないが，黙示録は何世紀にもわ

たって人々を魅了し，現代も例外ではない。Chapmanが指摘するように，この傾向は，

神秘と恐れに関する自然的，人間的感覚と大いに関連すると見られ，未知の不可視な勢い

や巨大な力に関する想像的な世界を好むという傾向，宇宙的天罰に直面して被造物が助け

られないというイメージに魅了されるという傾向がある。現代社会は，長い間，宇宙人の

侵略のファンタジーや夢などを製作してきたマスメディアによって氾濫し，日常生活で感

情的にも知的にも受け入れられ，核兵器の背後にある宗教的な現実を曖昧にしている。

Jürgen Moltmannは，核兵器を「人類史上最悪の神聖冒涜」と語って，問題の宗教的な性

質を察知した。実際，そのような兵器を考案した人々は，嫌でも人間性そのものを問われ

ることは避けがたく，付与としての命に対する人間の責任や人間の尊厳への違反が問われ

る。倫理学者の Gibson Winterは個人と社会の死の問題に関して道徳的にも宗教的にも中

立的立場に立つとして，自分たちが決定権をもつとする技術的なエリートたちに極めて批

判的である。Winterは，彼らの世俗主義が自分たちの「核依存」の信仰をこっそり隠し

ていることを指摘する。なぜなら彼らは自分たちの根本姿勢と宗教的性格を批判に晒すこ

とをわざと避けるからである。「核抑止力主義」の信奉者たちが見誤り，認めることを拒

否する点とは，神が本当に我々の起源であり維持者であるなら，存在物を消滅させるいか

なる脅威も宗教的な脅（おど）しであるという点である。Richard Barnet曰く，私たちの

唯一の解決は，何としてでも破滅へのこのレースを乗り越えるしかない，と。他の人々（心

理学者や科学者，教師，政治家）も同様の意見をもつ。しかし，いかなる修正意見も「全

体的・究極的」であることが不可欠である。宗教的・神学的立場からは，「核爆弾」を神
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と人との根本的な結びつきへの挑戦であると見つめ，また「核爆弾」を神が造られた世界

の管理者であるべき人間たちのはなはだしい誤りであると見て取らねばならない。

　人類の消滅は，人間の暴力の中でも，最悪の，虚無的な位置を占める。最も基本的な点

で，暴力は，自然に形作られ，全体に安定した何かに対して力をもって破壊することであ

る。目的によっては暴力が時に許容される場合がある。例えば，外科の手術の場合に，外

科医のナイフによって「強引な暴力」が脅威を与える細胞を切り取り，破壊することで，

延命が可能になる場合である。しかし，この場合には，暴力を加える側と加えられる側が

暴力行為の価値を認めているからである。これは明らかに戦争の場合には許容されない。

そこでは暴力行為に現れる力が，それ自身破壊的で，撃滅させ，非寛容で，虚無的な力で

さえあるからだ。

　「核爆弾」は，現代社会で単に人間を守るという高度の技術の戦争の手段にとどまらない。

その存在に関する議論がすべてに亘って一致するというのでなくても，「核爆弾」は，我々

の社会的，政治的，経済的構造の中で引き続き，改良され，存続している。人間の生命と

いう面から言えば，「核爆弾」は，触媒作用的，寄生虫的な面をもつ。それが，極端な意

味で，途方もない虚無的な想像や哲学に貢献するように，同じく独占的な資本主義の本当

の姿を浮き上がらせる。つまり，歯止めない人間の欲望であり，すなわち，かつては死の

罪に価していたのに，現代の資本主義社会において，世俗化された経済的美徳となった人

間の欲望である。にも拘わらず，意識しようがしまいが，「核爆弾」の触媒作用的，寄生

虫的機能は，蝋燭の炎に引き寄せられ，まわりでぐるぐる回り続ける蛾に似て，結局自己

破壊的である。Chapman の言葉で，「人間は自分たちを破壊するその武器をあまりに熱心

に求め，これに仕えている」と（20）。

　キリスト者たちからは預言的な警告がほとんどなされたことがない。残念ながら，今日

のキリスト者たちは，生命と創造世界の管理者としての私たちの責任を放棄して，「核抑

止力主義」とその脅威を嘆かわしくも広く受け入れているように見える。アダムとイブが

管理を委託された点を越え，自身のためのより大きな能力を求めて，禁じられた果実を取っ

て食べたというあの経験に奇妙にも通じるものがある。21世紀の技術的渇きはアダムと

イブの禁じられた果実ではないだろうか？　最初のカップルはエデンから追放されたが，

20世紀の人間の共同体は無責任の結果としてすでに酷（ひど）く損なわれた「庭」から

爆発〔の危機〕に直面しているのではないだろうか。もし私たちが 21世紀の世界からそ

のような爆発（すなわち絶滅）を避け得るなら，我々を絶滅の危機にさらしている力に頼っ

ている人々に強い警告を発しなければならない。そのような警告は，現代の女性や男性の
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心に届き，さらに「核抑止力」の神話から解放する，シンボリカルな表現を用いる明確な

言語によって伝えられなければならない。この議論に関して有力な声をあげている一人は，

Robert Jay Lifton であり，広島で生き残った人たちを 1962年に研究したことで知られてい

る。短く Lifton の「核抑止力主義」に対する批判と核から生じた神話について触れておこ

う。

　Lifton は，人間が死と不死を扱う作業に関わる道は五つあるとする。最初は，誰もが生

物学的に，死と不死の問題を扱う。すなわち私たち自身は子供や子孫によって生き続ける

と見る。第 2は，私たちは宗教的に，死を越えて生き続けると考える。様々な儀式を通し

て福音的に私たちの信仰を告白し，死後の世界も生き続ける仕方である。第 3は，私たち

が行為や作品によって創出的に，死を越えて存続するという見方である。つまり，芸術作

品や科学的発見，人類への貢献，他に残せる遺物などによって歴史的に存続しようとする

仕方である。第 4は，永続すると見られる自然の一部であると自然的に，私たち自身を見

て，死を越える方法である。例えば何人かの広島の生存者は，「国家は滅びようとも，山

や川は残る」という思いから慰めを得た。第 5は，人々は自らの生を内的な超越によって，

越えようとする姿勢である。ドラッグや瞑想，ある種の恍惚を意図的にもたらすよう工夫

するやりかたである。これらのすべての方法は，我々の生を延ばし，より良く生きる感覚

を身につけたいという要求を象徴化する主張である。現代において，これらの最初の四つ

の実践（生物的，宗教的，創出的，自然的）は，著しく減少している。Liftonによれば，

このように減少すると，人間個人を完全に支配することを求めるイデオロギーによって満

たされたくなる無意識的な真空状態を作り出してしまうと言う。換言すれば，Liftonが呼

ぶところの「イデオロギー的全体主義」は，個人を全体的な理想の組織に服従させようと

する。つまり，ファシストや他の全体主義的組織である。これに関連して，スケープ・ゴー

トは，その構造を養う手段か，正当化する手段になる（例えば，カール・マルクスに対し

て西洋とキリスト教からの肉体をもった悪魔としてさげすむとか，オサマ・ビン・ラディ

ンへの米国政府の恐怖など）。現代的にブレンドされた激昂と霊的感覚の麻痺とが混合し，

イデオロギ─的要求へのこのような服従は，大規模攻撃の遂行の組織化と実行を刺激して

いる。このようにして，現代社会において，死と傷つき易い人間の不安に対して全体主義

は偶像的な解決を提供する。

　全体主義が〔近年〕新たに究極の高さに達したのは，1945年における核技術の幕開け

においてであった。先に触れたように，Liftonはこれを「核抑止力主義」として論じており，

これは，この社会的政治的状態の宗教的な性格を照らす究極性と全体性を示す言葉なので
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ある。Liftonは次のように語る。

　　  「核抑止力主義」とは，死の不安の解決として，また不死の感覚の喪失の回復の道と

して，核兵器を装備したいという情熱なのである。「核抑止力主義」は一つの世俗宗

教であり，「恵み」とまさに「救い」─死と悪の支配によるが─新しい技術的神性の

力を通して達成される全体的なイデオロギーである。この神性とは黙示的な全滅だけ

でなく，無限なる創造が可能であると理解される。核の信奉者あるいは「核兵器主義

者」は，彼の神性の美徳を強いて解釈した力と感覚を自らの内に所有する。彼は世界

の進行を保つために武器に依存しているのだろう。

Liftonが説明するように，「核抑止力主義」とは，死の不安と救いと不死への関心を備え

た宗教として機能していることである。この点に関して，原子爆弾の「アラマゴルド実験

（the Alamagordo test）」の初期の目撃者によって使われた言語の宗教的な性格を指摘でき

る。その一人のWilliam Laurenceは，その実験を以下のように描写する。

　　  この時，永遠が首を吊った。時間が静かに止まった。空間は一点に縮まった。地は開

き，天は割れた。人は「世界の誕生」を目撃する特権を得たかのように感じた……巨

大な音が大閃光の後に数百秒鳴り響いた─新しく生まれた世界の産声であった。

興味深いことは，Laurenceはさらに，その出来事を目撃することと，キリストの再臨を

目撃することとを比較しているのである。

　「核抑止力主義」というイデオロギーは，神（不死の創始者）を偶像崇拝の，恐らく消

滅か全滅かのどこにでもある恐怖によって置き換える。〔聖書で〕預言されている消滅か

ら逃れられないので，人間は「喜ばしい」，あるいはスリリングな出来事として全滅を描

く文化的宗教的神話を通して消滅の不安を克服しようと企てる。それは，「異常愛博士（Dr. 

Strangelove）─いかに私は悩みを捨て，爆弾を愛することを学んだか」という映画などに

見られる。「核爆弾」は社会の宗教的インフラ（下部構造）のための愚かしい偶像的代替

物となった。「核抑止力主義」は，〔神に〕服従しそこなった人々にとっては黙示的書物と

悲しい運命が備えられ，即座の服従の要求と，黙示録的崩壊（神への服従不在）の恐怖と

を結びつける。多くの人々にとって，「核爆弾」は，聖餐，洗礼，礼拝，讃美，感謝といっ

た全体の，象徴的な宗教行為を通して受領した，かつての滋養に取って替わる，究極の，
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全てを包括するシンボルになった。「核爆弾」は，瞬時の全滅か，見えず，触れない放射

能によって引き起こされる緩やかな肉体的崩壊をもたらす，形容しがたい腐敗に対する，

言い知れぬ不安によって，〔聖書的〕伝統的豊かな養いを置き替える。（不気味な瞬時の全

滅の様子を思い浮かべるには，広島で被爆した人の皮膚のくずれを見れば一目瞭然だが，

壁の近くにいた人の「影」は雄弁である）

　まさに「核抑止力主義」は現代の最初の「原理主義」となった。その「原理主義」は，

偶像化された技術と科学の産物である。これを崇めることは，それらが人間に適切に仕え

るための道具的機能から，ひどく離れた状態に達したことになる。その状況とは，数年前

にフランスの倫理家・Jacques Ellulが『技術社会』の中で鮮やかに描き出した。

　社会的・個人的な立場から見れば，「核爆弾」の主な利点の一つは，心理的・道徳的ダー

ウィン主義である。すなわち，精神的・象徴的に「最も適合したものの生き残り（survival 

of the fittest）」であり，これは人間を空の，あるいは無気力な感覚へと導く「心理的麻痺

（psychic numbing）」に至らせるからである。Lifton は，この進展を「心理的麻痺」として

言及する。例えば彼の「広島の生存者」研究において，Liftonは，彼が調べた人々の中に，

緩やかな絶望，慢性の抑鬱，「生存空間の減少」の感覚を見て取っている。そのような現

象は，壊滅的状況下では驚くに価しないが，核兵器による破壊の考えを伴う全滅のおそる

べき事例から来る感覚と意識とに拘らない，大災害の中で生きている。後者の場合に，

Lifton は，そのような感覚は実際には全滅の可能性の現実を心理的に拒否すると示唆する。

人間として，結果を見るまでもなく，私たちはそのようなトラウマを抑えるものだ。

Chapmanの言葉で言えば，「この『麻痺すること』は，普通の人間の進展を衰弱させるの

であり，それ自体は『生における死』のミニチュア版であり，自己の死の象徴であり，『感

覚の失われた知識』」である」。

　他にも「核抑止力主義」の提唱者らによって使われるある種の言語的否定がある。それ

は「核兵器用語　Nukespeak」と呼ばれるものであり，核兵器の議論の際に使われる直接

的な技術用語を，言語上和らげようとするものである。例えば，広島に落とされた原爆は

「少年（Little Boy）」であり，長崎の原爆は「太った男（Fat Man）」とう具合に，それが

引き起こす大虐殺の現実を巧みに曖昧にする。ロナルド・レーガン米国大統領は，厚顔に

も恐るべきMXミサイルを「平和維持者 Peacekeeper」と名付けた。非情な技術用語は，

恐るべき目的と核兵器の影響を隠すようにされた。例えば，TitanIIミサイルと 9メガト

ンの弾頭は，「再稼働施設限定破壊用 potentially disruptive re-entry system」と呼ばれてい

る。この種の言葉は，一般に大規模破壊のシンボルと結び付くイメージや感情を抑え，そ
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らすために政府が考えだしたものである。Liftonはこれを「言語的解毒」と言い，直接そ

れらを指さないで，核兵器を論じる場合の間接的な手段としていると語る。そのような用

語は，核戦争が合理的に統制され，その拡大が抑えられるという幻想を生む。すると，核

戦争の結果は予測され，そのような攻撃からの回復が可能で，核戦争の戦略は論理的であ

ると，人々は攻撃中に冷静になって見ると暗に示唆する。これらの核兵器の性質と影響を

否定することと並んで，さらに他のタイプの否定がある。すなわち，政府の取り組み中に

よる，慢性的な秘密の，いわゆる婉曲的，オーウェル流の二枚舌である「国家の安全」の

ために，という報道によってである。

III.　核抑止力主義への宗教的な批判

　「核抑止力主義」内で継承されている奇妙な否定の取り組みは，その主義が明確に宗教

的な性格をもっているにも拘わらず，キリスト教のような啓示宗教に対して反対の立場を

とる。使徒パウロによって語られたキリスト教の「奥義」は，「啓示された」奥義であり，

核兵器の提唱者によって要求された「恒常的な秘密」ではない。彼らは核兵器の恥ずべき

性質とその実行に関していかなる「啓示」をも妨げようとする。Ira Chernusが指摘する

ように，核による大量殺戮（たいりょうさつりく）の普遍的なイメージによって引き起こ

される心理的麻痺は，核戦争に関する現代の考えを支配する多くの神話上のイメージを通

して宗教的に滋養される。Chernusは，以下のことを核戦争で今日の人々を支配し，支配

できる神話上のイメージとして示唆する。すなわち映画や空想科学小説などで登場する神

話である。すなわち，廃墟の世界から新しい社会を建てるために立ち上がる「生き残った

ヒーロー」たちの神話である。「全人類滅亡」の神話では，人々が一瞬で，痛むことなく

死に，ドラマティックに，ファンタジーのように，母の胎に戻り，あたかも無の世界にお

いて自意識の中にディオニソスが現れるごとく登場する。また運命神や運命女神の神話で

は，近づく終末以前は人間は無力なものとして描かれている。そのような終末に対しては，

人は何もなし得ず，ただ来るべきものを受け入れるだけである。

　このような神話の危険性は，多くの人に戦争を肯定させ，むしろ何人かには魅力的です

らある。最終局面に達すると，私たちは夢物語や他の子供じみた考えへ至るように促され

る。神話は慰め程度のものでしかない。しかも，知的精神的に裏切った偽りの慰めである。

実際，核戦争後の世界を最もよく予告した描写は，核兵器使用による全体的，最悪の影響

を変装させたがる，騎士道ぶった予告を支持しない。例えば，かなりの数の人々が核戦争

の最初の一撃で死んで行くだろうが，しかし大多数は，ゆっくり苦しみながら死んで行く
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のであり，宇宙的無の世界に人間たちが，直ちに，熱狂の内に解放されるようなことはあ

りえない。

　それゆえ，世界社会へ「新たに誕生する」などという考えはばかばかしい。廃墟となっ

た後に私たちの助けとなるインフラ（下部構造）が回復することなど，もはやありえない。

生存に最も必須の基本的なものが手に入ったとしても，難しいことである。生体系の崩壊

は現実的な可能性を帯び，食糧は不足し，黙示的核の冬が始まる。絶望の中にある人々は

わずかな資源をめぐって争うだろう。要するに，「核抑止力主義」の神話論は，人間生活

を豊かにしている様々な物を養う「豊穣神話（effective myths）の前で「神話」としての

役割を終えるであろう。「豊穣神話」とは，深い感性と勇気と豊かな生活を養うシンボル

である。核戦争に関する神話はそのようなシンボルを養うものをもち合わせない。

IV.　理性主義の失敗と積極性の役割 
核兵器の廃止における神話のイメージ

　たとえ「核抑止力主義」が非理性的であっても，その秘めた力を認めないわけにはいか

ない。おおよそ 70年も続いているからである。Chapmanが辛辣に語るように，最後には

「人々は自己破壊を……意味が分からないことよりも好む（32）」と。まだ起きていないこ

とを理性的に理解することはきわめて難しく，人間の心と感覚を破滅的，神話的な力へと

向かわせる。これらがもたらすイメージは一種の気晴らしであるが，しかし，本当の黙示

的世界を，核兵器の使用で思い描くことをやめるという行為を抑えることが出来なくなる。

究極的に，増大する「核抑止力主義」の問題を解決しようとしても，その実体を理性的に

把握することが出来ない。核による大災害の結果を詳細に科学的に見通すことは何年にも

亘って広範になされてきたし，確かな証拠を基礎にもつ。しかし，集団自殺行進をすると

言われる特徴的なタビネズミのように，世界規模の核兵器による破滅への集団行動へ至っ

た時に，もし解決があるならば，人間にふさわしい枠組を宗教のレベルで見出すことにな

ろう。Chernusが示唆するように，核兵器を理性的に評価する立場の人々はこの点を欠落

している。

　人間は全体的に豊かで，実りある生活のイメージを提供してくれる神話的な枠組みを必

要としている。この点は旧約聖書の預言者ホセアによって十分に理解されている。今日の

我々は世界規模に匹敵する破壊に今直面していなくとも，しかし預言者は，「彼の」世界

が危機に直面していて，それを同胞らに告げたのである。彼は人々を力強いヘブライ語の

イメージをもつ「シャローム shalom」の中に据えたが，その言葉の本来の意味は「平和」
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であった。しかも「シャローム」は，敵意がないというところに止まらず，人生が，健康

においても精神的にも，社会的にもめぐまれているという豊かな概念をもつ。「シャローム」

は，十分な食料，飲料，人間同士の豊かな交わりであり，人間の争いのない，という意味

をもつ。ホセアの社会的，政治的天分は，「シャローム」の時が「他の」国々が軍備を捨

てる時に来るというのではなく，「自分の」国がそのような武器をもはや所持しない時に

来るということを示唆している点にある。

　現代世界にあって，もちろん，ホセアの言葉は平和作りのために極端でラディカルな方

法に聞こえるかもしれない。しかしホセアのビションは，有形・無形の偶像を避け，主人・

奴隷の関係よりは夫婦の関係に近い神との契約の中にある人々に向けられている。ただ唯

一このような「シャローム」のイメージが，過去 60年以上もの間世界に存続している全

滅のイメージを覆（くつがえ）す時に，この地上での豊かな人間の未来にとっての真の希

望となるであろう。現時点で，悪化する我々の世界は「シャローム」らしきものからほど

遠い。人間の欲と軍備による安全という偶像は優勢である。それゆえ，教会の預言者的職

務はそのような偶像に否を言うべきである。平和の君，イエス・キリストの福音は，神の

恵みを通して新しい生のシンボルとして体を裂き，血を流されたことにあり，決して「国

家の安全」という偶像的な枠組みを人間的に作り上げることを通してではない。最後に，

私はホセア書 2章 16-23節の預言者の言葉をもって締めくくりたい。

それゆえ，わたしは彼女をいざなって，荒れ野に導き，その心に語りかけよう。

そのところで，わたしはぶどう園を与え，

アコル（苦悩）の谷を希望の門として与える。

そこで，彼女はわたしにこたえる。

おとめであったとき，エジプトの地から上ってきた日のように。

その日が来ればと，主は言われる。

あなたはわたしを，「わが夫」と呼び，

もはや，「わが主人（バアル）」とは呼ばない。

わたしは，どのバアルの名をも，彼女の口から取り除く。

もはやその名が唱えられることはない。

その日には，わたしは彼らのために，

野の獣，空の鳥，土を這うものと契約を結ぶ。

弓も剣も戦いもこの地から絶ち，彼らを安らかに憩わせる。
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わたしは，あなたととこしえの契りを結ぶ。

わたしは，あなたと契りを結び，正義と公平を与え，慈しみ憐れむ。

わたしはあなたとまことの契りを結ぶ。

あなたは主を知るようになる。

その日が来れば，わたしはこたえると，主は言われる。

わたしは天にこたえ，天は地にこたえる。
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﹇ 「
教
科
教
育
」
研
究
ノ
ー
ト 

﹈

ゆ
る
し
と
は
何
か

佐
々
木　

勝
彦

は
じ
め
に

　

忘
れ
た
頃
に
、
間
欠
泉
の
よ
う
に
定
期
的
に
湧
き
あ
が
っ
て
く
る
場
面
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
主
よ
、兄
弟
が
わ
た
し
に
対
し
て
罪
を
犯
し
た
な
ら
、

何
回
赦
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
七
回
ま
で
で
す
か
」
と
い
う
ペ
ト
ロ
の
問
い

に
対
し
て
、「
七
回
ど
こ
ろ
か
、
七
の
七
十
倍
ま
で
も
赦
し
な
さ
い
」（
マ
タ

イ
一
八
・
二
二
） 

と
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
答
え
る
場
面
で
す
。
そ
の
よ
う

な
こ
と
が
本
当
に
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
そ
う
し
た
と
し
て
も
、

こ
の
世
の
現
実
は
変
わ
ら
な
い
の
で
は
？　

む
し
ろ
悪
を
は
び
こ
ら
せ
る
だ

け
で
は
？ 

…
…

　

し
か
し
こ
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
敵
意
と

憎
し
み
と
怒
り
を
前
提
と
し
た
わ
た
し
た
ち
の
人
間
関
係
は
、
劇
的
に
変
化

す
る
は
ず
で
す
。
家
族
や
友
人
の
関
係
か
ら
、国
と
国
の
関
係
に
至
る
ま
で
、

ミ
ク
ロ
の
世
界
か
ら
マ
ク
ロ
の
世
界
ま
で
、
対
話
が
可
能
に
な
り
、「
戦
意

高
揚
」
の
仕
掛
け
は
不
要
に
な
る
は
ず
で
す
。

　　

二
十
世
紀
は
、
科
学
の
世
紀
で
あ
る
と
同
時
に
戦
争
の
世
紀
で
し
た
。
そ

し
て
残
念
な
が
ら
、
二
十
一
世
紀
も
そ
の
実
体
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
科
学
の

発
達
に
よ
り
、
相
手
の
「
顔
」
を
イ
メ
ー
ジ
せ
ず
に
、
殲
滅
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
技
術
は
ま
す
ま
す
精
巧
に
な
る
ば
か
り
で
、
何
の

痛
み
も
覚
え
ず
に
、「
顔
の
な
い
」
相
手
を
抹
殺
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

か
つ
て
は
夢
物
語
で
あ
っ
た
「
監
視
衛
星
」
が
現
実
と
な
っ
た
よ
う
に
、
や

が
て
地
下
に
隠
さ
れ
た
秘
密
兵
器
で
さ
え
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
戦
い
を
仕
掛
け
る
に
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
足
り

ま
せ
ん
。
最
後
の
切
り
札
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、「
憎
し
み
」
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と
「
怒
り
」、
つ
ま
り
危
機
感
に
基
づ
く
「
敵
意
」
で
す
。
こ
れ
さ
え
醸
成

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
戦
争
は
思
い
通
り
で
あ
り
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
も
、

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
も
再
現
で
き
ま
す
。
さ
す
が
に
「
核
の
冬
」
だ
け
は
避
け
よ

う
と
す
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
「
恐
怖
」
を
人
質
に
、｢

憎
し
み
と
怒
り｣

を
煽
り
、
戦
争
と
虐
殺
へ
と
導
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
代
日
本
の
「
教
育
」
も
、
こ
の
「
憎
し
み
と
怒
り
」
の
現
実
を
背
景
と

し
て
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。「
積
極
的
平
和
主
義
」
な
ど
と
い
う
、
甘
く
、

欺
瞞
に
満
ち
た
言
葉
が
「
教
育
」
の
指
導
理
念
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、「
平
和
」
を
実
現
す
る
に
は
「
武
力
」
が
不
可
欠
で
あ
る
と
す
る

思
想
で
あ
り
、「
憎
し
み
と
怒
り
」を
煽
ろ
う
と
す
る
思
想
で
す
。
そ
れ
は「
非

暴
力
と
平
和
」
の
思
想
を
否
定
し
ま
す
。
力
に
は
力
を
、「
目
に
は
目
を
、

歯
に
は
歯
を
」（
マ
タ
イ
五
・
三
八
）
の
論
理
で
突
き
進
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、「
剣
を
さ
や
に
納
め
な
さ
い
。
剣
を
取
る
者
は
皆
、
剣
で
滅

び
る
」（
マ
タ
イ
二
六
・
五
二
） 

と
語
っ
た
の
は
、
や
は
り
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
で
す
。ま
た
ヨ
ハ
ネ
は
、｢

剣
を
さ
や
に
納
め
な
さ
い
。父
が
お
与
え
に
な
っ

た
杯
は
飲
む
べ
き
で
は
な
い
か｣

（
一
八
・
一
一
）
と
い
う
言
葉
も
伝
え
て
い

ま
す
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
、「
敵
を
愛
し
、
自
分
を
迫
害
す
る
者
の
た

め
に
祈
り
な
さ
い
」（
マ
タ
イ
五
・
四
四
）
と
教
え
、「
わ
た
し
た
ち
の
負
い

目
を
赦
し
て
く
だ
さ
い
、
わ
た
し
た
ち
も
自
分
に
負
い
目
の
あ
る
人
を
赦
し

ま
し
た
よ
う
に
」
と
祈
る
よ
う
に
勧
め
て
い
ま
す
。

　

キ
リ
ス
ト
教
教
育
は
、
こ
れ
ら
の
言
葉
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
教
育
で
す
。

そ
れ
は
、「
腹
を
立
て
て
は
な
ら
な
い
」（
マ
タ
イ
五
・
二
一
以
下
）、「
復
讐

し
て
は
な
ら
な
い
」（
マ
タ
イ
五
・
三
八
以
下
）、「
人
を
裁
く
な
」（
七
・
一
）

と
語
り
続
け
る
教
育
で
す
。

　

以
下
に
紹
介
す
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
思
い
を
反
芻
す
る
中
で
出
会
っ
た
書

物
で
す
。「
ゆ
る
し
と
は
何
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
対

話
し
た
相
手
で
す
。
│
│ 

な
お
、引
用
文
献
に
お
け
る
「
ゆ
る
し
」、「
許
し
」、

「
赦
し
」
と
い
う
日
本
語
表
記
の
ち
が
い
は
、
邦
訳
原
文
を
尊
重
し
た
結
果

で
あ
り
、
あ
え
て
統
一
す
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

Ⅰ
「
憎
し
み
」
は
ど
こ
か
ら
く
る
の
か

　

最
初
に
紹
介
す
る
の
は
、
ラ
ッ
シ
ュ
・
W
・
ド
ー
ジ
ア
Jr. 

著
『
人
は
な

ぜ｢

憎
む｣

の
か
』（
桃
井
緑
美
子
訳
、
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
三
年
： 

R
ush W

. D
ozier, Jr. W

hy w
e hate ?　

C
ontem

porary B
ooks, 2002

）で
す
。

原
著
は
邦
訳
の
一
年
前 

（
二
〇
〇
二
年
）
に
出
版
さ
れ
て
お
り
、
著
者
は

ピ
ュ
ー
リ
ツ
ァ
ー
賞
を
受
章
し
た
作
家
で
す
。
彼
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
を
卒

業
し
た
後
、新
聞
編
集
者
、弁
護
士
と
し
て
活
動
す
る
か
た
わ
ら
、ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
の
作
品
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
彼
の
得
意
と
す
る
手
法
は
、
ひ
と

つ
の
テ
ー
マ
を
、
自
然
科
学
、
心
理
学
、
社
会
学
な
ど
の
多
様
な
視
点
か
ら
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分
析
す
る
も
の
で
す
。
本
書
も
、
脳
神
経
学
、
心
理
学
、
人
類
学
、
古
生
物

学
、
動
物
行
動
学
、
社
会
心
理
学
、
精
神
医
学
、
遺
伝
学
な
ど
の
知
見
を
用

い
て
、「
憎
し
み
」
を
多
角
的
に
分
析
し
て
い
ま
す
。

　

原
著
の
発
行
年
次
か
ら
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、
執
筆
の
背
景
に
は
、

二
〇
〇
一
年
九
月
十
一
日
の
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
が
あ
り
ま
す
。

　

ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
と
、「『
憎
し
み
』
は
心
の
核
兵
器
」
で
あ
り
、
爆
発
す

れ
ば
、
そ
れ
は
社
会
秩
序
を
吹
き
飛
ば
し
、
世
界
を
戦
争
と
集
団
殺
戮
の
渦

に
巻
き
込
み
、
道
徳
と
寛
容
の
心
を
一
掃
し
、
ひ
と
を
残
虐
な
行
為
へ
と
駆

り
立
て
ま
す
。
テ
ロ
の
動
機
は
憎
悪
に
あ
り
、
そ
の
武
器
は
恐
怖
で
す
。
こ

の
憎
悪
が
心
を
支
配
す
る
と
き
、
理
性
の
働
き
は
停
止
し
、
他
者
へ
の
共
感

の
思
い
は
ま
っ
た
く
麻
痺
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
な
ぜ
ひ
と
は
憎
む
の
で
し
ょ
う
か
。
ラ
ッ
シ
ュ
は
こ
う
述

べ
て
い
ま
す
。

 

・
私
た
ち
は
、
な
ぜ
憎
む
の
だ
ろ
う
か
。
進
化
の
観
点
か
ら
み
る
と
、
答
え

は
簡
単
だ
。
憎
悪
と
は
、
進
化
の
主
た
る
目
的
で
あ
る
生
存
と
生
殖
を
お
び

や
か
す
も
の
を
攻
撃
す
る
か
回
避
す
る
た
め
に
選
び
だ
す
原
始
的
な
情
動
で

あ
る
。
…
… 

憎
悪
は
極
度
の
激
し
い
嫌
悪
で
あ
り
、
極
度
の
恐
怖
、
す
な
わ

ち
恐
怖
症
と
よ
く
似
て
い
る
。（『
人
は
な
ぜ
憎
む
の
か
』
桃
井
緑
美
子
訳
、

河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
三
年
、
二
九
頁
）

 

・ 

憎
悪
は
状
況
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
に
表
現
さ
れ
る
。
怒
り
、
憤
懣
、
屈
辱
、

嘲
り
、
嫌
悪
、
回
避
、
憤
慨
、
無
視
。
高
笑
い
し
な
が
ら
酷
い
こ
と
を
す
る

よ
う
に
、
憎
悪
は
プ
ラ
ス
の
情
動
を
マ
イ
ナ
ス
の
情
動
に
変
え
る
こ
と
も
あ

る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
情
動
す
べ
て
の
根
底
に
あ
る
も
の
、
そ
し
て
憎
し
み

を
抱
く
と
き
に
感
じ
る
も
の
、
そ
れ
は
た
と
え
お
く
び
に
も
だ
さ
な
く
て
も
、

敵
意
で
あ
る
。も
っ
と
も
長
引
く
激
し
い
敵
意
、そ
れ
が
憎
悪
な
の
だ
。（
三
五

頁
）

 

・ 

憎
し
み
は
、
生
存
と
生
殖
と
い
う
進
化
の
主
た
る
命
令
を
実
行
す
る
よ
う

に
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
た
辺
縁
系
が
生
み
だ
す
も
の
で
あ
る
。
扁
桃
体
と
そ
れ

に
連
絡
し
て
い
る
辺
縁
系
の
ほ
か
の
部
位
は
、
危
険
と
機
会 

│
│ 

草
む
ら

に
ひ
そ
む
ヘ
ビ
と
そ
れ
か
ら
逃
げ
る
た
め
の
最
短
の
方
法 

│
│ 

を
検
知
す

る
仕
事
を
し
て
い
る
。
辺
縁
系
は
生
存
の
た
め
の
原
始
的
な
反
応
を
つ
か
さ

ど
る
部
位
で
あ
る
た
め
、
扁
桃
体
が
い
っ
た
ん
ヘ
ビ
ら
し
き
も
の
を
危
険
と

み
な
す
と
、
そ
の
反
応
は
変
え
に
く
い
。（
三
一
頁
）

 

・ 

憎
悪
に
は
お
も
な
要
素
が
四
つ
あ
る
。
し
つ
こ
く
激
し
い
嫌
悪
、
否
定
的

な
二
項
区
分
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
と
一
般
化
、
共
感
の
欠
如
、
そ
し
て
攻

撃 

（
闘
争
反
応
） 

を
引
き
起
こ
す
根
本
の
敵
意
で
あ
る
。
…
… 

憎
悪
の
表
現

は
じ
つ
に
幅
広
い
。
だ
が
ど
の
場
合
も
裏
に
敵
意
が
隠
れ
て
い
る
。
憎
悪
を

生
む
情
動
や
感
情
は
さ
ま
ざ
ま
だ
。
欲
求
不
満
、妬
み
、悲
嘆
、苦
痛
、恐
怖
、
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怒
り
、
嫌
悪
感
。
憎
悪
の
ひ
そ
ん
だ
激
し
い
嫌
悪
感
は
、
原
始
神
経
シ
ス
テ

ム
が
あ
る
事
象
を
生
存
か
生
殖
、
あ
る
い
は
そ
の
両
方
を
危
険
に
さ
ら
す
重

大
な
脅
威
と
み
な
し
た
し
る
し
で
あ
る
。

　

人
間
の
行
動
の
研
究
か
ら
、
差
別
と
憎
悪
を
生
む
根
源
が
少
な
く
と
も
八

つ
わ
か
っ
て
い
る
。
集
団
へ
の
適
合
度
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
乏
し
い
資

源
の
奪
い
合
い
、
支
配
と
優
位
、
無
力
、
恐
怖
と
苦
痛
、
地
位
、
社
会
的
役

割
で
あ
る
。
こ
の
ほ
ぼ
す
べ
て
に
、「
わ
れ
ら
対
、彼
ら
」
が
あ
る
。（
一
五
七

頁
）

　

こ
れ
ら
の
説
明
に
よ
る
と
、
憎
し
み
は
、
辺
縁
系
を
含
む
脳
の
原
始
的
な

部
分 

（「
原
始
神
経
シ
ス
テ
ム
」）
の
働
き
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
辺
縁
系
の
な

か
で
も
扁
桃
体
を
中
心
と
す
る
領
域
は
、
個
々
の
対
象
の
違
い
を
認
識
す
る

の
が
苦
手
で
、
対
象
を
大
づ
か
み
に
し
か
捉
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
ヘ
ビ

と
認
識
で
き
て
も
、
そ
れ
が
は
た
し
て
毒
を
も
つ
ヘ
ビ
な
の
か
ど
う
か
、
と

い
っ
た
個
々
の
違
い
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
の
部
位

は
、
高
度
な
新
皮
質
が
支
配
す
る
回
路 

（「
高
等
神
経
シ
ス
テ
ム
」＝「
意
識

の
座
」）
よ
り
も
早
く
反
応
し
、
生
存
と
生
殖
の
機
会
を
拡
大
す
る
チ
ャ
ン

ス
を
み
つ
け
て
知
ら
せ
る
通
報
シ
ス
テ
ム
と
し
て
作
動
し
ま
す
。
こ
の
意
味

で
こ
の
部
位
は
「
前
意
識
警
報
シ
ス
テ
ム
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
他
方
、
高
等

神
経
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
選
択
は
、
知
識
と
経
験
に
基
づ
く
理
性
的
選
択
で
あ

り
、
数
分
の
一
秒
単
位
で
仕
事
を
す
る
前
意
識
警
報
シ
ス
テ
ム
と
異
な
り
、

こ
こ
に
は
時
間
の
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
理
論
的
に
は
、
ひ
と

は
こ
の
高
等
神
経
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
辺
縁
系
の
衝
動
を
抑
制
す
る
こ
と
が

で
き
る
は
ず
で
す
が
、
二
つ
の
シ
ス
テ
ム
の
発
達
期
が
ず
れ
て
い
る
た
め
、

現
実
に
は
複
雑
な
現
象
が
生
じ
ま
す
。
辺
縁
系
は
五
歳
ぐ
ら
い
ま
で
に
完
成

す
る
の
に
対
し
、
前
頭
葉
は
二
十
代
前
半
ま
で
発
達
し
続
け
ま
す
。

　

辺
縁
系
を
含
む
脳
の
原
始
的
な
部
分
（「
原
始
神
経
シ
ス
テ
ム
」）
の
働
き

か
ら
生
ま
れ
る
原
始
的
な
心
に
は
、
次
の
よ
う
な
特
性
が
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
（「
第
一
三
章　

原
始
的
な
心
の
正
体
」
を
参
照
）。

　
（
1
）　
「
連
結
す
る
思
考
」 

│
│ 

原
始
的
な
心
に
は
、
表
面
的
な
関
連
し

か
な
い
現
象
を
、深
い
因
果
関
係
で
結
ば
れ
た
現
象
と
み
な
す
傾
向
が
あ
り
、

こ
こ
か
ら
迷
信
や
タ
ブ
ー
が
生
じ
ま
す
。

　
（
2
）　
「
一
般
化
す
る
思
考
」 

│
│ 

原
始
神
経
シ
ス
テ
ム
は
、
対
象
の
細

か
な
違
い
を
つ
か
む
の
が
苦
手
で
あ
り
、
早
ま
っ
て
一
般
化
す
る
傾
向
が
み

ら
れ
ま
す
。

　
（
3
）　
「
分
類
す
る
思
考
」 

│
│ 

原
始
神
経
シ
ス
テ
ム
は
、
ス
テ
レ
オ
タ

イ
プ
に
基
づ
い
て
判
断
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
二

者
択
一
的
方
式
で
評
価
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
良
い
か
悪
い
か
、
味
方
か
敵
か

と
い
っ
た
単
純
な
思
考
で
評
価
し
ま
す
。

　
（
4
）　
「
個
人
化
す
る
思
考
」 

│
│ 

こ
れ
は
、
す
べ
て
の
こ
と
を
個
人
の

感
情
が
必
要
と
す
る
も
の
に
結
び
つ
け
て
考
え
る
傾
向
を
指
し
ま
す
。
こ
の
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思
考
に
捉
わ
れ
る
と
、
他
者
の
立
場
に
立
っ
て
も
の
ご
と
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
、批
判
さ
れ
る
こ
と
に
過
剰
に
反
応
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
（
5
）　
「
過
去
や
現
在
に
執
着
す
る
志
向
」 

│
│ 

原
始
的
な
心
は
、
あ
ら

ゆ
る
も
の
を
現
在
の
状
況
や
欲
求
や
必
要
に
基
づ
い
て
解
釈
し
よ
う
と
し
ま

す
。
し
た
が
っ
て
将
来
を
見
通
し
た
複
雑
な
シ
ナ
リ
オ
を
組
み
立
て
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　
（
6
）　
「
選
択
的
記
憶
」 

│
│ 

原
始
神
経
シ
ス
テ
ム
は
、
ひ
と
つ
の
状
態

に
い
つ
ま
で
も
こ
だ
わ
り
ま
す
。

　
（
7
）　
「
特
殊
状
況
へ
の
反
応
」 
│
│ 

こ
れ
は
、
特
定
の
状
況
に
お
け
る

感
情
や
気
分
が
す
べ
て
の
こ
と
に
影
響
す
る
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
問
題
に
な
る
の
は
、
原
始
神
経
シ
ス
テ
ム
と
関
連
す
る
「
憎
し
み
」

の
働
き
を
、
高
等
神
経
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
抑
制
す
る
た
め
に
は
、
一
体
何

を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
ラ
ッ
シ
ュ
は
そ
の
た
め
の
方

法
と
し
て
次
の
「
十
の
戦
略
」
を
提
案
し
て
い
ま
す 

（「
第
二
章　

憎
し
み

を
根
絶
す
る
た
め
の
十
の
戦
略
」
を
参
照
）。

　
（
1
）　
「
明
確
に
す
る
」 

│
│ 

怒
り
や
苦
し
み
の
原
因
を
で
き
る
だ
け

は
っ
き
り
特
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
扁
桃
体
を
含
む
原
始
神
経
シ
ス
テ
ム
が

固
定
観
念
に
よ
っ
て
決
め
つ
け
よ
う
と
す
る
働
き
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
戦
略
は
特
に
子
供
に
対
し
て
有
効
で
す
。

　
（
2
）　
「
共
感
す
る
」 

│
│ 

共
感
と
は
、
他
者
の
考
え
方
や
感
じ
方
を
理

解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
そ
れ
は
必
ず
し
も
、
相
手
の
考
え
方

や
感
じ
方
を
正
し
い
と
認
め
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
他
者
へ
の
寛
容
の

心
は
、
教
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
身
に
つ
く
も
の
で
あ
り
、
子
ど
も
に

は
小
さ
い
時
か
ら
他
者
を
思
い
や
る
べ
き
こ
と
を
教
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
（
3
）　
「
伝
え
る
」 

│
│ 

な
ぜ
怒
り
や
脅
威
を
感
ず
る
の
か
を
相
手
に
明

確
に
伝
え
る
と
、
そ
れ
ら
の
気
持
ち
を
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
こ
で
も

要
点
は
「
明
確
に
す
る
」
こ
と
で
あ
り
、
漠
然
と
し
た
一
般
論
や
固
定
観
念

に
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
言
動
は
、
む
し
ろ
怒
り
を
煽
り
、
憎
し
み
を
募
ら
せ

る
結
果
を
招
き
ま
す
。
こ
れ
が
「
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ 

（
憎
悪
表
現
、
憎
悪

を
扇
動
す
る
発
言
）」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

　
（
4
）　
「
交
渉
す
る
」 

│
│ 

こ
ち
ら
の
動
機
を
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
建

設
的
で
明
確
な
案
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
衝
突
や
怒
り
の
原
因
を
解
消

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
（
5
）　
「
教
育
す
る
」 

│
│ 

教
育
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
っ
た
く
の
無
知

か
ら
生
ず
る
憎
悪
と
偏
見
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
（
6
）　
「
協
力
す
る
」 

│
│ 

共
通
の
利
益
と
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
す
る

こ
と
に
よ
り
、「
わ
れ
ら
」
と
「
彼
ら
」
と
い
う
本
能
的
分
断
を
消
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
（
7
）　
「
冷
静
に
見
る
」 

│
│ 

自
分
の
反
応
が
過
剰
反
応
で
あ
る
の
か
ど
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う
か
を
冷
静
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
原
始
神
経
シ
ス
テ
ム
の
働
き
を
抑

制
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
（
8
）　
「
追
い
つ
め
ら
れ
な
い
」 

│
│ 「
窮
鼠
猫
を
か
む
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
な
、
絶
体
絶
命
の
状
況
は
憎
悪
反
応
を
誘
発
す
る
の
で
、
な
ん
と
し
て
も

避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状
態
に
陥
る
前
に
、
特
に
自
ら

の
思
い
を
「
伝
え
」、「
交
渉
」
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
（
9
）　
「
敵
の
ふ
と
こ
ろ
に
飛
び
込
む
」 

│
│ 

こ
れ
は
、
憎
悪
に
捉
わ
れ

た
と
き
に
も
、
勇
気
を
も
っ
て
相
手
と
顔
と
顔
を
突
き
合
わ
せ
、
原
始
的
な

情
動
を
抑
制
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
指
し
ま
す
。

　
（
10
）　
「
復
讐
で
は
な
く
、
法
の
支
配
の
下
で
の
正
義
を
求
め
る
」 

│
│ 

復
讐
心
は
過
去
に
捉
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
「
ゆ
が
ん
だ
意
味
体
系
」
と
結

び
つ
い
て
い
ま
す
。
復
讐
は
復
讐
を
呼
ぶ
た
め
、
こ
の
不
幸
な
連
鎖
を
法
の

力
に
よ
っ
て
断
と
う
と
す
る
の
が
「
法
の
支
配
」
で
す
。
強
い
反
感
や
怒
り

は
、
そ
れ
が
原
始
神
経
シ
ス
テ
ム
に
飲
み
込
ま
れ
る
と
、
妄
念
と
固
定
観
念

が
つ
き
ま
と
う
憎
悪
に
代
わ
り
、激
し
い
怒
り
と
暴
力
と
な
っ
て
現
れ
ま
す
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
原
始
的
な
辺
縁
系
の
衝
動
も
、
高
等
神
経
シ
ス
テ
ム
の
働

き
に
よ
り
、
有
益
な
動
機
に
作
り
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
た
が
っ
て

怒
り
が
湧
い
て
く
る
と
き
に
は
、
そ
の
怒
り
が
、
憎
悪
の
怒
り
な
の
か
、
そ

れ
と
も
正
義
の
怒
り
な
の
か
、こ
れ
を
冷
静
に
見
極
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
記
述
か
ら
推
察
さ
れ
る
と
お
り
、
ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
と
、
人

間
の
思
考
と
情
動
と
行
動
は
、
進
化
の
過
程
で
、
原
始
神
経
シ
ス
テ
ム
と
高

等
神
経
シ
ス
テ
ム
が
そ
の
支
配
権
を
め
ぐ
っ
て
せ
め
ぎ
あ
う
場
と
な
っ
て
お

り
、
後
者
の
能
力
が
発
揮
さ
れ
る
た
め
に
は
絶
え
ず
適
切
な
教
育
と
訓
練
が

必
要
に
な
り
ま
す
。し
た
が
っ
て
憎
悪
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
十
の
提
案
も
、

常
に
意
識
的
に
学
習
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
紹
介
し
た
の
は
、『
ひ
と
は
な
ぜ
「
憎
む
」
の
か
』
の
ほ
ん
の
一
部

に
過
ぎ
ず
、
全
体
の
構
成
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
興
味
深
い
テ
ー

マ
が
並
ん
で
お
り
、
そ
の
基
本
的
発
想
を
理
解
す
る
な
ら
ば
、
必
要
に
応
じ

て
拾
い
読
み
を
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。「
第
一
章　

感
情
と
は
何
か 

│
│ 

感
情
と
行
動
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」、「
第
二
章　

憎
し
み
を
根
絶
す
る
た
め
の
十

の
戦
略
」、「
第
三
章　

敵
と
味
方
を
分
け
る
本
能
」、「
第
四
章　

原
始
的
な

脳
の
し
わ
ざ
」、「
第
五
章　

戦
争
と
集
団
殺
戮
は
な
ぜ
起
こ
る
の
か
」、「
第

六
章　

人
類
の
心
の
発
達
」、「
第
七
章　

自
己
嫌
悪
と
自
殺
」、「
第
八
章　

性
差
別
と
人
種
差
別
」、「
第
九
章　

社
会
に
広
が
る
憎
悪
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」、

「
第
十
章　

憎
し
み
が
渦
巻
く
職
場
」、「
第
十
一
章　

愛
と
憎
し
み
は
ど
ん

な
関
係
か
」、「
第
十
二
章　

荒
れ
る
子
供
た
ち
」、「
第
十
三
章　

原
始
的
な

心
の
正
体
」、「
第
十
四
章　

復
讐
で
は
な
く
正
義
を
求
め
よ
」、「
第
十
五
章　

共
感
は
世
界
を
変
え
る
か
」、「
第
十
六
章　

知
恵
あ
る
未
来
の
た
め
に
」。
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Ⅱ　
「
ゆ
る
し
」
は
「
選
ぶ
こ
と
」

　

次
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
D
・
エ
ン
ラ
イ
ト
著
『
ゆ
る
し
の

選
択 
│
│ 

怒
り
か
ら
解
放
さ
れ
る
た
め
に
』（
河
出
書
房
新
社
、
水
野
修
次

郎
監
訳
、
二
〇
〇
七
年
：R

obert D
. E

nright, Forgiveness is a C
hoice, 

2001

）
で
す
。
著
者
は
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
の
心
理
学
の
教
授
で
あ
り
、

「
国
際
ゆ
る
し
研
究
所
」
の
創
設
者
で
も
あ
り
ま
す
。

　

本
書
は
三
部
（「
第
一
部　

ゆ
る
し
は
選
ぶ
こ
と
」「
第
二
部　

ゆ
る
し
の

プ
ロ
セ
ス
」「
第
三
部　

よ
り
深
い
ゆ
る
し
」）
か
ら
成
り
、
第
一
部
は
三
章

か
ら
、
第
二
部
は
八
章
か
ら
、
第
三
部
は
四
章
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

邦
訳
で
三
七
〇
頁
を
越
え
る
こ
の
書
物
を
読
み
と
お
す
気
に
な
る
か
ど
う

か
、
そ
れ
は
こ
の
第
一
章
（「
ゆ
る
し 

│
│ 

自
由
へ
と
開
か
れ
た
道
」）
の

読
み
方
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
難
し
さ
は
、
内
容
に
で
は
な
く
、
複
雑

な
展
開
の
仕
方
に
あ
り
ま
す
。
最
初
に
「
三
人
の
子
ど
も
を
も
ち
、
三
八
歳

に
な
る
メ
ア
リ
ー
・
ア
ン
」
の
ケ
ー
ス
が
紹
介
さ
れ
、
次
に
本
書
の
執
筆
の

意
図
が
掲
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
彼
女
の
ケ
ー
ス
を
跡
づ
け
な
が
ら
、「
ゆ
る
し
」

を
肯
定
的
に
評
価
す
る
心
理
療
法
家
た
ち
の
所
見
を
引
用
し
て
い
る
か
ら
で

す
。
し
か
も
こ
れ
で
終
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
続
い
て
こ
れ
ら
の
心
理
療
法
家
た

ち
と
著
者
の
研
究
方
法
の
違
い
が
強
調
さ
れ
、
第
一
章
は
「
メ
ア
リ
ー
・
ア

ン
の
そ
の
後
」
の
小
見
出
し
を
も
っ
て
閉
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
方
法
を
と
っ
た
結
果
、
読
者
の
う
ち
に
イ
ラ
イ
ラ
感
が
生
じ

る
こ
と
は
著
者
も
十
分
承
知
し
て
お
り
、
続
く
第
二
章
の
冒
頭
で
は
「
早
く

説
明
し
て
く
れ
と
い
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
せ
ん
」
と
語
り
始
め
ま
す
。
し

か
も
「
お
急
ぎ
に
な
る
方
は
、
お
先
に
ど
う
ぞ
」
と
言
い
つ
つ
、
著
者
は
自

ら
の
姿
勢
を
崩
さ
ず
、
第
三
章
で
は
著
者
の
与
え
る｢

課
題
を
終
了
し
た
人

だ
け
が
、
こ
の
本
を
先
に
読
み
進
め
て
く
だ
さ
い｣

と
語
り
、
第
四
章
で
は

こ
う
勧
め
て
い
ま
す
。「
こ
の
章
の
最
後
と
第
五
章
か
ら
第
十
章
ま
で
に
記

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
学
習
す
る
た
め
に
、
自
分
の
速
度
に
合
わ
せ
て
日
記

を
つ
け
る
こ
と
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。
日
記
で
あ
な
た
の
こ
と
を
物
語
る
の

で
す
」
と
。
し
た
が
っ
て
こ
の
本
と
つ
き
あ
う
に
は
、
相
当
の
覚
悟
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、「
ゆ
る
し
」
の
問
題
は
、
知
的
に
理
解
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
簡
単
に
解
決
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
著
者
が
繰
り
返
し

強
調
し
て
い
る
よ
う
に
長
い｢

プ
ロ
セ
ス｣

を
経
て
、
よ
う
や
く
新
し
い
次

元
が
開
か
れ
る
と
考
え
て
い
る
た
め
で
す
。

　　

第
一
章
に
お
い
て
、
本
書
の
執
筆
の
意
図
お
よ
び
心
理
療
法
家
の
立
場
と

の
相
違
に
言
及
し
て
い
る
部
分
を
抜
粋
し
て
お
き
ま
す
の
で
、
ゆ
っ
く
り
読

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

 
・
本
書
『
ゆ
る
し
の
選
択
』
は
メ
ア
リ
ー
・
ア
ン
の
よ
う
な
人
の
た
め
の
セ

ル
フ
ヘ
ル
プ
の
本
（
他
者
に
よ
る
援
助
で
は
な
く
自
力
で
自
分
を
援
助
す
る
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た
め
の
自
助
本
）
で
す
。
怒
り
、
憤
慨
、
終
り
の
な
い
よ
う
に
思
え
る
破
壊

的
な
人
間
関
係
と
い
う
パ
タ
ー
ン
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
、
そ
こ
か
ら
抜
け
出

す
方
法
を
探
し
て
い
る
人
の
た
め
の
本
な
の
で
す
。
一
九
八
五
年
、
ウ
ィ
コ

ン
シ
ン
・
マ
デ
イ
ソ
ン
大
学
の
人
間
発
達
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
、
ゆ
る

し
に
関
す
る
集
中
的
な
研
究
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
私
（
R
・
D
・
エ
ン
ラ

イ
ト
）
は
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
本
は
そ
の
研
究

結
果
に
よ
っ
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
研
究
は
非
常
に
実
り
豊
か
な
も
の
で
、

一
九
九
四
年
に
は
グ
ル
ー
プ
を
拡
大
し
、
ゆ
る
し
の
理
解
や
ゆ
る
し
の
決
心

を
す
る
た
め
の
援
助
を
目
的
と
す
る 
N 
P 
O （
非
営
利
）
組
織
「
国
際
ゆ
る

し
研
究
（the International Forgiveness Institute

）」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
ゆ
る
し
に
つ
い
て
の
科
学
的
研
究
に
基
礎
を
置
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
は
、
読
者
の
皆
さ
ん
、
つ
ま

り
ゆ
る
す
側
に
利
益
を
与
え
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
ゆ
る
す
と
い
う
プ
ロ
セ

ス
を
選
択
す
れ
ば
、
怒
り
、
憤
慨
、
苦
痛
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
感
情
に
伴
う

自
己
破
壊
の
行
動
パ
タ
ー
ン
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
自
由
に
な
れ
る
の
で
す
。

あ
な
た
の
家
族
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
怒
り
や
苦
痛
を
子
ど
も
や
孫
の
世
代

に
伝
達
す
る
義
務
は
な
い
の
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ゆ
る
し
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
す
べ
て
の
人
の
問
題
に
効
果
が
あ

る
と
は
約
束
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
主
張
は
ば
か
げ
た
も
の
で
す
。
万

能
薬
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
は
多
く
の
人
が
び
っ

く
り
す
る
ほ
ど
変
化
す
る
の
を
目
撃
し
て
き
ま
し
た
。（
一
八
頁
以
下
）

 

・
ゆ
る
し
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
ゆ
る
し
を
セ
ラ
ピ
ー
や
教
育
に
用
い
た
場

合
の
科
学
的
検
証
を
実
証
し
ま
し
た
。
主
要
な
宗
教
を
探
求
し
、
哲
学
書
を

読
み
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
話
し
合
い
を
し
て
き
ま
し
た
。
完

全
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
一
五
年
間
の
研
究
に
よ
っ
て
ゆ
る
し
に
よ
る
効
果

を
証
明
す
る
十
分
な
証
拠
を
見
つ
け
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
怒
り
や
憤
慨
に

と
ら
わ
れ
て
い
て
、
そ
れ
か
ら
解
放
さ
れ
た
い
と
欲
す
る
人
た
ち
に
、
私
た

ち
の
知
識
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
う
の
で
す
。

（
一
九
頁
以
下
）

 

・
ゆ
る
し
を
研
究
し
、
本
を
出
版
し
、
講
演
を
す
る
の
は
、
私
の
研
究
領
域

で
あ
る
道
徳
性
の
発
達
研
究
に
大
き
な
不
満
を
感
じ
て
い
た
か
ら
で
す
。
私

が
思
う
に
は
、
大
学
の
研
究
環
境
の
中
で
道
徳
に
つ
い
て
研
究
し
て
も
、
一

般
の
人
を
わ
く
わ
く
さ
せ
る
も
の
に
な
ら
な
い
し
、
人
々
の
人
生
を
変
革
さ

せ
る
研
究
課
題
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
道
徳
性
発
達
の
一
側
面
で
あ

る
ゆ
る
し
は
、
人
々
の
人
生
を
永
遠
に
変
革
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
思
え
る
の
で
す
。（
二
〇
頁
）

 
・
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
・
マ
デ
ィ
ソ
ン
大
学
で
の
私
た
ち
の
目
標
の
ひ
と
つ
は
、

ゆ
る
し
の
効
果
を
科
学
的
に
証
明
す
る
こ
と
で
し
た
。
心
理
療
法
家
た
ち
は

詳
細
な
ケ
ー
ス
歴
を
提
示
し
ま
し
た
。
し
か
し
心
理
療
法
家
た
ち
の
観
察
は
、

心
理
療
法
そ
の
も
の
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
影
響
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さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
心
療
法
家
た
ち
は
、
統
制
群
（
ゆ
る
し

の
セ
ラ
ピ
ー
を
し
な
い
グ
ル
ー
プ
）
と
実
験
群
（
ゆ
る
し
の
セ
ラ
ピ
ー
を
し

た
グ
ル
ー
プ
）
を
比
較
し
た
研
究
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

科
学
者
の
観
察
は
、
心
理
療
法
家
の
そ
れ
と
は
違
い
ま
す
。
例
え
ば
、
科

学
者
は
自
分
の
印
象
が
結
論
に
与
え
る
影
響
を
最
小
限
に
し
て
デ
ー
タ
を
収

集
し
ま
す
。
対
照
的
に
、
心
理
療
法
家
が
ど
の
よ
う
な
人
で
あ
る
か
は
、
心

理
療
法
プ
ロ
セ
ス
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
客
観
性
を
保
つ
た
め
に
心

理
療
法
家
そ
の
人
を
排
除
す
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　

理
論
を
科
学
的
に
検
証
す
る
た
め
に
は
、
研
究
者
は
統
制
さ
れ
た
状
況
を

設
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
特
定
の
怒
り
を
経
験
し

て
い
る
人
た
ち
を
集
め
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、

そ
の
一
グ
ル
ー
プ
の
み
に
ゆ
る
し
に
つ
い
て
の
教
育
を
し
、
ゆ
る
し
を
促
し

ま
し
た
。
こ
の
二
グ
ル
ー
プ
を
、
実
験
前
と
後
で
テ
ス
ト
し
、
そ
の
結
果
を

比
較
し
ま
し
た
。
次
に
、
発
見
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
統
制
群
に

ゆ
る
し
の
教
育
を
実
施
し
、
再
び
テ
ス
ト
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
研
究
結
果
は
、
と
て
も
影
響
力
が
強
い
も
の
で
、
ゆ
る
し
の
プ

ロ
セ
ス
へ
と
進
ん
だ
人
た
ち
は
、
心
理
的
に
よ
り
健
康
に
な
る
こ
と
を
、
私

た
ち
は
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
科
学
的
な
研
究
に
よ
っ
て
、
ケ
ー

ス
歴
や
一
人
称
で
書
か
れ
た
記
述
は
本
当
の
こ
と
で
ゆ
る
し
に
は
効
果
が
あ

る
と
証
明
し
ま
し
た
。（
三
一
頁
以
下
）

　

以
上
の
記
述
か
ら
、
本
書
の
性
格
が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。
怒
り
と
憎
し

み
を
感
じ
続
け
る
こ
と
は
、
自
ら
を
独
房
に
閉
じ
込
め
て
お
く
こ
と
に
他
な

ら
ず
、
ゆ
る
し
は
、
そ
の
閉
ざ
さ
れ
た
門
を
開
け
る
ひ
と
つ
の
カ
ギ
で
あ
る

と
い
う
の
で
す
。
し
か
も
こ
の
カ
ギ
を
用
い
る
か
ど
う
か
は「
自
ら
の
選
択
」

に
か
か
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、「
ゆ
る
し
」
は
、
そ
の
た
め
の
教
育
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
っ

て
、
異
な
る
結
果
を
招
く
と
す
る
結
論
で
す
。
こ
れ
は
、
ラ
ッ
シ
ュ
が
「
憎

し
み
」
を
乗
り
越
え
る
に
は
、
や
は
り
教
育
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
た
事
実
を
思
い
起
こ
さ
せ
ま
す
。
本
書
の
第
十
三
章
の
標
題
は
「
子

ど
も
た
ち
が
ゆ
る
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
援
助
す
る
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

著
者
の
研
究
領
域
は
も
と
も
と
道
徳
性
の
発
達
に
あ
り
、
ゆ
る
し
も
こ
の
道

徳
性
発
達
の
一
側
面
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

第
二
章
（「
ゆ
る
し
と
、
ゆ
る
し
と
は
違
う
も
の
」）
の
最
初
の
小
見
出
し

は
「
ゆ
る
し
の
定
義
」
な
っ
て
お
り
、
著
者
た
ち
は
、
彼
ら
の
研
究
の
ガ
イ

ド
と
し
て
英
国
の
哲
学
者
ジ
ョ
ア
ン
ナ
・
ノ
ー
ス
の
定
義
を
採
用
し
て
い
ま

す
。
ジ
ョ
ア
ン
ナ
・
ノ
ー
ス
は
「
ゆ
る
し
」
を
こ
う
定
義
し
て
い
ま
す
。

 

・
他
者
に
よ
っ
て
不
当
に
も
傷
つ
け
ら
れ
た
場
合
、
そ
の
加
害
者
に
対
す
る

怒
り
の
感
情
を
乗
り
越
え
た
と
き
に
ゆ
る
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、

怒
り
を
感
じ
る
権
利
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
代
わ
り
に
、
過
ち
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を
犯
し
た
行
為
者
に
、
憐
憫
、
慈
悲
、
愛
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。
加
害
者

は
必
ず
し
も
こ
の
よ
う
な
恩
恵
に
浴
す
る
権
利
は
な
い
こ
と
を
了
解
し
な
が

ら
、
ゆ
る
し
を
実
践
し
ま
す
。（
三
九
頁
）

　

著
者
に
よ
る
と
、
こ
の
定
義
に
よ
り
、「
第
一
に
、
被
害
を
与
え
る
こ
と

は
不
当
で
あ
り
、
将
来
も
不
当
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
承
認
す
る
こ
と
。
第

二
に
、
道
義
的
に
も
怒
る
権
利
が
あ
り
、
人
は
私
た
ち
を
傷
つ
け
る
権
利
が

な
い
と
い
う
主
張
を
支
持
す
る
の
は
公
正
で
あ
る
こ
と
。
私
た
ち
に
は
、
人

と
し
て
の
価
値
を
認
め
る
権
利
が
あ
る
こ
と
。
第
三
に
、
ゆ
る
す
と
い
う
こ

と
は
、
私
た
ち
の
権
利
」（
四
〇
頁
） 

を
放
棄
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
怒
り
や

憤
り
の
感
情
を
放
棄
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

ゆ
る
し
は
、
必
ず
し
も
そ
う
す
る
こ
と
に
値
し
な
い
加
害
者
に
対
す
る
慈
悲

の
行
い
で
あ
り
、
加
害
者
が
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
る
の
か
分
か
ら
な
い
場

合
に
も
、
相
手
を
人
間
社
会
の
一
員
と
し
て
遇
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
行
為

に
よ
り
、
両
者
の
関
係
は
質
的
な
変
化
を
経
験
す
る
可
能
性
へ
と
導
か
れ
ま

す
。
ゆ
る
し
の
プ
ロ
セ
ス
は
理
論
的
な
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
常
に
逆
説
的

な
も
の
な
の
で
す
。

　

続
い
て
、
著
者
は
、
常
識
的
に
「
ゆ
る
し
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
事
柄
と
、

著
者
の
い
う
「
ゆ
る
し
」
の
ち
が
い
に
言
及
し
、さ
ら
に
「
ゆ
る
し
」
と
「
和

解
」
を
区
別
す
べ
き
こ
と
を
論
じ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ゆ
る
し
は
、「
起

き
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
受
容
す
る
こ
と
」、「
怒
る
こ
と
を
や
め
る
こ
と
」、

あ
る
い
は
「
他
者
に
対
し
て
中
立
の
立
場
を
と
る
こ
と
」
と
同
じ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
は
「
ゆ
る
し
」
の
プ
ロ
セ
ス
の
ひ
と
つ
で
は
あ
っ
て
も
最

終
ゴ
ー
ル
で
は
な
い
か
ら
で
す
。
ま
た
「
ゆ
る
し
」
は
次
の
よ
う
な
も
の
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
「
大
目
に
み
る
、
あ
る
い
は
な
か
っ
た
こ
と
に
す

る
こ
と
」、「
忘
れ
去
る
こ
と
」、｢

相
手
の
行
為
を
正
当
化
す
る
こ
と｣

、｢

冷

静
に
な
る
こ
と｣

、「
他
者
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
に
、
駆
け
引
き
と
し

て
ゆ
る
す
こ
と
」
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ゆ
る
し
と
「
和
解
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
、こ
う
記
さ
れ
て
い
ま
す
。「
ゆ

る
し
は
、
和
解
の
プ
ロ
セ
ス
の
第
一
歩
で
す
。
ゆ
る
し
の
な
い
和
解
は
休
戦

状
態
で
あ
っ
て
も
武
装
を
解
除
し
て
い
な
い
の
で
、
他
者
を
襲
撃
す
る
機
会

を
ね
ら
い
、
戦
闘
を
再
開
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
ね
ら
い
、
お
互
い
の
側
の
非
武

装
地
帯
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
真
実
の
和
解
に
は
、

両
者
か
ら
の
ゆ
る
し
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
…
… 

和
解
は
、
別
離
の
後
に

一
緒
に
な
る
行
動
で
す
。
一
方
、
ゆ
る
し
は
片
方
の
側
が
個
人
と
し
て
の
道

徳
的
行
為
と
し
て
始
め
ま
す
。
そ
れ
は
、
人
間
の
心
の
内
側
で
す
る
目
に
見

え
な
い
決
心
な
の
で
す
。
ゆ
る
し
が
成
熟
す
る
に
し
た
が
い
、
ゆ
る
し
は
危

害
を
与
え
た
人
へ
と
外
側
に
流
れ
て
い
く
の
で
す
」（
四
六
頁
以
下
）。
そ
し

て
第
二
章
の
最
後
は
、「
ゆ
る
し
は
、
和
解
へ
の
道
を
開
き
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
信
用
で
き
な
い
人
を
信
用
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
加
害

者
が
改
悛
し
て
い
な
い
と
し
て
も
、
あ
な
た
は
そ
の
人
を
ゆ
る
し
、
あ
な
た

の
人
生
に
平
和
と
健
全
さ
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」（
六
一
頁
） 



一
一

ゆ
る
し
と
は
何
か

̶ ̶78

と
い
う
言
葉
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

　　

第
一
部
の
終
り
に
位
置
す
る
第
三
章
（「
ゆ
る
し
の
理
由 

│
│ 

そ
し
て
ゆ

る
さ
な
い
こ
と
の
結
果
」）
は
、「
ゆ
る
し
の
定
義
」
に
で
て
く
る
「
怒
り
の

感
情
」
が
あ
ま
り
に
根
深
い
も
の
で
あ
る
と
き
に
生
じ
る
結
果
と
、
こ
れ
に

対
す
る
従
来
の
対
処
法
の
限
界
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。
著
者
に
よ
る
と
、
怒

り
は
「
感
情
や
思
考
が
含
ま
れ
た
情
緒
」（
六
六
頁
）
で
あ
り
、「
飲
酒
の
よ

う
な
も
の
で
す
。
少
々
な
ら
ば
益
が
あ
り
ま
す
が
、過
ぎ
る
と
問
題
に
な
り
、

習
慣
性
の
あ
る
依
存
症
に
さ
え
な
り
ま
す
。
…
… 

怒
り
の
感
情
に
は
、
私

た
ち
の
情
緒
資
源
の
中
で
も
重
要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
す
べ
て

の
怒
り
の
感
情
が
健
康
的
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」（
六
五
頁
）。
そ

こ
で
著
者
は
ま
ず
、
根
深
い
受
動
的
な
怒
り
が
「
血
圧
」
や
「
心
臓
病
」
に

与
え
る
影
響
に
関
す
る
研
究
成
果
を
紹
介
し
、
怒
り
は
健
康
を
む
し
ば
む
こ

と
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。
次
に
、根
深
い
怒
り
が
家
族
の
な
か
に
広
が
る
と
、

そ
れ
は
離
婚
の
原
因
と
な
り
や
す
く
、
子
ど
も
た
ち
の
人
生
も
そ
の
怒
り
の

連
鎖
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
て
行
く
こ
と
、
さ
ら
に
社
会
的
不
正
義
に
対
す
る

怒
り
は
世
代
か
ら
世
代
へ
と
伝
わ
っ
て
行
く
こ
と
を
論
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
こ
の
激
し
い
怒
り
に
対
処
す
る
た
め
に
様
々
な
方
法
が
提
案

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
著
者
は
そ
れ
ら
を
七
つ
に
分
類
し
、
一
時
的
な
怒
り

に
対
す
る
一
時
的
な
解
決
方
法
と
し
て
は
有
効
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ず
れ

も
「
ゆ
る
し
」
に
言
及
し
て
い
な
い
と
批
判
し
て
い
ま
す
。
そ
の
七
つ
と
は
、

「
カ
タ
ル
シ
ス
（
浄
化
・
排
泄
）」、「
リ
ラ
ッ
ク
ス
」、「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」、「
気

を
そ
ら
す
こ
と
」、「
感
情
・
思
考
・
行
動
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
」、「
不
合
理

な
思
考
方
法
を
合
理
的
な
も
の
に
修
正
す
る
こ
と
」、「
人
格
を
変
容
さ
せ
る

こ
と
」
を
推
奨
す
る
方
法
で
す
。
各
方
法
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
説

明
に
譲
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
著
者
に
よ
る
と
、
い
ず
れ
の
方
法
も
怒
り

の
症
状
と
そ
の
克
服
に
捉
わ
れ
た
ま
ま
で
あ
り
、
怒
り
の
根
源
に
光
を
当
て

よ
う
と
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
対
し
、
こ
の
怒
り
の
根
源
に
焦
点
を
あ
わ

せ
て
、
問
題
を
克
服
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
著
者
の
い
う
「
ゆ
る
し
の
プ

ロ
セ
ス
」
で
す
。

　

以
上
が
第
一
部
の
主
な
内
容
で
す
。
続
い
て
第
二
部
お
よ
び
第
三
部
の
紹

介
に
入
り
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
紙
幅
の
関
係
で
、
割
愛
せ
ざ
る
を
え
ま
せ

ん
。
こ
こ
で
は
、
全
体
の
章
立
て
と
、「
ゆ
る
し
と
教
育
問
題
」
を
考
え
る

上
で
極
め
て
示
唆
的
な
第
十
三
章
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
す
る
こ
と
に
留
め

て
お
き
ま
す
。

　

全
体
の
構
成
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
一
部
「
ゆ
る
し
は
選
ぶ
こ
と
」 

│
│ 「
第
一
章　

ゆ
る
し 

│
│ 

自
由
へ

と
開
か
れ
た
道
」、「
第
二
章　

ゆ
る
し
と
、
ゆ
る
し
と
は
違
う
も
の
」、「
第

三
章　

ゆ
る
し
の
理
由 

│
│ 

そ
し
て
ゆ
る
さ
な
い
こ
と
の
結
果
」。

　

第
二
部
「
ゆ
る
し
の
プ
ロ
セ
ス
」 

│
│ 「
第
四
章　

ゆ
る
し
へ
の
旅
立
ち

に
必
要
な
地
図
と
道
具
」、「
第
五
章　

怒
り
の
感
情
が
あ
る
こ
と
を
認
め
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る
」、「
第
六
章　

根
深
い
怒
り
に
直
面
す
る
」、「
第
七
章　

ゆ
る
す
こ
と
へ

の
積
極
的
関
与
」、「
第
八
章　

新
た
な
視
点
を
得
る
」、「
第
九
章　

肯
定
的

な
気
持
ち
、
考
え
、
態
度
を
築
き
上
げ
る
」、「
第
十
章　

発
見
と
感
情
の
牢

獄
か
ら
の
解
放
を
経
験
す
る
」、「
第
十
一
章　
「
私
は
あ
な
た
を
ゆ
る
し
ま

す
」
と
言
う
こ
と
」。

　

第
三
部
「
よ
り
深
い
ゆ
る
し
」 

│
│ 「
第
十
二
章　

ゆ
る
し
を
進
め
る
た

め
に
役
立
つ
質
問
」、「
第
十
三
章　

子
ど
も
た
ち
が
ゆ
る
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
援
助
す
る
」、「
第
十
四
章　

ゆ
る
さ
れ
る
の
を
待
つ
」、「
第
十
五
章　

和
解
す
る
」。

　

ロ
バ
ー
ト
・
D
・
エ
ン
ラ
イ
ト
は
、
第
十
三
章
に
お
い
て
「
あ
な
た
は
ど

の
よ
う
に
し
て
子
ど
も
た
ち
に
ゆ
る
す
こ
と
を
教
え
ま
す
か
。
こ
の
質
問
に

ど
う
答
え
る
か
に
よ
っ
て
は
、
次
の
世
代
の
健
康
状
態
に
重
要
な
影
響
が
あ

る
で
し
ょ
う
。
私
は
、
ゆ
る
す
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
こ
と
は
可
能

だ
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
教
え
る
べ
き
義
務
が
あ
る
と
確
信
し
ま
す
」
と
語

り
出
し
ま
す
。
さ
ら
に
続
け
て
「
私
た
ち
が
ゆ
る
し
の
プ
ロ
セ
ス
を
始
め
る

と
き
、
怒
り
を
心
に
抱
き
、
そ
れ
を
衰
え
な
い
よ
う
に
保
つ
こ
と
は
自
己
破

壊
的
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
す
。
最
も
有
害
な
怒
り
の
多
く
は
、
子
ど
も
の

と
き
に
傷
つ
い
た
こ
と
で
腹
を
立
て
、
そ
し
て
ゆ
る
さ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
い
っ
た
ん
ゆ
る
し
を
経
験
し
た
人
々
が
自
分
の
子
ど
も
の
こ

と
を
見
て
、
長
年
の
怒
り
か
ら
生
じ
た
無
用
な
苦
し
み
か
ら
子
ど
も
を
保
護

し
た
い
と
思
う
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
だ
と
私
は
気
づ
き
ま
し
た
」（
二
六
七

頁
） 

と
自
ら
の
思
い
を
率
直
に
語
っ
て
い
ま
す
。

　

た
し
か
に
私
た
ち
も
こ
の
思
い
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し

冒
頭
の
「
ど
の
よ
う
に
し
て
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、「
ど
う
し
て
よ

い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
の
が
現
実
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

本
章
に
お
い
て
著
者
は
、
長
年
の
「
ゆ
る
し
に
対
す
る
理
解
度
」
の
研
究

か
ら
、「
子
ど
も
た
ち
の
ゆ
る
し
に
対
す
る
考
え
方
」
の
六
つ
の
型
を
導
き

だ
し
、「
物
語
を
通
し
て
一
〇
代
の
子
ど
も
の
理
解
を
育
成
す
る
方
法
」
ま

で
論
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
六
つ
の
型
と
は
、
彼
ら
の
成
長
と
共
に
現
れ
る
次

の
よ
う
な
「
ゆ
る
し
の
理
解
」
で
す
。

　
（
1
）　
「
九

－

一
〇
歳
」 

│
│ 「
同
害
報
復
的
ゆ
る
し
」

　

こ
れ
は
、「
目
に
は
目
を
」
と
す
る
思
い
で
あ
り
、
復
讐
と
ゆ
る
し
を
同

じ
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
（
2
）　
「
一
〇
歳
位
」 

│
│ 「
条
件
的
、
弁
償
的
ゆ
る
し
」

　

こ
れ
は
、
謝
罪
が
あ
れ
ば
ゆ
る
す
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
思
い
で
あ
り
、

こ
の
場
合
、
謝
罪
は
必
要
条
件
と
み
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
（
3
）　
「
一
二

－

一
五
歳
」 

│
│ 「
同
調
圧
力
的
ゆ
る
し
」

　

こ
れ
は
、家
族
や
友
人
の
理
解
が
模
範
的
モ
デ
ル
と
な
る
ケ
ー
ス
で
あ
り
、

本
人
は
「
ゆ
る
し
」
に
関
し
ま
だ
自
分
自
身
の
考
え
を
も
ち
あ
わ
せ
て
い
ま

せ
ん
。
ゆ
る
し
に
否
定
的
な
仲
間
が
多
い
場
合
に
は
、
自
ら
も
ゆ
る
し
に
難
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色
を
示
し
、
そ
の
反
対
に
周
り
が
ゆ
る
し
に
肯
定
的
な
場
合
に
は
、
自
ら
も

ゆ
る
し
を
実
践
し
よ
う
と
し
ま
す
。
こ
の
年
代
の
青
少
年
に
と
っ
て
大
切
な

の
は
、
誰
を
模
範
的
な
モ
デ
ル
と
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
（
4
）　
「
青
春
期
の
後
半
」 

│
│ 「
権
威
の
あ
る
人
物
の
意
見
や
励
ま
し
に

対
し
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
態
度
を
と
る
」

　

思
春
期
の
若
者
は
総
じ
て
身
近
な
権
威
主
義
的
人
物
に
反
抗
的
な
態
度
を

と
り
ま
す
が
、
他
方
で
、
よ
り
大
き
な
組
織
を
代
表
す
る
権
威
者
に
は
耳
を

傾
け
よ
う
と
し
ま
す
。
彼
ら
は
、
特
に
ゆ
る
し
の
動
機
や
基
準
に
つ
い
て
、

き
ち
ん
と
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
物
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
（
5
）　
「
成
人
」 

│
│ 「
社
会
の
調
和
と
し
て
の
ゆ
る
し
」

　

も
う
少
し
年
長
の
若
者
と
成
人
の
間
に
は
、
ゆ
る
し
の
条
件 

（
例
え
ば
、

謝
罪
、
あ
る
い
は
友
人
、
家
族
、
権
威
者
の
励
ま
し
） 

よ
り
も
、
ゆ
る
し
の

後
に
起
こ
る
肯
定
的
結
果
に
つ
い
て
考
え
る
傾
向
が
強
く
現
れ
て
き
ま
す
。

つ
ま
り
ゆ
る
し
の
社
会
的
影
響
も
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
（
6
）　
「
成
人
」 

│
│ 「
愛
と
し
て
の
ゆ
る
し
」

　

こ
れ
は
、
加
害
者
を
、
そ
の
行
為
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
敬
意
を
払
う
価
値

の
あ
る
人
間
と
み
な
す
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
態
度
で
あ
り
、
ゆ
る
し
や
愛
は

無
条
件
的
な
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ⅲ　
「
ゆ
る
し
」
と
霊
性

　

三
番
目
に
紹
介
す
る
の
は
、
ジ
ョ
ー
ン
・
ボ
リ
セ
ン
コ
著
『
愛
と
ゆ
る
し

の
心
理
学
』（
中
塚
啓
子
訳
、
日
本
教
文
社
、
平
成
八
年
：Joan B

ory-

senko, G
uilt is the Teacher, L

ove is the L
esson, W

aner B
ooks Inc. N

ew
 

York, 1990

）で
す
。著
者
は
心
理
学
者
で
あ
る
と
共
に
心
理
療
法
家
で
あ
り
、

独
自
の
身
心
相
関
セ
ラ
ピ
ー
を
実
践
し
て
い
る
女
性
で
す
。

　

本
書
は
三
部 

（「
第
一
部　

心
の
気
づ
き
の
は
じ
ま
り
」、「
第
二
部　

精

神
性
・
霊
性
の
は
じ
ま
り
」、「
第
三
部　

愛
と
慈
し
み 

│
│ 

サ
イ
コ
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
な
成
長
の
咲
か
せ
る
花
」） 

か
ら
成
り
、
第
一
部
は
四
章
か
ら
、

第
二
部
は
三
章
か
ら
、第
三
部
は
三
章
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

著
者
は
こ
の
三
部
構
成
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。 

│
│ 

な
お
「
精
神
性
・
霊
性
」
と
「
慈
し
み
」
はspirituality

とcom
passion

の
訳
で
す
。

 

・「
私
と
は
何
か
？
」
と
い
う
問
い
は
、
知
識
の
三
つ
の
領
域 [ 

引
用
者
註
、

こ
の
三
つ
と
は
心
理
的
領
域
、
精
神
的
・
霊
的
領
域
、
関
係
の
領
域
を
指
す] 

に
ま
た
が
る
も
の
で
あ
り
、
本
書
も
そ
れ
に
そ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
第
一
部
で
は
、
個
人
的
・
心
理
的
な
歴
史
に
制
限
さ
れ
て
い
る
時
間
と

空
間
を
も
っ
た
こ
の
「《
現
象
の
世
界
》」
を
扱
い
、
第
二
部
で
は
、
気
づ
い

て
い
よ
う
と
い
ま
い
と
、
私
た
ち
が
「
今
」
生
き
て
い
る
魂
と
精
神
・
霊
の
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「《
永
遠
の
領
域
》」
を
検
討
し
ま
す
。
そ
し
て
第
三
部
で
は
、
私
た
ち
が
慈

し
み
を
拡
げ
許
し
を
実
践
す
る
中
で
、
人
間
の
心
理
的
そ
し
て
精
神
的
・
霊

的
な
自
分
と
は
何
か
を
私
た
ち
に
知
ら
せ
て
く
れ
、
人
間
同
士
の
絆
を
強
め

て
く
れ
る
、「《
関
係
の
領
域
》」
を
探
り
ま
す
。（
八
頁
）

　

こ
の
記
述
か
ら
わ
か
る
と
お
り
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
た
二
人
の
立
場
と

大
き
く
異
な
り
、
ボ
リ
セ
ン
コ
は
「
現
象
の
世
界
」
だ
け
で
な
く
「
永
遠
の

領
域
」
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
彼
女
に
と
っ
て
時
間
と
永
遠
は
不
可
分
の
関
係

に
あ
り
、
日
常
の
経
験
の
な
か
で
こ
の
根
源
的
関
係
に
気
づ
き
、
不
健
康
な

恥
の
感
情
と
不
健
康
な
罪
悪
感
を
乗
り
越
え
て
「
真
の
自
己
」
と
の
つ
な
が

り
を
回
復
す
る
道
を
提
示
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
本
書
の
狙
い
で
す
。

　

こ
の
恥
の
感
情
と
罪
悪
感
の
問
題
を
扱
っ
て
い
る
の
が
第
一
章
（「
心
身

と
魂 

│
│ 

心
理
的
・
霊
的
に
み
た
罪
悪
感
」）
と
第
二
章
（「
罪
悪
感
、
恥

の
感
情
、
自
己
尊
重
」）
で
す
。
恥
の
感
情
と
罪
悪
感
は
す
べ
て
否
定
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
が
「
自
己
へ
の
気
づ
き
を
増
し
、
困
難
を

解
決
し
、
さ
ら
に
人
間
関
係
を
発
展
さ
せ
精
神
的
成
長
を
促
」（
四
八
頁
） 

す
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
健
康
的
な
も
の
で
す
。
こ
れ
に
対
し
「
不
健
康
な
罪

悪
感
は
私
た
ち
に
、「
自
分
に
は
何
の
価
値
も
な
い
ん
だ
」
と
繰
り
返
し
言

わ
せ
続
け
、
そ
の
状
態
に
閉
じ
込
め
て
し
ま
い
ま
す
」（
同
）。

　

恥
の
感
情
は
生
得
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
事
実
は
、
そ
れ
が
生
存
の
た

め
に
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。つ
ま
り
社
会
的
動
物
と
し
て
、

「
負
け
を
認
め
ま
す
」
と
公
表
す
る
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
備
わ
っ
て
い
る

こ
と
に
よ
り
、
人
は
社
会
的
規
範
や
約
束
を
破
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

し
た
が
っ
て
恥
を
感
ず
る
能
力
が
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
人
が
正
常
な
適
応
性

を
も
つ
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
能
力
は
、
健
康
な
罪
悪
感
や
良
心
、
慈

し
み
、
共
感
力
を
伸
ば
す
た
め
に
ど
う
し
て
も
必
要
な
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
恥
の
感
情
が
、
境
界
を
越
え
た
際
に
警
報
を
鳴
ら
す
と

い
う
本
来
の
役
割
を
越
え
て
、
慢
性
的
な
も
の
と
な
る
と
、
そ
れ
は
不
健
康

な
も
の
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
そ
れ
は
、
疎
外
感
、
劣
等
感
、
無
力
感
、
絶

望
等
を
感
じ
て
、
絶
え
ず
悩
む
よ
う
な
状
態
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

で
は
、
不
健
康
な
罪
悪
感
と
そ
の
原
因
で
あ
る
恥
の
感
情
か
ら
解
放
さ
れ

て
、「
真
の
自
己
」
に
至
る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
に
は
、
ま
ず
そ
の
症
状
に
気
づ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
が
私
た
ち

の
思
考
や
感
情
や
行
動
を
歪
め
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ボ
リ
セ
ン
コ
は
、不
健
康
な
罪
悪
感
の
存
在
を
示
唆
す
る
特
徴
と
し
て
、

次
の
二
十
一
の
傾
向
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。
個
々
の
詳
し
い
内
容
は
本
文
に

譲
ら
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
が
、
ご
く
簡
単
に
傾
向
と
そ
の
解
説
を
列
挙
し
て
お

き
ま
す
。

　
　
　
「
不
健
康
な
罪
悪
感
を
示
す
二
十
一
の
特
徴
」

　
（
1
）　
「
献
身
し
す
ぎ
る
」 

│
│ 

こ
こ
に
は
、
献
身
す
れ
ば
、
愛
が
え
ら

れ
る
と
い
う
幻
想
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
過
度
の
献
身
は
、
苦
痛
を
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避
け
る
ひ
と
つ
の
手
段
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
（
2
）　
「
心
配
の
仕
方
だ
け
は
知
っ
て
い
る
」 

│
│ 

愛
さ
れ
る
と
い
う
経

験
が
な
い
た
め
に
、
恐
怖
心
だ
け
が
残
り
、
安
全
を
感
じ
ら
れ
ず
、
自
己
破

壊
的
な
思
い
を
投
影
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
（
3
）　
「
人
を
助
け
て
あ
げ
な
く
て
は
と
い
つ
も
思
っ
て
い
る
」 

│
│ 

こ

れ
は
メ
サ
イ
ア
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
こ
の
人

自
身
が
助
け
を
求
め
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　
（
4
）　
「
自
分
の
こ
と
で
い
つ
も
謝
っ
て
い
る
」 

│
│ 

あ
た
か
も
他
の
人

び
と
が
自
分
の
魂
の
判
定
者
で
あ
る
か
の
ご
と
く
感
じ
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
（
5
）　
「
夜
中
に
心
配
ご
と
で
目
を
覚
ま
す
、
あ
る
い
は
何
日
も
、
何
週

間
も
心
配
ご
と
で
悩
ま
さ
れ
る
」

　
（
6
）　
「
自
分
自
身
を
い
つ
も
責
め
て
い
る
」 

│
│ 
自
分
に
は
い
ろ
い
ろ

な
欠
点
が
あ
る
と
い
う
思
い
込
み
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
（
7
）　
「
他
人
が
私
を
ど
う
思
っ
て
い
る
か
、
気
に
な
っ
て
仕
方
が
な
い
」

│
│ 

こ
の
よ
う
な
人
は
、
自
分
の
値
打
ち
を
自
分
で
決
め
る
権
限
を
他
人

に
委
譲
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
（
8
）　
「
他
人
の
怒
り
に
敏
感
す
ぎ
る
」 

│
│ 

幼
い
頃
の
私
た
ち
は
、
い

つ
も
周
り
の
人
び
と
か
ら
愛
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
自
分
は
生
き
て
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、「
今
で
も
私
た
ち
の
心
の
奥
深
く
に
い
る
そ
の

怖
が
り
や
さ
ん
は
、
自
分
の
生
殺
与
奪
の
権
限
は
あ
の
怒
っ
て
い
る
人
が

握
っ
て
い
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」（
六
七
頁
）。

　
（
9
）　
「
私
は
他
の
人
が
考
え
て
い
る
ほ
ど
善
人
で
な
く
、
誰
か
ら
も
馬

鹿
に
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
」 

│
│ 

私
と
同
じ
境
遇
に
あ
る
人
は
み
な
、
自
分

よ
り
頭
が
よ
く
て
、
競
争
力
が
あ
る
と
思
い
、
空
し
さ
と
混
乱
を
感
じ
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
（
10
）　
「
私
は
玄
関
マ
ッ
ト
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」 

│
│ 

こ
の
よ
う
な

人
は
、
よ
い
人
だ
と
思
わ
れ
よ
う
と
し
て
、
余
計
な
も
の
ま
で
引
き
受
け
、

遂
に
は
周
り
の
人
を
「
迫
害
者
」
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
殉
教
者
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

　
（
11
）　
「
自
分
の
時
間
が
ま
っ
た
く
な
い
」 

│
│ 

こ
う
嘆
く
の
は
、
自
己

尊
重
の
意
識
が
低
く
、
他
人
の
ニ
ー
ズ
を
常
に
優
先
さ
せ
て
し
ま
う
タ
イ
プ

の
人
で
す
。

　
（
12
）　
「
常
に
他
人
の
方
が
自
分
よ
り
優
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
」 

│
│ 「
あ
れ
か
こ
れ
か
」
と
い
う
判
断
し
か
で
き
ず
、
嫉
妬
心
や
競
争
心
を

異
常
に
燃
や
し
て
し
ま
う
人
も
、
こ
の
な
か
に
入
り
ま
す
。

　
（
13
）　
「
私
が
好
き
な
言
葉
は
、「
… 

を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
「
… 

す
べ
き
だ
」」 

│
│ 

こ
の
タ
イ
プ
の
人
は
、「
存
在
す
る
（being

）
人
間
」

と
い
う
よ
り
も
「
行
動
す
る
（doing

）
人
間
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
（
14
）　
「
他
人
か
ら
の
批
判
に
弱
い
」 

│
│ 

こ
れ
は
、
あ
り
ふ
れ
た
質
問

も
、
辛
辣
な
攻
撃
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
す
ぐ
に
守
り
の
姿
勢
に
入
っ
て
し

ま
う
人
の
ケ
ー
ス
で
す
。
こ
こ
に
は
、
相
手
か
ら
拒
否
さ
れ
た
り
無
視
さ
れ
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た
り
す
る
こ
と
へ
の
恐
怖
心
が
働
い
て
い
ま
す
。

　
（
15
）　
「
私
は
完
全
主
義
が
大
好
き
」 

│
│ 

試
験
で
九
十
点
を
と
っ
て
も

満
足
し
な
い
ケ
ー
ス
で
す
。
こ
の
完
全
主
義
に
は
、
子
ど
も
時
代
の
恐
怖
や

願
望
が
強
く
影
響
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
（
16
）　
「
自
分
は
利
己
的
で
は
な
い
か
と
い
つ
も
心
配
で
あ
る
」 

│
│ 

こ

れ
は
、
他
者
へ
の
関
心
と
自
分
へ
の
関
心
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
な
く
な
っ
て

い
る
こ
と
の
サ
イ
ン
で
す
。

　
（
17
）　
「
私
は
人
に
お
願
い
し
た
く
な
い
し
、
頼
み
た
く
も
な
い
」 

│
│ 

罪
悪
感
の
あ
る
人
は
、
自
分
が
受
け
取
る
よ
り
も
、
与
え
る
方
が
楽
で
あ
る

と
感
ず
る
よ
う
で
す
。「
受
け
取
る
こ
と
」
を
拒
否
す
る
の
は
、
ひ
そ
か
な

優
越
感
が
あ
る
た
め
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
（
18
）　
「
相
手
の
言
葉
を
率
直
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
」 

│
│ 

こ

れ
は
、
自
分
の
完
全
主
義
が
充
た
さ
れ
た
時
点
で
、
あ
え
て
自
分
で
何
ら
か

の
欠
点
を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
ケ
ー
ス
で
す
。

　
（
19
）　
「
私
は
人
間
失
格
者
で
あ
る
、
き
っ
と
罰
せ
ら
れ
る
に
ち
が
い
な

い
」 

│
│ 

精
神
的
・
霊
的
悲
観
論
者
は
、
自
ら
進
ん
で
恐
怖
と
無
気
力
と
罪

の
意
識
の
と
り
こ
と
な
り
、
超
越
者
を
審
判
者
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
し
ま

す
。
こ
れ
に
対
し
精
神
的
・
霊
的
楽
観
論
者
は
、
神
は
内
在
す
る
愛
で
あ
り
、

人
生
に
起
こ
る
悪
い
出
来
事
も
人
間
の
魂
の
成
長
の
機
会
で
あ
る
と
理
解
し

よ
う
と
し
ま
す
。

　
（
20
）　
「
い
つ
も
身
体
の
調
子
が
悪
い
」 

│
│ 

罪
悪
感
と
病
気
の
間
に
は
、

深
い
関
連
が
あ
り
ま
す
。

　
（
21
）　
「
私
は
「
ノ
ー
」
と
言
え
な
い
」 

│
│ 

罪
悪
感
を
も
つ
人
は
、
何

と
か
し
て
他
者
に
認
め
て
も
ら
お
う
と
し
て
、
自
分
の
た
め
の
時
間
と
空
間

を
も
つ
こ
と
を
必
要
以
上
に
恐
れ
ま
す
。

　

第
三
章
（「
内
な
る
子
ど
も
の
ド
ラ
マ
」） 

と
第
四
章
（「
イ
ン
ナ
ー
チ
ャ

イ
ル
ド
の
傷
を
癒
す
」）
は
、「
真
の
自
己
」
と
は
何
か
、
そ
し
て
な
ぜ
こ
の

「
真
の
自
己
」
は
「
偽
り
の
自
己
」
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、
さ
ら
に
こ
の

状
態
か
ら
解
放
さ
れ
る
た
め
に
は
、
ま
ず
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

を
論
じ
て
い
ま
す
。

　

著
者
は
す
で
に
第
二
章
の
註
に
お
い
て
「
真
の
自
己
」
と
「
い
つ
わ
り
の

自
己
」
の
対
比
を
一
覧
表
に
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
そ
の
概
要
を
紹
介
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
最
初
に
記
さ
れ
て
い
る
の
が
「
真
の
自
己
」
の
特
徴
で

あ
り
、
括
弧
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
の
が
、
そ
れ
に
対
応
す
る
「
い
つ
わ
り

の
自
己
」
の
特
徴
で
す
。
ゆ
っ
く
り
味
わ
い
な
が
ら
対
比
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
著
者
の
狙
い
が
明
確
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。

　
（
1
）「
純
粋
な
自
己
」（「
嘘
の
自
己
、仮
面
」）、（
2
）「
本
当
の
自
己
」（「
い

つ
わ
り
の
自
己
、ペ
ル
ソ
ナ
（
外
界
に
合
わ
せ
る
た
め
の
自
分
）」）、（
3
）「
正

真
正
銘
の
自
己
」（「
…
…
で
あ
る
か
の
よ
う
な
」
人
格
）、（
4
）「
自
発
的

に
行
動
す
る
」（「
策
を
労
す
る
」）、（
5
）「
発
展
的
、愛
に
満
ち
て
い
る
」（「
心

が
狭
く
、恐
怖
に
か
ら
れ
が
ち
で
あ
る
）、（
6
）「
惜
し
み
な
く
他
に
与
え
る
、
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意
志
の
疎
通
が
で
き
る
」 （「
自
己
に
限
定
し
よ
う
と
す
る
」）、（
7
）「
自
己

や
他
者
を
受
け
入
れ
る
」（「
嫉
妬
深
く
、
批
判
的
で
理
想
化
し
が
ち
、
完
全

で
な
い
と
気
が
す
ま
な
い
」）、（
8
） 

慈
し
み
に
あ
ふ
れ
て
い
る
」（「
他
人

に
動
か
さ
れ
、
ま
わ
り
に
順
応
し
す
ぎ
る
」）、（
9
）「
無
条
件
の
愛
」（「
条

件
つ
き
の
愛
」）、（
10
）「
適
度
な
感
情
、
自
発
的
感
情
、
そ
の
場
で
の
怒
り

な
ど
の
感
情
を
自
由
に
感
じ
ら
れ
る
」（「
怒
り
の
感
情
を
い
つ
ま
で
も
覚
え

て
い
て
、
そ
れ
を
否
定
す
る
か
、
隠
そ
う
と
す
る
」）、（
11
）「
自
己
を
き
ち

ん
と
主
張
で
き
る
」（「
攻
撃
的
な
い
し
受
動
的
な
態
度
を
と
る
」）、（
12
）「
直

観
的
に
判
断
す
る
」（「
何
ご
と
も
理
屈
で
か
た
づ
け
よ
う
と
す
る
」）、（
13
）

「
内
な
る
子
ど
も
（
イ
ン
ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
）
と
の
接
触
が
あ
る
、
子
ど
も

の
よ
う
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
」 （「
親
・
大
人
と
し
て
の
意
識
が
過
剰
で
あ

る
、「
親
」
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
に
縛
ら
れ
て
い
る
」）、（
14
）「
遊
び
や
楽
し

み
は
欠
か
せ
な
い
」（「
遊
び
や
楽
し
み
を
避
け
よ
う
と
す
る
」）、（
15
） 「
よ

い
意
味
で
傷
つ
き
や
す
さ
が
あ
る
」（「
常
に
強
い
ふ
り
を
す
る
」）、（
16
）「
本

当
の
意
味
で
強
い
」（「
限
ら
れ
た
場
面
に
お
い
て
だ
け
強
い
」）、（
17
）「
信

頼
す
る
」（「
不
信
感
が
強
い
」）、（
18
）「
養
い
、
育
て
ら
れ
る
こ
と
を
楽
し

む
」（「
養
い
、
育
て
ら
れ
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
す
る
」）、（
19
）「
自
己
を

明
け
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（「
自
己
を
過
剰
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
引
っ

込
み
が
ち
で
あ
る
」）、（
20
）「
自
己
に
没
頭
す
る
」（「
自
己
を
正
当
化
す
る
」）、

（
21
）「
自
己
の
無
意
識
に
対
し
て
開
か
れ
て
い
る
」（「
無
意
識
的
要
素
を
ブ

ロ
ッ
ク
し
よ
う
と
す
る
」）、（
22
）「
自
他
の
一
体
感
を
忘
れ
な
い
」（「
自
他

と
の
一
体
感
を
欠
き
、
孤
立
感
を
覚
え
て
い
る
」）、（
23
）「
自
由
に
成
長
す

る
」（「
無
意
識
に
突
き
動
か
さ
れ
、
苦
痛
に
み
ち
た
行
動
パ
タ
ー
ン
を
繰
り

返
し
が
ち
で
あ
る
」）、（
24
）「
自
分
だ
け
の
自
己
を
も
っ
て
い
る 

」（「
皆

に
知
ら
れ
て
い
る
自
分
し
か
い
な
い
」）。

　

成
長
す
る
に
つ
れ
、
人
は
さ
ま
ざ
ま
な
躾
と
要
求
に
答
え
よ
う
と
し
て
、

双
方
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ャ
イ
ル
ド
な
い
し
イ
ン
ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
（
真
の
自

己
の
核
） 

に
よ
る
つ
な
が
り
、
つ
ま
り
喜
び
、
安
ら
ぎ
、
愛
、
そ
し
て
信
頼

に
み
ち
た
つ
な
が
り
を
失
い
、
恥
の
感
情
の
中
で
生
き
ざ
る
を
え
な
く
な
り

ま
す
。
特
に
子
ど
も
の
場
合
は
、
そ
の
恥
の
原
因
が
何
で
あ
れ
、
悪
い
の
は

自
分
だ
と
決
め
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
は
恥
と
共
に
、
自
己
防
衛
的
な

生
き
方
が
始
ま
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、子
ど
も
は
「
仮
面
」
を
つ
け
て
、

恐
怖
と
不
安
と
無
力
感
を
隠
し
、
自
ら
の
安
全
を
確
保
し
よ
う
と
し
ま
す
。

こ
の
時
に
経
験
し
た
は
ず
の
痛
み
、
苦
し
み
、
怒
り
、
悲
し
み
な
ど
の
感
情

は
、「
影
」と
し
て「
私
た
ち
が
後
ろ
に
引
き
ず
っ
て
い
る
大
き
な
袋
」（
一
〇
九

頁
） 

の
中
に
投
げ
捨
て
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
は
両
親
や
教
師
か
ら
嫌

わ
れ
、
禁
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
私
た
ち
の
一
部
で
す
。
し
た
が
っ
て
こ
の
影

は
、
一
見
、
弱
々
し
く
感
じ
ら
れ
る
と
し
て
も
、
本
来
は
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ャ

イ
ル
ド
の
活
気
あ
ふ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
ん
で
い
ま
す
。
仮
面
は
こ
の

「
影
」
の
存
在
を
前
提
と
し
て
成
り
立
っ
て
お
り
、
こ
の
「
影
」
を
解
き
放

つ
こ
と
に
よ
り
、
仮
面
を
か
ぶ
ら
ず
に
生
き
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
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な
り
ま
す
。

　

著
者
ボ
リ
セ
ン
コ
の
最
終
目
標
は
、
先
に
上
げ
た
「
不
健
康
な
罪
悪
感
を

示
す
二
十
一
の
特
徴
」
を
手
が
か
り
と
し
て
、
各
人
の
仮
面
を
支
え
て
い
る

「
影
」
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
、
つ
ま
り
「
後
ろ
に
引
き
ず
っ
て
い
る
大
き

な
袋
」
を
開
け
、
そ
の
ひ
と
の
「
真
の
自
己
」
を
解
放
す
る
こ
と
で
す
。
そ

の
具
体
的
方
法
や
、
こ
の
作
業
の
意
味
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
第
二
部
「
精

神
性
・
霊
性
の
は
じ
ま
り
」
と
第
三
部
「
愛
と
慈
し
み
」
に
お
い
て
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
内
容
も
紹
介
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
や
は
り
紙

幅
の
関
係
で
割
愛
し
、各
章
の
表
題
を
記
す
こ
と
に
留
め
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

そ
の
表
題
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

第
二
部
「
第
五
章　

私
と
は
？
」、「
第
六
章　

精
神
的
・
霊
的
な
再
検
討 

│
│ 

神
秘
体
験
者
が
押
し
入
れ
に
隠
れ
る
国
」、「
第
七
章　

宗
教
的
な
罪

悪
感
か
ら
、
精
神
と
霊
的
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
へ
」

　

第
三
部
「
第
八
章　

許
し
」、「
第
九
章　

関
係
」、「
第
十
章　

精
神
性
と

霊
性
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」

　

最
後
に
、「
許
し
」
に
関
す
る
著
者
の
理
解
の
一
部
を
紹
介
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
第
八
章
に
お
い
て
彼
女
は
こ
う
語
っ
て
い
ま
す
。

 

・ 「
許
し
」
と
は
慈
し
み
﹇com

passion

、思
い
や
れ
る
心
、共
感
で
き
る
心
﹈ 

を
実
践
す
る
プ
ロ
セ
ス
、
ま
た
そ
う
し
た
態
度
の
両
方
を
指
し
て
い
ま
す
。

許
し
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
私
た
ち
は
自
分
の
間
違
い
か
ら
生
み
だ
し
た

苦
し
み
、
あ
る
い
は
他
の
人
々
に
傷
つ
け
ら
れ
た
た
め
に
受
け
た
苦
し
み
を
、

心
理
的
そ
し
て
精
神
的
・
霊
的
な
成
長
の
糧
へ
と
変
え
ま
す
。
そ
し
て
許
し

の
態
度
を
身
に
つ
け
た
時
、
私
た
ち
は
そ
れ
ま
で
自
分
の
自
我
が
た
え
ず
必

要
と
し
て
い
た
自
他
へ
の
批
判
の
必
要
性
を
解
き
放
っ
て
し
ま
う
の
で
、
幸

福
と
落
ち
着
き
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
三
〇
八
頁
）

 

・ 《
許
し
は
ま
っ
た
く
私
た
ち
自
身
の
問
題
で
あ
っ
て
、
相
手
の
態
度
し
だ

い
だ
と
い
う
条
件
つ
き
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
》。
…
…

　

自
分
を
許
し
、
相
手
を
許
す
。
こ
の
二
つ
の
許
し
は
並
行
し
て
行
わ
れ
る

べ
き
プ
ロ
セ
ス
で
、
そ
れ
な
り
の
時
間
が
必
要
で
す
。（
三
一
三
頁
）

　

こ
う
述
べ
た
後
、
彼
女
は
（
A
）「
自
分
自
身
を
許
す
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
」

と
し
て
六
段
階
の
行
程
を
、ま
た
（
B
）「
他
の
人
を
許
す
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
」

と
し
て
同
じ
く
六
段
階
の
行
程
を
上
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
A
）
①
自
分
の
行
為
は
自
分
で
責
任
を
と
る
。
②
誤
り
の
内
容
を

ま
ず
神
に
、
次
い
で
あ
な
た
自
身
に
、
そ
し
て
他
の
人
に
告
白
す
る
。
③
あ

な
た
の
長
所
を
見
つ
け
だ
し
て
憂
鬱
を
克
服
す
る
。
④
自
分
や
他
者
を
傷
つ

け
な
い
か
ぎ
り
、可
能
な
と
こ
ろ
か
ら
率
直
に
自
分
の
誤
り
を
正
し
て
い
く
。

⑤
神
に
助
力
を
求
め
る
。
⑥
そ
れ
に
よ
っ
て
何
を
学
ん
だ
の
か
を
考
え
て
み

る
。（
B
）
①
自
分
が
執
着
し
て
い
る
問
題
は
、
自
分
自
身
に
責
任
が
あ
る
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こ
と
を
認
め
る
。
②
問
題
の
中
身
を
自
分
に
、
相
手
に
、
そ
し
て
神
に
告
白

す
る
。
③
自
分
と
相
手
の
双
方
の
長
所
を
見
つ
け
る
。
④
そ
の
た
め
に
何
か

特
定
の
行
動
を
と
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
を
考
え
る
。
⑤
神
に
助
力
を
求

め
る
。
⑥
そ
の
問
題
に
よ
っ
て
自
分
は
何
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
か
を
振

り
返
っ
て
み
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
紹
介
し
た
著
者
の
考
え
方
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら

の
段
階
は
、
私
た
ち
の
傷
つ
い
た
イ
ン
ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
を
癒
す
行
程
で
あ

る
こ
と
は
、容
易
に
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
行
程
の
到
着
点
は
、

「
誉
め
る
こ
と
・
誉
め
ら
れ
る
こ
と
、
非
難
す
る
こ
と
・
非
難
さ
れ
る
こ
と

へ
の
執
着
」
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
先
に
、
真
の
関
係
の
回

復
の
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
が
待
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、｢

私
は
私
と
し
て
存

在
し
、
あ
な
た
は
あ
な
た
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
」、「
私
と
あ
な
た
は
、
共

に
男
性
性
と
女
性
性
を
も
ち
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
は
互
い
に
異
な
る
こ
と｣

を

確
認
し
つ
つ
、
進
む
行
程
で
す
。
具
体
的
に
は
、
①
問
題
の
存
在
に
気
づ
き
、

認
め
る
、②
互
い
の
非
難
合
戦
を
克
服
す
る
、③
互
い
の
傷
つ
い
た
イ
ン
ナ
ー

チ
ャ
イ
ル
ド
を
探
し
出
し
、
慰
め
る
、
④
互
い
の
男
性
的
側
面
と
女
性
的
側

面
の
間
に
心
の
交
流
の
橋
を
か
け
る
、
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
私
と
あ
な
た
は
、
相
互
の
違
い
を
通
し
て
互
い
に
豊
か
に
な
り
、
二

人
で
ひ
と
つ
の
全
体
を
形
成
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
歩
み
で
す
。

　

こ
の
書
物
を
読
み
終
え
た
後
に
残
る
の
は
、
そ
も
そ
も
あ
の
イ
ン
ナ
ー

チ
ャ
イ
ル
ド
と
は
何
者
な
の
か
、
告
白
す
べ
き
神
と
は
誰
の
こ
と
か
、
と
い

う
問
い
で
し
ょ
う
。
イ
ン
ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
は
、「
普
遍
的
な
宇
宙
意
識
す

な
わ
ち
生
命
力
」（
一
一
七
頁
） 

で
あ
り
、
生
ま
れ
た
ま
ま
の
魂
と
も
説
明

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
生
命
力
が
人
間
も
と
へ
到
来
す
る
事
情
は
、

次
の
よ
う
な
神
話
と
物
語
を
用
い
て
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

・
私
た
ち
は
「
栄
光
の
雲
を
た
な
び
か
せ
な
が
ら
」、
幼
子
と
し
て
遠
い
宇

宙
か
ら
こ
の
世
界
に
や
っ
て
来
た
。
そ
の
時
私
た
ち
は
、
哺
乳
動
物
か
ら
う

ま
く
引
き
つ
い
で
き
た
食
欲
、
十
五
万
年
に
お
よ
ぶ
樹
上
生
活
が
伝
え
て
き

て
く
れ
た
の
び
の
び
と
し
た
自
発
性
、
さ
ら
に
五
千
年
に
わ
た
る
部
族
生
活

が
伝
え
て
き
て
く
れ
た
怒
り 

│
│ 

つ
ま
り
三
六
〇
度
、
全
方
向
へ
の
輝
き

を
携
え
て
や
っ
て
来
た
の
だ
。
そ
し
て
私
た
ち
は
こ
れ
ら
の
贈
り
物
を
自
分

の
父
母
に
さ
し
出
し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
そ
れ
ら
を
望
ま
な
か
っ
た
。
彼

ら
が
好
き
な
も
の
は
、
行
儀
の
よ
い
女
の
子
や
利
口
な
男
の
子
だ
っ
た
。
こ

れ
が
ド
ラ
マ
の
第
一
幕
目
で
あ
る
。（
一
一
五
頁
）

　

ボ
リ
セ
ン
コ
は
、
現
代
の
神
話
学
の
知
見
や
ユ
ン
グ
の
深
層
心
理
学
を
用

い
な
が
ら
こ
の
神
話
と
物
語
を
肯
定
的
に
受
け
と
め
て
お
り
、
彼
女
の
思
想

類
型
は
い
わ
ゆ
る
「
神
秘
主
義
的
思
想
」
に
近
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
で
は
伝
統
的
諸
宗
教
に
対
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
立
場
を
と
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、こ
れ
ま
で
の
記
述
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
と
お
り
、
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批
判
的
で
あ
り
、
伝
統
的
諸
宗
教
が
精
神
的
・
霊
的
ペ
シ
ミ
ズ
ム
を
説
く
か

ぎ
り
、
そ
れ
ら
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

彼
女
は
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
に
考
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ど
の
よ
う
な
家
庭

環
境
で
育
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
の
宗
教
教
育
的
環
境
は
ど
う
な
っ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
か
。
本
書
に
は
次
の
よ
う
な
、
注
目
す
べ
き
記
述
が
出
て
き

ま
す
。

　

 

・
七
歳
に
な
っ
た
時
、
私
は
一
家
が
通
っ
て
い
た
ユ
ダ
ヤ
教
正
統
派
寺
院
の

日
曜
学
校
に
通
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
の
一
日
が
終
り
、
家
に
帰
っ

た
時
の
こ
と
を
今
で
も
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。
バ
ス
の
中
は
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
帰
り
の
道
す
が
ら
私
は
い
つ
に
な
く
静
か

に
、
空
想
に
ひ
た
っ
て
い
ま
し
た
。
ヘ
ブ
ラ
イ
文
字
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が

示
す
異
国
風
の
美
し
い
曲
線
は
私
を
神
秘
と
畏
れ
で
魅
了
し
、
ま
る
で
魔
法

の
秘
密
や
古
代
の
英
知
そ
の
も
の
に
思
わ
れ
ま
し
た
。
何
千
年
と
い
う
年
月

の
あ
い
だ
唱
え
ら
れ
続
け
て
き
た
祈
り
の
柔
ら
か
な
リ
ズ
ム
が
私
の
耳
の
中

で
こ
だ
ま
し
て
、
人
類
の
文
明
の
誕
生
に
は
じ
ま
る
古
い
伝
統
と
私
と
を
結

び
つ
け
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
自
分
と
過
去
を
つ
な
げ
て
く
れ
る
、
深
い
根
の

よ
う
な
も
の
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
の
私
に
は
ま
だ
十
分
に
理
解
で
き

な
か
っ
た
と
し
て
も
、
心
は
感
激
に
満
た
さ
れ
て
い
ま
し
た
。（
二
〇
三
頁
）

　

こ
の
記
述
が
示
唆
す
る
と
お
り
、
彼
女
は
ユ
ダ
ヤ
教
の
家
に
生
ま
れ
、
そ

の
宗
教
教
育
を
受
け
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
後
に
、
彼
女
が
正
統
派
ユ

ダ
ヤ
教
に
対
し
て
距
離
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
彼
女
の
思
想
を

論
ず
る
際
に
は
、
こ
の
重
い
事
実
を
ふ
ま
え
て
議
論
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
彼
女
の
い
う
「
不
健
康
な
恥
感
情
」
や
「
不
健
康
な
罪
悪
感
」
に
対
す

る
批
判
は
、
実
質
的
に
は
ユ
ダ
ヤ
教
を
基
本
と
す
る
ヘ
ブ
ラ
イ
ズ
ム
思
想
に

対
す
る
批
判
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
彼
女
の
い
う
「
真
の
自
己
」
に
つ

い
て
も
、
そ
れ
が
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
思
想
に
由
来
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
ユ
ダ
ヤ

神
秘
主
義
に
由
来
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
と
も
異
な
る
も
の
に
由
来

す
る
の
か
、
こ
れ
ら
も
真
剣
に
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ⅳ　

ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
赦
し

　
　
　

は
じ
め
に

　

次
に
紹
介
す
る
の
は
『
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
赦
し 

│
│ 

な
ぜ
彼
ら
は
す
ぐ

に
犯
人
と
そ
の
家
族
を
赦
し
た
の
か
』（
青
木
玲
訳
、
亜
紀
書
房
、

二
〇
〇
八
年
：D

onald B
. K

raybill, Steven M
. N

olt, D
avid L

. W
eaver

-

Zercher, A
m

ish G
race

:
H

ow
 Forgiveness Transcended Tragedy, John 

W
iley and Sons,  2007

）
で
す
。
本
書
は
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
二
日
、

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
ニ
ッ
ケ
ル
・
マ
イ
ン
ズ
近
く
の
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
学
校
で

起
こ
っ
た
「
銃
と
怒
り
で
武
装
し
た
」
犯
人
に
よ
る
乱
射
事
件
と
、
そ
れ
に

対
す
る
被
害
者
た
ち
の
「
赦
し
」
と
い
う
「
衝
撃
的
」
対
応
を
巡
る
共
同
研
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究
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
し
か
し
そ
の
内
容
は
専
門
書
と
い
う
よ
り
も
、

あ
た
か
も
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
読
ん
で
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る

構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
第
一
部
の
第
一
章
か
ら
第
五
章
は
、
乱
射
事

件
と
そ
の
後
の
対
応
を
、第
二
部
の
第
六
章
か
ら
第
九
章
は
、ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ

の
生
活
の
中
で
赦
し
が
ど
の
よ
う
に
実
践
さ
れ
て
い
る
か
を
、
そ
し
て
第
三

部
の
第
十
章
か
ら
第
十
三
章
は
、
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
に
か
ぎ
ら
ず
、
私
た
ち
に

と
っ
て
赦
し
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
を
考
察
し
て
い
ま
す
。

　

共
同
研
究
者
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
ド
ナ
ル
ド
・
B
・
ク
レ
イ
ビ
ル 

（
ペ

ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
タ
ウ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
特
別
招
聘
教
授
、
社

会
学
者
）、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
M
・
ノ
ル
ト （
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
・
ゴ
シ
ェ
ン
・

カ
レ
ッ
ジ
歴
史
学
教
授
）、
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
L
・
ウ
ィ
ー
バ
ー

-
ザ
ー
ヒ
ャ
ー 

（
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
・
メ
シ
ア
・
カ
レ
ッ
ジ
米
国
宗
教
史
学
准
教
授
） 

の

三
人
で
す
。
こ
の
中
で
ド
ナ
ル
ド
・
B
・
ク
レ
イ
ビ
ル
は
、
同
大
学
に
あ
る

「
再
洗
礼
派
・
敬
虔
派
ヤ
ン
グ
研
究
所
」
所
長
で
も
あ
り
、
そ
の
研
究
成
果

の
一
部
は
邦
訳
さ
れ
て
い
ま
す 

│
│ 『
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
謎
』（
杉
原
・
大

藪
訳
、
論
創
社
、
一
九
九
六
年
）
と
『
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
昨
日
・
今
日
・
明

日
』（
杉
原
・
大
藪
訳
、
論
創
社
、
二
〇
〇
九
年
）。

　

本
書
の
魅
力
の
ひ
と
つ
は
、
ド
ナ
ル
ド
・
B
・
ク
レ
イ
ビ
ル
が
、
事
件
の

起
こ
っ
た
日
の
翌
日
、
つ
ま
り
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
三
日 

（
火
曜
日
） 

に
現

地
に
入
り
、
普
段
は
信
仰
上
の
理
由
で
写
真
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
拒
絶
す
る

人
び
と
の
「
肉
声
」
を
丁
寧
に
拾
い
あ
げ
、
そ
の
発
言
の
背
景
に
あ
る
宗
教

と
文
化
の
歴
史
に
も
言
及
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
結
果
、
ま
さ
に
そ
の

場
に
い
る
よ
う
な
臨
場
感
が
生
ま
れ
、
読
者
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
フ
ィ
ル

ム
を
見
な
が
ら
、
解
説
を
聞
い
て
い
る
よ
う
な
感
覚
に
引
き
込
ま
れ
ま
す
。

見
事
な
手
法
で
す
。

　

こ
の
著
作
で
も
う
ひ
と
つ
見
逃
せ
な
い
の
が
、「
付
録
・
北
米
の
ア
ー
ミ
ッ

シ
ュ
」
で
す
。
こ
れ
は
、
ド
ナ
ル
ド
・
B
・
ク
レ
イ
ビ
ル
が
す
で
に
発
表
し

た
文
章
を
下
敷
き
に
ま
と
め
た
も
の
で
、
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
に
関
す
る
基
礎
知

識
と
全
体
像
を
確
認
す
る
う
え
で
、極
め
て
有
益
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
「
ア
ナ
バ
プ
テ
ス
ト
、
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
、
メ
ノ
ナ
イ
ト
」、「
家
族
、

教
区
、
居
住
区
、
所
属
教
派
」、「
成
長
と
多
様
性
」、「
オ
ー
ド
ヌ
ン
グ
」、「
若

者
と
ル
ム
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ （R

um
schpringa

放
蕩
）」、「
生
業
の
変
遷
」、「
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
」、「
政
府
と
の
関
係
」、「
汚
点
と
美
徳
」
の
九
章
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
　
　

乱
射
事
件

　

第
二
章
は
、
乱
射
事
件
を
起
こ
す
ま
で
の
犯
人
の
動
向
と
事
件
の
顛
末
を

記
し
て
い
ま
す
。

 

・
月
曜
日
の
午
前
三
時
頃
の
こ
と
、
三
二
歳
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
カ
ー
ル
・
ロ

バ
ー
ツ
四
世
は
、
一
八
輪
の
牛
乳
運
搬
用
ト
ラ
ッ
ク
を
ニ
ッ
ケ
ル
・
マ
イ
ン

ズ
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
駐
車
場
に
停
め
た
。
そ
こ
で
自
分
の
小
さ
な
ピ
ッ
ク
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ア
ッ
プ﹇
車
輪
が
大
き
く
、車
高
の
高
い
小
型
ト
ラ
ッ
ク
﹈に
乗
り
換
え
る
と
、

一
マ
イ
ル
半
先
の
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
の
自
宅
へ
戻
り
、
陽
が
上
が
る
ま
で
少

し
の
間
、
睡
眠
を
と
っ
た
。
彼
は
前
日
の
夜
六
時
か
ら
、
ト
ラ
ッ
ク
で
ア
ー

ミ
ッ
シ
ュ
と
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
の
農
場
を
回
り
、
ス
テ
ン
レ
ス
の
タ
ン
ク
に

入
れ
て
あ
る
牛
乳
を
回
収
す
る
仕
事
を
し
て
い
た
。
…
…

　

ほ
ぼ
終
日
一
人
で
い
ら
れ
る
こ
の
仕
事
は
、
引
っ
込
み
思
案
の
ロ
バ
ー
ツ

に
合
っ
て
い
た
。
相
手
か
ら
話
し
か
け
ら
れ
な
い
限
り
、
め
っ
た
に
口
を
き

か
な
い
男
で
、
返
事
も
た
い
て
い
そ
っ
け
な
い
。
義
父
に
ト
ラ
ッ
ク
の
仕
事

を
教
わ
る
ま
で
は
、
大
工
を
し
て
い
た
。
さ
さ
い
な
こ
と
で
よ
く
腹
を
立
て

た
。
…
… 

た
だ
、
処
理
工
場
の
同
僚
の
話
で
は
、
九
月
の
最
後
の
週
、
彼
は

ど
う
い
う
わ
け
か
普
段
よ
り
落
ち
着
い
て
、
仲
間
と
打
ち
と
け
た
様
子
を
見

せ
て
い
た
。（
三
九
頁
以
下
）

 

・
何
時
間
か
睡
眠
を
と
っ
た
ロ
バ
ー
ツ
が
、
妻
の
エ
イ
ミ
ー
、
そ
し
て
三
人

の
子
供
た
ち
と
一
緒
に
朝
食
を
と
っ
て
い
た
。
食
後
ま
も
な
く
、
エ
イ
ミ
ー

は
ま
だ
一
歳
半
の
末
っ
子
を
連
れ
て
、
…
… 

出
か
け
た
。
…
…

　

ロ
バ
ー
ツ
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
の
目
抜
き
通
り
に
あ
る
モ
ジ
ュ
ー
ル
式

住
宅
か
ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
停
留
所
ま
で
、
六
歳
と
八
歳
の
子
を
送
り
に

行
っ
た
。
午
前
八
時
四
十
五
分
、
子
供
た
ち
に
キ
ス
を
し
て
お
別
れ
を
言
っ

て
い
る
。
…
… 

家
の
な
か
に
、
家
族
の
一
人
ひ
と
り
に
宛
て
た
遺
書
を
置
い

て
く
る
と
、
物
置
か
ら
道
具
を
運
び
出
し
、
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
覆
い
の
あ
る

荷
台
に
積
ん
だ
。
こ
の
車
は
、
隣
で
暮
ら
す
妻
の
祖
父
か
ら
の
借
り
物
だ
。

こ
の
一
週
間
、
物
を
買
い
込
ん
で
は
家
の
脇
の
納
屋
に
仕
舞
い
込
ん
で
い
た
。

足
り
な
い
も
の
が
ま
だ
あ
る
。
…
…

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
タ
イ
を
購
入
す
る
と
、
牛
乳
回
収
車
に
残
し
て
き
た
ノ
ー

ト
に
書
き
だ
し
た
品
が
す
べ
て
揃
っ
た
。
九
ミ
リ
拳
銃
、
一
二
ゲ
ー
ジ
散
弾

銃
、
三
〇-

〇
六
ラ
イ
フ
ル
、
ス
タ
ン
ガ
ン
、
弾
丸
六
〇
〇
発
は
、
も
う
用

意
が
で
き
て
い
る
。
…
… 

教
室
に
長
時
間
立
て
こ
も
る
た
め
だ
。

　

す
べ
て
順
調
。
ニ
ッ
ケ
ル
・
マ
イ
ン
ズ
に
は
予
定
よ
り
少
し
早
く
着
い
た
。

ち
ょ
う
ど
午
前
の
休
み
時
間
で
、
子
供
た
ち
は
校
庭
で
遊
ん
で
い
る
。
…
…

　

午
前
一
〇
時
一
五
分
頃
、
エ
ン
マ
﹇
教
師
、
二
〇
歳
、
教
師
歴
二
年
﹈
が

子
ど
も
た
ち
を
呼
び
入
れ
る
。
ロ
バ
ー
ツ
は
ト
ラ
ッ
ク
を
発
進
さ
せ
、
ホ
ワ

イ
ト
・
オ
ー
ク
通
り
を
学
校
へ
向
か
う
。
開
い
て
い
る
白
い
木
製
の
門
を
く

ぐ
り
、
そ
の
ま
ま
玄
関
先
の
小
さ
な
ポ
ー
チ
を
目
指
す
。
…
… 

　

ロ
バ
ー
ツ
は 

…
… 

校
舎
に
入
り
、
拳
銃
を
振
り
回
し
、
全
員
、
教
室
の

前
へ
行
っ
て
黒
板
の
そ
ば
の
床
に
伏
せ
ろ
と
命
令
し
た
。
銃
を
見
た
エ
ン
マ

は
、
ほ
か
の
大
人
が
ま
だ
教
室
に
い
る
こ
と
を
確
か
め
る
と
、
母
親
と
二
人

で
横
の
ド
ア
か
ら
逃
げ
出
し
、…
… 

助
け
を
求
め
た
。
午
前
一
〇
時
三
五
分
、

九
一
一
番
の
交
換
手
が
受
け
た
の
は
、
そ
の
農
家
の
電
話
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
の

通
報
だ
っ
た
。（
四
四
頁
以
下
）

 

・ 

大
人
た
ち
は
全
員
追
い
出
さ
れ
た
。
つ
い
で
、
男
子
生
徒
も
全
員
表
に
出
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さ
れ
た
。（
四
七
頁
）

 

・
悲
劇
が
始
ま
る
直
前
、
生
き
残
っ
た
一
人
の
少
女
に
よ
れ
ば
、
ロ
バ
ー
ツ

が
一
度
だ
け
、
計
画
を
思
い
と
ど
ま
っ
た
よ
う
な
こ
と
を
つ
ぶ
や
き
、
ド
ア

に
向
か
っ
て
行
く
場
面
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ど
う
い
う
わ
け
か
ま
た
気

持
ち
を
切
り
替
え
、
少
女
た
ち
に
「
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
」
す
ま
な
い
、
と

謝
っ
た
と
い
う
。
生
き
残
っ
た
少
女
た
ち
に
よ
れ
ば
、
彼
は
こ
う
言
っ
て
い

た
。

　
「
俺
は
神
に
腹
を
立
て
て
い
る
。
だ
か
ら
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
女
の
子
に

罰
を
与
え
、
仕
返
し
す
る
ん
だ
」

　

午
後
一
〇
時
四
四
分
。
農
家
の
庭
先
か
ら
九
一
一
通
報
を
受
け
て
か
ら
わ

ず
か
九
分
で
、
三
人
の
州
警
察
官
が
学
校
に
到
着
し
た
。
…
… 

さ
ら
に
七
名

の
警
察
官
が
現
場
に
駆
け
つ
け
、
学
校
を
素
早
く
包
囲
し
た
。
…
… 

交
渉
担

当
が
、
…
… 

銃
を
下
ろ
す
よ
う
繰
り
返
し
説
得
し
た
。

　

立
て
こ
も
っ
た
ロ
バ
ー
ツ
は
、
携
帯
電
話
で
妻
を
呼
び
出
し
、
も
う
家
に

は
帰
ら
な
い
、
皆
に
書
き
置
き
を
残
し
て
あ
る
、
と
伝
え
た
。
神
に
腹
を
立

て
て
い
る
、と
彼
は
言
っ
た
。
そ
れ
は
、九
年
前
に
生
ま
れ
た
長
女
の
エ
リ
ー

ズ
が
、
生
後
わ
ず
か
二
〇
分
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
た
め
だ
。
…
…

　

警
察
が
来
て
、
少
女
に
悪
戯
を
す
る
計
画
が
だ
め
に
な
っ
た
と
知
り
、
ロ

バ
ー
ツ
は
さ
ら
に
動
顛
し
た
。
午
前
一
〇
時
五
五
分
に
は
、
自
分
で
九
一
一

番
に
電
話
し
、「
少
女
一
〇
人
を
人
質
に
と
っ
た
。
全
員
こ
こ
か
ら
出
ろ
。

…
… 

今
す
ぐ
だ
。
さ
も
な
い
と
、
二
秒
で
皆
殺
し
に
す
る
。
二
秒
だ
ぞ
。
分

か
っ
た
か
！
」

　

そ
れ
か
ら
、
少
女
た
ち
に
向
か
っ
て
言
っ
た
。

　
「
娘
の
償
い
を
さ
せ
て
や
る
」

　

教
室
に
い
た
一
三
歳
の
生
徒
二
人
の
う
ち
一
人
、
マ
リ
ア
ン
が
、
ロ
バ
ー

ツ
は
皆
を
殺
す
つ
も
り
だ
と
悟
り
、
年
下
の
子
を
何
と
か
守
ろ
う
と
思
っ
て
、

言
っ
た
。

　
「
私
を
最
初
に
撃
っ
て
」

　

そ
う
す
る
こ
と
で
、
他
の
子
供
を
救
い
、
自
分
が
世
話
を
焼
い
て
い
る
小

さ
な
子
た
ち
へ
の
義
務
を
果
し
た
か
っ
た
の
だ
。

　

午
前
一
一
時
五
分
。
警
察
は
、
散
弾
銃
の
銃
声
三
発
、
続
い
て
拳
銃
の
速

射
音
を
聞
い
た
。
…
… 

床
の
上
に
は
、
ま
る
で
処
刑
場
の
よ
う
に
、
撃
た
れ

た
少
女
た
ち
が
一
列
に
横
た
わ
っ
て
い
た
。
五
人
は
瀕
死
の
状
態
で
あ
る
。

も
う
五
人
も
重
傷
を
負
っ
て
い
た
が
、
頭
を
両
手
で
か
ば
い
、
転
げ
回
っ
た

た
め
命
が
助
か
っ
た
。（
四
八
頁
以
下
）

 

・
五
人
の
少
女
の
葬
儀
が
行
わ
れ
た
の
は
、
事
件
の
三
日
後
と
四
日
後
だ
っ

た
。
三
組
の
葬
儀 

│
│ 

ナ
オ
ミ
・
ロ
ー
ズ
、
マ
リ
ア
ン
、
そ
れ
に
メ
ア
リ
ー
・

リ
ズ
と
レ
ー
ナ
姉
妹 

│
│ 

は
一
〇
月
五
日
の
木
曜
日
に
、
ア
ン
ナ
・
メ
イ

の
葬
儀
は
、
一
〇
月
六
日
の
金
曜
日
に
と
り
行
わ
れ
た
。（
六
五
頁
）
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・
そ
の
週
の
土
曜
日
に
は
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
カ
ー
ル
・
ロ
バ
ー
ツ
四
世
の
葬

儀
に
、
彼
の
家
族
と
友
人
が
集
ま
っ
て
い
た
。（
六
八
頁
）

 

・ 

乱
射
事
件
か
ら
一
週
間
後
、
生
き
残
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
授
業
が
、

近
く
の
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
ガ
レ
ー
ジ
を
借
り
て
再
開
さ
れ
た
。（
六
九
頁
）

 

・
一
〇
月
一
二
日
の
午
前
四
時
四
五
分
。
乱
射
事
件
の
一
〇
日
後
、
巨
大
な

シ
ャ
ベ
ル
カ
ー
が
校
舎
を
壊
し
始
め
た
。
も
の
の
一
五
分
で
、
学
校
は
跡
形

も
な
く
な
っ
た
。（
七
二
頁
）

　

こ
れ
が
、
ニ
ッ
ケ
ル
・
マ
イ
ン
ズ
の
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
を
奈
落
の
底
に
引
き

ず
り
込
ん
だ
乱
射
事
件
の
概
要
で
す
。
犯
人
は
、ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
で
は
な
く
、

彼
ら
の
す
ぐ
そ
ば
に
住
み
、
彼
ら
の
生
活
の
一
部
に
関
わ
っ
て
い
た
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
つ
ま
り
ア
メ
リ
カ
人
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
悲
劇
に
、
全
米
中

が
、
そ
し
て
世
界
が
打
ち
の
め
さ
れ
ま
し
た
。
被
害
者
た
ち
の
た
め
に
多
額

の
義
捐
金
と
見
舞
い
品
が
寄
せ
ら
れ
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
の
熱
心
な
公
的
・

私
的
支
援
活
動
を
き
っ
か
け
に
、「
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
と
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
の

間
に
あ
る
文
化
的
な
障
壁
」（
五
八
頁
）
も
、
双
方
に
と
っ
て
か
つ
て
ほ
ど

高
く
は
な
い
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
初
、
人
び
と
の
心
を
揺
さ
ぶ
っ
た
の
は
、
学
校
が
襲
わ
れ
、
少
女
た
ち

が
射
殺
さ
れ
る
と
い
う
悲
劇
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
は
す
ぐ
に
、
も
う
ひ

と
つ
の
驚
き
と
な
り
、
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
人
び
と
の
生
き
方
と
文
化
に
対
す

る
予
期
せ
ぬ
反
響
と
議
論
が
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の

は
、
こ
の
乱
射
事
件
直
後
に
示
し
た
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
対
応
で
し
た
。
外
部

の
人
間
に
は
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
態
度
を
示
し
た
か
ら
で
す
。

　

著
者
は
、
こ
の
対
応
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

 

・
…
… 

ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
な
か
に
は
、
事
件
後
わ
ず
か
数
時
間
の
う
ち
に
、

早
く
も
ロ
バ
ー
ツ
の
家
族
に
手
を
差
し
伸
べ
た
人
た
ち
が
い
た
。

　

近
く
の
教
区
の
牧
師
エ
イ
モ
ス
は
、
わ
れ
わ
れ
に
こ
ん
な
ふ
う
に
説
明
し

た
。

　
「
え
え
、
私
た
ち
三
人
は
、
月
曜
の
夜
は
消
防
署
近
く
に
い
た
ん
で
す
が
、

そ
の
と
き
、
ロ
バ
ー
ツ
の
未
亡
人
エ
イ
ミ
ー
に
言
葉
を
か
け
に
い
こ
う
、
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
…
… 

私
た
ち
は
一
〇
分
ほ
ど
お
邪
魔
し
て
お
悔

や
み
を
言
い
、
あ
な
た
た
ち
に
は
何
も
悪
い
感
情
を
も
っ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、

と
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
」
…
…

　

そ
の
翌
日
か
ら
、
ロ
バ
ー
ツ
の
両
親
の
も
と
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
ア
ー
ミ
ッ

シ
ュ
が
訪
れ
て
は
、
赦
し
の
言
葉
を
伝
え
、
彼
ら
を
優
し
く
気
づ
か
っ
た
。

…
…

　

ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
恵
み
は
、
自
然
に
出
る
言
葉
や
態
度
に
と
ど
ま
ら
な

か
っ
た
。
殺
さ
れ
た
何
人
か
の
子
の
親
た
ち
は
、
ロ
バ
ー
ツ
家
の
人
た
ち
を

娘
の
葬
儀
に
招
待
し
た
。
さ
ら
に
人
々
を
驚
か
せ
た
の
は
、土
曜
日
に
ジ
ョ
ー
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ジ
タ
ウ
ン
統
一
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
で
行
わ
れ
た
ロ
バ
ー
ツ
の
埋
葬
で
は
、

七
五
人
の
参
列
者
の
半
分
以
上
が
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
近

隣
の
牧
師
エ
イ
モ
ス
も
そ
の
一
人
だ
っ
た
が
、
単
に
そ
う
す
る
も
の
だ
と

思
っ
た
か
ら
だ
と
言
う
。

　

｢
自
然
と
、
行
か
な
く
ち
ゃ
、
と
い
う
話
に
な
っ
た
ん
で
す｣

と
エ
イ
モ

ス
は
言
っ
た
。

　

…
…

　

ロ
バ
ー
ツ
の
葬
儀
の
前
日
か
前
々
日
、
我
が
子
を
埋
葬
し
た
ば
か
り
の

ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
親
た
ち
も
何
人
か
墓
地
へ
出
向
い
て
、
エ
イ
ミ
ー
に
お
悔

や
み
を
言
い
、
抱
擁
し
て
い
る
。
…
…

　

…
…

　

彼
ら
の
赦
し
は
、お
金
の
形
で
も
表
さ
れ
た
。
事
件
の
二
日
後
、ニ
ッ
ケ
ル
・

マ
イ
ン
ズ
・
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
委
員
会
が
発
足
し
た
と
き
、
委
員
た
ち

は
ロ
バ
ー
ツ
家
も
支
援
し
た
い
と
思
っ
た
。
…
… 

　

…
…

　

委
員
会
は
ロ
バ
ー
ツ
家
に
連
絡
を
と
り
、
基
金
の
一
部
を
未
亡
人
に
渡
す

こ
と
を
決
め
た
。（
七
六
頁
以
下
）

　 

・
…
… 

事
件
の
二
日
後
の
水
曜
日
に
は
、
我
々
が
マ
ス
コ
ミ
か
ら
受
け
る
問

い
合
わ
せ
も
、
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
学
校
に
関
す
る
も
の
か
ら
、
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ

の
赦
し
に
変
わ
っ
て
い
た
。
な
ぜ
こ
ん
な
に
早
く
赦
せ
る
の
か
？　

指
導
者

の
指
示
か
？　

あ
る
い
は
、
す
べ
て
は
偽
装
で
自
己
宣
伝
な
の
か
？

　

…
…

　

我
々
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
全
員
が
ロ
バ
ー
ツ
を
赦
し
、

彼
の
家
族
に
思
い
や
り
を
示
し
た
の
は
教
会
の
指
令
で
も
な
ん
で
も
な
く
、

信
仰
か
ら
自
然
に
出
た
も
の
だ
と
口
を
揃
え
た
。
逆
に
、
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の

赦
し
に
外
部
の
人
が
驚
い
た
こ
と
が
、
彼
ら
に
は
意
外
だ
っ
た
よ
う
だ
。

（
八
三
頁
以
下
）

　
　
　
「
赦
し
」
の
慣
習
・
ル
ー
ツ
・
精
神
・
実
践

　

乱
射
事
件
に
対
す
る｢

ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
赦
し｣

に
よ
り
、
称
賛
の
声
と

共
に
、
彼
ら
の
悲
し
み
や
怒
り
の
感
情
は
ど
こ
へ
い
っ
た
の
か
？　

彼
ら
は

運
命
論
者
な
の
か
？　

悔
い
改
め
な
い
罪
人
を
赦
し
て
よ
い
の
か
？　

と

い
っ
た
疑
問
の
声
も
上
が
り
ま
し
た
。
第
二
部
の
第
六
章
か
ら
第
九
章
は
、

結
局
、
ニ
ッ
ケ
ル
・
マ
イ
ン
ズ
の
赦
し
は
例
外
的
な
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と

も
一
般
性
を
含
む
も
の
な
の
か
と
問
い
、
文
化
の
視
点
か
ら
答
え
を
見
い
だ

そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
文
化
と
は
「
あ
る
集
団
の
信
念
と
行
動

の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
」（
一
一
四
頁
） 

を
指
し
、
こ
の
中
に
は
、
深
く
根
を
下

ろ
し
、
頻
繁
に
実
行
さ
れ
る
た
め
に
無
意
識
と
な
っ
て
い
る
想
定
や
振
る
舞

い
も
含
ま
れ
ま
す
。
こ
の
文
化
は
、
当
該
集
団
の
歴
史
と
そ
れ
ま
で
の
教
育

を
反
映
し
て
お
り
、
時
と
共
に
変
化
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
場
合
、

そ
の
深
層
構
造
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
そ
の
変
化
も
、
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既
存
の
パ
タ
ー
ン
を
繰
り
返
す
よ
う
な
仕
方
で
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
は
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
土
地
で
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
文
化
の
基
盤
は
、
一
六
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
激
動
の
な
か
で
獲
得
さ
れ

た
価
値
観
と
習
慣
に
あ
り
ま
す
。
ア
ナ
バ
プ
テ
ス
ト
つ
ま
り
「
再
洗
礼
派
」

と
呼
ば
れ
た
彼
ら
の
祖
先
は
、
イ
エ
ス
の
命
じ
た
教
え
に
献
身
的
に
従
う
こ

と
を
信
仰
の
基
本
に
据
え
、
成
人
洗
礼
を
主
張
し
、
世
俗
国
家
に
よ
る
保
護

や
承
認
を
拒
絶
し
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
理
不
尽
な
目
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
説

明
を
神
に
求
め
よ
う
と
せ
ず
、
悲
劇
を
そ
の
ま
ま
神
に
ゆ
だ
る
よ
う
に
勧
め

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
生
き
方
は
、
結
果
と
し
て
、
殉
教
者
を
生
み
だ
し
ま

す
が
、
そ
れ
も
、
敵
を
愛
し
、
わ
が
身
を
守
る
こ
と
を
拒
ん
だ
イ
エ
ス
に
倣

う
こ
と
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、本
書
の
魅
力
の
ひ
と
つ
は
、こ
の
「
ア
ー
ミ
ッ

シ
ュ
の
赦
し
の
ル
ー
ツ
は
何
か
？
」
い
う
問
い
を
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
に
直
接
ぶ

つ
け
、
つ
ま
り
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
、
答
え
を
引
き
出
し
て
い
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
彼
ら
の
答
え
は
、
新
約
聖
書
か
ら
の
引
用
句
に
満
ち
、
特
に
マ
タ

イ
福
音
書
の
言
葉
に
集
中
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
な
か
で
も
、ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ

の
生
活
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
は｢

主
の
祈
り｣

で
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
著
者
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

 

・「
我
ら
に
罪
を
犯
す
も
の
を
我
ら
が
赦
す
如
く
、
我
ら
の
罪
を
も
赦
し
た

ま
え
」

　

ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
宗
教
生
活
に
と
っ
て
、
こ
の
祈
り
は
特
別
な
も
の
な
ん

で
す
、
と
ギ
ド
は
続
け
た
。「
主
の
祈
り
は
、〈
す
べ
て
の
〉
礼
拝
で
唱
え
ら

れ
ま
す
。
普
段
の
礼
拝
だ
け
で
な
く
、
結
婚
式
で
も
、
葬
式
で
も
、
叙
任
式

で
も
、
必
ず
主
の
祈
り
が
唱
え
ら
れ
る
ん
で
す
よ
」

　

サ
デ
ィ
も
こ
う
つ
け
加
え
た
。「﹇
家
族
が
一
緒
に
唱
え
る
﹈ 

朝
の
祈
り
で

も
、
主
の
祈
り
を
唱
え
ま
す
。
夕
べ
の
祈
り
で
は
、
父
親
が
声
に
出
し
て
唱

え
る
ん
で
す
よ
」

　
「
子
ど
も
が
最
初
に
覚
え
る
祈
り
で
す
」
と
再
び
ギ
ド
は
言
う
。

　
「
言
え
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
繰
り
返
し
教
え
ら
れ
る
の
で
、
学
校
へ
上

が
る
前
に
主
の
祈
り
を
覚
え
て
し
ま
う
。
四
歳
と
も
な
れ
ば
、
ド
イ
ツ
語
で

暗
記
し
て
い
る
子
も
い
る
で
し
ょ
う
ね
」。（
一
四
七
頁
以
下
）

 

・
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
赦
し
の
ル
ー
ツ
を
探
る
と
、
決
ま
っ
て
「
主
の
祈
り
」

に
行
き
あ
う
。
誰
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
も
、
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
書
籍
、

新
聞
、
雑
誌
の
ど
れ
を
見
て
も
、
こ
の
祈
り
が
あ
る
。
し
か
し
一
体
な
ぜ
、

彼
ら
は
「
主
の
祈
り
」
に
そ
れ
ほ
ど
ま
で
の
価
値
を
置
く
の
だ
ろ
う
？

（
一
四
九
頁
）

　　
「
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
は
な
ぜ
主
の
祈
り
を
重
視
す
る
の
か
」
と
い
う
問
い
に

対
す
る
答
え
は
、
著
者
に
よ
る
と
、「
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
重

視
の
生
活
様
式
」（
一
四
九
頁
） 

に
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
主
流
と
な
っ
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て
い
る
文
化
に
お
い
て
重
視
さ
れ
て
い
る
の
は
、
個
人
の
権
利
、
自
由
、
好

み
、
創
造
性
な
ど
で
す
が
、
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
価
値
観
の
中
核
に
あ
る
の
は
、

む
し
ろ
自
己
否
定
、従
順
、受
容
、そ
し
て
慎
ま
し
さ
で
す
。
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ

は
、教
会
の
権
威
に
基
づ
く
オ
ル
ド
ヌ
ン
ク
（O

rdnung

、「
教
会
の
不
文
律
」

（
一
五
〇
頁
））
に
従
う
こ
と
、
そ
し
て
究
極
的
に
は
神
に
服
従
す
る
こ
と
を

信
仰
と
生
活
の
基
本
に
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
六

章
の
「
主
の
祈
り
」
の
記
事
の
直
前
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
祈
り
も
慎

ま
し
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
多
く
の
祈
り
は
祈
祷
書
か
ら
引
用
さ
れ

ま
す
。
し
た
が
っ
て
牧
師
の
祈
り
で
さ
え
自
由
祈
祷
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
主

の
祈
り
」
は
、
家
庭
に
お
い
て
一
日
二
回
、
朝
と
夕
に
唱
え
ら
れ
、
食
前
と

食
後
の
黙
祷
の
間
に
も
捧
げ
ら
れ
る
「
祈
り
の
な
か
の
祈
り
」（
一
五
二
頁
） 

で
す
。
そ
れ
は
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
精
神
性
の
中
核
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
も
同
じ
「
主
の
祈
り
」
で
も
、「
我
ら
に
罪
を
犯
す
も
の
を
我
ら
が

赦
す
如
く
、
我
ら
の
罪
を
も
赦
し
た
ま
え
」
と
い
う
箇
所
に
つ
い
て
、
ア
ー

ミ
ッ
シ
ュ
は
、他
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
と
異
な
る
解
釈
を
し
て
い
ま
す
。

ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
と
、「
主
の
祈
り
」
は
、
そ
の
後
に
続
く
、「
も
し
人

の
過
ち
を
赦
す
な
ら
、
あ
な
た
が
た
の
天
の
父
も
あ
な
た
が
た
の
過
ち
を
お

赦
し
に
な
る
。
し
か
し
、
も
し
人
を
赦
さ
な
い
な
ら
、
あ
な
た
が
た
の
父
も

あ
な
た
が
た
の
過
ち
を
お
赦
し
に
な
ら
な
い
」（
マ
タ
イ
六
・
一
四

－

一
五
） 

と
い
う
句
に
基
づ
い
て
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
神

の
赦
し
は
、
他
者
を
進
ん
で
赦
す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
お

り
、
自
分
が
赦
さ
な
け
れ
ば
赦
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
著
者
に
よ
る

と
、
こ
の
信
仰
こ
そ
が
、
ニ
ッ
ケ
ル
・
マ
イ
ン
ズ
乱
射
事
件
の
後
に
示
さ
れ

た
あ
の
赦
し
の
言
葉
と
行
為
の
源
だ
っ
た
の
で
す
。

　

な
お
、「
大
方
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、
神
は
罪
を
犯
し
た
者
を
も
お
赦

し
下
さ
る
の
だ
か
ら
、
不
当
な
仕
打
ち
を
受
け
た
者
も
相
手
を
赦
す
べ
き
な

の
だ
」（
一
五
六
頁
）
と
い
う
具
合
に
理
解
し
て
い
ま
す
。
仏
教
的
表
現
を

用
い
る
な
ら
ば
、
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
が
自
力
的
に
解
釈
す
る
の
に
対
し
、
多
く

の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
は
他
力
的
に
解
釈
し
て
い
ま
す
。
こ
の
解
釈
の
違

い
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
解
釈
の
違
い
に
も
み

ら
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
の
み
な
ら
ず
宗
教
史
全
般
を
貫
く
根
本
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
こ
の
視
点
か
ら
捉
え
る
な
ら
ば
、ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
は
、

キ
リ
ス
ト
教
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
一
分
派
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
宗
教
史

に
お
け
る
ひ
と
つ
の
特
異
な
信
仰
類
型
を
現
実
に
生
き
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
「
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
赦
し
の
ル
ー
ツ
は
何
か
？
」
い
う
問
い
を
立
て
つ
つ
、

著
者
は
、
聖
書
の
言
葉
の
引
用
と
は
別
に
、
も
う
ひ
と
つ
の
答
え
を
期
待
し

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
今
も
、
オ
ー
ル
ド
・
オ
ー
ダ
ー
・
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ

と
呼
ば
れ
る
人
び
と
の
生
け
る
手
本
と
な
っ
て
い
る
人
び
と
へ
の
言
及
で

す
。
つ
ま
り
「
主
の
祈
り
」
が
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
赦
し
の
根
幹
で
あ
る
と
し

て
も
、
そ
の
実
践
を
促
す
物
語
も
存
在
す
る
は
ず
だ
か
ら
で
す
。
彼
ら
は
、
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一
五
二
〇
年
代
か
ら
ほ
ぼ
一
〇
〇
年
に
わ
た
っ
て
、
世
俗
の
権
威
と
宗
教
的

権
威
の
双
方
か
ら
排
撃
さ
れ
、
虐
げ
ら
れ
、「
現
代
な
ら
さ
し
ず
め
電
気
椅

子
に
送
ら
れ
た
過
去
を
も
つ
集
団
」（
一
六
一
頁
）
の
子
孫
で
す
。
こ
の
間
、

断
頭
や
火
あ
ぶ
り
に
処
せ
ら
れ
た
信
徒
数
は
お
よ
そ
二
五
〇
〇
人
。
彼
ら
の

殉
教
物
語
は
、
礼
拝
だ
け
で
な
く
、
家
庭
で
も
、
学
校
で
も
繰
り
返
し
物
語

ら
れ
、
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
は
そ
こ
か
ら
、
神
の
摂
理
、
現
世
の
悪
、
絶
体
絶
命

の
状
況
に
お
け
る
神
へ
の
忠
誠
と
い
っ
た
教
え
を
汲
み
と
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
伝
統
は
、
今
な
お
生
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
結
果
、
著
者
が
期
待
し
て
い
た
と
お
り
、
初
期
キ
リ
ス

ト
教
と
一
六
世
紀
の
ア
ナ
バ
プ
テ
ス
ト
の
殉
教
者
譚
を
満
載
し
た
千
頁
の
大

著
『
殉
教
者
の
鏡
』
は
、
今
も
読
ま
れ
、
教
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
殉
教
の
歴
史
は
、
恨
み
の
歴
史
と
し
て
で
は
な
く
、
自
己
放
棄

の
手
本
と
し
て
読
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
自
ら
殉
教
の
物
語
を
語
り
続
け
る
こ

と
は
、
敵
を
赦
し
つ
つ
殉
教
し
て
い
っ
た
人
物
を
自
ら
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と

す
る
こ
と
で
あ
り
、
乱
射
事
件
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
反
応
も
、
そ
の

延
長
線
に
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
赦
し
は
、『
殉
教
者
の
鏡
』

に
一
貫
し
て
流
れ
る
テ
ー
マ
」（
一
七
一
頁
） 

で
す 

│
│ 『
殉
教
者
の
鏡
』は
、

メ
ノ
ナ
イ
ト
の
オ
ラ
ン
ダ
人
牧
師
が
一
六
六
〇
年
に
編
纂
し
た
も
の
で
、
後

に
ド
イ
ツ
語
と
英
語
に
翻
訳
さ
れ
、
現
在
も
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
間
で
広
く
読

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

加
害
者
を
赦
す
の
が
難
し
い
こ
と
は
、
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
に
と
っ
て
も
同
じ

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
彼
ら
は
子
ど
も
の
と
き
か
ら
赦
し
教
え
、
自
ら
も
そ
の

実
践
に
多
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
宗
教

教
育
は
家
庭
を
基
本
と
し
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
は
日
常
の
家
庭
生
活
と
躾

を
通
し
て
赦
し
を
学
び
ま
す
。
そ
れ
は
や
が
て
、
個
人
の
意
志
よ
り
も
神
と

共
同
体
の
意
志
を
優
先
さ
せ
る
「
ゲ
ラ
ッ
セ
ン
ハ
イ
ト
（G

elassenheit

、

従
順
、
服
従
）」
や
「
ウ
フ
ガ
ヴ
ァ
（uffgevva 

放
棄
す
る
）」（
一
六
三
頁
） 

と
呼
ば
れ
る
態
度
を
育
み
ま
す
。
大
人
の
場
合
、共
同
体
に
お
け
る
赦
し
は
、

春
と
秋
、
年
に
二
回
行
わ
れ
る
聖
餐
礼
拝
（A

bendm
ahl

）
に
お
い
て
具
体

的
に
確
認
さ
れ
ま
す
。
共
同
体
の
全
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
相
互
の
赦
し
が
確
認

さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
パ
ン
と
ブ
ド
ウ
酒
を
配
る
聖
餐
式
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

四
回
の
日
曜
日
、
つ
ま
り
一
カ
月
の
期
間
（
聖
餐
節
）
を
か
け
て
、
互
い
に

赦
し
あ
い
、
心
を
ひ
と
つ
に
す
る
準
備
が
行
わ
れ
ま
す
。
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の

礼
拝
は
隔
週
に
守
ら
れ
る
の
で
、
第
二
の
日
曜
日
は
聖
餐
礼
拝
の
前
の
礼
拝

に
当
た
り
、
こ
の
「
戒
律
礼
拝
（O

rdnungsgem
einde

）」
な
い
し
「
協
議

集
会
（C

ouncil M
eeting

）」
と
呼
ば
れ
る
礼
拝
で
は
、「
マ
タ
イ
よ
る
福
音

書
一
八
章
」
が
読
ま
れ
、「
心
を
入
れ
替
え
て
こ
ど
も
の
よ
う
に
な
り
」、「
四

段
階
の
手
続
き
」
を
経
て
赦
し
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ア
ー
ミ
ッ

シ
ュ
は
、
聖
餐
式
に
お
い
て
、
神
と
メ
ン
バ
ー
に
対
す
る
正
し
い
関
係
を
改

め
て
学
び
、
そ
れ
か
ら
の
六
カ
月
を
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
と
し
て
生
き
る
こ
と
を

確
認
す
る
の
で
す
。
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し
か
し
な
が
ら
、
メ
ン
バ
ー
の
全
員
が
、
オ
ル
ド
ヌ
ン
ク
つ
ま
り
教
会
の

不
文
律
を
完
全
に
受
け
入
れ
、
遵
守
す
る
と
は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。
オ
ル
ド
ヌ

ン
ク
を
破
る
者
が
現
れ
た
と
き
、
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
は
ど
う
す
る
の
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
問
題
を
扱
っ
て
い
る
の
が
、
第
三
部
の
第
十
一
章
「
シ
ャ
ニ
ン
グ 

（
忌
避
） 
へ
の
疑
問
」
で
す
。

　
　
　
「
赦
し
」
の
定
義

　

第
三
部
は
四
章
か
ら
成
り
、
赦
し
の
定
義
、
忌
避
の
問
題
、
摂
理
の
問
題
、

そ
し
て
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
理
解
の
独
自
性
を
論
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
内

容
は
、
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
に
関
す
る
私
た
ち
の
素
朴
な
疑
問
に
答
え
て
く
れ
る

も
の
と
な
っ
て
お
り
、
丁
寧
に
読
み
た
い
箇
所
で
す
。

　

ま
ず
第
十
章
「
ニ
ッ
ケ
ル
・
マ
イ
ン
ズ
の
赦
し
」
を
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

こ
の
章
の
狙
い
は
、「
赦
し
」
に
関
す
る
今
日
の
諸
研
究
の
成
果
を
取
り
入

れ
て
、
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
い
う
「
赦
し
」
の
内
容
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、

多
様
な
批
判
を
整
理
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
著
者
が
採
用
し
て
い
る
定
義

は
、
ロ
バ
ー
ト
・
D
・
エ
ン
ラ
イ
ト
（R

obert D
. E

nright

）
や
エ
ヴ
ェ
レ
ッ

ト
・
L
・
ワ
ー
ジ
ン
ト
ン
・
ジ
ュ
ニ
ア
（E

verett L
. W

orthington, Jr.
）

ら
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
前
者
の
著
書『
ゆ
る
し
の
選
択
』

の
内
容
は
本
稿
に
お
い
て
す
で
に
紹
介
し
た
と
お
り
で
あ
り
、
そ
こ
で
援
用

さ
れ
て
い
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
ジ
ョ
ア
ン
ナ
・
ノ
ー
ス
の
定
義
で
し

た
。
そ
れ
は
「
他
者
か
ら
不
当
な
害
を
受
け
た
と
き
、
憤
る
権
利
を
否
定
す

る
の
で
は
な
く
、
加
害
者
に
憐
憫
、
慈
悲
、
愛
を
与
え
よ
う
と
努
め
る
こ
と

を
通
じ
て
、加
害
者
へ
の
憤
り
を
克
服
す
る
こ
と
を
赦
し
と
い
う
」（
一
九
八

頁
）
と
い
う
も
の
で
し
た
。
エ
ン
ラ
イ
ト
に
よ
る
と
、
こ
こ
に
は
被
害
を
客

観
的
に
被
害
と
し
て
真
摯
に
受
け
と
め
る
こ
と
、
被
害
者
に
は
道
義
的
に
も

怒
る
権
利
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
赦
す
た
め
に
は
、
立
腹
し
て
憤
る
権
利
を

放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
赦
し

は
加
害
者
の
悔
悛
や
謝
罪
に
依
存
し
な
い
こ
と
に
な
り
、
こ
の
点
で
「
赦
免

（pardon

）」
や
「
和
解
（reconciliation

）」
と
異
な
り
ま
す
。「
赦
免
」
は
、

加
害
者
が
自
ら
招
く
懲
罰
（
法
的
な
処
罰
や
そ
の
他
）
を
免
れ
る
こ
と
で
あ

り
、｢

和
解｣

は
、
信
頼
関
係
の
回
復
を
基
本
と
す
る
関
係
の
修
復
を
意
味

す
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
被
害
者
は
、
和
解
し
な
く
て
も
赦
す
こ
と
は
可

能
で
あ
り
、｢

ニ
ッ
ケ
ル
・
マ
イ
ン
ズ
の
赦
し
は
現
実
を
無
視
し
て
い
る
」

と
の
批
判
は
、
的
を
射
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
、「
子
ど
も
が
虐
殺
さ
れ
て
も
、
怒
ら
な
い
よ
う
な
社
会
と
は
何
か
、

そ
れ
は
異
常
な
社
会
で
は
な
い
の
か
」
と
い
う
批
判
に
対
し
て
、
ア
ー
ミ
ッ

シ
ュ
は
何
と
答
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。著
者
は
ま
ず
、丁
寧
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
と
お
し
て
、
怒
り
の
感
情
が
吐
露
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
こ
と
を

確
認
し
、「
情
緒
体
験
と
そ
の
表
現
は
、
い
ず
れ
も
文
化
的
条
件
づ
け
に
よ
っ

て
形
づ
く
ら
れ
る
、
怒
り
も
例
外
で
は
な
い
」（
二
〇
四
頁
）
と
す
る
心
理

学
的
見
解
に
基
づ
き
、
こ
う
述
べ
ま
す
。
つ
ま
り
「
ニ
ッ
ケ
ル
・
マ
イ
ン
ズ

事
件
で
見
ら
れ
た
感
情
の
抑
制
は
、
怒
り
に
対
す
る
彼
ら
の
通
念
を
反
映
し
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た
も
の
と
い
え
る
」（
同
）
と
。
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
に
と
っ
て
怒
り
は
危
険
な

感
情
で
あ
り
、
彼
ら
は
、
赦
し
の
研
究
者
た
ち
が
求
め
る
「
怒
り
」
と
「
憤

り
」
の
区
別
を
実
践
し
て
い
た
の
で
す
。
前
者
は
、
害
を
受
け
た
と
き
に
示

す
最
初
の
反
応
で
あ
り
、
後
者
は
そ
の
最
初
の
怒
り
を
感
じ
続
け
る
こ
と
指

し
ま
す
。
こ
の
「
憤
り
」
が
や
が
て
恨
み
の
念
に
至
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

り
、
怒
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
恨
ん
で
は
い
け
な
い
と
い
う
の
が
ア
ー
ミ
ッ

シ
ュ
の
教
え
で
す
。

　

赦
し
を
個
人
主
義
的
考
え
る
と
、「
な
ぜ
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
は
、
他
人
に
代

わ
っ
て
赦
し
を
与
え
る
の
か
」
と
い
う
問
い
も
出
て
き
ま
す
が
、
著
者
に
よ

れ
ば
、
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
は
、
乱
射
事
件
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
が
傷

つ
い
た
と
考
え
て
お
り
、
一
人
ひ
と
り
は
い
わ
ば
相
互
扶
助
の
精
神
で
行
動

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
た
と
え
そ
う
だ
と
し
て
も
、「
そ
の
赦
し
は
そ
の
と

き
だ
け
の
も
の
だ
っ
た
の
か
」
と
い
う
問
い
が
出
て
き
ま
す
。
こ
の
問
い
に

対
し
て
は
、
エ
ヴ
ェ
レ
ッ
ト
・
L
・
ワ
ー
ジ
ン
ト
ン
・
ジ
ュ
ニ
ア
の
「
決
意

さ
れ
た
赦
し
」
と
「
心
か
ら
の
赦
し
」
の
区
別
が
適
用
さ
れ
、
ニ
ッ
ケ
ル
・

マ
イ
ン
ズ
の
赦
し
は｢

決
意
さ
れ
た
赦
し｣

で
あ
っ
た
と
い
う
解
釈
が
提
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
心
か
ら
の
赦
し
」
は
、
否
定
的
感
情 

│
│ 

憤
り
、

恨
み
、あ
る
い
は
憎
悪
な
ど 

│
│ 

が
肯
定
的
感
情
に
置
き
換
え
ら
れ
る
ケ
ー

ス
を
指
し
、「
決
意
さ
れ
た
赦
し
」
は
、
否
定
的
感
情
は
残
っ
て
い
て
も
、

否
定
的
行
動
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
い
う
誓
い
を
指
し
ま
す
。
こ
の
区
別

は
、
赦
し
に
は
短
期
的
側
面
と
長
期
的
側
面
が
あ
り
、
し
か
も
、
赦
そ
う
と

す
る
決
意
が
感
情
的
な
変
化
を
誘
発
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
両
者
は
結
び
つ

い
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
な
お
ワ
ー
ジ
ン
ト
ン
に
よ
る
と
、
マ

タ
イ
に
よ
る
福
音
書
六
章
の
「
主
の
祈
り
」
に
出
て
く
る
赦
し
と
、
同
一
八

章
の
「
赦
さ
な
い
家
来
」
に
出
て
く
る
赦
し
は
、共
に
「
決
意
さ
れ
た
赦
し
」

に
相
当
し
ま
す
。

　

最
後
に
残
さ
れ
た
問
い
は
、「
赦
し
は
、
自
己
嫌
悪
の
感
情
を
背
景
と
し

て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
」、「
赦
し
の
強
制
は
、
被
害
者
の
苦
痛
を
増
大
さ

せ
る
だ
け
で
は
な
い
の
か
」
と
い
う
問
い
で
す
。
著
者
は
、
こ
れ
ら
の
問
題

は
起
こ
っ
て
い
な
い
と
判
断
し
て
い
ま
す
が
、
詳
し
い
説
明
は
見
当
た
り
ま

せ
ん
。
な
お
、
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
内
部
の
争
議
及
び
法
廷
論
争
に
関
す
る
情
報

に
関
心
の
あ
る
方
に
は
、大
河
原
眞
美
著『
法
廷
の
中
の
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
』（
明

石
書
店
、
二
〇
一
四
年
）
が
お
勧
め
で
す
。

　
　
　

忌
避

　

ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
と
い
う
名
称
は
、
一
六
世
紀
の
再
洗
礼
派
の
一
翼
を
形
成

し
た
「
ス
イ
ス
兄
弟
団
」
か
ら
、
一
七
世
紀
末
に
分
離
し
て
生
ま
れ
た
宗
教

集
団
の
指
導
者
ヤ
ー
コ
プ
・
ア
ン
マ
ン
（Jakob A

m
m

ann

一
六
四
四-

一
七
三
〇
、
メ
ノ
ナ
イ
ト
派
の
牧
師
） 

に
由
来
し
て
い
ま
す
。
こ
の
分
裂
劇

の
主
な
原
因
は
、「
忌
避
（M

eidung, shunning

）」
の
厳
格
な
適
用
お
よ

び
そ
の
適
用
範
囲
を
め
ぐ
る
解
釈
論
争
に
あ
り
ま
し
た
。「
忌
避
」
と
は
元

来
「
こ
の
世
的
な
も
の
を
避
け
、
分
離
す
る
こ
と
」
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
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当
時
の
ス
イ
ス
兄
弟
団
で
は
、
こ
の
忌
避
の
適
用
が
幾
分
穏
や
か
に
行
わ
れ

て
い
た
の
に
対
し
、
ア
ン
マ
ン
は
そ
の
厳
格
な
適
用
を
求
め
ま
し
た
。

一
六
九
三
年
か
ら
九
七
年
に
か
け
て
、
ス
イ
ス
の
ベ
ル
ン
州
を
は
じ
め
と
す

る
ラ
イ
ン
川
上
流
地
方
の
寒
村
で
繰
り
返
さ
れ
た
論
争
の
結
果
、
ア
ン
マ
ン

の
主
張
を
支
持
す
る
人
々
は
メ
ノ
ナ
イ
ト
派
と
袂
を
分
か
ち
ま
し
た
。
そ
し

て
彼
ら
は
、ア
ン
マ
ン
派
を
意
味
す
る
「
ア
マ
ニ
ッ
シ
ュ
」（
後
に
は
「
ア
ー

ミ
ッ
シ
ュ
」） 

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
実
か
ら
、「
忌
避
」
は
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
に
と
っ
て
ど
う
し
て
も
譲

れ
な
い
根
本
問
題
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
は
メ
ノ
ナ

イ
ト
派
か
ら
分
離
し
た
セ
ク
ト
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
の
歴
史
も
こ

の
「
忌
避
」
の
問
題
を
め
ぐ
る
分
裂
の
歴
史
で
し
た
。
仮
に
一
六
九
三
年
を

彼
ら
の
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
と
し
て
の
活
動
の
起
点
と
す
る
と
、
こ
の
「
忌
避
」

に
は
三
百
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。し
た
が
っ
て
今
日「
忌

避
」
に
つ
い
て
論
ず
る
際
に
も
、
こ
の
歴
史
の
重
み
と
、
そ
れ
を
支
え
て
き

た
二
元
論
的
救
済
観
を
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
『
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
赦
し
』
の
著
者
は
、
こ
の
点
を
十
分
に
踏
ま
え
、
結

論
と
し
て
、
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
立
場
に
立
つ
な
ら
ば
、「
忌
避
」
は
決
し
て

異
常
な
事
柄
で
な
く
、
理
解
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
注
意

す
べ
き
こ
と
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
赦
し
」
と
「
赦
免
」
の
違
い
、

そ
し
て
教
会
と
こ
の
世
の
分
離
と
い
う
「
二
王
国
論
」
で
す
。

　
「
赦
し
」
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
加
害
者
の
態
度
に
関
わ
り
な
く

被
害
者
が
一
方
的
に
与
え
る
贈
り
物
を
意
味
す
る
の
に
対
し
、「
赦
免
」
は
、

少
な
く
と
も
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
で
は
悔
い
改
め
を
前
提
と
し
て
い
ま
す
。

「
忌
避
」
は
、
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
が
教
会
の
不
文
律
で
あ
る
オ
ル
ド
ヌ
ン
ク
を

破
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
悔
い
改
め
の
勧
め
を
拒
否
し
、
そ
の
結
果
、
教

会
と
社
会
か
ら
排
除
さ
れ
て
し
ま
う
事
態
を
指
し
ま
す
。
悔
い
改
め
な
い
者

は
、「
赦
免
」
を
受
け
ら
れ
ず
、
破
門
さ
れ
、
そ
し
て
「
忌
避
」
さ
れ
ま
す
。

い
っ
た
ん
忌
避
さ
れ
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
人
間
関
係
は
完
全
に
断
た
れ
る
の

で
す
が
、
現
実
に
は
、
特
定
の
事
項
が
禁
止
さ
れ
る
と
い
う
形
式
を
と
り
、

そ
の
後
、
本
人
が
悔
い
改
め
る
な
ら
ば
、「
赦
免
」
が
与
え
ら
れ
、
破
門
も

解
か
れ
ま
す
。つ
ま
り
教
会（
共
同
体
）に
復
帰
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ア
ー

ミ
ッ
シ
ュ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
一
連
の
手
続
き
は
、
決
し
て
残

酷
な
断
罪
で
は
な
く
、
破
門
さ
れ
た
者
に
永
遠
の
罰
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
た

め
の
愛
の
業
で
す
。
そ
れ
は
、
神
の
国
へ
と
通
ず
る
教
会
の
純
粋
性
を
保
つ

た
め
に
必
要
不
可
欠
で
神
聖
な
業
で
す
。
そ
も
そ
も
洗
礼
を
受
け
て
ア
ー

ミ
ッ
シ
ュ
の
一
員
と
な
っ
た
者
は
、
終
生
、
オ
ル
ド
ヌ
ン
ク
を
遵
守
す
る
責

務
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

な
お
こ
の
章
に
は
、
オ
ル
ド
ヌ
ン
ク
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い

説
明
も
み
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
「
オ
ー
ド
ヌ
ン
グ
か
ら
の
逸
脱
が
罪
に
な
る

の
は
、
自
分
本
位
と
反
抗
、
つ
ま
り
不
従
順
な
心
の
現
れ
で
あ
る
か
ら
な
の

だ
」（
二
二
四
頁
以
下
）、「
大
多
数
の
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
に
と
っ
て
は
、
オ
ー

ド
ヌ
ン
グ
が
何
を
禁
止
す
る
か
は
、実
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
問
題
で
は
な
い
。
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禁
止
内
容
が
翌
年
変
わ
っ
て
も
、
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
。
肝
心
な
の
は
、
従

順
と
不
従
順
の
区
別
を
知
る
こ
と
で
、
教
会
の
無
謬
性
を
守
る
こ
と
で
は
な

い
の
で
あ
る
」（
二
二
六
頁
）。
し
か
し
こ
れ
ら
の
解
説
に
は
注
意
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
再
洗
礼
派
の
グ
ル
ー
プ
に
は
、
可
視
的
教
会
と
不
可
視
的

教
会
を
区
別
し
て
、
後
者
を
重
視
す
る
こ
と
に
反
対
し
、
山
上
の
説
教
を
文

字
通
り
に
実
践
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
き
た
長
い
歴
史
が
あ
る
か
ら
で

す
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
信
仰
と
現
実
は
不
可
分
な
も
の
な
の
で
す
。

　
　
　

悲
嘆
・
摂
理
・
正
義

　

第
十
二
章
「
悲
嘆
、
神
の
摂
理
、
そ
し
て
正
義
」
は
、
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
が

子
供
た
ち
の
死
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
、
嘆
き
、
悪
の
実
在
を
目
の
前
に

し
つ
つ
神
に
何
を
求
め
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
は
生
活
の
様
々
な
場
面
に
お
い
て
慎
み
を
重
ん
ず
る
た

め
、
公
の
場
で
も
泣
き
わ
め
い
た
り
、
身
悶
え
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
誰
か
が
亡
く
な
る
と
、
一
人
か
二
人
の
親
戚
が
泊
ま
り
込
ん
で
家
事

を
手
伝
い
、
近
所
の
人
た
ち
も
家
畜
の
世
話
や
必
要
な
農
作
業
を
行
い
、
作

業
を
終
え
る
と
そ
っ
と
帰
っ
て
行
き
ま
す
。
葬
儀
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

の
死
と
復
活
の
記
事
に
な
ら
っ
て
、
亡
く
な
っ
て
か
ら
三
日
目
に
行
わ
れ
ま

す
。
遺
体
は
、
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
三
章
の
記
事
に
基
づ
き
、
白
装
束
に
包
ま

れ
ま
す
が
、
女
性
の
場
合
に
は
、
結
婚
式
に
着
た
白
い
服
と
白
い
エ
プ
ロ
ン

が
用
意
さ
れ
ま
す
。
葬
儀
に
関
す
る
一
切
の
仕
事
は
、
故
人
あ
る
い
は
そ
の

家
族
と
親
し
く
し
て
い
る
夫
婦
が
取
り
仕
切
っ
て
く
れ
る
た
め
、
家
族
は
、

そ
の
間
、
互
い
に
悲
し
み
を
共
有
し
、
故
人
の
思
い
出
に
浸
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
遺
体
は
そ
の
家
の
一
階
に
安
置
さ
れ
、
弔
問
客
は
「
ゲ
ラ
ッ
セ
ン
ハ

イ
ト
」
を
旨
と
す
る
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
ら
し
く
、
控
え
め
な
感
情
表
現
で
家
族

を
慰
め
ま
す
。

　

堤
純
子
著『
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
』（
二
〇
一
〇
年
、未
知
谷
）の
最
終
章（「
死
」）

に
は
、
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
葬
儀
や
墓
地
に
関
す
る
記
述
が
み
ら
れ
る
の
で
、

こ
こ
で
そ
の
一
部
を
紹
介
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
の
理
解
を
深
め
る

上
で
、
き
っ
と
役
立
つ
は
ず
で
す
。
た
だ
し
こ
の
記
述
は
、
オ
ハ
イ
オ
州
コ

ロ
ン
バ
ス
で
の
体
験
を
基
本
に
し
て
い
る
の
で
、
情
報
源
に
制
約
が
あ
る
こ

と
を
承
知
し
つ
つ
、
読
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
地

方
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
ド
ナ
ル
ト
・
B
・
ク
レ
イ
ビ
ル
／
ダ
ニ
エ
ル
・

ロ
ド
リ
ゲ
ス
（
写
真
）
著
『
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
昨
日
、
今
日
、
明
日
』 

の

三
二
章
（「
厳
か
な
死
」）
の
記
述
が
参
考
に
な
り
ま
す
。

 

・ 

こ
の
間
、
聖
職
者
の
依
頼
を
受
け
て
、
数
人
の
男
性
が
そ
の
家
の
墓
地
に
、

墓
穴
を
掘
る
作
業
に
あ
た
る
。
墓
地
は
た
い
て
い
、
日
常
の
農
作
業
や
母
屋

全
体
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
小
高
い
丘
の
上
に
作
ら
れ
て
お
り
、
地
形
の

関
係
で
丘
に
な
っ
た
部
分
が
な
い
家
は
、
農
場
の
一
角
に
墓
地
が
作
ら
れ
て

い
る
。
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
が
多
く
住
む
地
域
を
歩
く
と
、
上
が
平
ら
に
な
っ
た
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小
高
い
丘
を
よ
く
見
か
け
る
。
平
ら
な
部
分
に
は
、
小
さ
な
石
の
礎
が
た
く

さ
ん
並
ん
で
お
り
、そ
の
周
囲
は
白
い
柵
で
か
こ
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
ア
ー

ミ
ッ
シ
ュ
の
墓
地
で
あ
る
。
そ
こ
に
立
っ
て
み
る
と
、
な
る
ほ
ど
そ
の
家
の

人
た
ち
が
働
い
て
い
る
様
子
や
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
ぶ
姿
が
よ
く
見
え
る
。

あ
る
家
の
墓
地
で
は
、
小
さ
な
女
の
子
た
ち
が
柵
の
ま
わ
り
に
花
を
植
え
て

い
た
。（『
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
』
二
五
七
頁
）

 

・
亡
く
な
っ
て
か
ら
三
日
目
の
朝
、
家
の
中
か
納
屋
で
葬
儀
が
行
わ
れ
る
。

こ
れ
は
聖
書
や
賛
美
歌
の
一
節
の
朗
読
が
中
心
で
、
一
時
間
半
程
度
の
短
い

も
の
で
あ
る
。
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
は
、葬
儀
の
と
き
、讃
美
歌
を
歌
わ
な
い
の
で
、

た
と
え
ば
「
お
や
す
み
、
愛
す
る
者
よ
。
お
や
す
み
、
善
き
友
よ
」
な
ど
の

讃
美
歌
も
朗
読
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
は
一
切
の
装
飾
を
禁

じ
て
い
る
の
で
、
遺
体
や
棺
を
花
輪
で
飾
る
ど
こ
ろ
か
、
一
本
の
花
が
供
え

ら
れ
る
こ
と
も
な
い
。

　

葬
儀
の
後
、
棺
は
家
で
使
う
馬
車
に
乗
せ
ら
れ
、
墓
地
へ
と
運
ば
れ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
後
ろ
に
は
、
参
列
者
の
長
い
馬
車
の
列
が
続
く
。
…
…

　

墓
地
に
着
く
と
、
棺
は
馬
車
か
ら
降
ろ
さ
れ
、
そ
こ
で
再
び
短
い
礼
拝
が

行
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
故
人
と
も
っ
と
も
親
し
か
っ
た
人
た
ち
が
、
棺
を
墓

穴
に
下
ろ
し
、
聖
職
者
が
讃
美
歌
を
朗
読
す
る
中
、
棺
に
土
が
か
け
ら
れ
る

と
、
墓
地
の
中
に
い
る
人
た
ち
だ
け
で
な
く
、
そ
の
外
に
い
る
墓
地
に
入
り

き
れ
な
か
っ
た
人
た
ち
も
、
男
性
は
皆
、
帽
子
を
と
っ
て
頭
を
垂
れ
、
女
性

も
深
く
頭
を
垂
れ
て
祈
り
を
捧
げ
る
。
亡
く
な
っ
た
人
を
悼
み
、
そ
の
新
た

な
旅
立
ち
に
思
い
を
馳
せ
る
静
か
な
弔
い
で
あ
る
。

　

墓
に
は
、
故
人
の
名
前
と
生
没
年
を
刻
ん
だ
だ
け
の
石
碑
が
置
か
れ
る
。

（
同
、
二
五
九
頁
以
下
）

　
『
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
赦
し
』
の
著
者
に
よ
る
と
、
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
喪
に

服
す
る
方
法
に
は
、四
つ
の
特
徴
が
み
ら
れ
ま
す
。第
一
に
、「
ラ
ン
カ
ス
タ
ー

居
住
地
で
は
、
誰
か
が
亡
く
な
る
と
、
遺
族
の
も
と
を
毎
晩
、
弔
問
客
が
訪

れ
、
そ
れ
が
二
、三
週
間
」（
二
四
三
頁
）
続
き
、
そ
の
後
も
一
年
間
、
日
曜

日
の
午
後
の
弔
問
が
続
け
ら
れ
ま
す
。
第
二
に
、
喪
中
の
女
性
は
黒
服
を
着

用
し
、
そ
の
期
間
は
死
者
と
の
関
係
に
よ
っ
て
、
六
週
間
、
三
カ
月
、
六
カ

月
、
一
年
と
異
な
り
ま
す
。
こ
の
儀
礼
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
に
亡
く

な
っ
た
人
を
思
い
起
こ
さ
せ
、
遺
族
に
対
す
る
適
切
な
配
慮
を
促
す
と
い
う

意
味
が
あ
り
ま
す
。
第
三
に
、
亡
く
な
っ
た
人
に
感
謝
す
る
、
あ
る
い
は
今

の
心
境
を
語
る
詩
を
書
く
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
詩
を
発
表
す
る
社
会
的
な
場

が
あ
る
こ
と
で
す
。
第
四
に
、「
サ
ー
ク
ル
・
レ
タ
ー
」
と
い
う
、
特
定
の

経
験
を
共
有
す
る
人
び
と
の
間
に
お
い
て
、
手
紙
の
交
換
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。

　

ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
聖
職
者
は
い
わ
ゆ
る
神
学
的
訓
練
を
ま
っ
た
く
受
け
て

お
ら
ず
、
悪
の
存
在
や
神
の
摂
理
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
神
学
的
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解
答
を
、
彼
ら
の
重
ん
ず
る
信
仰
告
白
や
神
学
書
か
ら
引
き
出
す
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
の
諸
文
献
か
ら
彼
ら
の
理
解
を
推
定
す

る
と
い
う
方
法
を
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
著
者
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
方

式
を
採
用
し
、
次
の
よ
う
な
答
え
を
導
き
だ
し
て
い
ま
す
。

 

・ 

悪
の
問
題
へ
の
答
え
を
求
め
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
は
皆
、

結
局
の
と
こ
ろ
神
の
摂
理
は
神
秘
に
包
ま
れ
て
い
る
と
い
う
考
え
に
至
っ

た
。
彼
ら
特
有
の
慎
ま
し
さ
で
、
事
件
が
起
き
た
わ
け
も
、
こ
こ
か
ら
ど
ん

な
善
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
か
も
わ
か
ら
な
い
、と
言
う
の
だ
っ
た
。
…
…
「
神

秘
の
な
い
宗
教
な
ん
て
、
車
輪
の
な
い
馬
車
み
た
い
な
も
の
だ
」。（
二
五
五

頁
）

 

・ 

ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
は
神
の
意
志
に
素
朴
な
信
頼
を
寄
せ
る
が
、
運
命
論
者
で

は
な
い
。…
…「
私
た
ち
は
雨
乞
い
を
し
ま
せ
ん
。雨
が
降
る
ま
で
待
ち
、降
っ

た
ら
神
に
感
謝
す
る
の
で
す
」。（
二
五
八
頁
）

 

・
ア
ナ
バ
プ
テ
ス
ト
は
無
報
復
、
敵
へ
の
愛
、
無
抵
抗
主
義
を
唱
え
、
処
罰

を
人
に
で
は
な
く
、
直
接
神
の
手
に
ゆ
だ
ね
る
。
一
六
世
紀
の
殉
教
者
が
不

当
な
死
を
受
け
入
れ
、
他
の
信
者
も
そ
の
死
に
報
復
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た

の
は
、
究
極
的
裁
き
は
神
が
な
さ
る
も
の
と
信
じ
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
が
現
世
の
赦
し
を
自
由
に
行
う
背
景
に
は
、
裁
き
を

巡
る
こ
の
古
く
か
ら
の
考
え
も
あ
る
。（
二
五
八
頁
以
下
）

　
　
　

ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
・
グ
レ
イ
ス
と
現
代

　

第
一
三
章
「
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
・
グ
レ
イ
ス
と
我
々
」
は
、「
ニ
ッ
ケ
ル
・

マ
イ
ン
ズ
の
赦
し
」
に
対
す
る
主
要
な
反
応
が
見
落
と
し
て
い
る
点
と
、
非

ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
で
あ
る
私
た
ち
が
そ
こ
か
ら
学
ぶ
べ
き
事
柄
を
探
っ
て
い
ま

す
。

　

著
者
に
よ
る
と
、
私
た
ち
が
ま
ず
再
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

「
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
は
我
々
と
異
な
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
特
質
に
つ

い
て
、
こ
う
記
し
て
い
ま
す
。

 

・
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
が
自
ら
説
明
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
特
有
の
こ
の

精
神
の
原
型
は
新
約
聖
書
に
あ
る
。
…
… 

し
か
し
、
彼
ら
の
生
き
方
は
、
聖

書
、
あ
る
い
は
イ
エ
ス
の
言
葉
を
真
摯
に
受
け
止
め
る
態
度
だ
け
で
は
ま
だ

説
明
で
き
な
い
。
彼
ら
の
精
神
世
界
が
は
っ
き
り
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の

は
、
特
有
の
聖
書
理
解
、
非
暴
力
を
貫
い
た
殉
教
者
の
伝
統
と
い
う
レ
ン
ズ

を
通
し
て
見
た
と
き
で
あ
る
。
今
も
身
近
な
存
在
で
あ
る
殉
教
者
に
諭
さ
れ
、

励
ま
さ
れ
、
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
は
復
讐
よ
り
も
苦
し
み
、
闘
争
よ
り
も
〈
ウ
フ

ガ
ヴ
ァ
〉、
恨
み
よ
り
も
赦
し
に
高
い
価
値
を
置
い
て
き
た
。

　

…
… 
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
は
、
自
分
が
赦
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
人
を
進
ん
で

赦
す
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
心
底
信
じ
て
い
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
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赦
し
は
〈
善
行
〉
以
上
の
も
の
、
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
の
核
心
で
あ
る
。

　

…
… 

ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
信
仰
は
行
為
で
試
さ
れ
る
。
信
念
も
言
葉
も
大
切

だ
が
、
信
仰
の
地
金
は
行
為
で
わ
か
る
。
つ
ま
り
、〈
本
当
の
〉
赦
し
と
は
、

赦
し
た
こ
と
を
行
為
で
示
す
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
殺
人

犯
の
家
族
に
思
い
や
り
の
あ
る
行
為
を
示
す
こ
と
だ
っ
た
。（
二
七
〇
頁
以

下
）

　

ア
メ
リ
カ
の
一
般
市
民
が
忘
れ
て
い
た
の
は
、
第
一
に
、
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ

の
赦
し
の
う
ち
に
「
対
抗
文
化
的
側
面
」
つ
ま
り
「
対
抗
文
化
的
価
値
体
系
」

が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。
第
二
に
、
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
二
王
国
論
を
無

視
し
て
、
こ
の
赦
し
を
複
雑
な
人
種
問
題
や
民
族
紛
争
に
そ
の
ま
ま
当
て
は

め
よ
う
と
し
た
こ
と
で
す
。
む
し
ろ
私
た
ち
が
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
赦
し
は
文
化
的
に
形
成
さ
れ
た
習
慣
の
現
れ
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て
私
た
ち
に
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、

赦
し
に
価
値
を
見
い
だ
し
、
こ
れ
を
涵
養
す
る
文
化
を
作
り
だ
そ
う
と
し
て

い
る
の
か
ど
う
か
、
そ
し
て
そ
の
た
め
の
物
語
と
習
慣
を
生
み
だ
す
こ
と
が

で
き
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
敵
を
悪
魔
で
は
な
く
人

間
と
し
て
遇
し
、
復
讐
を
思
い
と
ど
ま
る
文
化
で
す
。
そ
れ
は
、
宗
教
が
怒

り
や
復
讐
を
乗
り
越
え
て
、
赦
し
と
恵
み
を
導
く
よ
う
な
文
化
で
す
。
赦
し

は
、
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
赦
し
の
行
為
に
よ
っ
て
癒
し

が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
記
憶
す
る
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
記
憶

（rem
em

ber

）
と
は
、
悲
劇
と
不
正
に
よ
っ
て
寸
断
さ
れ
た
全
体
的
な
生
の

か
け
ら
を
拾
い
集
め
、再
び
組
み
入
れ
る
こ
と（re

-m
em

ber

）で
あ
り
、ア
ー

ミ
ッ
シ
ュ
の
赦
し
の
習
慣
は
、
十
字
架
上
で
赦
し
の
言
葉
を
語
っ
た
イ
エ
ス

や
、
氷
の
湖
に
落
ち
た
敵
を
救
う
た
め
に
引
き
返
し
、
処
刑
さ
れ
て
し
ま
っ

た
デ
ィ
ル
ク
・
ウ
ィ
レ
ム
ス
の
記
憶
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
も
の
で
し
た
。
そ

し
て
「
ニ
ッ
ケ
ル
・
マ
イ
ン
ズ
で
彼
ら
が
と
っ
た
行
動
も
、
今
後
、
何
世
代

に
も
わ
た
っ
て
食
卓
で
語
ら
れ
、
理
不
尽
な
悲
劇
、
そ
し
て
暴
力
に
、
信
仰

の
力
と
温
か
い
思
い
や
り
で
応
え
た
記
憶
が
受
け
継
が
れ
て
い
く
に
違
い
」

（
二
八
一
頁
以
下
） 

あ
り
ま
せ
ん
。

　　
そ
の
後
、傷
つ
い
た
五
人
の
少
女
の
う
ち
四
人
は
復
学
し
、最
も
重
症
だ
っ

た
子
は
ま
だ
半
ば
こ
ん
睡
状
態
で
両
親
の
も
と
で
看
病
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
「
赦
し
」
の
未
来

　
『
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
赦
し
』
に
は
、「
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
社
会
の
未
来
」
と
い
っ

た
章
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、「
赦
し
」
の
未
来
に
つ
い
て
語
る
に
は
、

｢

ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
社
会
の
未
来｣

に
つ
い
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

も
し
も
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
が
ア
メ
リ
カ
文
化
に
飲
み
込
ま
れ
、
や
が
て
地
上
か

ら
消
え
去
っ
て
し
ま
う
な
ら
ば
、「
ニ
ッ
ケ
ル
・
マ
イ
ン
ズ
の
赦
し
」
は
過

去
の
歴
史
の
一
齣
に
す
ぎ
な
く
な
り
、
人
類
の
進
む
べ
き
方
向
を
指
し
示
す

そ
の
衝
撃
的
な
力
も
同
時
に
失
わ
れ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
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こ
こ
で
は
、
ド
ナ
ル
ド
・
B
・
ク
レ
イ
ビ
ル
の
見
通
し
を
紹
介
し
て
お
き

ま
す
。
ゆ
っ
く
り
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

 

・
現
代
文
化
と
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
思
想
と
で
は
、
自
己
実
現
に
つ
い
て
の
考

え
方
に
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
現
代
人
に
と
っ
て
、
人
間
の
満
足
と
自
己
実

現
を
理
解
す
る
手
が
か
り
は
、
個
人
の
自
由
に
あ
る
。
選
択
の
自
由
と
独
立

に
よ
っ
て
、
活
力
と
満
足
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
だ
。
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
は
対
照

的
に
、
自
己
実
現
は
、
彼
ら
の
信
頼
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
没
頭
し
た
と
き

に
生
じ
る
と
信
じ
て
い
る
。
真
の
個
性
は
、
大
き
な
母
体
に
従
う
時
に
見
い

だ
さ
れ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。（『
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
謎
』
一
六
六
頁
）

 

・ 

ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
は
、
個
性
を
失
っ
た
代
わ
り
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
そ
し
て
帰
属
意
識
を
得
た
。
彼
ら
は
、
自
由
を
失
っ
た
代

わ
り
に
、
安
定
し
て
い
て
、
安
心
し
て
い
て
身
を
ま
か
す
こ
と
の
で
き
る
社

会
秩
序
を
得
た
の
で
あ
る
。（
同
、
一
七
〇
頁
）

 

・ 

現
代
の
技
術
と
専
門
知
識
、
そ
し
て
、
信
心
深
い
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
伝
統
的
な
や
り
方
に
よ
る
継
続
性
と
満
足
。
真
の
進
歩
と
は
、
こ

の
よ
う
な
両
方
の
世
界
が
持
つ
も
っ
と
も
良
い
と
こ
ろ
を
結
び
合
わ
せ
る
こ

と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。（
同
、
一
七
三
頁
）。

 

・ 

ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
生
活
の
将
来
を
予
言
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
市
場
価
格
、

政
府
の
規
制
、都
市
化
と
い
っ
た
外
部
の
圧
力
だ
け
で
な
く
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

内
部
の
努
力
に
よ
っ
て
も
、
彼
ら
の
文
化
様
式
は
新
し
い
も
の
に
変
わ
る
か

ら
だ
。
…
…

　

過
去
の
三
つ
の
生
活
実
践
、
慣
習
に
よ
っ
て
、
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
未
来
へ

の
対
応
が
具
体
的
に
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
集
約
型
農
業
、
農

業
以
外
の
仕
事
、
そ
し
て
移
住
で
あ
る
。（『
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
昨
日
、
今
日
、

明
日
』
一
四
三
頁
）

 

・ 

し
か
し
、
農
業
は
着
実
に
変
化
す
る
だ
ろ
う
。
地
域
市
場
へ
出
す
農
産
物

を
生
産
す
る
た
め
に
、
小
規
模
の
土
地
で
特
産
品
を
作
る
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
が

増
え
て
い
る
の
で
、
大
規
模
農
場
は
今
後
も
そ
の
規
模
を
縮
小
し
続
け
る
だ

ろ
う
。
…
…

　

一
九
八
〇
年
代
、鋤
を
捨
て
、家
内
工
業
を
興
し
た
意
欲
的
な
多
く
の
ア
ー

ミ
ッ
シ
ュ
は
、
劇
的
な
変
化
の
到
来
を
告
げ
た
。
二
一
世
紀
初
め
の
一
〇
年

ま
で
に
、
約
二
〇
〇
〇
も
の
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
経
営
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
ラ
ン
カ
ス

タ
ー
郡
内
で
広
が
っ
た
の
だ
。
今
や
三
分
の
二
以
上
の
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
家
計

は
、
な
ん
ら
か
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
係
し
て
お
り
、
こ
の
傾
向
は
続
き
そ
う
で

あ
る
。

　

…
…
こ
れ
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
平
等
な
社
会
構
造
を
、

何
年
も
か
か
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
と
変
え
て
い
く
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
農
業
、
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日
雇
い
労
働
者
、
起
業
家
の
間
の
経
済
的
、
文
化
的
格
差
は
広
が
っ
て
い
く

だ
ろ
う
。（
同
、
一
四
五
頁
以
下
）

 
・ 
も
し
、
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
が
子
ど
も
た
ち
を
教
育
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
、
彼
ら
の
魂
を
売
り
渡
す
こ
と
な
く
生
計
を
立
て
、

よ
り
大
き
な
世
界
と
の
交
わ
り
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
お
そ

ら
く
彼
ら
は
、
二
一
世
紀
に
も
繁
栄
す
る
だ
ろ
う
。（
同
、
一
四
六
頁
）

　

ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
世
界
は
、
何
も
か
も
が
私
た
ち
の
世
界
と
あ
べ
こ
べ
に

な
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
ま
す
。
そ
し
て
あ
べ
こ
べ
だ
か
ら
こ
そ
、
魅
力
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
。
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
に
は
「
欲
望
の
抑
制
」
が
あ
り
、
私
た

ち
に
は
「
欲
望
の
爆
発
」
が
あ
り
ま
す
。
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
に
は
相
互
援
助
と

平
和
が
あ
り
、
私
た
ち
に
は
競
争
と
暴
力
が
あ
り
ま
す
。

　

ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
世
界
を
外
側
か
ら
支
え
て
き
た
も
の
、
そ
れ
は
農
業
で

す
。
し
た
が
っ
て
ア
メ
リ
カ
社
会
と
農
業
の
急
激
な
変
化
は
彼
ら
の
生
活
に

も
影
響
を
与
え
ず
に
お
き
ま
せ
ん
。
移
住
に
よ
っ
て
理
想
と
す
る
土
地
を
得

る
方
法
が
な
く
な
っ
た
と
き
、
彼
ら
は
本
当
に
厳
し
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ

る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

著
者
は
、
様
々
な
障
碍
が
出
て
く
る
こ
と
を
予
想
し
な
が
ら
も
、「
真
の

進
歩
と
は
、
こ
の
よ
う
な
両
方
の
世
界
が
持
つ
も
っ
と
も
良
い
と
こ
ろ
を
結

び
合
わ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
」
と
語
り
、
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の

未
来
に
温
か
な
眼
差
し
を
向
け
て
い
ま
す
。

Ⅴ　

結
び

　

キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
な
か
で
「
ゆ
る
し
」
に
つ
い
て
語
る
た
め
の
準
備
を

す
る
こ
と
、
こ
れ
が
筆
者
の
当
面
の
課
題
で
す
。
本
稿
で
は
、
あ
え
て
「
ゆ

る
し
」
に
関
す
る
多
様
な
理
解
を
跡
づ
け
ま
し
た
。
一
見
、
バ
ラ
バ
ラ
に
み

え
る
こ
れ
ら
の
見
解
も
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
な
か
で
、
お
の
お
の
場
所
を

得
て
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
姿
を
現
す
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
内
容
を
ま
と
め
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
書
物
と
の
対

話
の
中
で
浮
か
ん
だ
イ
メ
ー
ジ
の
一
部
を
物
語
る
こ
と
を
も
っ
て
、
本
稿
の

結
び
と
し
ま
し
ょ
う
。

　

 

・ 『
人
は
な
ぜ
「
憎
む
」
の
か
』
を
通
し
て
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
人
は
古
い
脳
を
も
つ
が
ゆ
え
に
、
憎
ま
ず
に
い
ら
れ

な
い
こ
と
、
し
か
し
古
い
脳
が
生
み
だ
す
原
始
的
な
心
の
特
性
を
知
る
な
ら

ば
、
そ
の
憎
し
み
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
た
し
か
に
憎

し
み
は
「
心
の
核
兵
器
」
と
し
て
機
能
し
ま
す
が
、
新
し
い
脳
に
は
、
そ
れ

を
阻
止
す
る
可
能
性
が
や
ど
っ
て
い
ま
す
。
著
者
は
、「
憎
し
み
を
根
絶
す

る
た
め
の
具
体
的
戦
略
」
を
提
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
教
育
に
携
わ
る
者

に
と
っ
て
、
大
い
な
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
そ
れ
ら
を
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
一
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部
と
し
て
教
育
現
場
に
取
り
込
む
可
能
性
が
出
て
く
る
か
ら
で
す
。今
や「
ゆ

る
し
」
は
、
倫
理
・
道
徳
や
心
理
学
だ
け
で
な
く
生
物
学
的
知
見
も
取
り
入

れ
て
、
検
討
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
す
。

　

 

・ 

最
初
の
構
想
で
は
、『
人
は
な
ぜ
「
憎
む
」
の
か
』
に
続
き
、
デ
ー
ヴ
・

グ
ロ
ス
マ
ン
著
『「
人
殺
し
」
の
心
理
学
』（
原
書
房
、
一
九
九
八
年
） 

を
取

り
上
げ
る
予
定
で
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、「
ゆ
る
し
」
を
主
題
と
す
る
本

稿
の
狙
い
に
と
っ
て
、テ
ー
マ
が
特
殊
化
し
す
ぎ
て
い
る
と
考
え
、後
で
、「
学

校
に
お
け
る
暴
力
や
い
じ
め
問
題
」
を
考
え
る
際
に
、
改
め
て
言
及
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
に
関
す
る
記
述
を
終
え
た
段
階
で
、
や
は
り

こ
の
書
物
を
取
り
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
思
い
が
強
く
な
り
、
こ
こ
で
そ

の
基
本
的
発
想
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
と
い
う
の
は
、「
ア
ー
ミ
ッ

シ
ュ
の
赦
し
」
と
ア
メ
リ
カ
文
化
を
対
比
す
る
上
で
、
こ
の
書
物
の
知
見
は

極
め
て
有
益
だ
か
ら
で
す
。
そ
れ
は
、
古
い
脳
の
働
き
で
あ
る
憎
し
み
を
活

性
化
さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
解
明
し
て
お
り
、
人
を
平
和
で
は
な
く
、
戦
争

へ
と
駆
り
立
て
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
存
在
す
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
か
ら

で
す
。

　
『「
人
殺
し
」
の
心
理
学
』
の
原
題
は
、D

ave G
rossm

an, O
N

 K
ILL

-

IN
G

:  T
he Psychological C

ost of L
earing to K

ill in W
ar and Society, 

1995.

で
あ
り
、
邦
訳
出
版
当
時
の
著
者
の
略
歴
は
「
前
レ
ン
ジ
ャ
ー
部
隊
、

落
下
傘
部
隊
隊
員
、
前
ウ
エ
ス
ト
・
ポ
イ
ン
ト
陸
軍
士
官
学
校
心
理
学
教
授
、

現
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
州
立
大
学
軍
事
学
教
授
、
米
陸
軍
中
佐
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

著
者
は
「
第
一
部　

殺
人
と
抵
抗
感
の
存
在
」
の
結
び
に
お
い
て
、
人
間

と
は
何
者
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
う
述
べ
て
い
ま
す
。

　

人
間
の
身
内
に
ひ
そ
ん
で
、
同
類
で
あ
る
人
間
を
殺
す
こ
と
へ
の
強
烈
な

抵
抗
を
生
み
だ
す
力
、
そ
の
本
質
を
理
解
で
き
る
と
き
は
こ
な
い
の
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
理
解
は
で
き
な
く
て
も
感
謝
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
こ
の

力
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
人
類
は
こ
れ
ま
で
存
続
し
て
き
た
の
だ
。
戦
争
に
勝
つ

こ
と
が
務
め
で
あ
る
軍
の
司
令
官
は
悩
む
か
も
し
れ
な
い
が
、
ひ
と
つ
の
種

と
し
て
は
誇
り
に
思
っ
て
よ
い
こ
と
だ
ろ
う
。

　

殺
人
へ
の
抵
抗
が
存
在
す
る
こ
と
は
疑
い
を
入
れ
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
が
、

本
能
的
、
理
性
的
、
環
境
的
、
遺
伝
的
、
文
化
的
、
社
会
的
要
因
の
強
力
な

組
み
合
わ
せ
の
結
果
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
も
ま
ち
が
い
な
い
。
ま
ぎ
れ
も

な
く
存
在
す
る
そ
の
力
の
確
か
さ
が
、
人
類
に
は
や
は
り
希
望
が
残
っ
て
い

る
と
信
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。（
七
六
頁
）

　

も
し
も
人
間
が
こ
の
よ
う
に
「
同
類
で
あ
る
人
間
を
殺
す
こ
と
へ
の
強
烈

な
抵
抗
感
」
を
も
つ
存
在
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
殺
人
を
伴
う
戦
争
は
そ
れ
ほ

ど
起
こ
ら
な
い
は
ず
で
す
。
そ
し
て
そ
の
抵
抗
感
が
、
本
来
、
ま
っ
た
く
本
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能
的
な
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
人
は
殺
人
の
一
歩
手
前
で
立
ち
止
ま
る
は

ず
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
現
実
に
は
暴
力
と
戦
争
が
繰
り
返
し
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
事
実
は
、
そ
の
抵
抗
感
が
完
全
な
ブ
レ
ー
キ
と
し
て
機
能
し
て
お

ら
ず
、
い
わ
ば
「
壊
れ
た
不
完
全
な
状
態
」
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま

す
。
も
し
も
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
た
と
え
様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
強
力
な
抵

抗
感
が
生
み
だ
さ
れ
る
と
し
て
も
、
原
理
的
に
は
そ
の
規
制
力
を
解
除
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
解
除
の
た
め
の
技
術
が
進

歩
す
る
な
ら
ば
、
国
家
は
国
民
を
簡
単
に
戦
場
に
送
り
込
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
著
者
は
こ
の
事
態
を
、「
兵
士
の
訓
練
法
は
、
同
種
で
あ
る
人
間
を
殺

す
こ
と
へ
の
本
能
的
な
抵
抗
感
を
克
服
す
る
た
め
に
発
達
し
て
き
た
」（
四
六

頁
）
と
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
「
第
七
部　

ベ
ト
ナ
ム
で
の
殺
人
」「
第
三
三
章　

ベ
ト
ナ
ム
で
の
脱
感
作

と
条
件
づ
け 

│
│ 

殺
人
へ
の
抵
抗
感
の
克
服
」
の
記
述
に
よ
る
と
、
第
二

次
大
戦
の
兵
士
の
発
砲
率
は
一
五
か
ら
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
の
発
砲
率
は
九
〇
か
ら
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
昇
り
ま

し
た
。
こ
の
数
値
の
上
昇
は
一
体
を
意
味
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、

あ
の
「
解
除
の
た
め
の
技
術
」
が
導
入
さ
れ
、
い
わ
ば
殺
人
が
「
神
聖
化
」

さ
れ
た
結
果
で
す
。
具
体
的
に
は
、「
脱
感
作
、
条
件
づ
け
、
否
認
防
衛
機

制
の
三
方
法
の
組
み
合
わ
せ
」（
三
一
八
頁
）
が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
個
々

の
詳
し
い
説
明
は
本
文
に
譲
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
脱
感
作
と
は
「
敏
感

性
を
軽
減
ま
た
は
除
去
す
る
こ
と
」（
二
一
七
頁
）
で
あ
り
、
条
件
づ
け
は

「（
一
）
パ
ブ
ロ
フ
派
の
古
典
的
条
件
づ
け
と
（
二
）
ス
キ
ナ
ー
派
の
オ
ペ
ラ

ン
ト
条
件
づ
け
」（
三
二
〇
頁
） 

を
そ
の
内
容
と
し
て
お
り
、
兵
士
は
「
戦

闘
で
人
を
殺
し
て
も
、
自
分
が
実
際
に
人
を
殺
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
あ

る
程
度
ま
で
否
認
で
き
る
」
よ
う
に
訓
練
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
殺
人

の
ト
ラ
ウ
マ
が
残
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
否
認
防
衛
機
制
と
い

わ
れ
る
方
法
の
狙
い
で
す
。

　

こ
の
書
物
で
も
っ
と
も
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
の
は
、「
第
八
部　

ア
メ
リ
カ

で
の
殺
人 

│
│ 

ア
メ
リ
カ
は
子
ど
も
た
ち
に
何
を
し
て
い
る
の
か
」
で
す
。

著
者
に
よ
る
と
、「
殺
人
の
神
聖
化
」
を
推
進
す
る
た
め
の
こ
の
「
三
つ
の

方
法
」
は
、軍
隊
だ
け
で
な
く
日
常
生
活
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
情
報
メ
デ
ィ
ア
が
子
ど
も
た
ち
を
、
日
々
、
こ
の
「
殺
人
の
神
聖

化
」
へ
と
駆
り
立
て
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。

　

 

・ 『
ゆ
る
し
の
選
択 

│
│ 

怒
り
か
ら
解
放
さ
れ
る
た
め
に
』
は
、
心
理
学

的
見
地
か
ら
記
さ
れ
た
「
ゆ
る
し
本
」
で
す
。「
ゆ
る
し
本
」
な
ど
と
い
う

呼
称
は
、
も
ち
ろ
ん
一
般
に
は
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
一
部
の
若

者
た
ち
の
間
で
聞
か
れ
る
「
い
じ
め
本
」
と
か
「
癒
し
本
」
と
い
っ
た
言
葉

に
な
ら
っ
て
、
筆
者
が
勝
手
に
作
っ
た
言
葉
で
す
。
初
め
は
い
ち
い
ち
断
っ

て
使
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
現
在
で
は
、
そ
の
必
要
性
も
感
じ
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
手
ご
ろ
な
値
段
で
買
え
る
「
ゆ
る
し
本
」
が
か
な

り
出
版
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
は
、
怒
れ
る
時
代 

│
│ 

ス
ト
レ
ス
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時
代 

│
│ 

の
「
そ
よ
風
」
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
「
ゆ
る
し
本
」
を
読
ん
で
み
る
と
、
い
く
つ
か
の
特
徴
が
分
か
り
ま
す
。

倫
理
や
道
徳
の
観
点
か
ら
記
さ
れ
た
「
ゆ
る
し
本
」
は
め
っ
た
に
な
く
、
ほ

と
ん
ど
が
心
理
学
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
観
点
か
ら
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
も
よ
く
読
む
と
、
宗
教
的
観
点
が
陰
に
陽
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
も
既
成
宗
教
の
立
場
で
は
な
く
、
広
い
意
味
で
の
深
層
心
理
学

や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
世
界
が
前
提
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
最
初

は
、
心
理
学
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
話
か
と
思
っ
て
読
ん
で
い
る
う
ち
に
、

突
然
「
す
べ
て
は
神
様
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
考
え
る
」
と
か
、「
神
様
は

乗
り
越
え
ら
れ
る
試
練
し
か
与
え
な
い
」
と
い
う
記
述
が
出
て
き
ま
す
。
し

か
し
そ
の
「
神
」
と
は
誰
な
の
か
、
と
い
っ
た
説
明
は
最
初
か
ら
最
後
ま
で

一
切
な
く
、
そ
の
解
釈
は
読
者
任
せ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。
ど
う
い
う
わ
け
か
「
神
」
は
す
で

に
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
改
め
て
そ
の
内
容
を
問
う
方
が
お

か
し
い
か
の
よ
う
な
叙
述
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
こ
で
こ
そ
、
キ
リ

ス
ト
教
教
育
は
自
ら
の
基
本
的
立
場
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
そ
の
た
め
の
準
備
と
し
て
読
ん
で
欲
し
い
と
考
え
、
紹
介
し
た
の

が
『
ゆ
る
し
の
選
択 

│
│ 

怒
り
か
ら
解
放
さ
れ
る
た
め
に
』
で
す
。
こ
の

本
の
特
色
は
、「
ゆ
る
し
」
に
関
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
で
知
ら
れ
て

い
る
一
般
的
常
識
を
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
は
な
く
、
数
量
的
に
計
測
で
き

る
方
法
に
よ
っ
て
客
観
的
に
実
証
さ
れ
た
資
料
を
用
い
て
説
明
し
て
い
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。「
怒
り
」
と
「
病
気
」、「
ゆ
る
し
」
と
「
健
康
」
は
、
そ

れ
ぞ
れ
深
く
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
「
ゆ

る
し
」
と
「
赦
免
」
と
「
和
解
」
が
明
確
に
区
別
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、「
ゆ

る
し
」
に
関
す
る
議
論
は
、
今
後
、
無
用
な
混
乱
か
ら
解
放
さ
れ
る
は
ず
で

す
。
さ
ら
に
子
ど
も
の
「
ゆ
る
し
の
理
解
」
に
は
、
発
達
段
階
に
よ
る
違
い

が
み
ら
れ
る
と
い
う
指
摘
は
、
既
存
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
再
考
す
べ
き
こ
と

を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

　

 

・ 『
愛
と
ゆ
る
し
の
心
理
学
』
が
出
版
さ
れ
て
か
ら
、
す
で
に
二
十
五
年

に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
出
版
界
で
は
も
う
昔
の
本
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
少
な
く
と
も
日
本
の
現
状
か
ら
振
り
返
る
と
、
そ
の
後
の
時
代
を

暗
示
す
る
書
物
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
オ
ウ
ム
真
理
教

に
よ
る
サ
リ
ン
事
件
の
記
憶
も
次
第
に
薄
れ
、「
カ
ル
ト
本
」
は
姿
を
消
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
場
に
は
「
精
神
世
界
」
や
「
霊
性
」
の
す
ば
ら
し

さ
を
説
く
本
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
の
情
報
の
ケ
ー
ス
と
同
様
に
、
若

者
は
、
そ
の
真
偽
を
判
断
す
る
知
識
と
技
術
を
も
た
ず
に
、「
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
な
世
界
」
に
関
す
る
膨
大
な
情
報
に
翻
弄
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

キ
リ
ス
ト
教
教
育
に
携
わ
る
者
は
、
こ
の
情
報
の
質
を
分
析
す
る
す
べ
を

身
に
つ
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
ひ
と
つ
の
手
が
か
り
は
、

キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
に
お
け
る
異
端
論
争
に
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
グ
ノ
ー

シ
ス
と
キ
リ
ス
ト
教
の
関
係
を
巡
る
知
識
を
整
理
し
、
そ
の
本
質
を
伝
え
る
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こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
混
沌
と
し
た
「
精
神
世
界
」
や
「
霊
性
」
の
問
題

を
よ
り
深
く
考
え
、
適
切
に
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
本
稿
で

紹
介
し
た
ボ
リ
セ
ン
コ
著
『
愛
と
ゆ
る
し
の
心
理
学
』
も
、
自
ら
の
主
張
を

基
礎
づ
け
る
た
め
に
、
ユ
ン
グ
の
著
作
だ
け
で
な
く
、
エ
レ
ー
ヌ
・
ペ
イ
ゲ

ル
ス
著
『
ア
ダ
ム
と
エ
バ
と
ヘ
ビ
』（
邦
訳
、
ヨ
ル
ダ
ン
社
） 

を
引
用
し
て

お
り
、
さ
ら
に
は
同
著
者
の
『
ナ
グ
・
ハ
マ
デ
ィ
写
本
』（
邦
訳
、
白
水
社
） 

に
言
及
し
て
い
ま
す
。
彼
女
は
、「
私
個
人
は
、
グ
ノ
ー
シ
ス
派
が
そ
の
教

え
の
中
心
部
分
と
し
て
、
自
己
認
識
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
に
心

を
引
か
れ
ま
す
」（
二
八
二
頁
） 
と
述
べ
、「
放
蕩
息
子 

│
│ 

霊
的
な
オ
プ

テ
ィ
ミ
ズ
ム
の
寓
話
」
の
項
目
で
は
、「
白
雪
姫
の
お
と
ぎ
話
が
不
健
康
な

罪
悪
感
と
心
理
的
ペ
シ
ミ
ズ
ム
を
癒
す
た
め
の
青
写
真
と
な
る
よ
う
に
、
新

約
聖
書
の
放
蕩
息
子
の
た
と
え
話
は
、
精
神
的
・
霊
的
な
ペ
シ
ミ
ズ
ム
を
癒

す
た
め
の
青
写
真
で
す
」（
二
七
六
頁
）
と
語
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
と
え

話
は
、
彼
女
に
よ
る
と
、「
神
に
よ
る
愛
と
許
し
の
宣
言
と
約
束
の
元
型
」

（
二
七
七
頁
）
な
の
だ
そ
う
で
す
。

　

ボ
リ
セ
ン
コ
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
ユ
ダ
ヤ
教
を
背
景
と
し
た
家
庭

で
育
っ
て
お
り
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
だ
け
で
な
く
新
約
聖
書
も
熟
知
し
て
い

ま
す
。
彼
女
は
そ
の
上
で
、
イ
ン
ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
の
神
話
を
持
ち
出
し
、

自
ら
の
心
理
療
法
の
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
こ
の「
真
の
自
己
」

と
は
何
な
の
か
、そ
の
本
質
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

残
念
な
が
ら
、
こ
こ
で
直
ち
に
そ
の
詳
細
な
議
論
に
入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
筆
者
の
考
え
で
は
、
こ
の
「
精
神
性
・
霊
性
」
の
思
想
と
聖
書
の
思

想
は
明
確
に
異
な
り
ま
す
。
も
し
も
こ
の
相
違
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
学
習
者
は
自
ら
の
周
り
に
溢
れ
る
情
報

に
戸
惑
い
つ
つ
も
、
そ
の
性
格
を
冷
静
に
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
特
に
青
年
期
の
学
習
者
に
と
っ
て
、「
私
と
は
何
者
な
の
か
」

あ
る
い
は
「
本
当
の
自
分
と
は
何
か
」
と
い
っ
た
問
い
は
、
避
け
ら
れ
な
い

根
源
的
な
問
い
で
あ
り
、
彼
ら
は
生
き
た
答
え
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

筆
者
の
ひ
と
つ
の
試
み
は
、
拙
著
『
読
む
』（
青
踏
社
）
に
収
め
て
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
の
「
創
世
記
一
章
」
の
解
釈
を
通
し
て
、

「
創
造
信
仰
」
の
も
つ
意
味
、「
ヘ
ブ
ラ
イ
ズ
ム
と
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
」
と
い
っ
た

テ
ー
マ
が
論
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
日
本
人
の
宗
教
意
識
の
特
徴
に
つ
い

て
は
、
拙
著
『
日
本
人
の
宗
教
意
識
と
キ
リ
ス
ト
教
』（
教
文
館
）
に
お
い

て
論
じ
て
い
ま
す
。

　

 

・ 『
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
赦
し
』
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
的

文
化
と
異
な
る
世
界
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。「
ニ
ッ
ケ
ル
・
マ
イ
ン
ズ
の

赦
し
」
は
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
に
と
っ
て
極
め
て
自
然
な
行
為
で
あ
り
、
そ
れ
は

彼
ら
の
信
仰
と
直
結
し
た
も
の
で
し
た
。
著
者
は
、
こ
れ
を
宗
教
と
い
う
よ

り
も
文
化
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
家
庭
生
活
を
中
心
と
し
た
教
育
の
成
果
と

み
な
し
て
い
ま
す
。
そ
の
教
育
を
支
え
て
い
る
の
は
、
新
約
聖
書
に
記
さ
れ

た
イ
エ
ス
の
教
え
に
対
す
る
献
身
の
信
仰
と
、
彼
ら
の
祖
先
が
そ
の
信
仰
の
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ゆ
え
に
引
き
受
け
た
殉
教
の
物
語
で
す
。
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
は
、
一
六
歳
か
ら

二
〇
歳
に
か
け
て
、
最
終
的
に
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
を
ど
こ
に
求
め
る
の

か
を
選
択
す
る
の
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
に
自
ら
の
属
す
る
共
同
体
の
求
め
る

生
き
方
を
、
言
葉
と
行
為
に
よ
っ
て
十
分
に
体
感
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え

極
め
て
高
い
確
率
で
、
伝
統
的
な
生
き
方
を
継
承
し
て
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
洗
脳
の
結
果
で
は
な
い
の
か
、
と
の
批
判
が
あ

る
の
も
事
実
で
す
。
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
に
は
、
個
人
の
自
由
が
な
い
よ
う
に
見

え
る
か
ら
で
す
。
人
類
の
歴
史
が
、
封
建
主
義
と
全
体
主
義
の
克
服
を
目
指

し
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
世
界
は
そ
れ
と
逆
行
す
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
と
こ
ろ
が
こ
の
独
特
な
家
族
主
義
、
集
団

主
義
、
祭
政
一
致
主
義
は
、
一
定
以
上
の
規
模
に
な
る
こ
と
を
拒
否
し
て
お

り
、
例
え
ば
官
僚
主
義
の
よ
う
な
組
織
の
肥
大
化
に
伴
う
負
の
問
題
と
は
無

縁
で
す
。
い
わ
ば
直
接
民
主
主
義
が
機
能
す
る
範
囲
に
自
ら
を
限
定
す
る
こ

と
に
よ
り
、
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
相
互
扶
助
の
充
実

を
は
か
り
、
老
若
男
女
、
健
常
者
も
障
害
者
も
、
す
べ
て
の
人
が
共
に
生
き

ら
れ
る
生
活
空
間
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
貧
富
の
格
差
の
な
い
社
会

を
追
い
求
め
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
は
、
社
会
学
的
、
経
済
学
的
、
政
治
学
的
な
検

討
を
加
え
た
う
え
で
こ
の
よ
う
な
生
活
形
態
を
選
択
し
た
わ
け
で
な
く
、
素

朴
か
つ
真
摯
に
、「
ゆ
る
し
」
と
「
国
家
に
よ
る
余
分
な
干
渉
の
排
除
」
を

実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
日
の
状
況
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

彼
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
根
本
に
は
、「
対
抗
文
化
的
価
値
観
」
が

あ
り
、
そ
の
意
味
で
「
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
赦
し
」
を
簡
単
に
模
倣
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
彼
ら
の
発
想
と
実
践
を
そ
の
ま
ま
異
な
る
文
化
に
移
入
し

よ
う
と
す
る
者
は
、「
対
抗
文
化
的
価
値
観
」
が
生
み
だ
す
緊
張
関
係
も
引

き
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
つ
ま
み
食
い
」
は
不
可
能
で
す
。

　

日
本
の
状
況
で
こ
の
課
題
を
背
負
う
と
し
た
ら
、ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。

ま
し
て
こ
れ
を
教
育
の
テ
ー
マ
と
し
て
考
え
る
と
し
た
ら
、教
師
も
生
徒
も
、

自
ら
の
文
化
的
伝
統
と
本
格
的
に
対
峙
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
ど
う
せ
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
一
セ
ク
ト
に
す

ぎ
ず
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
必
要
は
な
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
こ
れ
も
問
題
で
す
。
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
き
、
た

し
か
に
セ
ク
ト
や
異
端
は
極
端
に
走
り
、
そ
の
主
張
は
過
激
に
な
り
が
ち
で

す
が
、
多
く
の
場
合
、
主
流
派
の
主
張
と
現
状
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
こ
の
批
判
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
に
よ
り
、
主

流
派
は
自
ら
の
問
題
点
に
気
づ
き
、
変
革
す
る
機
会
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

た
し
か
に
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
「
主
の
祈
り
」
の
自
力
的
解
釈
、
あ
る
い
は

二
元
論
的
救
済
観
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
彼
ら

の
批
判
を
、「
生
活
実
感
」
を
伴
わ
な
い
キ
リ
ス
ト
教
と
キ
リ
ス
ト
教
教
育

に
対
す
る
批
判
と
し
て
受
け
と
め
る
な
ら
ば
、
よ
り
積
極
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
作
り
も
可
能
に
な
る
は
ず
で
す
。
特
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
に
つ
い
て



四
三

ゆ
る
し
と
は
何
か

̶ ̶46

語
る
際
に
、
指
導
者
は
、
ど
の
よ
う
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
提
供
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
を
明
確
に
自
覚
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
教
育
現

場
に
お
い
て
、
共
に
「
主
の
祈
り
」
が
唱
和
さ
れ
る
よ
う
な
場
面
が
形
成
さ

れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
第
三
者
の
目
で
観
察
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
学

習
者
が
「
祈
り
の
中
の
祈
り
」
を
知
ら
ず
に
卒
業
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る

と
す
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
に
携
わ
る
者
は
初
心
に
帰
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。「
ゆ
る
し
」
の
心
は
、
こ
の
祈
り
と
共
に
生
ま
れ
る
か
ら
で
す
。
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﹇ 

翻 

訳 

﹈ア
ガ
ペ
ー
と
は
何
か
（
4
）│（
7
）

ス
テ
フ
ェ
ン
・
G
・
ポ
ス
ト

（
佐
々
木 

勝
彦
訳
）

（
4
）

│
│ 

宗
教
的
養
育
と
し
て
の
隣
人
愛 

│
│

「
わ
れ
わ
れ
は
今
や
、《
愛
の
戒
め
の
最
初
の
部
分
》
の
、
人
道
主
義
者
に

よ
る
削
除
の
完
全
な
意
味 

│
│ 

そ
れ
は
、
人
間
と
そ
の
業
の
正
し
い
秩
序

づ
け
に
影
響
を
与
え
る
大
き
な
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
る 
│
│ 
を
目
の
当

た
り
に
し
て
い
る
」（
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ェ
ー
ラ
ー
）。

愛
が
隣
人
の
た
め
に
な
す
こ
と
と
は
何
か
。
ジ
ー
ン
・
ア
ウ
ト
カ
は
、
隣

人
愛
の
目
的
は
三
つ
あ
る
と
書
い
て
い
る
。
第
一
に
、
隣
人
は
「
神
関
係
」

へ
と
向
か
う
よ
う
に
励
ま
さ
れ
る
。
こ
こ
で
ア
ウ
ト
カ
は
、
宣
教
の
証
人
と

し
て
の
役
割
に
関
す
る
バ
ル
ト
の
強
調
に
言
及
し
て
い
る
。
第
二
に
、
隣
人

は
、
食
料
、
避
難
所
、
衣
服
な
ど
の
提
供
を
通
し
て
物
質
的
に
助
け
ら
れ
る
。

第
三
に
、
隣
人
の
自
由
は
尊
重
さ
れ
、
促
進
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
﹇1972, 

263
-67

﹈。
こ
れ
ら
の
三
つ
の
目
的
は
い
か
に
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
う
る

の
か
、
そ
れ
は
大
変
複
雑
な
問
題
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
ぞ
れ
が
、
隣
人

の
「
よ
く
生
き
る
こ
と
（w

ell -being

）」
に
積
極
的
に
貢
献
す
る
か
ら
で
あ

る
。
物
質
的
な
福
祉
（w

elfare

）
と
被
造
物
と
し
て
の
自
由
は
、「
神
関
係
」

よ
り
も
相
対
的
に
重
要
で
な
い
な
ど
と
い
う
こ
と
を
ま
っ
た
く
示
唆
せ
ず

に
、
わ
た
し
は
幾
人
か
の
人
び
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
次
の
よ
う
な
主

張
を
慎
重
に
吟
味
し
た
い
と
思
う
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
現
代
の
文
献
に
お
い

て
、
隣
人
愛
の
最
初
の
目
的
の
価
値
が
低
く
み
ら
れ
て
い
る
と
の
主
張
で
あ

る
。例
え
ば
ア
ウ
ト
カ
自
身
は
、「
神
と
の
関
係
に
お
け
る
自
覚
的
な
生
き
方
」

は
、「
ア
ガ
ペ
ー
を
こ
の
上
な
く
明
確
に
際
立
た
せ
る
も
の
」
と
し
て
こ
れ

ま
で
し
ば
し
ば
十
分
に
主
張
さ
れ
て
き
た
と
書
い
て
い
る
が
、
自
分
の
研
究
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に
お
い
て
は
こ
の
こ
と
を
強
調
し
て
い
な
い
﹇1972, 263

﹈。

要
す
る
に
、
以
下
の
議
論
は
、
隣
人
愛
の
現
代
的
理
解
に
漸
次
的
世
俗
化

が
み
ら
れ
る
の
で
、
何
ら
か
の
修
正
が
必
要
で
あ
る
と
の
命
題
に
焦
点
を
合

わ
せ
て
い
る
。
隣
人
愛
の
す
べ
て
の
次
元
の
回
復
が
、
今
日
、
こ
の
時
代
に

可
能
な
の
か
ど
う
か
、
そ
れ
は
不
確
か
で
あ
る 

│
│ 

隣
人
を
自
由
な
仕
方

で
神
と
の
交
わ
り
に
招
き
入
れ
る
こ
と
の
重
要
性
は
、
い
く
つ
か
の
新
し
い

「
神
の
モ
デ
ル
」
の
助
け
を
か
り
て
回
復
さ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
、
と
わ
た

し
は
示
唆
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
。ま
ず
世
俗
化
の
問
題
を
取
り
扱
い
、

次
に
わ
た
し
は
、
部
分
的
で
あ
る
が
い
く
つ
か
建
設
的
な
解
決
に
つ
い
て
論

ず
る
予
定
で
あ
る
。

宗
教
的
養
育
と
隣
人
愛
の
内
容

「
宗
教
的
養
育
（nurture

:

「
養
成
」「
教
育
」）」
と
い
う
言
葉
で
、
わ
た

し
は
、
自
分
を
、
隣
人
愛
へ
と
促
す
神
と
「
再
び
結
合
す
る
こ
と
」
を
表
現

し
よ
う
と
し
て
い
る
。「
宗
教
的
養
育
」
と
い
う
用
語
は
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ

ヌ
ス
の
思
想
の
《
カ
リ
タ
ス
》
の
伝
統
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
に
よ
っ

て
明
確
に
さ
れ
た
福
音
的
「
証
人
」
と
い
う
概
念
の
双
方
を
含
む
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
人
間
は
神
関
係
の
回
復
を
通
し
て
真
の
成
就
を
み
い

だ
す
と
い
う
中
心
点
を
確
言
す
る
預
言
者
や
あ
ら
ゆ
る
宗
教
的
伝
統
の
ユ
ダ

ヤ
的
遺
産
も
含
ん
で
い
る
。そ
れ
は
、ホ
リ
ス
・
ブ
ッ
シ
ュ
ネ
ル﹇1802

-1876

﹈

か
ら
借
用
し
た
用
語
で
あ
る 

│
│ 

わ
た
し
は
そ
れ
を
広
い
意
味
で
、
ま
た

ブ
ッ
シ
ュ
ネ
ル
の
い
か
な
る
特
徴
（1861

）
も
含
め
ず
に
用
い
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
。
こ
の
用
法
の
す
ぐ
れ
て
い
る
点
は
、
次
の
こ
と
に
あ
る
。
つ

ま
り
、
普
遍
性
の
そ
の
高
い
レ
ベ
ル
の
ゆ
え
に
、
福
音
主
義
、
カ
リ
タ
ス
な

ど
の
特
殊
な
意
味
に
関
す
る
論
争
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
あ

る
。ジ

ョ
ン
・
パ
ス
モ
ア
は
、
隣
人
愛
に
関
す
る
西
欧
の
よ
り
広
範
な
宗
教
的

見
解
を
次
の
よ
う
に
手
際
よ
く
要
約
し
て
い
る
。「
隣
人
愛
は
宣
教
的
愛
で

あ
る
。
隣
人
に
対
す
る
真
の
愛
の
本
質
は
、『
彼
ら
を
』
神
の
も
と
へ
連
れ

て
行
く
こ
と
」（1970, 90

） 

に
あ
る
。
こ
の
伝
統
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
は

宗
教
的
養
育
を
前
面
に
出
し
て
い
る
。
隣
人
愛
は
明
ら
か
に
、
愛
の
戒
め
の

前
半
部
、
つ
ま
り
、
心
を
尽
く
し
、
魂
を
尽
く
し
、
力
を
尽
く
し
て
神
を
愛

し
な
さ
い
と
い
う
戒
め
に
よ
っ
て
駆
り
立
て
ら
れ
る
。
イ
エ
ス
の
教
え
の
な

か
で
繰
り
返
さ
れ
る
あ
の
偉
大
な
ユ
ダ
ヤ
教
の
シ
ェ
マ（
申
命
記
六
・
四-

九
） 

は
、
他
者
を
自
分
自
身
の
よ
う
に
愛
し
な
さ
い
と
い
う
厳
密
に
形
式
的
な
規

定
の
た
め
の
も
っ
と
も
本
質
的
で
実
質
的
な
内
容
を
提
供
し
て
い
た
。
し
か

し
一
八
世
紀
に
な
る
と
そ
の
伝
統
的
見
解
は
変
わ
っ
て
行
っ
た
、
と
パ
ス
モ

ア
は
書
い
て
い
る
。
つ
ま
り
啓
蒙
思
想
家
た
ち
は「
熱
狂
主
義
」と
そ
の
諸
々

の
破
壊
的
結
果
に
疲
れ
て
し
ま
い
、「
教
会
の
人
び
と
で
さ
え
」
慈
愛

（benevolence
）
の
教
理
を
「
世
俗
的
レ
ベ
ル
」
で
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

パ
ス
モ
ア
が
結
論
づ
け
て
い
る
よ
う
に
、「
一
七
世
紀
の
道
徳
家
た
ち
に
と
っ
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て
人
間
の
第
一
の
義
務
は
神
に
向
け
ら
れ
て
い
た
が
、
一
八
世
紀
の
後
継
者

た
ち
に
と
っ
て
そ
れ
は
人
間
に
向
け
ら
れ
て
い
る
」（1970, 155

）。「
宣
教

的
愛
」
の
価
値
の
こ
の
相
対
的
な
切
り
下
げ
は
、理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
ぜ
な
ら
た
し
か
に
キ
リ
ス
ト
教
は
時
ど
き
至
福
に
満
ち
た
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を

強
調
し
た
が
、
人
間
の
自
由
も
物
質
的
福
祉
も
ほ
と
ん
ど
無
視
し
て
き
た
か

ら
で
あ
る
。
啓
蒙
主
義
以
前
の
時
代
の
宗
教
的
熱
狂
主
義
と
、
そ
れ
が
生
み

出
し
た
暴
力
に
対
す
る
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
攻
撃
に
対
し
、
ひ
と
は
だ
れ
で
も

容
易
に
同
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
考
え
て
い
た
解
決
と

は
哲
学
的
精
神
で
あ
り
、
そ
れ
は
徐
々
に
広
が
り
、
最
終
的
に
人
間
の
習
慣

を
馴
致
し
て
、「
病
」
の
発
生
を
食
い
止
め
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
わ

れ
わ
れ
は
、
小
作
農
た
ち
を
飢
え
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
手
に
入
れ
た
天
の
至

福
の
約
束
を
非
難
す
る
ル
タ
ー
に
従
う
人
び
と
に
も
味
方
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
よ
う
な
感
情
は
、
疑
い
も
な
く
隣
人
愛
の
世
俗
化
に
貢
献
し
た
。

す
な
わ
ち
、

対
照
的
に
、
慈
善
は
、
世
俗
的
レ
ベ
ル
に
お
い
て
鍵
と
な
る
徳
で
あ
る
と

い
う
こ
と
に
す
べ
て
の
ひ
と
が
同
意
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
そ
し
て
「
自

分
の
隣
人
を
愛
し
な
さ
い
」
と
の
聖
書
の
命
令
に
よ
り
、
寛
容
な
心
を
も
つ

キ
リ
ス
ト
者
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
理
神
論
者
や
世
俗
主
義
者
と
同
じ
で
あ

る
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た 

│
│ 

彼
ら
は
さ
し
あ
た
り
、
こ
れ
が
第
二
の

戒
め
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
忘
れ
て
い
た
（1970, 155

）。

た
し
か
に
、
隣
人
愛
の
世
俗
化
は
、
後
に
挑
戦
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

た 

│
│ 

お
そ
ら
く
も
っ
と
も
激
し
く
挑
戦
し
た
の
は
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
エ
ド

ワ
ー
ズ
で
あ
る 

│
│ 

が
、
隣
人
の
物
質
的
福
祉
が
、
愛
が
自
由
に
お
い
て

な
す
べ
き
こ
と
を
ま
す
ま
す
規
定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

振
り
子
が
こ
の
方
向
に
動
い
て
き
た
こ
と
を
、
嘆
き
悲
し
む
べ
き
で
は
な

い
。
な
ぜ
な
ら
あ
ら
ゆ
る
テ
ー
ゼ
は
、
そ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
を
呼
び
起
こ
す

か
ら
で
あ
る
。
自
由
も
、
物
質
的
福
祉
も
、
歴
史
的
に
は
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ

し
い
敬
意
を
受
け
て
こ
な
か
っ
た
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
、
イ
エ
ス
の
ひ

と
つ
の
譬
え
を
借
り
て
、
た
と
え
歪
曲
が
な
い
と
は
言
え
な
い
と
し
て
も
、

隣
人
愛
は
「
彼
ら
に
参
加
す
る
よ
う
に
強
い
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張

し
、
諸
々
の
自
然
的
必
要
性
に
ほ
と
ん
ど
卓
越
性
を
認
め
な
か
っ
た
。
オ
リ

ヴ
ァ
ー
・
O
・
ド
ノ
ヴ
ァ
ン
は
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
、
隣
人
愛
の
内
容
に
つ
い
て
詳
述
す
る
さ
い
に
、

隣
人
が
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
肉
体
や
魂
の
自
然
的
必
要
性
に
顕
著
な
卓
越
性

を
認
め
て
い
な
い
。
実
践
的
意
味
に
お
い
て
、
隣
人
愛
は
福
音
主
義
的
な
も

の
で
あ
る
。
彼
は
ひ
と
り
の
人
間
で
あ
り
、
人
び
と
は
彼
ら
の
祝
福
を
神
の

う
ち
に
み
い
だ
す
。
わ
れ
わ
れ
が
彼
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
永
続
的

に
重
要
な
唯
一
の
奉
仕
は
、
彼
を
あ
の
至
福
へ
と
導
く
こ
と
で
あ
る
（1980, 

112
）。
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真
の
自
己
愛
と
神
へ
の
愛
は
共
存
し
、
隣
人
愛
は
他
者
を
神
へ
と
高
め
る

と
い
う
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
命
題
の
回
復
が
た
と
え
ど
れ
ほ
ど
望
ま
れ
る

と
し
て
も
、
肉
体
と
魂
の
自
然
的
必
要
性
は
、
カ
リ
タ
ス
が
提
供
す
る
よ
り

も
さ
ら
に
真
剣
に
考
慮
す
る
価
値
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
他
方
で
、
食
べ

物
、
飲
み
物
、
避
難
所
、
衣
服
、
そ
し
て
健
康
を
あ
ま
り
に
真
剣
に
考
え
過

ぎ
て
、「
永
続
的
に
重
要
な
奉
仕
」
が
引
き
波
に
さ
ら
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
う
る
。
そ
し
て
当
然
、
隣
人
愛
の
世
俗
化
に
反
対
す
る
知
的
反
動
が

現
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

「
そ
の
律
法
の
後
半
部
は
、
も
し
も
前
半
部
が
削
除
さ
れ
る
な
ら
ば
、
妄

想
で
あ
り
、
い
か
さ
ま
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」（Fairchild 1968, 

111

に
引
用
さ
れ
て
い
る
）
と
T
・
S
・
エ
リ
オ
ッ
ト
は
書
い
た
。
こ
の
言

葉
は
議
論
を
呼
び
、
激
し
く
非
難
さ
れ
て
い
る
。
エ
リ
オ
ッ
ト
は
、
お
び
た

だ
し
い
数
の
詩
の
中
で
、
隣
人
愛
と
世
俗
化
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る 

│
│ 

彼
の
本
当
に
有
名
な
詞
、C

horuses From
 “T

he R
ock ”

も
含
め
て
。

我
ら
は
如
何
に
し
て
隣
人
を
愛
し
う
る
の
か
？　

…
…

汝
、
隅
の
親
石
を
適
切
に
据
え
た
り
し
か
？　

汝
、
そ
れ
を
忘
れ
た
り
し

か
？人

と
人
と
の
緊
密
な
関
係
に
つ
い
て
語
れ
ど
も
、
人
と
神
の
関
係
に
つ
い

て
は
語
ら
ず
（1936, 112

）。

エ
リ
オ
ッ
ト
は
、
神
を
愛
し
な
さ
い
と
い
う
戒
め
が
隣
人
愛
の
戒
め
の
必

要
条
件
で
あ
る
こ
と
を
首
尾
一
貫
し
て
主
張
し
た
。
後
者
は
、
そ
の
権
威
と

内
容
を
前
者
か
ら
引
き
出
す
の
で
あ
り
、
前
者
が
な
け
れ
ば
、
後
者
は
宗
教

的
命
令
で
は
な
く
、
倫
理
的
命
令
に
す
ぎ
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。「
神
中
心

的
博
愛
（charity

）」
と
「
人
間
中
心
的
博
愛
」
を
比
較
し
て
、
エ
リ
オ
ッ

ト
は
前
者
を
擁
護
す
る
。

エ
リ
オ
ッ
ト
の
同
情
・
同
感
（sym

pathy

）
は
、
彼
の
神
秘
主
義
的
傾

向
と
、「
感
傷
主
義
的
人
道
主
義
」
お
よ
び
「
世
俗
化
さ
れ
た
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
テ
ィ
ズ
ム
」
に
対
す
る
彼
の
疑
念
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
彼
の
詩

は
、「
道
徳
的
洞
察
力
に
と
っ
て
あ
ま
り
に
明
る
す
ぎ
る
」
天
上
の
「
光
」

に
対
す
る
感
動
の
言
葉
に
満
ち
て
い
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
こ
の
地
上
の
世
界

を
、「
不
毛
で
空
疎
な
も
の
」、
人
間
が
「
苦
悩
し
つ
つ
神
に
向
か
っ
て
」
呻

く
と
こ
ろ
と
み
な
し
た
（1936, 118

）。
幸
せ
は
「
あ
れ
こ
れ
と
駆
り
立
て

ら
れ
る
仕
方
で
」
た
だ
上
へ
と
向
か
う
幻
か
ら
や
っ
て
く
る
。
人
間
の
人
格

性
は
神
と
の
交
わ
り
と
、
ま
た
こ
の
交
わ
り
に
与
る
他
者
と
の
交
わ
り
の
な

か
で
の
み
成
就
さ
れ
う
る
。
こ
の
よ
う
に
、
隣
人
を
愛
す
る
こ
と
は
、
隣
人

が
上
昇
す
る
た
め
に
へ
り
く
だ
る
こ
と
で
あ
る
。

エ
リ
オ
ッ
ト
が
極
端
な
反
動
の
役
割
を
演
じ
、
物
質
的
福
祉
よ
り
も
隣
人

の
宗
教
的
義
務
に
関
心
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
彼
の
考
え
方
は
重
要
な
調
整
案
を
提
示
し
て
い
る
。そ
し
て
彼
は
、た
っ

た
ひ
と
り
で
論
争
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
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も
う
ひ
と
り
の
英
国
国
教
会
員
で
あ
る
ケ
ネ
ス
・
E
・
カ
ー
ク
は
一
九
二

八
年
の
『
パ
ン
プ
ト
ン
講
義
』
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

さ
ら
に
ま
た
、次
の
こ
と
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
種
々

の
理
由
で
、
キ
リ
ス
ト
教
は
そ
の
憲
章
と
も
い
う
べ
き
こ
の
基
本
的
超
自
然

主
義
を
し
ば
し
ば
忘
れ
、
他
の
諸
々
の
道
徳
的
体
系
の
な
か
の
ひ
と
つ
の
体

系
と
し
て
提
示
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
入
れ
、
宗
教
的
要
素
を
、
そ
の
倫
理
的

図
式
に
塗
ら
れ
た
単
な
る
情
動
的
色
彩
に
変
え
て
し
ま
っ
た
（1932, x

）。

カ
ー
ク
は
、
自
分
た
ち
の
諸
々
の
倫
理
体
系
を
「
人
間
の
友
愛
（brother-

hood

）」
に
基
づ
い
て
打
ち
立
て
る
「
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
の
近
代
の
解
釈
者

た
ち
」
に
疑
念
を
抱
い
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
彼
ら
は
依
然
と
し
て
「
神
を
み

る
こ
と
（the vision of G

od

）」
に
疑
い
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
彼

は
ほ
と
ん
ど
将
来
を
楽
観
的
に
み
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、今
日
、《
最
高
善
》

と
い
う
宗
教
的
教
理
を
真
剣
に
受
け
と
め
る
ひ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な
い
か

ら
で
あ
る
。「
世
俗
的
職
業
に
縛
り
つ
け
ら
れ
た
、
神
秘
的
で
な
い
平
凡
な

男
女
の
大
多
数
に
と
っ
て
、
理
想
と
は
、
退
屈
で
あ
る
と
同
時
に
実
現
不
可

能
な
も
の
で
は
な
い
の
か
？
」（1932, 2

）。
た
と
え
ど
れ
ほ
ど
悲
観
主
義
が

求
め
ら
れ
、
叫
ば
れ
よ
う
と
も
、
カ
ー
ク
は
次
の
こ
と
を
力
説
す
る
。
つ
ま

り
「
自
分
自
身
の
心
の
愚
か
さ
と
隣
人
の
諸
々
の
必
要
性
の
双
方
に
対
す
る

洞
察
を
獲
得
す
る
た
め
に
」（1932, 445

）、
歴
史
的
キ
リ
ス
ト
教
は
、
神
に

目
を
向
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
続
け
て
き
た
。
も
し
も
隣

人
が
、
至
福
を
与
え
る
幻
に
引
き
込
ま
れ
う
る
な
ら
、
彼
あ
る
い
は
彼
女
の

真
の
幸
せ
は
か
な
え
ら
れ
、
次
に
隣
人
は
「
す
べ
て
を
神
の
う
ち
に 

│
│ 

神
の
目
を
も
つ
か
の
よ
う
に 

│
│ 《
永
遠
の
相
の
も
と
に
》」（1932, 446

） 

み
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
エ
リ
オ
ッ
ト
と
同
じ
く
カ
ー
ク
は
、
隣

人
は
、
神
関
係
に
あ
ま
り
力
点
を
置
か
ず
に
適
切
に
遇
さ
れ
う
る
と
い
う
一

般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
仮
定
に
う
ろ
た
え
た
。
こ
の
嘆
き
に
は
た
し

か
に
あ
る
知
恵
が
含
ま
れ
て
い
る
。

反
世
俗
主
義
的
立
場
を
と
る
論
客
の
こ
の
リ
ス
ト
を
拡
大
す
る
こ
と
は
可

能
で
あ
る
が
、
最
終
的
に
わ
た
し
は
だ
れ
よ
り
も
激
し
い
人
物
、
マ
ッ
ク
ス
・

シ
ェ
ー
ラ
ー
を
取
り
上
げ
た
い
と
思
う
。一
九
一
七
年
に
な
さ
れ
た
講
演『
キ

リ
ス
ト
教
的
愛
と
二
十
世
紀
』
の
中
で
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
は
、
キ
リ
ス
ト
教
倫

理
の
「
破
産
」
に
対
す
る
憤
り
を
表
現
し
た
。
特
に
彼
は
、「
愛
の
戒
め
」

を
「
幸
福-

道
徳
と
い
う
ミ
ル
ク
と
水
」（﹇1921

﹈ 1960, 363

）
に
薄
め
る

傾
向
に
対
し
て
警
告
を
発
し
た
。
近
代
の
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
は
「
啓
蒙

主
義
の
時
代
に
特
別
な
力
を
も
っ
て
」（﹇1921

﹈ 1960, 367

）
神
へ
の
愛
に

反
対
し
た
。
こ
の
点
に
言
及
し
て
い
る
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
文
章
を
そ
の
ま
ま
引

用
し
て
お
こ
う
。

新
し
い
「
ひ
と
の
愛
」（
こ
の
場
合
、「
男
の
愛
」
の
み
）
と
い
う
こ
と
に

よ
り
主
に
思
い
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
も
は
や
、
彼
の
目
に
み
え
ぬ
精
神
、



六

̶ ̶131

彼
の
魂
、
彼
の
救
い
、
│
│ 

こ
れ
ら
は
、
す
べ
て
の
神
の
子
た
ち
の
救
い
に

連
帯
的
に
﹇
著
者
注
：
た
と
え
奇
妙
で
あ
れ
、「
連
帯
的
に
（solidarily

）」

と
い
う
語
は
英
訳
者
が
用
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
﹈ 

含
ま
れ
、
彼
の
完
全
と

幸
福
の
条
件
と
し
て
は
付
随
的
な
位
置
を
占
め
る
彼
の
身
体
的
福
祉
も
こ
こ

に
含
ま
れ
て
い
る 
│
│ 

で
は
な
い
。
…
…　

そ
れ
は
外
的
現
象
と
し
て
の

人
間
を
、
つ
ま
り
彼
の
肉
体
的
感
覚
的
幸
福
を
心
に
描
い
て
い
る
。
そ
し
て

そ
れ
は
ま
す
ま
す
こ
の
幸
福
を
、
真
の
精
神
的
財
の
客
観
的
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー

か
ら
切
り
離
し
て
心
に
描
い
て
い
る
。
…
…　

否
！
今
や
愛
は
、ひ
と
や
諸
々

の
社
会
集
団
の
福
祉
と
肉
体
的
感
覚
的
満
足
を
促
進
す
る
手
段
と
し
て
、
間

接
的
に
の
み
価
値
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
キ
リ
ス
ト
教
的
見

解
に
お
い
て
さ
え
、
わ
れ
わ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
と
き
に
わ
れ
わ
れ
の
社
会
福
祉

を
、
公
衆
衛
生
や
そ
の
他
の
点
で
、
経
済
的
に
、
社
会
的
に
促
進
さ
せ
よ
う

と
す
べ
き
で
あ
る
。
…
…　

し
か
し
結
局
わ
れ
わ
れ
は
、
ひ
と
の
《
霊
的
》

人
格
の
た
め
に
福
祉
を
増
進
す
べ
き
な
の
で
あ
る
（﹇1921

﹈ 1960, 367
）。

人
間
の
精
神
的
様
相
（aspect

）
を
見
落
と
す
自
己
の
哲
学
は
、
必
然
的
に

隣
人
に
お
け
る
神
と
の
交
わ
り
の
養
育
を
軽
視
す
る
結
果
に
陥
っ
た
。「《
愛

の
戒
め
の
最
初
の
部
分
》
の
人
道
主
義
的
削
除
」
は
、
隣
人
愛
の
完
全
な
内

容
を
覆
い
隠
す
と
い
う
結
果
を
招
い
た
。
そ
し
て
こ
の
展
開
は
、「
神
に
対

す
る
一
種
の
抑
圧
さ
れ
た
憎
悪
、
神
と
そ
の
秩
序
に
対
す
る
自
覚
的
反
乱
」

（﹇1921

﹈ 1960, 368

）
に
到
達
す
る
。
隣
人
愛
の
世
俗
化
の
中
で
、
わ
れ
わ

れ
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
心
に
お
け
る
中
心
的
、
指
導
的
、
目
的
措
定
的
な

諸
力
の
衰
退
」（﹇1921

﹈ 1960, 311

）
の
目
撃
者
と
な
っ
て
い
る
、と
シ
ェ
ー

ラ
ー
は
論
じ
た
。

本
質
的
に
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
は
、
隣
人
愛
は
「
人
の
精
神
的
中
核
」（﹇1910

﹈ 

1961, 108

）
に
向
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
彼
の
有
名
な
諸

価
値
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
に
よ
る
と
、「
聖
」
や
神
と
の
結
合
の
よ
う
な
精
神

的
諸
価
値
は
、
肉
体
的
感
覚
的
諸
価
値
、
福
祉
、
そ
し
て
倫
理
的
諸
価
値
よ

り
も
高
い
位
置
に
あ
る
。
隣
人
愛
は
、
他
者
を
あ
る
が
ま
ま
に
受
け
入
れ
る

こ
と
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、「
運
動
、
つ
ま
り

す
で
に
与
え
ら
れ
、そ
し
て
存
在
し
て
い
る
諸
価
値
よ
り
も
さ
ら
に
「
高
い
」

潜
在
的
諸
価
値
へ
と
向
か
う
意
図
」（﹇1913

﹈ 1945, 154

）
を
要
求
す
る
か

ら
で
あ
る
。
隣
人
愛
は
、最
愛
の
ひ
と
を
高
め
よ
う
と
す
る
「
創
造
的
な
力
」

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
隣
人
愛
は
、
あ
る
レ
ベ
ル
で
他
者
の
「
所
与
性
」
を
受

け
入
れ
、
そ
の
愛
の
継
続
の
ひ
と
つ
の
条
件
と
し
て
「
汝
、
こ
の
よ
う
に
な

る
べ
し
」
と
要
求
す
る
こ
と
は
な
い
（﹇1913

﹈ 1945, 159

）。
ア
ル
フ
ォ
ン

ス
・
デ
ー
ケ
ン
ス
は
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
思
想
に
つ
い
て
こ
う
書
い
て
い
る
。

愛
は
、
ま
ず
第
一
に
他
の
人
格
を
「
変
え
る
こ
と
」
に
関
心
を
も
つ
教
育

学
的
技
術
で
は
な
い
。
ひ
と
は
他
者
を
あ
る
が
ま
ま
に
愛
す
る
。
し
か
し
こ

れ
は
、
愛
が
、
他
の
人
格
の
う
ち
に
す
で
に
実
現
さ
れ
て
い
る
諸
価
値
に
対

す
る
単
な
る
応
答
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
こ
れ
は
、
愛
か
ら
、
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ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
創
造
的
な
運
動
と
い
う
本
質
的
性
格
を
奪
っ
て
し
ま
う
で

あ
ろ
う
（1974, 189

）。

し
た
が
っ
て
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
思
想
に
お
い
て
は
、
あ
る
が
ま
ま
の
姿
の
隣
人

と
あ
る
べ
き
姿
の
隣
人
の
間
に
弁
証
法
的
関
係
が
存
在
す
る
。
隣
人
は
、
無

条
件
に
愛
さ
れ
る
一
方
で
、
真
の
成
就
へ
と
至
る
よ
り
高
い
精
神
的
諸
価
値

を
実
現
す
る
方
向
へ
と
促
さ
れ
る
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
と
パ
ス
カ
ル
の
諸

概
念
に
導
か
れ
つ
つ
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
は
、
隣
人
愛
の
近
代
的
諸
概
念
は
次
の

本
質
的
な
点
を
忘
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
。
つ
ま
り
そ

れ
は
、
自
分
に
と
っ
て
も
他
者
に
と
っ
て
も
、「
わ
れ
わ
れ
の
心
は
、
あ
な

た
の
う
ち
に
休
ら
ぐ
ま
で
落
ち
着
き
ま
せ
ん
」（﹇1957

﹈ 1973, 114

）
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
エ
リ
オ
ッ
ト
や
カ
ー
ク
と
同
じ
よ
う
に
、
彼
は
隣
人
愛
の

再
精
神
化
を
捜
し
求
め
て
い
る
。

あ
る
人
び
と
に
と
っ
て
は
た
し
か
に
、
隣
人
愛
の
も
っ
と
も
本
質
的
な
内

容
と
し
て
神
関
係
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
努
力
は
、
逆
行
的
に
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
仕
方
で
神
へ
の
愛
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
す
べ

て
、
隣
人
の
注
意
を
彼
や
彼
女
の
物
質
的
福
祉
か
ら
そ
ら
し
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
グ
ス
タ
ヴ
ォ
・
グ
テ
ィ
エ
レ
ス
は
、
隣
人
愛
の
真
の
霊

性
は
「
解
放
の
霊
性
」
で
あ
る
と
論
じ
た
。
神
と
の
わ
れ
わ
れ
の
出
会
い
は
、

「
人
び
と
と
の
わ
れ
わ
れ
の
出
会
い
の
中
で
起
こ
る
、
特
に
彼
ら
の
人
間
と

し
て
の
諸
々
の
特
徴
が
、
抑
圧
、
略
奪
、
そ
し
て
疎
外
に
よ
っ
て
傷
つ
け
ら

れ
、
醜
く
く
さ
れ
て
き
た
人
び
と
と
の
出
会
い
の
中
で
起
こ
る
」（1973, 

202

）。
た
し
か
に
グ
テ
ィ
エ
レ
ス
が
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
、
物
質
的
福
祉

を
無
視
す
る
隣
人
愛
は
、
不
十
分
で
あ
る
。
預
言
書
の
も
っ
と
も
荒
削
り
な

読
み
方
で
さ
え
、
隣
人
を
物
質
的
・
社
会
的
抑
圧
か
ら
解
放
す
る
愛
が
、
ユ

ダ
ヤ-

キ
リ
ス
ト
教
的
遺
産
の
な
か
で
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
指
摘
し
て

い
る
。
し
か
も
こ
の
分
析
の
最
後
の
と
こ
ろ
で
論
ず
る
よ
う
に
、
旧
約
聖
書

の
預
言
者
た
ち
は
神
関
係
に
も
ひ
と
し
く
関
心
を
も
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
強

く
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
、
最
近
、
預
言
者
た
ち
の
使
命
の
内
容
は
幾
分
薄
め

ら
れ
、
単
純
化
さ
れ
て
い
る
。

カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
れ
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
あ
れ
、
H
・
リ
チ
ャ
ー
ド
・

ニ
ー
バ
ー
の
言
葉
に
よ
る
と
、
リ
ベ
ラ
ル
な
宗
教
は
「
ま
す
ま
す
世
俗
的
に

な
る
、
あ
る
い
は
も
っ
と
正
確
に
言
う
と
、
神
と
人
間
の
間
の
、
現
在
と
、

到
来
し
つ
つ
あ
る
神
の
国
の
間
の
、
破
れ
た
関
係
に
関
す
る
感
覚
を
失
う
傾

向
を
も
っ
て
い
る
」（1973, 194

）。
お
そ
ら
く
人
間
本
性
に
関
す
る
現
代
の

諸
々
の
モ
デ
ル
は
、隣
人
愛
の
完
全
な
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

宗
教
思
想
に
関
す
る
諸
々
の
専
門
用
語
と
概
念
が
現
代
の
社
会
的-

政
治
的

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
枠
組
み
の
中
に
押
し
込
め
ら
れ
る
と
き
、
そ
の
完
全
な
内

容
は
た
し
か
に
理
解
さ
れ
な
く
な
る
。
ま
た
、
神
に
関
す
る
意
味
の
あ
る
観

念
が
地
平
線
の
下
に
沈
み
込
ん
で
し
ま
い
、
そ
の
結
果
、
隣
人
は
も
は
や
、

自
分
が
神
関
係
の
回
復
を
通
し
て
な
る
べ
き
姿
を
み
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
も
ア
ガ
ペ
ー
の
際
立
つ
内
容
が
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
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し
く
公
平
に
取
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
成
熟
し
た
預
言
者

的
伝
統
が
回
復
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

│
│ 

神
を
、
愛
す
る
価
値
の
あ

る
も
の
と
す
る
神
の
概
念
と
同
様
に
。
何
と
か
し
て
、
隣
人
が
神
か
ら
逃
亡

す
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
剥
奪
が
意
識
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、

「
地
獄
の
す
べ
て
の
苦
し
み
の
な
か
で
最
悪
な
の
は
、
火
で
も
悪
臭
で
も
な

く
、
神
を
み
る
至
福
が
永
遠
に
奪
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
」（1973, 

153

）
と
ジ
ョ
セ
フ
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
が
書
い
た
と
お
り
で
あ
る
。

預
言
者
の
隣
人
愛
と
苦
し
む
神

こ
こ
で
、
預
言
者
に
つ
い
て
よ
く
考
え
て
み
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
隣
人
愛
に
関
す
る
最
近
の
文
献
に
お
い
て
、
物
質
的
福
祉
と
自
由
が

強
調
さ
れ
、
そ
の
際
に
こ
の
特
定
の
伝
承
が
き
わ
め
て
頻
繁
に
引
用
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
預
言
者
の
根
本
的
目
標
と
は
何
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
は
、「
預
言
者
の
根
本
的
目
標
は
神

と
人
間
を
和
解
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
」（1962, 1

:
xv

）
と
書
い
て
い
る
。

預
言
者
は
、
シ
ェ
マ
と
一
致
す
る
仕
方
で
、
隣
人
の
あ
ら
ゆ
る
内
的
資
質
を

含
む
神
へ
の
無
条
件
の
愛
を
強
調
し
た
。
こ
こ
に
は
、
次
の
よ
う
な
意
味
は

ま
っ
た
く
含
ま
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
他
者
を
愛
す
る
こ
と
に
よ

り
、
神
へ
の
愛
が
消
耗
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
う
る
こ
と
を
、
預
言
者
が

認
め
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
神
は
直
接
、
神
御
自
身
の
た
め
に
愛
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ヘ
ッ
シ
ェ
ル
は
わ
れ
わ
れ
に
エ
レ
ミ
ヤ
二
・
一
九
の
聖
句
を
思
い
起
こ
さ

せ
る
。
そ
れ
は
、「
あ
な
た
の
神
で
あ
る
主
を
捨
て
た
こ
と
が
、い
か
に
悪
く
、

苦
い
こ
と
で
あ
る
か
を
味
わ
い
知
る
が
よ
い
と
、
万
軍
の
主
な
る
神
は
言
わ

れ
る
」（1962, 1

:
19

） 

と
語
っ
て
い
る
。
預
言
者
は
す
べ
て
、「
神
と
人
間

の
諸
関
係
」
を
論
じ
て
お
り
、「
神
か
ら
の
逃
亡
と
神
へ
の
回
帰
は
、
人
間

存
在
の
解
決
し
え
な
い
部
分
で
あ
る
」（1962, 1

:
23

）。
預
言
者
の
根
本

的
経
験
は
、「
神
の
感
情
と
の
連
帯
（fellow

ship

）、神
の
パ
ト
ス
と
の
共
感
、

神
の
意
識
と
の
交
わ
り
」
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
預
言
者
は
他
者
に
「
そ
の

使
信
の
パ
ト
ス
を
分
け
与
え
」（1962, 1

:
26

） 

よ
う
と
す
る
。
辛
抱
強
い

苦
し
み
の
な
か
で
再
結
合
を
切
望
す
る
神
は
、
神
へ
と
方
向
転
換
す
る
者
に

祝
福
と
喜
び
を
約
束
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
預
言
者
の
目
的
は
、人
び
と
を
」

逃
亡
の
な
か
で
神
に
応
答
し
つ
つ
「
悔
い
改
め
さ
せ
、
人
間
の
内
面
を
改
心

さ
せ
、
献
身
と
愛
を
よ
み
が
え
ら
せ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
神
と
和
解
さ
せ
る
こ

と
で
あ
る
」（1962, 2

:
92

）。
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
は
、
民
の
身
体
的
福
祉
に
対

す
る
預
言
者
の
関
心
を
雄
弁
に
強
調
し
た
が
、
隣
人
愛
の
本
質
的
目
的
は
神

と
人
間
の
関
係
の
回
復
で
あ
る
こ
と
を
力
説
し
て
い
る
。
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
サ

ン
ド
メ
ル
が
注
目
し
て
い
る
よ
う
に
、
イ
エ
ス
は
預
言
者
た
ち
の
宗
教
を
共

有
し
て
お
り
、
ひ
と
は
パ
ン
だ
け
で
生
き
る
も
の
で
は
な
い
と
宣
言
す
る
と

き
、
イ
エ
ス
は
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
の
命
題
を
例
証
し
て
い
る
（1978, 393

）。

契
約
の
特
定
の
諸
律
法
が
、
社
会
の
攻
撃
さ
れ
や
す
い
メ
ン
バ
ー
に
対
す
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る
特
別
な
関
心
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
今
や
た
し
か
な
こ
と
で
あ
る
。
寡

婦
、
孤
児
、
貧
者
は
、
正
義
を
実
践
す
る
愛
の
な
か
で
配
慮
さ
れ
る
べ
き
存

在
で
あ
る
。
五
十
年
目
に
は
、
実
際
に
ヨ
ベ
ル
の
年
が
宣
言
さ
れ
た
。
そ
し

て
こ
の
よ
う
な
助
け
を
必
要
と
し
て
い
る
人
び
と
に
対
す
る
神
の
愛
な
い
し

憐
れ
み
は
こ
の
上
な
く
重
要
で
あ
る
。
シ
ャ
フ
ェ
ツ
・
カ
イ
ム
は
そ
の
古
典

的
著
書A

havath C
hesed

﹇
愛
と
慈
し
み
﹈
の
中
で
、
詩
篇
一
三
六
の
「
す

べ
て
肉
な
る
も
の
に
糧
を
与
え
る
方
に
感
謝
せ
よ
。慈
し
み
は
と
こ
し
え
に
」

（﹇1929

﹈ 1976, 21

） 

と
い
う
句
に
注
目
し
て
い
る
。 

し
か
し
な
が
ら
預
言

者
の
伝
統
の
こ
の
部
分
は
、
そ
の
全
体
で
は
な
い
。

神
関
係
を
ユ
ダ
ヤ
教
に
お
け
る
隣
人
愛
の
内
容
に
と
っ
て
基
本
的
な
も
の

と
し
て
単
に
強
調
す
る
だ
け
で
は
、
宗
教
倫
理
に
お
け
る
世
俗
化
の
問
題
を

決
し
て
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
カ
リ
タ
ス
の
よ
う
な
預
言
者
の
伝
統

は
、
最
近
の
諸
々
の
還
元
主
義
に
対
す
る
い
わ
ば
注
目
す
べ
き
対
旋
律
で
あ

る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
諸
伝
統
の
喪
失
を
嘆
き
悲
し
む
こ
と 

│
│ 

そ
し

て
そ
れ
ら
は
た
し
か
に
完
全
に
失
わ
れ
て
い
な
い 

│
│ 
は
、
宗
教
的
養

育 

│
│ 

こ
れ
は
再
び
強
調
さ
れ
、
そ
し
て
公
平
に
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る

と
わ
た
し
は
考
え
て
い
る 

│
│ 

に
ま
っ
た
く
貢
献
し
な
い
。
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
、

エ
リ
オ
ッ
ト
、
カ
ー
ク
、
そ
し
て
シ
ェ
ー
ラ
ー
は
、
次
の
点
で
全
員
兄
弟
の

関
係
に
あ
る
。
つ
ま
り
彼
ら
の
精
神
的
諸
伝
統
は
大
部
分
「
忘
れ
ら
れ
た
真

理
」（Sm

ith, 1976

）
で
あ
り
、
彼
ら
は
隣
人
に
上
を
見
る
よ
う
に
促
し
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
の
思
想
に
は
、
苦
し
む
神
と
い
う
未
来

の
た
め
の
豊
か
な
内
容
を
提
供
す
る
ひ
と
つ
の
主
題
が
み
ら
れ
る
。
そ
し
て

こ
こ
で
、
宗
教
倫
理
学
者
の
課
題
と
哲
学
的
神
学
者
の
課
題
は
収
斂
す
る
。

本
当
に
、
隣
人
が
神
を
必
要
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
し
て
倫
理
学
者
が
こ
れ

を
真
剣
に
受
け
と
め
る
な
ら
ば
、
神
は
、
愛
と
礼
拝
の
価
値
あ
る
対
象
と
し

て
提
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
哲
学
的
文
献
の
中
で
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

ハ
ー
ツ
ー
ホ
ー
ン
は
、
神
観
念
を
、「
高
い
倫
理
的
か
つ
文
化
的
レ
ベ
ル
に

お
い
て
崇
敬
の
念
と
崇
拝
の
念
を
表
現
し
、
ま
た
高
め
る
力
」（1941, 1

） 

と
定
式
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
倫
理
学
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
。
本
当
に
人

間
の
愛
を
必
要
と
す
る
神
と
い
う
彼
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
よ
り
、
隣
人
は
、
共

感
に
よ
っ
て
、
上
を
見
る
よ
う
に
鼓
舞
さ
れ
、
そ
し
て
事
実
、
彼
ま
た
は
彼

女
が
存
在
論
的
に
神
に
向
か
っ
て
構
造
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
す
る
よ

う
に
励
ま
さ
れ
る
。
隣
人
が
こ
の
基
本
的
必
要
性
に
つ
い
て
ど
れ
ほ
ど
無
知

で
あ
ろ
う
と
も
、
苦
悶
す
る
神
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
愛
情
に
満
ち
た
応
答
、

神
の
た
め
の
神
へ
の
愛
を
燃
え
立
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る 

│
│ 

こ
の
応
答

に
よ
り
、
自
己
は
最
終
的
に
、
神
と
の
交
わ
り
が
、
最
高
秩
序
で
あ
る
相
互

善
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
よ
う
に
導
か
れ
る
。

ト
マ
ス
・
ア
ク
イ
ナ
ス
や
モ
ー
ゼ
ス
・
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
よ
う
な
古
典
的

有
神
論
者
た
ち
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
よ
う
に
、
創
造
に
対
す
る
神
的
関

心
を
否
定
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か 

し
な
が
ら
、
彼
ら
は
、
神
が
被
造

物
の
わ
が
ま
ま
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
、苦
し
め
ら
れ
う
る
こ
と
を
否
定
し
た
。

人
間
の
愛
情
の
必
要
性
を
越
え
た
こ
の
よ
う
な
神
は
、「
共
感
の
宗
教
」
を
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ほ
と
ん
ど
惹
き
起
こ
す
こ
と
が
で
き
な
い 

│
│ 

こ
の
共
感
の
宗
教
に
お
い

て
被
造
物
は
、
彼
あ
る
い
は
彼
女
自
身
の
成
就
が
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
徐
々

に
達
成
さ
れ
る
こ
と
を
発
見
し
つ
つ
、
神
の
苦
し
み
に
応
答
す
る
。
隣
人
愛

の
適
切
な
理
論
は
、
神
の
愛
は
必
要
性
の
ゆ
え
に
相
互
性
を
探
し
求
め
る
と

主
張
す
る
こ
と
に
よ
り
、
神
の
な
か
に
苦
し
み
を
組
み
入
れ
る
こ
と
を
要
求

す
る
。
神
に
対
す
る
被
造
物
の
関
係
は
「
現
実
的
で
あ
る
」
が
、
世
界
に
対

す
る
神
の
逆
の
関
係
は
意
図
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
古
典
的
有
神
論

的
原
理
は
、即
座
に
却
下
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
古
典
的
見
解
は
、

神
は
交
換
を
求
め
る
が
、
神
の
自
己
実
現
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
そ
う
す
る
の

で
は
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
で
あ
ろ
う
。
カ
ー
ク
は
こ
の
古
典
的
抽
象
化
を

次
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
神
は
あ
る
神
秘
的
な
仕
方
で
、

│
│ 

神
は
礼
拝
も
奉
仕
も
必
要
と
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず 
│
│ 

そ
れ
ら

が
自
由
に
さ
さ
げ
ら
れ
る
と
き
は
、
両
者
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
し
、
事

実
、
楽
し
む
」（1932, 445

） 

と
。

ヘ
ッ
シ
ェ
ル
は
、
自
己
充
足
的
存
在
と
し
て
の
神
、「
何
も
必
要
と
し
な

い
神
」、友
人
を
必
要
と
せ
ず
、友
人
を
も
た
な
い
神
と
い
う
古
典
的
見
解
は
、

聖
書
宗
教
か
ら
受
け
取
っ
た
知
恵
で
は
な
く
、
ギ
リ
シ
ア
の
形
而
上
学
か
ら

受
け
取
っ
た
知
恵
で
あ
る
、
と
論
じ
て
い
る
（1962, 2

:
14

）。
彼
は
、
追

放
の
痛
み
と
再
会
の
喜
び
を
感
ず
る
神
を
優
先
さ
せ
、
聖
書
の
神
は
こ
れ
ら

の
特
質
を
示
し
て
い
る
と
主
張
す
る
。
特
に
、
彼
は
、
理
性
を
ま
っ
た
く
善

き
も
の
と
し
て
捉
え
、
感
情
を
単
な
る
じ
ゃ
ま
物
と
み
な
す
古
典
的
二
元
論

を
退
け
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
二
元
論
は
、神
か
ら
、預
言
者
が
応
答
す
る
諸
々

の
愛
情
（affections

）
を
奪
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

現
代
人
を
神
に
向
か
わ
せ
よ
う
と
す
る
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
の
努
力
の
深
み
は
、

次
の
よ
う
に
問
う
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ブ
ー
バ
ー
の
思
想
の
う
ち
に
美
し
く
鳴
り

響
い
て
い
る
。

あ
な
た
は
い
つ
も
心
の
な
か
で
、
自
分
が
何
よ
り
も
神
を
必
要
と
し
て
い

る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
あ
な
た
は
、
神
が
あ
な
た
を
必
要
と
し
て

い
る
こ
と
、
神
の
十
全
な
る
永
遠
性
の
な
か
で
あ
な
た
を
必
要
と
し
て
い
る

こ
と
を
知
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
も
し
も
神
が
ひ
と
を
必
要
と
し
な
か
っ

た
な
ら
ば
、
も
し
も
神
が
あ
な
た
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
ひ
と
は

ど
の
よ
う
に
し
て
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に

し
て
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
（﹇1923

﹈ 1958, 82

）。

ブ
ー
バ
ー
は
、「
燔
祭
﹇
焼
い
た
い
け
に
え
﹈
の
香
り
を
切
望
し
た
」
神

に
つ
い
て
書
い
て
い
る
。
こ
の
神
に
と
っ
て
人
間
と
い
う
被
造
物
は
「
神
の

慰
み
」
で
は
な
く
、む
し
ろ
「
神
の
運
命
」（﹇1923

﹈ 1958, 82
-83

）
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
次
の
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
意
識
の
あ
る
レ
ベ
ル
で

隣
人
は
神
へ
の
熱
望
を
知
っ
て
お
り
、
神
は
本
質
的
な
レ
ベ
ル
で
人
間
の
愛

を
必
要
と
し
て
い
る 

│
│ 

二
つ
の
熱
望
は
こ
の
よ
う
に
相
互
的
で
あ
る
。

そ
こ
で
わ
た
し
は
、
隣
人
の
た
め
に
愛
が
欲
す
る
も
の
の
一
部
と
し
て
の
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神
関
係
の
回
復
は
、
神
の
苦
し
み
と
い
う
土
壌
に
根
差
し
て
い
る
に
ち
が
い

な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
お
き
た
い
（K

oyam
a 1974

を
参
照
）。
世
俗
的
営

み
に
心
を
奪
わ
れ
て
い
る
隣
人
に
神
を
愛
す
る
よ
う
に
説
得
す
る
こ
と
、
特

に
、
神
と
人
間
の
出
会
い
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
な
い
、
感
情
を
も
た
な
い
神

を
、ま
ず
第
一
に
愛
す
る
よ
う
に
説
き
伏
せ
る
こ
と
は
決
し
て
容
易
で
な
い
。

神
の
パ
ト
ス
に
対
す
る
共
感
的
応
答
と
い
う
概
念
は
、
隣
人
を
ア
パ
シ
ー
か

ら
、
そ
れ
な
し
に
は
他
の
す
べ
て
の
出
会
い
が
混
乱
を
き
た
す
出
会
い
の
方

向
へ
と
強
く
動
か
す
力
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
神
と
の
共
感
的
連
帯
は
、
隣
人

に
と
っ
て
純
粋
な
利
得
と
な
り
う
る
。
多
く
の
場
合
、こ
の
連
帯
に
よ
っ
て
、

物
質
的
財 

│
│ 

こ
れ
ら
は
明
ら
か
に
生
命
に
と
っ
て
ど
れ
ほ
ど
重
要
で
あ

れ 

│
│ 

の
提
供
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
よ
り
も
、
は
る
か
に
多
く
の
こ

と
が
隣
人
に
も
た
ら
さ
れ
る
。

愛
の
戒
め
に
関
す
る
回
想

イ
エ
ス
は
申
命
記
六
・
四-

五
と
レ
ビ
記
一
九
・
一
八
を
ひ
と
つ
に
結
び
合

わ
せ
、そ
し
て
強
調
し
た
。「
心
を
尽
く
し
、魂
を
尽
く
し
、力
を
尽
く
し
て
」

神
を
愛
し
な
さ
い
と
の
戒
め
が
、「
自
分
自
身
を
愛
す
る
よ
う
に
隣
人
を
愛

し
な
さ
い
」
と
の
命
令
と
並
置
さ
れ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
よ
り
広
範
な

伝
統
は
、
イ
エ
ス
と
預
言
者
た
ち
に
従
っ
て
、
第
二
の
戒
め
の
な
か
に
第
一

の
戒
め
を
浸
透
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
シ
ェ
マ
は
、
隣
人
愛
が
な
す
べ
き
こ
と

を
大
き
く
限
定
し
よ
う
と
し
て
、
い
わ
ば
滴
り
落
ち
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に

隣
人
愛
は
、
最
愛
の
人
と
神
と
の
「
再
結
合
」
を
創
造
的
に
探
し
求
め
る
、

上
に
向
か
う
運
動
を
含
ん
で
い
た
。

た
だ
し
啓
蒙
主
義
が
現
れ
る
と
、
隣
人
愛
の
こ
の
垂
直
的
内
容
は
失
わ
れ

て
し
ま
っ
た
。
カ
ン
ト
と
ミ
ル
は
二
人
と
も
、
神
学
的
重
心
を
厳
密
に
合
理

的
な
も
の
に
置
き
換
え
て
し
ま
う
倫
理
学
的
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
、
隣
人
を

自
分
自
身
の
よ
う
に
愛
し
な
さ
い
と
の
ユ
ダ
ヤ-

キ
リ
ス
ト
教
的
戒
め
を
自

由
に
引
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
啓
蒙
主
義
以
後
の
道
徳
哲
学
の
影
響
を
強

く
受
け
た
実
に
多
く
の
神
学
的
倫
理
学
者
た
ち
は
、
隣
人
愛
を
厳
密
に
水
平

軸
に
基
づ
い
て
取
り
扱
う
こ
と
を
選
ん
だ
。
こ
の
よ
う
に
し
て
ジ
ョ
ゼ
フ
・

フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
（1966

）
に
と
っ
て
隣
人
愛
の
内
容
は
、
ミ
ル
の
功
利
主
義

の
快
楽
主
義
的
計
算
と
な
り
、
ア
ウ
ト
カ
の
「
同
等
配
慮
」
の
理
論
は 

│
│ 

少
な
く
と
も
そ
の
強
調
点
は 

│
│
、
カ
ン
ト
の
道
に
沿
っ
て
動
い
て

い
る
（1972, 8

）。

隣
人
を
自
分
自
身
の
よ
う
に
愛
す
る
こ
と
、「
あ
な
た
が
他
者
に
対
し
、

あ
な
た
に
向
か
っ
て
行
わ
せ
た
い
よ
う
に
、他
者
に
対
し
て
行
う
」
こ
と
は
、

黄
金
律
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
宗
教
的
主
旨
は
周
辺
に
追
い
や
ら
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
宗
教
的
倫
理
学
の
よ
り
広
範
な
伝
統
に
お
け
る
問
い
は
、
神

は
隣
人
の
た
め
に
何
を
望
ん
で
お
ら
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

答
え
の
ひ
と
つ
の
主
要
な
部
分
は
、
神
は
、
神
と
人
間
の
関
係
が
回
復
さ
れ

る
こ
と
を
望
ん
で
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
回
復
は
隣
人
の
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善
の
た
め
で
あ
る 

│
│ 

そ
し
て
神
に
対
し
て
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
、も
っ

と
も
永
続
的
な
奉
仕
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
回
復
は
自
由
の
な
か
で
、
ま

た
隣
人
の
、
考
え
ら
れ
る
自
然
的
必
要
と
共
に
企
て
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
結
局
、
そ
の
宗
教
的
枠
組
み
の
な
か
に
お
け
る
隣
人
愛 

│
│ 

そ
し
て
こ
こ
で
わ
た
し
は
ユ
ダ
ヤ-

キ
リ
ス
ト
教
の
こ
と
だ
け
を
念
頭
に
お

い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い 
│
│ 

は
、
魂
を
引
き
あ
げ
る
に
ち
が
い
な
い
。

西
欧
の
宗
教-

倫
理
的
思
想
の
歴
史
に
お
い
て
も
っ
と
も
影
響
力
の
あ
っ
た

聖
書
の
言
葉
の
ひ
と
つ
を
、
見
失
わ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。
そ
れ
は
、「
心

の
清
い
人
々
は
、
幸
い
で
あ
る
。
そ
の
人
た
ち
は
神
を
見
る
」（
マ
タ
イ
五
・

八
）
と
い
う
聖
句
で
あ
る
。

（
5
）

│
│ 

ア
ガ
ペ
ー
、
物
語
、
そ
し
て
救
済
史 

│
│

「
本
質
的
に
社
会
的
存
在
と
し
て
、
ひ
と
は
共
同
体
の
う
ち
に
生
き
、
そ

し
て
彼
の
文
明
を
有
機
的
に
統
合
す
る
す
べ
て
の
も
の
の
た
め
に
、
彼
の
共

同
体
に
依
存
し
て
い
る
」（
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
ロ
イ
ス
、『
キ
リ
ス
ト
教
の
問
題
』）。

キ
リ
ス
ト
教
の
愛
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
書
く
神
学
者
た
ち
は
、
こ
れ

ま
で
あ
ま
り
に
頻
繁
に
、
啓
蒙
主
義
以
後
の
道
徳
哲
学
の
術
語
が
彼
ら
の
ア

ガ
ペ
ー
理
解
を
規
定
し
て
い
る
事
態
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
き
た
。
ア
ガ

ペ
ー
は
、
そ
の
形
式
と
内
容
に
関
し
、
カ
ン
ト
派
の
人
格
尊
重
や
功
利
性
の

原
理
と
い
っ
た
哲
学
的
諸
規
範
の
光
に
照
ら
し
て
記
述
さ
れ
う
る
と
い
う
こ

と
が
、
誤
っ
て
仮
定
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
展
開
さ
れ
る
命
題
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ア
ガ
ペ
ー
の
諸
々
の
解
釈
が
、
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体

の
生
活
の
な
か
で
育
ま
れ
て
き
た
聖
書
の
物
語
か
ら
離
れ
る
と
、
ア
ガ
ペ
ー

は
抽
象
的
な
も
の
に
変
え
ら
れ
て
行
く
。
啓
蒙
主
義
以
後
の
方
法
の
基
準
と

術
語 

│
│ 

こ
れ
は
、
伝
統
と
物
語
の
双
方
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
「
純
粋
」

理
性
の
助
け
に
よ
っ
て
の
み
、
洞
察
が
可
能
に
な
る
と
い
う
確
信
と
共
に
始

ま
る
│
│ 

に
よ
っ
て
だ
ま
さ
れ
る
必
要
は
な
い
、
と
警
告
し
た
の
は
ア
ラ

ス
デ
ア
・
マ
ッ
キ
ン
タ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
（M

acIntyre 1988

）。
こ
の
警
告

は
ア
ガ
ペ
ー
に
関
す
る
現
代
の
諸
理
論
に
も
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ア

ガ
ペ
ー
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
理
解
は
、
そ
れ
が
そ
の
物
語
か
ら
分
離
さ
れ

る
と
き
、
何
ら
か
の
概
念
的
明
晰
性
を
獲
得
す
る
と
い
う
仮
定
に
は
、
何
の

根
拠
も
な
い
。

わ
た
し
は
こ
こ
で
こ
れ
と
ち
が
っ
た
仕
方
で
、
ア
ガ
ペ
ー
の
基
本
的
か
つ

本
質
的
場
は
信
仰
者
た
ち
の
共
同
体
の
う
ち
に
、
つ
ま
り
コ
イ
ノ
ニ
ア
の
な

か
に
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
み
た
い
。
な
ぜ
な
ら
こ
れ
が
、
キ
リ
ス
ト
教
的
愛

を
維
持
す
る
の
に
必
要
な
諸
々
の
物
語
つ
ま
り
基
礎
の
存
在
す
る
場
で
あ

り
、
焦
点
だ
か
ら
で
あ
る
。
物
語
の
基
盤
が
な
く
、
信
仰
の
民
が
い
な
け
れ

ば
、
ア
ガ
ペ
ー
は
必
然
的
に
不
安
定
に
な
り
、
最
終
的
に
侵
食
さ
れ
て
し
ま
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う
。ア
ガ
ペ
ー
は
、「
教
会
と
呼
ば
れ
る
特
定
の
民
の
内
に
具
現
さ
れ
て
い
る
」

（H
auerw

as 1987, 179

）
諸
々
の
物
語
、
説
教
、
そ
し
て
象
徴
に
よ
っ
て
、

幾
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
霊
感
を
与
え
ら
れ
、
保
持
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
し
、

啓
蒙
主
義
と
啓
蒙
主
義
以
後
の
倫
理
学
の
異
質
な
世
界
観
に
お
い
て
は
、
こ

の
ア
ガ
ペ
ー
は
た
だ
滅
び
て
し
ま
う
だ
け
で
あ
る
。
ア
ガ
ペ
ー
が
そ
の
動
機

づ
け
お
よ
び
源
泉
を
み
い
だ
す
の
は
、
啓
蒙
主
義
以
後
の
時
代
の
抽
象
的
諸

原
理
か
ら
で
は
な
い
。で
は
、ア
ガ
ペ
ー
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
抽
象
化
に
従
っ

て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、「
行
為-

義
務
論
」
や
「
行
為-

功
利
主
義
」

と
ア
ガ
ペ
ー
を
関
連
づ
け
て
も
、
ほ
と
ん
ど
何
も
得
ら
れ
な
い
。
い
ず
れ
に

せ
よ
キ
リ
ス
ト
教
的
愛
は
抽
象
概
念
で
は
な
い
。
そ
れ
は
む
し
ろ
、
物
語
ら

れ
る
伝
承
を
形
成
す
る
人
び
と
の
間
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
生
き
方
で
あ
る
。

こ
の
重
心
か
ら
注
意
を
そ
ら
す
こ
と
は
、
ア
ガ
ペ
ー
を
ゆ
っ
く
り
腐
敗
す
る

よ
う
に
運
命
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
以
下
の
議
論
は
、
ア
ガ
ペ
ー
を
次
の
よ
う
な
ひ
と
つ
の
道
徳

的
原
理
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
に
関
心
を
も
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば
ア
ガ
ペ
ー
が
直
ち
に
消
え
失
せ
て

し
ま
う
ア
ガ
ペ
ー
の
諸
々
の
物
語
的-

共
同
体
的
基
盤
を
奪
い
取
ら
れ
た
道

徳
的
原
理
で
あ
る
。
わ
た
し
は
ま
た
、
コ
イ
ノ
ニ
ア
の
な
か
で
表
現
さ
れ
る

よ
う
な
ア
ガ
ペ
ー
の
相
互
的
な
い
し
互
恵
的
理
想
を
過
少
評
価
す
る
、
こ
れ

と
関
連
す
る
問
題
も
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
ら
の
命
題
を
支
持
す
る
こ
と
は
、

啓
蒙
主
義
以
後
に
な
さ
れ
た
伝
統
の
放
棄
を
疑
い
、
伝
統
の
「
足
か
せ
」
か

ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
ま
た
よ
い
こ
と
で
あ
る
と
す
る
そ
の

仮
定
を
疑
う
こ
と
で
あ
る
。
ア
ガ
ペ
ー
は
決
し
て
、「
理
性
的
な
ひ
と
で
あ

れ
ば
だ
れ
で
あ
れ
」
受
容
可
能
な
原
理
、
す
な
わ
ち
「
啓
蒙
さ
れ
た
精
神
の

持
ち
主
」
す
べ
て
に
受
容
可
能
な
原
理
と
考
え
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ア
ガ

ペ
ー
の
生
を
維
持
す
る
の
は
特
定
の
人
び
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
ひ
と
つ
の
制
限
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
議
論
は
、
ア
ガ
ペ
ー
を
支

え
る
種
々
の
物
語
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
理
解
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
意
図

し
て
い
な
い 

│
│ 

こ
れ
は
明
ら
か
に
次
の
段
階
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
。

む
し
ろ
そ
の
意
図
は
、
プ
ロ
レ
ゴ
メ
ナ
の
形
式
に
お
け
る
方
法
論
的
修
正
を

試
み
る
こ
と
に
あ
る
。

賢
者
の
石
を
回
避
す
る
こ
と
に
つ
い
て

マ
ッ
キ
ン
タ
イ
ヤ
ー
の
著
作
の
お
か
げ
で
、
わ
た
し
は
、
ア
ガ
ペ
ー
を
分

析
的
賢
者
の
石
と
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
い
か
な
る
努
力
も
、
ア
ガ
ペ
ー
を

沈
め
る
結
果
に
終
っ
て
し
ま
う
と
確
信
し
て
い
る
。
諸
々
の
抽
象
と
い
う
海

に
と
ら
え
ら
れ
る
と
、
ア
ガ
ペ
ー
は
ア
ノ
ミ
ー
に
苦
し
む
。
ア
ガ
ペ
ー
か
ら

義
務
論
や
功
利
主
義
の
た
め
の
婉
曲
的
語
句
を
作
り
出
そ
う
と
す
る
試
み

は
、
ア
ガ
ペ
ー
か
ら
そ
の
諸
々
の
本
質
的
自
己
同
一
的
特
徴
を
奪
っ
て
し
ま

う
。
故
ポ
ー
ル
・
ラ
ム
ゼ
イ
は
こ
の
歪
曲
に
反
対
し
て
、
こ
う
警
告
し
て
い

る
。
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キ
リ
ス
ト
教
倫
理
学
に
お
け
る
、
確
固
た
る
「
契
約
」
の
愛
つ
ま
り
ア
ガ

ペ
ー
の
概
念
は
、
明
ら
か
に
礼
典
と
、
聖
書
の
物
語
全
体
に
よ
っ
て
持
続
的

に
養
育
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
ア
ガ
ペ
ー
は
そ
の
意
味

を
失
い
、
単
な
る
ひ
と
つ
の
「
概
念
」
に
な
っ
て
し
ま
う
（G

uroian 1987, 

53

に
引
用
さ
れ
て
い
る
）。

ア
ガ
ペ
ー
が
何
で
あ
る
の
か
を
自
由
な
仕
方
で
わ
れ
わ
れ
に
語
っ
て
く
れ

る
の
は
、
ア
ガ
ペ
ー
の
た
め
の
モ
デ
ル
と
そ
れ
に
つ
い
て
の
物
語
で
あ
り
、

こ
の
理
解
は
主
と
し
て
優
し
い
愛
情
の
（affective

）
経
験
に
根
拠
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
ア
ガ
ペ
ー
を
抽
象
的
な
術
語
で
「
定
義
」
し
よ
う
と
す
る
や
い

な
や
、
特
に
用
い
ら
れ
て
い
る
そ
の
術
語
が
キ
リ
ス
ト
教
の
物
語
に
無
縁
な

も
の
で
あ
れ
ば
、
歪
曲
が
生
じ
て
く
る
。
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
と
い
う
文
脈

に
お
い
て
さ
え
、
ア
ガ
ペ
ー
は
、
象
徴
、
物
語
、
そ
し
て
隠
喩
を
通
し
て
そ

の
概
略
が
理
解
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
中
世
の
神
秘
主
義
者
た
ち
は
、
愛
は

言
語
を
超
え
て
い
る
と
仮
定
し
、
あ
え
て
直
喩
の
助
け
を
借
り
て
そ
れ
に
つ

い
て
書
こ
う
と
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。「
愛
は
香
り
に
満
ち
た
部
屋
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
」
と
ア
ヴ
ィ
ラ
の
聖
テ
レ
ジ
ア
は
記
し
た
。
ア
ガ
ペ
ー
を

啓
蒙
主
義
以
後
の
道
徳
と
哲
学
の
「
概
念
」
と
し
て
簡
単
に
説
明
し
よ
う
と

す
る
試
み
は
ま
ず
い
発
想
で
あ
り
、
傲
慢
で
さ
え
あ
る
。
も
し
も
「
神
は
愛

で
あ
り
」、
わ
れ
わ
れ
は
「
否
定
の
道
」
を
通
っ
て
神
に
近
づ
く
の
だ
と
す

れ
ば
、
愛
に
対
し
て
も
お
そ
ら
く
同
じ
よ
う
に
慎
重
に
近
づ
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
分
析
的
道
徳
哲
学
者
の
観
点
か
ら
み
る
と
、
物
語
と
、
言
語
を

絶
し
た
経
験
に
お
け
る
ア
ガ
ペ
ー
の
表
現
は
そ
の
妥
当
性
を
損
ね
て
し
ま

う
。
例
え
ば
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ラ
ン
ケ
ナ
は
「
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
に
お
け

る
愛
と
原
則
」
と
い
う
小
論
の
中
で
、
無
批
判
に
こ
う
仮
定
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
彼
の
啓
蒙
主
義
以
後
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
術
語
は
よ
り
高
次
な
批
判

的
標
準
的
語
句
と
し
て
役
立
っ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
み
る
と
、
愛
と
い
う
主

題
に
関
す
る
神
学
的
著
作
は
不
明
瞭
で
あ
る
、と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

彼
は
こ
う
書
き
始
め
る
。

キ
リ
ス
ト
教
倫
理
の
文
献
を
読
む
哲
学
者
は
、
特
に
も
し
も
彼
が
最
近
の

哲
学
的
倫
理
学
の
文
献
に
没
頭
し
て
い
る
な
ら
ば
、
き
っ
と
打
ち
の
め
さ
れ

て
し
ま
う
に
ち
が
い
な
い
。
つ
ま
り
そ
こ
で
議
論
さ
れ
て
い
る
話
題
と
な
さ

れ
て
い
る
主
張
に
よ
っ
て
だ
け
で
な
く
、
注
意
深
い
定
義
、
明
確
な
言
明
、

あ
る
い
は
説
得
力
の
あ
る
厳
密
な
論
拠
が
あ
ま
り
な
い
と
い
う
事
実
に
よ
っ

て
、
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
う
に
ち
が
い
な
い
（1976, 74

）。

神
学
的
倫
理
学
に
対
す
る
こ
れ
よ
り
も
鋭
く
冷
淡
な
告
発
を
み
い
だ
す
こ

と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
批
判
に
答
え
て
、
キ

リ
ス
ト
教
倫
理
学
者
た
ち
は
彼
ら
の
言
語
を
明
確
に
し
、
現
代
の
道
徳
哲
学

の
境
界
内
に
留
ま
ろ
う
と
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
境
界
線
が



一
五

ア
ガ
ペ
ー
と
は
何
か
（
4
）│（
7
）

̶ ̶122

受
容
さ
れ
る
や
い
な
や
、
ア
ガ
ペ
ー
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
ア
ガ
ペ
ー
の

生
命
は
物
語
と
伝
統
に
依
拠
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
代
わ
り
、
フ
ラ
ン
ケ
ナ

や
他
の
人
び
と
に
よ
っ
て
造
り
出
さ
れ
た
術
語
は
、
神
学
的
倫
理
学
者
た
ち

に
よ
っ
て
真
剣
に
受
け
と
め
ら
れ
た 

│
│ 

そ
れ
は
、｢

純
粋
な
行
為-

ア
ガ

ピ
ズ
ム｣
「
純
粋
な
規
範-

ア
ガ
ピ
ズ
ム
」「
修
正
さ
れ
た
規
範-

ア
ガ
ピ
ズ
ム
」

と
い
っ
た
用
語
で
あ
る
。

ア
ガ
ペ
ー
は
、
そ
の
弁
別
性
と
そ
の
力
の
土
台
を
侵
食
す
る
異
質
な
諸
々

の
伝
統
と
術
語
と
の
連
携
を
疑
問
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ジ
ョ
ゼ
フ
・

フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
が
ア
ガ
ペ
ー
を
、
キ
リ
ス
ト
教
の
物
語
お
よ
び
共
同
体
と
何

の
関
係
も
な
い
行
為-

功
利
主
義
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
、
そ
し
て
思
想
の

そ
の
他
の
諸
傾
向
と
結
び
つ
け
た
と
き
（1966

）、
彼
は
ア
ガ
ペ
ー
の
諸
々

の
本
質
的
特
徴
を
曖
昧
に
し
て
し
ま
っ
た
。
ご
く
最
近
、
ロ
ビ
ン
・
W
・
ロ

ヴ
ァ
ン
は
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
の
物
語
に
基
づ
く
倫
理
を
、「
規
範-

目
的
論
」「
行

為-

目
的
論
」
な
ど
の
観
点
か
ら
批
判
的
に
評
価
し
た
（1984, 27

）。
し
か

し
な
が
ら
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
の
諸
規
範
を
、
入
手
可
能
な
哲
学
的
諸
範
疇
と

関
連
づ
け
よ
う
と
す
る
こ
の
よ
う
な
諸
々
の
試
み
が
、
聖
な
る
枠
組
み
と
俗

な
る
枠
組
み
の
対
話
に
ど
れ
ほ
ど
勇
気
を
与
え
よ
う
と
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て

得
ら
れ
る
利
益
は
、
失
わ
れ
た
も
の
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
て
し
ま
う 

│
│ 

ア
ガ
ペ
ー
は
そ
の
特
有
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
文
脈
を
奪
わ
れ
、
ホ
ー
ム

レ
ス
と
な
っ
て
放
浪
す
る
。
現
代
の
哲
学
的
倫
理
学
と
の
橋
渡
し
が
お
そ
ら

く
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
は
、
神
学
的
領
域
に
と
っ
て
異
質
な
諸
範
疇
が
重
心

と
な
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
条
件
の
下
で
の
話
で
あ
る
。

も
し
も
啓
蒙
主
義
以
後
の
道
徳
哲
学
の
概
念
が
実
際
に
ア
ガ
ペ
ー
の
意
味

に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
ら
、
現
代
に
お
い
て
宗
教
的
物
語
は
ま
っ

た
く
必
要
が
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
以
前
に
ア
ガ
ペ
ー
を
、
フ
ラ
ン
ケ
ナ
の

示
唆
す
る
種
々
の
範
疇
と
関
連
づ
け
よ
う
と
し
た
ラ
ム
ゼ
イ
は
、
こ
の
緊
張

関
係
を
明
確
に
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち「
も
し
も
ア
ガ
ペ
ー
が
、

慈
愛
、
あ
る
い
は
同
等
配
慮
、
あ
る
い
は
普
遍
化
可
能
性
の
原
理
を
意
味
す

る
に
す
ぎ
な
い
と
す
れ
ば
、
現
代
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
ど
ん
な
時
代
に
お

い
て
も
、
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
る
が
ゆ
え
に
困
難
を
引
き
受
け
る
特
別
な
理
由

は
、
わ
た
し
に
は
み
つ
か
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」（G

uroian 1987, 52

に
引
用

さ
れ
て
い
る
）。
ア
ガ
ペ
ー
は
、
そ
れ
自
身
の
伝
統
的
基
礎
づ
け
の
光
に
照

ら
し
て
の
み
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
代
の
哲
学
的
諸
概
念
が
ア
ガ

ペ
ー
の
領
域
を
包
括
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
示
唆
す
る
こ
と
は
、
コ
イ
ノ
ニ

ア
と
伝
統
を
通
じ
て
の
伝
道
と
い
う
使
命
を
余
分
な
も
の
と
す
る
こ
と
で
あ

る
。わ

た
し
が
主
張
し
て
い
る
の
は
、
ア
ガ
ペ
ー
は
、
幾
世
紀
に
も
わ
た
っ
て

物
語
と
社
会
的
文
脈
の
中
で
維
持
さ
れ
て
き
た
繊
細
な
生
態
系
と
類
似
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
啓
蒙
主
義
と
そ
れ
以
後
の
傾
向 

│
│ 

特
定
の

共
同
体
の
も
つ
諸
々
の
偏
愛
を
超
越
す
る
「
純
粋
」
理
性
の
名
に
お
い
て
、

す
べ
て
の
伝
統
に
と
っ
て
代
わ
ろ
う
と
す
る
傾
向 

│
│ 

は
、
そ
こ
に
お
い

て
ア
ガ
ペ
ー
が
意
味
を
も
ち
う
る
公
開
討
論
の
場
を
簡
単
に
提
供
す
る
こ
と
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が
で
き
な
い
。
こ
の
討
論
会
は
ま
ず
物
語
を
見
下
し
、（
啓
蒙
主
義
は
そ
れ

自
身
の
諸
々
の
物
語
を
も
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
）｢

合
理
的
な
最
初
の
諸
原

理
」
の
み
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
主
張
す
る
。

ア
ガ
ペ
ー
と
救
済
史

ア
ガ
ペ
ー
は
教
会
の
物
語
と
諸
伝
承
に
依
拠
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
愛
の

物
語
が
あ
り
、
世
代
か
ら
世
代
へ
と
伝
え
ら
れ
て
行
く
。
事
実
、
ア
ガ
ペ
ー

は
、
キ
リ
ス
ト
者
を
非
キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
か
ら
区
別
し
、
キ
リ
ス
ト
者
を

異
な
る
民
と
す
る
。
ア
ガ
ペ
ー
は
、
こ
の
本
質
的
社
会
的
場
を
も
つ
が
ゆ
え

に
、
普
遍
的
愛
や
一
般
的
慈
愛
と
い
う
い
か
な
る
広
い
概
念
と
も
異
な
る
。

カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
は
こ
の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
。
つ
ま
り
「
も
し
も

キ
リ
ス
ト
教
的
隣
人
愛
の
概
念
を
根
本
的
に
弱
め
て
、
混
乱
さ
せ
る
こ
と
が

な
け
れ
ば
、
そ
れ
を
原
則
と
し
て
普
遍
的
人
間
愛
に
拡
大
し
て
も
、
何
の
問

題
も
な
い
」（B

arth 1958, 807

）。
ア
ガ
ペ
ー
が
救
済
史
に
関
連
づ
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
、
と
バ
ル
ト
は
強
く
主
張

し
て
い
る 

│
│ 

救
済
史
と
は
、「
洗
礼
の
し
る
し
」
の
下
に
生
き
て
い
る
人

び
と
を
包
括
す
る
歴
史
で
あ
る
。
愛
さ
れ
る
べ
き
隣
人
は
「
常
に
、
救
済
史

の
文
脈
の
な
か
で
わ
た
し
と
出
会
い
、
わ
た
し
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
同
胞
で

あ
る
」（B

arth 1958, 808

）。

「
愛
の
親
し
い
関
係
（circle

）
は
密
閉
さ
れ
て
」
い
な
い
、
と
バ
ル
ト
は

述
べ
て
い
る
。
物
語
ら
れ
る
信
仰
者
の
共
同
体
は
、
そ
れ
が
持
続
的
に
拡
大

さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
す
べ
て
の
ひ
と
に
開
か
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
親
し
い
関
係
は
条
件
つ
き
で
の

み
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
そ
の
外
側
に
い
る
人
び
と

が
「
そ
の
ド
ア
が
開
か
れ
る
よ
う
に
」
喜
ん
で
「
ノ
ッ
ク
す
る
」
と
い
う
条

件
で
あ
る
。
バ
ル
ト
は
、
ア
ガ
ペ
ー
の
抱
擁
力
に
関
す
る
こ
れ
ら
の
条
件
つ

き
の
諸
々
の
抑
制
を
極
め
て
真
剣
に
受
け
と
め
て
い
る
。
つ
ま
り
「
最
初
、

そ
れ
は
耳
障
り
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
旧
約
聖
書
も
新
約
聖
書
も

人
間
に
対
す
る
愛
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
語
っ
て
い
な
い
こ
と
に
、
し
た
が
っ

て
す
べ
て
の
ひ
と
に
対
す
る
愛
に
つ
い
て
、
人
類
に
対
す
る
普
遍
的
愛
に
つ

い
て
語
っ
て
い
な
い
こ
と
に
、
わ
れ
わ
れ
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

（1958, 802

）。
ア
ガ
ペ
ー
は
無
条
件
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
最
初
、
そ
れ
は

普
遍
的
に
広
が
っ
て
行
く
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
結
局
そ
れ

は
、
受
け
取
り
手
が
心
の
変
化
を
経
験
す
る
こ
と
を
要
求
す
る 

│
│ 

そ
れ

は
、
救
済
史
の
な
か
で
ア
ガ
ペ
ー
を
維
持
す
る
諸
々
の
物
語
と
共
同
体
に
根

ざ
す
回
心
で
あ
る
。
信
ず
る
共
同
体
が
希
望
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
親
し
い

関
係
が
「
壊
さ
れ
ず
に
」、
す
べ
て
の
人
び
と
を
包
含
す
る
と
き
が
く
る
こ

と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
終
末
論
的
幻
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
な
ら
ば
、
い
ず
れ
に
せ
よ
ア
ガ
ペ
ー
は
、
カ
ン
ト

の
目
的
の
普
遍
的
王
国
と
も
、
ま
た
す
べ
て
の
人
び
と
の
た
め
の
最
大
の
普

遍
的
幸
福
と
い
う
功
利
主
義
の
原
理
と
も
ほ
と
ん
ど
関
係
が
な
い
。
カ
ン
ト
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と
ミ
ル
は
二
人
と
も
彼
ら
の
道
徳
理
論
を
、「
あ
な
た
の
隣
人
を
自
分
の
よ

う
に
愛
し
な
さ
い
」
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
の
愛
の
戒
め
と
関
連
づ
け
た
が
、

ど
ち
ら
も
そ
の
範
囲
を
限
定
す
る
ア
ガ
ペ
ー
の
諸
々
の
条
件
と
特
徴
を
高
く

評
価
し
な
か
っ
た
。
物
語
と
、
教
会
と
世
界
の
緊
張
関
係
を
忘
れ
た
あ
の
神

学
者
た
ち
だ
け
が
、
こ
の
よ
う
な
楽
観
的
で
見
当
違
い
の
解
釈
を
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ア
ガ
ペ
ー
が
自
由
主
義
的
普
遍
主
義
か
ら
分
離
さ
れ
る

な
ら
ば
、
ア
ガ
ペ
ー
の
た
め
に
何
も
の
か
が
獲
得
さ
れ
る
。
信
仰
と
共
同
体

と
し
て
の
実
体
と
い
う
条
件
に
基
づ
く
あ
る
程
度
の
排
他
性
を
欠
く
な
ら

ば
、
ア
ガ
ペ
ー
は
、
そ
れ
が
そ
の
排
他
性
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
深
み

に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
ア
ガ
ペ
ー
は
、
人
び
と
が
望
む

な
ら
、
堕
落
し
た
世
界
か
ら
彼
ら
を
引
き
あ
げ
る
。
ア
ガ
ペ
ー
は
、
あ
な
た

が
望
む
な
ら
、
地
上
そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
も
地
の
塩
で
あ
る
。
忠
誠
は
、

友
愛
と
同
様
に
、
ア
ガ
ペ
ー
に
解
き
難
く
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
信
仰
者

と
潜
在
的
信
仰
者
の
最
初
の
出
会
い
の
時
を
除
い
て
、
ア
ガ
ペ
ー
は
本
質
的

に
、
見
知
ら
ぬ
人
び
と
の
間
の
諸
関
係
と
何
の
関
係
も
な
い
。
ベ
ル
ジ
ャ
エ

フ
と
他
の
キ
リ
ス
ト
教
人
格
主
義
者
た
ち
が
主
張
し
た
よ
う
に
、
ア
ガ
ペ
ー

は
人
格
的
な
も
の
で
あ
り
、
も
は
や
「
人
間
実
存
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
今

や
、
神
の
下
に
お
い
て
特
別
な
関
係
に
あ
る
兄
弟
姉
妹
で
あ
る
人
び
と
を
、

時
間
を
超
え
て
結
び
つ
け
る
深
み
を
も
つ
。
ア
ガ
ペ
ー
の
領
域
は
、「
同
等

配
慮
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
見
知
ら
ぬ
人
び
と
の
間
の
非
人
格
的
な
も
の

で
あ
る
と
示
唆
す
る
こ
と
は
、
ア
ガ
ペ
ー
を
、
人
格
に
対
す
る
無
条
件
の
尊

敬
と
い
う
啓
蒙
主
義
の
理
想
と
混
同
す
る
こ
と
で
あ
る
。

キ
リ
ス
ト
教
倫
理
が
す
べ
て
の
人
び
と
を
神
の
子
と
み
な
す
こ
と
は
た
し

か
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
ア
ナ
バ
プ
テ
ス
ト
の
追
放 

│
│ 

共
同
体
か
ら
の

除
名 

│
│ 

と
い
う
文
脈
に
お
い
て
さ
え
、
彼
ら
自
身
の
選
択
に
よ
っ
て
現

実
に
ア
ガ
ペ
ー
の
サ
ー
ク
ル
か
ら
追
い
だ
さ
れ
る
人
び
と
は
、
な
お
名
誉
を

守
ら
れ
、
尊
敬
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
ア
ナ
バ
プ
テ
ス
ト
の
信
仰
告
白
が
明
確

に
語
っ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
（Forell 1966, 187

）。
し
か
し
人
格
に
対

す
る
こ
の
尊
敬
、
つ
ま
り
こ
の
「
同
等
配
慮
」
は
、
人
間
は
悪
事
を
働
か
な

い
と
い
う
こ
と
と
、
人
間
の
尊
厳
に
対
す
る
感
覚
に
基
づ
い
て
い
る 

│
│ 

し
た
が
っ
て
そ
れ
は
、
ア
ガ
ペ
ー
の
人
格
的
領
域
と
ま
っ
た
く
別
の
も
の
で

あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
的
愛
の
目
標
は
、
常
に
、
見
知
ら
ぬ
ひ
と
を
物
語
と
共

同
体
の
交
わ
り
へ
と
連
れ
て
行
く
こ
と
で
あ
る
が
、
共
同
体
を
教
化
す
る
こ

と
に
失
敗
し
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
そ
れ
を
無
条
件
に
拡
大
し
て
は
な
ら

な
い
。

救
済
史
の
共
同
体
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
的
徳
と
そ
の
共
同
体
の
外
側
の

徳
の
違
い
を
捉
え
た
神
学
者
の
ひ
と
り
は
、
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
エ
ド
ワ
ー
ズ
で

あ
っ
た
。
彼
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
道
徳
的
義
務
の
明
確
に
異
な
る
二
つ
の
領

域
、す
な
わ
ち
近
接
の
領
域
と
遠
方
の
領
域
に
つ
い
て
説
明
し
た
。エ
ド
ワ
ー

ズ
の
理
解
に
よ
る
と
、
道
徳
的
領
域
は
次
の
よ
う
な
諸
関
係
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
共
通
の
信
仰
と
「
霊
的
」
性
格
に
よ
っ
て
互
い
に
「
特
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別
に
」
義
務
を
負
う
人
び
と
の
間
の
関
係
と
、
遠
く
離
れ
た
人
び
と
の
間
の

関
係
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
エ
ド
ワ
ー
ズ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
道
徳
の
行
為

者
と
の
霊
的
な
近
さ
が
あ
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、す
べ
て
の
人
に「
博

愛
」
と
「
善
意
」
を
示
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
、
多
く
の
こ
と
を
語
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
「
知
的
存
在
は
す
べ
て
」
存
在
の
「
偉
大
な
全
体
」（﹇1755

﹈ 

1960, 4

）
の
一
部
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
義
務
は
、
ジ
ー
ン
・
ア
ウ
ト

カ
が
記
し
た
も
の
と
お
お
よ
そ
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
エ
ド
ワ
ー
ズ
は
、「
自

分
の
現
状
に
満
足
す
る
愛
（love of com

placence

）」
に
つ
い
て
明
確
に
語

る
と
こ
ろ
ま
で
突
き
進
ん
だ
。
そ
れ
は
、
道
徳
的
美
な
い
し
恋
人
の
「
す
ば

ら
し
さ
」
と
一
致
す
る
条
件
つ
き
の
選
択
的
愛
で
あ
る
（﹇1755

﹈ 1960, 6

）。

救
済
史
と
共
同
体
に
お
け
る
ア
ガ
ペ
ー
が
属
し
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
の

後
者
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
ア
ガ
ペ
ー
を
、
啓
蒙
主
義
以
後
の
大
多
数
の
道
徳
哲
学
が

知
っ
て
い
る
唯
一
の
も
の
で
あ
る
同
等
配
慮
の
領
域
に
還
元
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
的
愛
は
、
礼
拝
の
中
で
同
じ
神
を
親
と
す
る
兄
弟
姉

妹
の
特
別
な
関
係
と
い
う
、
よ
り
豊
か
な
、
あ
る
い
は
よ
り
親
密
な
領
域
に

属
し
て
お
り
、
行
為
者
に
対
す
る
道
徳
的
引
力
は
、
知
ら
な
い
人
び
と
に
対

し
て
よ
り
も
、
近
く
に
い
る
人
び
と
に
対
し
て
よ
り
強
く
働
く
。
も
し
も
信

仰
者
の
歴
史
が
、
究
極
的
に
は
こ
れ
に
対
し
敵
対
的
な
世
界
に
よ
っ
て
さ
え

ぎ
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
と
す
れ
ば
、
神
、
兄
弟
、
姉
妹
の
相
互
性
の
親
密
さ

は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
結
局
わ
れ
わ
れ
は
、
イ
エ
ス
に
よ
っ
て

始
め
ら
れ
、
そ
し
て
「
互
い
に
愛
し
合
い
な
さ
い
」
と
い
う
彼
の
戒
め
に
要

約
さ
れ
る
ア
ガ
ペ
ー
の
連
帯
性
（fellow

ship

）
を
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
当
世
風
で
あ
る
べ
き
だ
と
の
辛
ら
つ
な
要
請
は
強
力
で
あ
り
、
キ
リ

ス
ト
教
は
ま
す
ま
す
反
体
制-

文
化
的
姿
勢
を
取
ら
ざ
る
を
え
な
い
立
場
に

置
か
れ
て
い
る
。
ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス
と
愛
そ
れ
自
体
の
想
起
を
維
持
す
る
た

め
に
、
ア
ガ
ペ
ー
の
神
学
者
た
ち
は
、
普
遍
性
と
啓
蒙
主
義
以
後
の
道
徳
的

言
語
に
訴
え
る
と
い
う
時
期
尚
早 

で
非
現
実
的
な
企
て
を
避
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。参

与
す
る
愛
・
聖
書
が
思
い
起
こ
さ
せ
る
も
の

相
互
的
で
、
主
に
コ
イ
ノ
ニ
ア
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
教

的
愛
の
理
想
は
、
万
人
救
済
説
主
義
者
た
ち
に
よ
っ
て
非
難
さ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
こ
の
理
想
の
根
源
は
新
約
聖
書
に
あ
る
。
こ
こ
で
わ
た
し
は
こ

れ
ら
の
根
源
に
つ
い
て
簡
潔
に
検
討
し
て
お
き
た
い
。

特
に
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
に
お
い
て
、
愛
の
戒
め
は
明
ら
か
に
、
信
仰
者
た
ち

の
友
愛
に
お
け
る
互
恵
性
（reciprocity

）
を
強
調
し
て
い
る
。
例
え
ば
最

後
の
晩
餐
に
お
い
て
、
イ
エ
ス
は
彼
の
弟
子
た
ち
の
足
を
洗
っ
て
、
こ
う
教

え
た
。「
と
こ
ろ
で
、
主
で
あ
り
、
師
で
あ
る
わ
た
し
が
あ
な
た
が
た
の
足

を
洗
っ
た
の
だ
か
ら
、
あ
な
た
が
た
も
互
い
に
足
を
洗
い
合
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
わ
た
し
が
あ
な
た
が
た
に
し
た
と
お
り
に
、
あ
な
た
が
た
も
す
る
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よ
う
に
と
、
模
範
を
示
し
た
の
で
あ
る
」（
ヨ
ハ
ネ
一
三
・
一
四-

一
五
）。
こ

こ
に
あ
る
の
は
、
一
方
向
的
奉
仕
と
愛
へ
の
招
き
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の

な
か
で
一
方
の
側
の
寛
容
さ
が
他
方
の
側
の
寛
容
さ
に
よ
っ
て
励
ま
さ
れ
、

報
わ
れ
る
と
い
う
相
互
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
他
者
を
配
慮
す
る
諸
々
の

行
為
は
、
善
意
は
善
意
に
よ
っ
て
迎
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
の
期
待
に
よ
っ

て
強
化
さ
れ
、
可
能
に
さ
れ
る
。
さ
ら
に
ア
ガ
ペ
ー
の
共
同
体
は
、
他
者
が

報
い
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
と
の
理
解
に
よ
り
安
定
し
、
深
め
ら
れ
る
。

ア
ガ
ペ
ー
が
相
互
性
（m

utuality

）
に
よ
り
強
化
さ
れ
、
安
定
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
こ
の
福
音
書
の
ひ
と
つ
の
重
要
な
主
題
に
な
っ
て
い
る
。
例
え

ば
次
の
よ
う
な
句
が
あ
る
。「
わ
た
し
が
あ
な
た
が
た
を
愛
し
た
よ
う
に
、

互
い
に
愛
し
合
い
な
さ
い
。
こ
れ
が
わ
た
し
の
掟
で
あ
る
」（
ヨ
ハ
ネ

一
五
・
一
二
）。「
互
い
に
愛
し
合
い
な
さ
い
。こ
れ
が
わ
た
し
の
命
令
で
あ
る
」

（
ヨ
ハ
ネ
一
五
・
一
七
）。
キ
リ
ス
ト
教
的
愛
は
、
信
仰
共
同
体
の
参
与
す
る

領
域
の
な
か
で
、
こ
の
領
域
の
保
持
を
保
証
す
る
機
能
を
果
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
愛
の
環
（circle

）
は
決
し
て
閉
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
の
外
側
に
い
る
人
び
と
は
お
そ
ら
く
、
彼
ら
の
見
る
「
我
」
と
「
汝
」
の

愛
に
感
銘
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
環
の
周
辺
領
域
で
、
つ
ま
り
外
側
を

見
て
い
る
内
側
の
人
び
と
と
、
内
側
を
見
て
い
る
外
側
の
人
び
と
と
の
間
の

領
域
で
、
愛
の
諸
々
の
境
界
線
は
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
こ
れ

ら
の
境
界
線
は
収
縮
す
る
こ
と
も
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
彼
ら
自
身
の
精
神
的
努

力
と
い
う
面
で
あ
ま
り
に
自
信
を
も
ち
、
大
胆
に
外
側
に
向
か
お
う
と
す
る

人
び
と
は
、
行
き
す
ぎ
て
、
救
い
を
見
失
う
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ア
ガ
ペ
ー
の
生
は
、
心
の
運
動
と
同
様
に
拡
大
し
て
行
く
が
、
再
び
拡
大
す

る
た
め
に
、
収
縮
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
そ
の
生
は
、
周
辺
領
域
に
お

い
て
微
妙
で
困
難
な
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
る
。

最
近
、
あ
る
新
約
聖
書
学
者
が
記
し
た
よ
う
に
、
互
恵
的
（reciprocal

）

ア
ガ
ペ
ー
は
、
そ
れ
な
し
に
は
神
が
ホ
ー
ム
レ
ス
の
よ
う
に
と
り
残
さ
れ
て

し
ま
う
環
境
を
創
造
す
る
。

他
の
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
に
対
す
る
互
恵
的
愛
は
、
そ
の
な
か
に
教
会
員
が

住
み
、
そ
し
て
そ
の
な
か
に
キ
リ
ス
ト
が
臨
在
す
る
環
境
を
創
造
す
る
。
相

互
的
（m

utual

）
愛
の
環
境
の
よ
う
な
も
の
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
イ
エ
ス

だ
け
で
な
く
彼
の
父
も
わ
が
家
と
呼
ぶ
環
境
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
る 

（Patrick 1984, 66
-67

）。

参
与
的
ア
ガ
ペ
ー
は
、堕
落
し
た
世
界
に
お
け
る
神
の
足
場
で
あ
る
。「
わ

た
し
の
名
に
お
い
て
二
人
ま
た
三
人
が
い
る
と
こ
ろ
に
は
、
わ
た
し
が
い
る

で
あ
ろ
う
」。

し
か
し
な
が
ら
第
四
福
音
書
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
批
判
も
み
ら
れ

る
。
エ
ル
ン
ス
ト
・
ケ
ー
ゼ
マ
ン
は
、
愛
に
つ
い
て
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
は
、
共

観
福
音
書
よ
り
も
限
定
さ
れ
た
、
つ
ま
り
あ
ま
り
普
遍
的
で
な
い
見
解
を

も
っ
て
い
る
（1972, 144

）
と
論
じ
て
い
る
。
彼
に
よ
る
と
、
共
観
福
音
書
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は
、
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
に
は
み
ら
れ
な
い
ほ
ど
、
信
仰
者
に
そ
の
信
仰
の
サ
ー

ク
ル
を
越
え
て
行
く
よ
う
に
強
く
勧
め
て
い
る
。し
た
が
っ
て
ア
ガ
ペ
ー
は
、

諸
々
の
島
国
根
性
的
傾
向
か
ら
守
ら
れ
て
い
る
。
イ
エ
ス
で
さ
え
、
彼
の
弟

子
た
ち
に
互
恵
性
の
諸
限
界
を
越
え
て
行
く
よ
う
に
励
ま
し
て
い
る
。「
自

分
に
よ
く
し
て
く
れ
る
人
に
善
い
こ
と
を
し
た
と
こ
ろ
で
、
ど
ん
な
恵
み
が

あ
ろ
う
か
。
罪
人
で
も
、
愛
し
て
く
れ
る
人
を
愛
し
て
い
る
」（
ル
カ
六
・

三
三
）
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
句
は
、
共
同
体
が
外
側
に
向
か
っ

て
福
音
的
に
前
進
す
る
こ
と
を
犠
牲
に
し
て
、
内
向
き
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ

の
に
必
要
な
も
の
を
提
供
し
て
い
る
。

し
か
し
、
共
観
福
音
に
基
づ
き
、
キ
リ
ス
ト
教
的
愛
は
相
互
性
を
告
発
し

て
い
る
と
示
唆
す
る
根
拠
は
ま
っ
た
く
存
在
し
な
い 
│
│ 

ル
タ
ー
か
ら
キ

ル
ケ
ゴ
ー
ル
と
ニ
グ
レ
ン
に
至
る
ま
で
、
神
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ

う
に
示
唆
さ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
。こ
の
告
発
は
、ア
ガ
ペ
ー
の
サ
ー

ク
ル
を
秘
教
的
に
封
印
す
る
傾
向
に
対
し
て
の
み
向
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

サ
ー
ク
ル
そ
れ
自
体
に
向
け
ら
れ
て
い
な
い
。
愛
の
完
全
性
は
残
さ
れ
た
ま

ま
で
あ
り
、
プ
ロ
セ
ス
神
学
者
の
ヘ
ン
リ
ー
・
ネ
ル
ソ
ン
・
ウ
ィ
ー
マ
ン
は

適
切
に
も
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
イ
エ
ス
と
い
う
こ
の
男
に
関
す
る
何
も
の

か
が
、
あ
の
個
々
人
が
、
互
い
に
対
し
心
か
ら
、
そ
し
て
自
由
に
、
受
容
的

か
つ
応
答
的
に
な
る
た
め
に
、
彼
ら
の
原
子
的
排
他
性
を
打
ち
破
っ
た
」

（1946, 40

） 

と
。

事
実
、
共
観
福
音
書
に
関
す
る
ケ
ー
ゼ
マ
ン
の
解
釈
は
、
そ
れ
自
体
、
願

望
に
す
ぎ
な
い
も
の
を
残
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
彼
は
共
観
福
音
書

の
普
遍
主
義
を
過
大
に
評
価
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
T
・
サ
ン
ダ
ー

ス
は
、
マ
タ
イ
に
お
い
て
「
キ
リ
ス
ト
者
と
非
キ
リ
ス
ト
者
」（
マ
タ
イ
七
・

二
一
）
が
鋭
く
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
例
え
ば
、
父
の
御
心

を
行
う
者
だ
け
が
天
の
国
に
入
る
で
あ
ろ
う（
マ
タ
イ
七
・
二
一
）。し
た
が
っ

て
共
観
福
音
書
に
お
け
る
愛
の
領
域
は
ヨ
ハ
ネ
諸
文
書
に
お
け
る
よ
り
も
特

定
主
義
的
で
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
決
し
て
自
明
な
こ
と
で
は
な
い
。

さ
ら
に
、
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
に
お
い
て
命
じ
ら
れ
て
い
る
相
互
へ
の
愛
は
、

ケ
ー
ゼ
マ
ン
が
示
唆
す
る
ほ
ど
に
島
国
根
性
的
な
も
の
で
な
い
。
サ
ン
ダ
ー

ス
の
主
張
に
よ
る
と
、
ル
ド
ル
フ
・
ブ
ル
ト
マ
ン
と
他
の
人
び
と
は
、「
相

互
に
」
と
い
う
語
が
、
な
ん
ら
か
の
仕
方
で
共
観
福
音
書
の
隣
人
へ
の
愛
を

限
定
す
る
、
あ
る
い
は
廃
棄
す
る
と
は
考
え
て
い
な
い
（1975, 44

）。
ブ
ル

ト
マ
ン
に
よ
る
と
、「
こ
の
世
は
絶
え
ず
、
こ
の
相
互
愛
の
サ
ー
ク
ル
に
引

き
入
れ
ら
れ
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
」（Sanders 1975, 91

-92

に
引
用

さ
れ
て
い
る
）。
サ
ン
ダ
ー
ス
自
身
が
、
キ
リ
ス
ト
教
的
愛
は
「
福
音
を
世

界
に
も
た
ら
す
と
い
う
こ
と
だ
け
を
含
ん
で
お
り
、
自
分
の
仲
間
に
対
し
て

な
さ
れ
る
無
制
約
的
配
慮
を
意
味
し
て
い
な
い
」（1975, 95

） 

と
強
く
主
張

し
て
い
る
。
こ
れ
が
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
と
共
観
福
音
書
の
目
標
で
あ
る
。
し
か

し
双
方
と
も
本
質
的
に
共
同
体
中
心
的
で
あ
る
。

ヨ
ハ
ネ
福
音
書
と
パ
ウ
ロ
書
翰
の
間
に
広
範
な
一
貫
性
が
み
ら
れ
る
、
と

す
る
擁
護
論
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。
第
二
コ
リ
ン
ト
六
・
一
七
に
お
い
て
、
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「『
あ
の
者
ど
も
の
中
か
ら
出
て
行
き
、
遠
ざ
か
る
よ
う
に
』
と
主
は
仰
せ
に

な
る
。『
そ
し
て
、汚
れ
た
も
の
に
触
れ
る
の
を
や
め
よ
』」
と
い
う
具
合
に
、

イ
ザ
ヤ
書
か
ら
分
離
主
義
的
言
葉
を
引
用
し
て
い
る
の
は
パ
ウ
ロ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
ヨ
ハ
ネ
的
愛
の
特
殊
主
義
に
不
平
を
も
つ
ア
ン
ダ
ー
ス
・
ニ
グ
レ

ン
は
、
パ
ウ
ロ
の
著
作
に
み
ら
れ
る
こ
の
観
点
を
無
視
し
て
、
パ
ウ
ロ
の
ア

ガ
ペ
ー
は
、
無
条
件
に
共
同
体
の
外
側
に
い
る
人
び
と
に
向
け
ら
れ
て
い
る

と
断
言
す
る
。
ニ
グ
レ
ン
は
ま
さ
に
パ
ウ
ロ
を
こ
の
よ
う
に
選
択
的
に
読
む

こ
と
に
よ
り
、
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
の
「
愛
の
親
し
い
関
係
」
に
対
し
厳
し
い
批

判
を
展
開
す
る
。「
兄
弟
」
間
の
愛
は
、「
そ
の
元
来
の
、
す
べ
て
を
包
括
す

る
視
野
を
幾
分
」（﹇1932

﹈ 1982, 154
）
失
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
愛
は
、

イ
エ
ス
の
弟
子
た
ち
が
本
当
に
イ
エ
ス
の
弟
子
た
ち
で
あ
る
こ
と
を
こ
の
世

に
確
信
さ
せ
る
証
拠
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
と
き
、
そ
こ
で
意
味
さ
れ
て
い
る

の
は
、
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
彼
ら
が
互
い
に
示
す
愛
で
あ
り
（
ヨ
ハ
ネ

一
三
・
三
五
）、
外
側
に
い
る
人
び
と
へ
と
向
か
う
愛
で
は
な
い
」。
そ
し
て

ニ
グ
レ
ン
に
と
っ
て
不
快
な
の
は
ま
さ
に
こ
の
点
で
あ
る
（﹇1932
﹈ 1982, 

154

）。
ニ
グ
レ
ン
が
ヨ
ハ
ネ
の
代
わ
り
に
好
む
の
は
パ
ウ
ロ
で
あ
る
。
ニ
グ

レ
ン
が
こ
こ
で
忘
れ
て
い
る
の
は
、
愛
に
関
す
る
パ
ウ
ロ
の
言
説
が
、
彼
の

語
り
か
け
た
諸
々
の
信
仰
共
同
体
の
内
面
的
生
に
向
け
ら
れ
て
い
る
そ
の
範

囲
で
あ
る
。
第
一
コ
リ
ン
ト
一
三
章
の
偉
大
な
愛
の
賛
歌
で
さ
え
、
不
和
の

種
が
特
定
の
親
し
い
人
間
関
係
を
裂
い
て
し
ま
う
と
い
う
関
心
か
ら
、
そ
の

特
定
の
親
し
い
人
間
関
係
の
た
め
に
書
か
れ
て
い
る
。「
ヨ
ハ
ネ
的
愛
と
パ

ウ
ロ
的
愛
の
間
の
一
般
的
態
度
に
お
け
る
相
違
は
非
常
に
著
し
い
」
と
い
う

彼
の
命
題
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ニ
グ
レ
ン
に
よ
る
両
者
の
愛
の
対
比
に
は
、

何
の
根
拠
も
な
い
の
で
あ
る
（﹇1932

﹈ 1982, 154
-155

）。

ニ
グ
レ
ン
は
ア
ガ
ペ
ー
を
、
そ
の
深
さ
と
親
密
さ
を
犠
牲
に
し
て
普
遍
化

し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
試
み
は
、
皮
肉
に
も
第
一
コ
ン
リ
ト
書
の
光

に
照
ら
し
て
な
さ
れ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
る
行
為
者
は
、
そ
れ
を
通

し
て
神
の
無
条
件
的
愛
が
隣
人
へ
と
流
れ
下
る
導
管
と
い
う
視
点
か
ら
だ
け

理
解
さ
れ
て
お
り
、
コ
イ
ノ
ニ
ア
へ
の
参
与
と
い
う
相
互
的
善
は
見
失
わ
れ

て
い
る
。
あ
た
か
も
行
為
者
は
、｢

神
は
十
分
で
あ
り
、
不
足
せ
ず｣

、
非
常

に
個
人
主
義
的
な
仕
方
で
、
他
者
と
の
共
通
の
基
盤
か
ら
の
支
持
を
必
要
と

す
る
と
い
う
事
態
を
超
越
し
て
い
る
、
と
宣
言
で
き
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
参
与
す
る
愛
の
価
値
は
低
い
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
重
要
な
局
面
で
、わ
た
し
は
ひ
と
つ
の
命
題
を
提
案
し
た
い
と
思
う
。

つ
ま
り
、
ニ
グ
レ
ン
は
参
与
的
愛
に
不
快
感
を
覚
え
て
い
る
が
、
こ
の
感
覚

は
ジ
ー
ン
・
ア
ウ
ト
カ
の
著
作
に
も
持
続
し
て
い
る 

│
│ 

た
と
え
そ
れ
が
、

ニ
グ
レ
ン
の
主
張
す
る
物
語
と
神
学
の
重
心
を
廃
棄
す
る
よ
う
な
仕
方
で
な

さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
。
双
方
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
ア
ガ
ペ
ー
は
コ
イ
ノ

ニ
ア
に
お
け
る
そ
の
基
盤
を
失
っ
て
お
り
、
親
し
い
（in fellow

ship

）
人

び
と
の
間
に
お
け
る
特
定
の
諸
関
係
は
す
べ
て
、
幾
分
、
無
視
さ
れ
て
い
る
。

ニ
グ
レ
ン
は
、
パ
ウ
ロ
の
著
作
と
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
の
間
の
誤
っ
た
緊
張
関
係

の
名
の
も
と
に
、
共
同
体
を
見
落
と
し
て
お
り
、
他
方
ア
ウ
ト
カ
は
、
啓
蒙
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主
義
以
後
の
公
平
の
名
の
も
と
に
、
ま
た
そ
の
な
か
で
特
定
の
諸
関
係
は
ほ

と
ん
ど
価
値
が
な
い
と
み
な
さ
れ
る
道
徳
的
場
の
「
同
等
引
力
」
と
い
う
幻

の
名
の
も
と
に
、
同
じ
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。
あ
た
か
も
わ
れ
わ
れ
は
、
そ

の
な
か
に
重
力
の
な
い
重
力
の
場
を
も
つ
か
の
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、

い
か
な
る
物
も
、
そ
れ
に
一
番
近
い
物
に
対
す
る
よ
り
大
き
な
「
引
力
」
を

も
つ
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
さ
ら
に
キ
リ
ス
ト
教
的
愛
は
、事
実
、

聖
書
の
物
語
が
指
示
す
る
よ
り
も
は
る
か
に
普
遍
的
で
、無
条
件
的
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
ニ
グ
レ
ン-

ア
ウ
ト
カ
の
流
れ
と
い
う
も
の
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る 

│
│ 

ニ
グ
レ
ン
と
ア
ウ
ト
カ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
諸
々
の

理
由
に
よ
り
、
ま
た
は
っ
き
り
異
な
る
諸
前
提
と
共
に
、
本
質
的
な
も
の
を

省
略
し
て
お
り
、
そ
の
流
れ
に
お
い
て
は
、
救
済
史
の
文
脈
に
お
け
る
ア
ガ

ペ
ー
の
サ
ー
ク
ル
が
無
視
さ
れ
て
い
る
。

物
語
ら
れ
る
共
同
体
と
救
済
史
・
プ
ロ
レ
ゴ
メ
ナ

こ
の
議
論
の
目
的
は
、
二
つ
の
相
互
に
関
連
す
る
主
題
を
強
調
す
る
こ
と

に
あ
っ
た
。
第
一
は
、
ア
ガ
ペ
ー
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
理
解
を
物
語
に
基

礎
づ
け
る
必
要
性
で
あ
る 

│
│ 

こ
の
点
に
関
し
て
わ
た
し
の
意
図
は
方
法

論
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
た
め
、
特
定
の
物
語
を
評
価
し
て
い
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
。
第
二
は
、
信
仰
者
た
ち
の
共
同
体
の
重
要
性
で
あ
る 

│
│ 

こ

の
共
同
体
の
な
か
で
、
諸
々
の
ア
ガ
ペ
ー
的
行
為
は
相
互
性
を
通
し
て
高
め

ら
れ
、
そ
し
て
強
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
ま
た
ア
ガ
ペ
ー
に
と
っ
て
本
質
的

な
諸
々
の
物
語
は
こ
の
共
同
体
を
そ
の
故
郷
と
し
て
い
る
。
わ
た
し
は
二
つ

の
理
由
で
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
を
強
調
し
て
い
る
。
つ
ま
り
一
方
で
は
わ
た
し

は
、
規
範
的
倫
理
の
た
め
の
種
々
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
も
ち
、
そ
し
て
物
語
を

嫌
う
道
徳
哲
学
が
、
ア
ガ
ペ
ー
の
形
式
と
意
味
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
洞
察

を
深
め
る
の
に
役
立
つ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
他
方
で
わ
た
し
は
次
の
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、キ
リ
ス
ト
教
的
な
親
し
い
関
係
（fellow

ship

） 

が
有
す
る
ひ
と
つ
の
目
的
は
、
諸
々
の
伝
統
に
満
た
さ
れ
た
特
定
の
共
同
体

に
お
い
て
、
ア
ガ
ペ
ー
の
記
憶
と
そ
の
諸
々
の
物
語
を
世
代
か
ら
世
代
へ
と

伝
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
部
分
的
に
「
こ
の
世
に
反
対
し
て
」
定
義

さ
れ
、
そ
れ
自
体
、
バ
ル
ト
が
「
救
済
史
」
と
呼
ん
だ
も
の
を
構
成
し
て
い

る
。こ

の
構
想
に
対
す
る
諸
々
の
異
議
は
、
す
で
に
先
取
り
し
て
論
じ
た
と
お

り
で
あ
る
。
あ
る
人
び
と
は
、
啓
蒙
主
義
以
後
の
道
徳
哲
学
の
術
語
は
ア
ガ

ペ
ー
を
明
確
に
説
明
す
る
の
に
役
立
つ
、
ま
た
そ
れ
ら
の
術
語
は
ア
ガ
ペ
ー

を
よ
り
広
い
文
脈
の
中
に
位
置
づ
け
る
と
言
う
で
あ
ろ
う
。
ア
ガ
ペ
ー
と
道

徳
哲
学
の
何
ら
か
の
対
話
に
反
対
す
る
必
要
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
対
話

は
し
ば
し
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
的
愛
を
理
解
す
る
た
め
の
中
心
的
カ
テ
ゴ
リ
ー

で
あ
る
物
語
を
失
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
カ
ン
ト
派
の
理
論
と
功
利
主
義
の

理
論
が
幾
人
か
の
神
学
的
倫
理
学
者
た
ち 

│
│ 

彼
ら
は
、
ア
ガ
ペ
ー
に
関

す
る
異
質
な
概
念
的
枠
組
み
に
完
全
に
魅
了
さ
れ
て
し
ま
っ
た 

│
│ 

に
深
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い
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
、
問
題
で
あ
る
。
わ
た
し
は
次
の
こ
と
も
理
解

し
て
い
る
。
つ
ま
り
わ
た
し
が
、
特
定
の
物
語
ら
れ
た
共
同
体
の
特
定
の
人

び
と
の
間
の
相
互
性
を
強
調
す
る
の
を
知
り
、
こ
れ
は
ア
ガ
ペ
ー
に
と
っ
て

危
険
だ
、
と
読
者
の
方
々
が
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
よ
う
な

焦
点
の
合
わ
せ
方
は
、
愛
を
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
兄
弟
姉
妹
の
領
域
に
狭
め

る
サ
ー
ク
ル
を
思
い
描
く
こ
と
に
通
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

も
し
も
ア
ガ
ペ
ー
が
、
時
の
流
れ
を
通
し
て
人
び
と
を
支
え
る
の
に
必
要
な

一
層
の
深
み
と
親
密
さ
を
発
展
さ
せ
る
べ
き
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な

サ
ー
ク
ル
は
必
要
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
よ
う
な
サ
ー
ク
ル
が
、
友
人
と
な

る
部
外
者
た
ち
と
敵
た
ち
を
排
除
し
て
し
ま
う
不
可
解
な
仕
方
で
描
か
れ
る

よ
う
こ
と
は
決
し
て
な
い
の
で
あ
る
。

わ
た
し
は
、ア
ガ
ペ
ー
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
記
述
に
何
の
異
論
も
な
い
。

つ
ま
り
「
愛
は
、
二
人
の
間
柄
の
問
題
で
あ
り
、
二
人
の
出
会
い
、
彼
ら
の

交
わ
り
と
一
致
、
そ
し
て
第
三
の
も
の
の
形
成
、
つ
ま
り
親
し
い
交
わ
り
と

兄
弟
愛
（fellow

ship and brotherhood

）
の
形
成
を
前
提
と
し
て
い
る
」

（B
erdyaev 1937, 187

）。
わ
た
し
は
こ
の
人
格
主
義
的
言
説
に
「
姉
妹
愛
」

と
い
う
語
を
つ
け
加
え
た
い
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
わ
た
し
は
、
善
を

な
す
が
、
相
互
性
を
維
持
す
る
こ
と
か
ら
ま
っ
た
く
切
り
離
さ
れ
た
状
態
に

留
ま
る
キ
リ
ス
ト
者
と
い
う
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
疑
念
を
抱
い

て
い
る
。ベ
ル
ジ
ャ
ー
エ
フ
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
善
き
業
を
な
す
者
は
、

自
分
は
救
い
に
値
す
る
と
考
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
彼
は
、
孤
立
し
、
他
の

人
び
と
を
配
慮
せ
ず
、
あ
る
い
は
友
人
た
ち
や
兄
弟
た
ち
の
必
要
性
を
感
じ

さ
え
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、完
成
の
途
上
に
あ
る
と
考
え
る
で
あ
ろ
う
」

（1937, 187

）。
こ
の
よ
う
な
ひ
と
は
、
参
与
の
必
要
性
を
無
視
す
る
こ
と
に

よ
り
、
信
仰
か
ら
、
ま
た
ア
ガ
ペ
ー
の
生
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
危
険
性
の
う

ち
に
い
る
。

物
語
に
よ
っ
て
生
命
の
息
を
吹
き
込
ま
れ
た
親
し
い
交
わ
り
や
宗
教
的
友

情
は
、
善
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、
物
語
、
応
答
、
確
言
を
通
し
て
、

わ
れ
わ
れ
が
他
者
の
た
め
に
存
在
す
る
こ
と
を
確
か
な
も
の
に
す
る
か
ら
で

あ
る
。
他
者
の
「
善
く
生
き
る
こ
と
（w

ell -being

）」
に
真
に
参
与
す
る
生

き
方
は
、
安
定
し
た
友
情
に
よ
っ
て
の
み
可
能
に
な
る
内
面
的
自
由
と
自
発

性
の
程
度
に
よ
っ
て
強
め
ら
れ
る
。
啓
蒙
主
義
以
後
の
道
徳
思
想
は
、
あ
ら

ゆ
る
物
語
的
な
意
識
と
、
共
同
体
に
お
け
る
友
情
や
家
族
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ

る
特
別
な
諸
関
係
を
す
べ
て
は
ぎ
取
ら
れ
た
、
本
質
的
に
独
立
し
た
合
理
的

実
在
と
し
て
の
自
己
と
い
う
哲
学
を
も
っ
て
お
り
、
こ
の
道
徳
思
想
は
、
ア

ガ
ペ
ー
の
様
式
を
真
剣
に
評
価
す
る
方
法
を
も
た
な
い
「
伝
統
」
を
形
成
し

て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
陳
腐
な
ほ
ど
に
自
明
な
こ
と
で
あ
る
が
、
し
か

し
だ
か
ら
こ
そ
、
し
ば
し
ば
こ
の
自
明
な
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
の
で

あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
時
ど
き
思
い
起
こ
す
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
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│
│ 

キ
リ
ス
ト
教
的
愛
と
家
族 

│
│

「
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
文
献
の
一
般
の

読
者
で
さ
え
、
例
え
ば
、
共
同
体
と
制
度
と
し
て
の
結
婚
と
家
族
よ
り
も
、

同
性
愛
、
堕
胎
、
婚
前
お
よ
び
婚
外
の
性
関
係
に
余
り
に
多
く
の
注
意
が
向

け
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
諸
々
の
影
響
の
大
き

さ
が
格
段
に
大
き
い
と
判
断
さ
れ
た
た
め
に
、
著
者
た
ち
は
、
結
婚
と
家
族

よ
り
も
、
経
済
的
正
義
お
よ
び
世
界
平
和
の
問
題
に
は
る
か
に
多
く
の
注
意

を
払
っ
て
き
た
」（
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
M
・
ガ
ス
タ
フ
ソ
ン
『
神
中
心
的
観
点

か
ら
み
た
倫
理
学
』）。

前
章
に
お
い
て
わ
た
し
は
、
ア
ガ
ペ
ー
は
、
そ
れ
が
信
仰
者
の
共
同
体
の

う
ち
に
具
現
さ
れ
て
い
る
救
済
史
と
い
う
特
定
の
文
脈
か
ら
切
り
離
さ
れ
る

な
ら
ば
、
弱
め
ら
れ
、
そ
し
て
歪
め
ら
れ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
ア
ガ
ペ
ー
の

サ
ー
ク
ル
は
常
に
、
発
展
す
る
よ
う
に
希
望
す
る
に
ち
が
い
な
い
が
、
こ
の

拡
大
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
あ
る
レ
ベ
ル
で
こ
の
交
わ
り
に
賛
成
な
い
し
反
対
す

る
に
ち
が
い
な
い
外
部
の
人
び
と
の
自
由
に
依
拠
し
て
い
る
。
ア
ガ
ペ
ー
の

領
域
は
普
遍
的
で
あ
る
と
す
る
道
徳
的
訴
え
は
、
次
の
現
実
を
真
剣
に
受
け

止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
神
の
徹
底
的
干
渉
の
み
が
引
き
起
こ

し
う
る
地
上
に
お
け
る
神
の
国
が
く
る
ま
で
、
ア
ガ
ペ
ー
は
コ
イ
ノ
ニ
ア
と

い
う
特
殊
性
に
限
定
さ
れ
る
。

で
は
、
配
偶
者
、
子
供
、
そ
し
て
両
親
に
対
す
る
愛
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
家
族
が
、
個
人
と
、
信
仰
者
の
親
し

い
関
係
（fellow

ship

）
の
間
に
位
置
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
た
し
か
に

ア
ガ
ペ
ー
と
家
族
の
間
に
緊
張
関
係
が
存
在
す
る
。「
わ
た
し
の
母
と
は
だ

れ
か
、わ
た
し
の
兄
弟
と
は
だ
れ
か
」
と
い
う
問
い
に
、イ
エ
ス
自
身
が
「
神

の
御
心
を
行
う
人
こ
そ
、
わ
た
し
の
兄
弟
、
姉
妹
、
ま
た
母
な
の
だ
」（
マ

ル
コ
三
・
三
四-

三
五
） 

と
答
え
て
い
る
。
し
か
し
全
体
的
に
み
て
、
キ
リ
ス

ト
教
思
想
の
よ
り
広
い
歴
史
的
伝
統
は
、
家
族
を
ア
ガ
ペ
ー
の
焦
点
と
し
て

大
い
に
強
調
し
て
き
た 

│
│ 

家
族
全
体
が
、
一
般
に
キ
リ
ス
ト
教
を
受
容

し
て
き
た
か
ぎ
り
に
お
い
て
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
倫

理
は
、
大
抵
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
信
仰
者
が
彼
や
彼
女
の
家
庭
に
お
い
て
家

族
の
た
め
に
な
す
べ
き
こ
と
を
強
調
し
て
き
た
。
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
の
な

か
で
大
い
に
注
目
さ
れ
て
き
た
の
は
家
族
の
連
帯
性
で
あ
っ
た
。
人
間
経
験

の
社
会
的-

生
物
学
的
基
盤
（em

beddedness

）
に
神
学
的
威
厳
が
与
え
ら

れ
て
き
た
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
基
盤
の
う
ち
に
神
の
知
恵
が
み
い
だ
さ
れ
う
る

か
ら
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
者
は
、
自
分
た
ち
の
子
供
、
配
偶
者
な
ど
に
、
世

話
を
す
る
者
と
し
て
仕
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
啓
蒙
主
義
以
後
の
キ
リ
ス
ト

教
倫
理
学
者
た
ち
は
「
特
定
の
」
家
族
的
義
務
と
い
う
も
の
に
疑
念
を
表
明

し
て
き
た
。
な
ぜ
な
ら
生
物
学
的
な
近
親
関
係
に
関
わ
り
な
く
、
人
格
そ
の
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も
の
に
対
す
る
普
遍
的
義
務
は
道
徳
的
に
決
定
的
な
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
わ
た
し
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
愛
の
理
論
家
た
ち
が
家
族
の
領
域
を
真
剣

に 
│
│ 

第
一
も
の
と
し
て
さ
え 

│
│ 

受
け
と
め
て
い
る
こ
と
を
確
か
め
た

い
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
こ
の
議
論
は
、
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
思
想
に
お
い
て

社
会-

生
物
学
的
洞
察
を
用
い
る
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。

社
会-

生
物
学
的
構
造
は
、
家
族
の
領
域
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
諸
々
の
近

親
関
係
は
特
別
な
重
み
を
も
ち
、
そ
れ
ゆ
え
諸
々
の
独
特
な
義
務
を
生
み
だ

す
こ
と
を
示
唆
す
る
。
こ
れ
ら
の
義
務
は
、
わ
れ
わ
れ
が
他
者
に
負
っ
て
い

る
も
の
と
比
較
す
る
と
、
わ
ざ
と
ら
し
い
広
範
な
正
当
化
を
必
要
と
せ
ず
、

ど
れ
ほ
ど
わ
ず
か
で
あ
れ
、む
し
ろ
高
度
な
道
徳
的
価
値
を
も
つ
、神
に
よ
っ

て
与
え
ら
れ
た
独
特
な
信
頼
の
構
成
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
も
し
も
だ
れ
も

が
そ
の
家
族
共
同
体
の
な
か
で
ア
ガ
ペ
ー
を
実
践
で
き
る
と
す
れ
ば
、
愛
さ

れ
な
い
ひ
と
は
ど
こ
に
も
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
社
会-

生
物
学
的
な
人
間
の
現
実
と
相
互
に
関
連
す
る
仕
方
で
、
つ
ま
り
、
大
部
分

の
道
徳
的
学
習
と
経
験
は
「
特
定
の
」
諸
関
係
と
い
う
日
常
的
文
脈
の
中
で

生
ず
る
と
い
う
意
味
で
、
愛
は
、
家
族
と
い
う
基
盤
に
基
づ
い
て
普
遍
的
に

な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
ア
ガ
ペ
ー
に
関
す
る
高
度
に
抽
象
的
な
諸
理
論
の
み

が
、
家
族
を
無
視
す
る
ほ
ど
に
、
肉
体
か
ら
分
離
さ
れ
た
も
の
に
な
り
う
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
諸
々
の
抽
象
化
は
、
家
族
の
認
め
る
べ
き
と
こ
ろ
は
認
め

る
諸
理
論
よ
っ
て
幾
分
修
正
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

最
近
の
文
献
で
は
、
ノ
ー
マ
ン
・
L
・
ガ
イ
ス
ラ
ー
が
、
家
族
を
再
び
ア

ガ
ペ
ー
の
生
の
中
心
と
し
て
位
置
づ
け
る
た
め
に
大
い
に
貢
献
し
た
。
ガ
イ

ス
ラ
ー
は
、「
ひ
と
は
だ
れ
で
も
、
自
分
に
も
っ
と
も
近
い
人
び
と
を
配
慮

す
る
義
務
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
彼
は
自
分
の
ケ
ー
ス
を
聖
書
に
基
づ

い
て
検
証
す
る
た
め
に
、
I
テ
モ
テ
五
・
八
を
引
用
し
て
い
る 

│
│ 「
自
分

の
親
族
、
特
に
家
族
の
世
話
を
し
な
い
者
が
い
れ
ば
、
そ
の
者
は
信
仰
を
捨

て
た
こ
と
に
な
り
、
信
者
で
な
い
人
に
も
劣
っ
て
い
ま
す
」（1973, 36

）。

特
に
、ガ
イ
ス
ラ
ー
は
親
の
愛
の
宗
教
的
価
値
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

実
際
に
、
旧
約
聖
書
と
新
約
聖
書
の
双
方
に
お
け
る
愛
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る

議
論
の
中
心
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
親
と
し
て
の
神
と
い
う
光

に
照
ら
し
て
み
る
と
き
、
ア
ガ
ペ
ー
に
つ
い
て
の
諸
々
の
考
察
が
ど
う
し
て

親
の
愛 

│
│ 

他
者
の
た
め
に
存
在
す
る
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
、
こ
れ

を
示
す
最
良
の
例 

│
│ 

の
重
要
性
を
考
慮
に
入
れ
損
な
う
の
か
、
そ
れ
を

想
像
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
キ
リ
ス
ト
者
の
両
親
は
彼
ら
の
子
供
た
ち
を
世

話
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
ガ
ペ
ー
の
生
活
を
始
め
、
や
が
て
そ
の
愛
は
、
I

テ
モ
テ
五
・
一
六 

│
│ 「
信
者
の
婦
人
で
身
内
に
や
も
め
が
い
れ
ば
、
そ
の

世
話
を
す
べ
き
で
あ
り
」 

│
│ 

に
従
っ
て
、「
困
っ
て
い
る
彼
ら
の
他
の
親

族
に
向
か
う
」（1973, 36

）。
こ
う
し
て
ア
ガ
ペ
ー
は
、
家
族
か
ら
「
困
っ

て
い
る
親
し
い
信
者
」
へ
と
広
が
っ
て
行
く
。
こ
こ
で
ガ
イ
ス
ラ
ー
は
、
ガ

ラ
テ
ヤ
六
・
一
〇
の
「
す
べ
て
の
人
に
対
し
て
、
特
に
信
仰
に
よ
っ
て
家
族

に
な
っ
た
人
び
と
に
対
し
て
、
善
を
行
い
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
句
を
引
用
し

て
い
る
（1973, 37

）。
最
終
的
に
、
ア
ガ
ペ
ー
は
、
家
族
と
い
う
親
し
い
人
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間
関
係
（the circle

）
か
ら
信
仰
の
仲
間
と
い
う
よ
り
広
い
人
間
関
係
へ
と

向
か
っ
て
出
て
行
き
、「
で
き
る
か
ぎ
り
」
す
べ
て
の
他
者
を
包
含
す
る
力

を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
（1973, 37

）。
そ
し
て
ア
ガ
ペ
ー
の
最

初
の
接
触
点
は
、「
水
に
投
げ
入
れ
ら
れ
た
小
石
」
の
よ
う
に
、「
そ
こ
か
ら

波
が
で
き
る
か
ぎ
り
広
が
っ
て
行
く
に
ち
が
い
な
い
」（1973, 37

）
家
族
と

コ
イ
ノ
ニ
ア
で
あ
る
。

最
近
の
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
に
お
け
る
ニ
グ
レ
ン-

ア
ウ
ト
カ
の
流
れ
は
、

こ
の
コ
イ
ノ
ニ
ア
の
文
脈
を
捉
え
損
な
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
わ
れ
わ
れ

が
そ
こ
で
愛
す
る
こ
と
を
学
ぶ
共
同
体
で
あ
る
家
族
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
伝

統
に
よ
っ
て
払
わ
れ
た
高
度
の
神
学
的
敬
意
も
見
落
と
し
て
い
る
。
こ
の
点

で
、
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
ガ
ス
タ
フ
ソ
ン
の
研
究
は
重
要
で
あ
る
。
つ
ま

り
「
神
は
、
わ
れ
わ
れ
が
、
結
婚
と
家
族
と
い
う
相
互
依
存
に
参
与
す
る
者

と
し
て
、
互
い
の
、
そ
し
て
人
生
そ
れ
自
体
の
、
世
話
役
、
代
理
役
、
あ
る

い
は
管
理
者
と
な
る
こ
と
を
可
能
と
し
、
ま
た
要
求
す
る
」（1984, 164
）。

わ
れ
わ
れ
は
、「
究
極
的
に
、
世
界
に
対
す
る
神
の
支
配
と
配
慮
に
奉
仕
す

る
結
婚
と
家
族
へ
と
招
か
れ
て
い
る
」（1984, 167

）
人
間
で
あ
る
。
家
族

の
な
か
で
わ
れ
わ
れ
は
、
ア
ガ
ペ
ー
の
要
求
す
る
「
創
造
的
忠
実
さ
」
と
献

身
お
よ
び
自
己
否
定
の
次
元
を
学
ぶ
。
さ
ら
家
族
に
お
い
て
、
エ
ゴ
イ
ズ
ム

の
克
服
を
可
能
に
す
る
寛
大
な
自
己
贈
与
を
教
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
ガ
ス
タ

フ
ソ
ン
が
、
こ
の
特
定
の
文
脈
の
な
か
で
愛
の
テ
ー
マ
を
熟
考
し
て
い
る
こ

と
は
重
要
で
あ
る
。
彼
は
こ
う
確
信
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
主
流
と
な
っ

て
い
る
」
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
学
に
お
い
て
そ
の
大
部
分
の
関
心
は
、
不
幸
な

こ
と
に
、
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
家
族
共
同
体
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ

性
の
倫
理
に
向
け
ら
れ
て
き
た
、
と
。

以
下
に
お
い
て
、
啓
蒙
主
義
と
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル 

│
│ 

彼
は
、「
特
定
の
」

諸
関
係
を
道
徳
的
純
粋
性
と
完
全
な
愛
の
堕
落
形
態
と
み
な
し
た 

│
│ 

に

根
ざ
す
キ
リ
ス
ト
教
的
愛
の
諸
理
論
の
欠
陥
に
、
示
唆
に
富
む
論
評
を
加
え

た
い
と
思
う
。
こ
の
大
き
な
相
違
の
意
味
を
評
価
し
た
後
で
、
社
会-

生
物

学
が
語
る
す
べ
て
の
も
の
に
許
可
を
与
え
る
と
い
う
よ
り
も
、
人
間
存
在
の

社
会-

生
物
学
的
諸
構
造
を
真
剣
に
受
け
と
め
る
と
い
う
点
に
神
学
的
価
値

が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
た
め
に
、
簡
潔
に
社
会-

生
物
学
に
言
及
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

愛
の
「
同
等
引
力
」
論

道
徳
の
場
に
お
け
る
「
同
等
引
力
」
と
い
う
視
点
は
、
わ
れ
わ
れ
が
互
い

に
他
者
と
し
て
負
っ
て
い
る
も
の
を
説
明
し
て
い
る
が
、
親
子
関
係
、
夫
婦

関
係
、
そ
の
他
の
「
特
定
の
」
諸
関
係
の
た
め
の
道
徳
的
に
受
容
可
能
な
枠

組
み
を
提
供
に
す
る
こ
と
に
は
失
敗
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
具
体
的
諸
関
係

の
考
察
を
省
略
す
る
こ
と
は
、
日
常
的
道
徳
経
験
の
比
較
的
大
き
な
部
分
を

構
成
す
る
道
徳
的
責
任
の
中
心
部
を
無
視
す
る
こ
と
で
あ
る
。
功
利
主
義
と

カ
ン
ト
の
道
徳
論
だ
け
で
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
的
愛
に
関
す
る
現
代
神
学
の
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多
く
も
、
こ
れ
ら
の
中
心
部
を
無
視
し
て
い
る
。

お
そ
ら
く
「
同
等
引
力
」
論
に
関
し
て
も
っ
と
も
徹
底
し
た
発
言
を
し
て

い
る
の
は
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
で
あ
ろ
う
。
彼
は
道
徳
的
行
為
者
に
対
す
る
諸
要

求
の
同
等
性
を
強
調
し
て
お
り
、
そ
の
強
調
は
啓
蒙
主
義
以
後
の
思
想
に
基

づ
い
て
い
る
。「
彼
は
あ
な
た
の
隣
人
で
あ
る
。
彼
は
、
神
の
前
に
お
い
て

あ
な
た
と
同
等
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
同
等
性
は
だ
れ
も
が
絶
対
に

も
つ
も
の
で
あ
り
、
彼
は
そ
れ
を
絶
対
に
も
っ
て
い
る
」（﹇1847

﹈ 1962, 

72

）
と
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
書
い
て
い
る
。
絶
対
的
同
等
性
に
関
す
る
こ
の
言

明
は
明
ら
か
に
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
的
真
理
を
捉
え
て
い
る
、
す
な
わ
ち
す

べ
て
の
ひ
と
は
端
的
に
人
格
と
し
て
彼
ら
の
創
造
者
に
よ
り
評
価
さ
れ
る
。

し
か
し
人
生
の
非
常
に
重
要
な
部
分
で
あ
る
あ
れ
ら
の
「
特
定
の
」
諸
関
係

と
相
互
に
関
連
す
る
諸
々
の
独
特
な
道
徳
的
義
務
を
払
い
の
け
る
た
め
に
、

キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
が
こ
の
同
等
の
概
念
を
用
い
る
と
き
、
彼
は
行
き
過
ぎ
て
い

る
。「
行
っ
て
、
あ
な
た
も
こ
れ
を
行
え 

│
│ 

諸
々
の
区
別
と
そ
れ
ら
の
区

別
の
類
似
性
を
と
り
去
れ 

│
│ 

そ
う
す
れ
ば
、
あ
な
た
は
隣
人
を
愛
す
る

こ
と
が
で
き
る
」（﹇1847

﹈ 1962, 73

）
と
彼
は
論
じ
て
い
る
。
キ
ル
ケ
ゴ
ー

ル
は
「
特
定
の
」
諸
関
係
を
傷
つ
け
る
こ
と
を
望
ん
で
お
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え

彼
は
、
夫
た
ち
は
彼
ら
の
妻
た
ち
を
、
妻
た
ち
は
彼
ら
の
夫
た
ち
を
愛
す
る

よ
う
に
励
ま
し
て
い
る
が
、
夫
婦
の
愛
に
お
い
て
さ
え
「
隣
人
」
の
範
疇
が

最
高
位
に
あ
る
と
し
た
。
た
し
か
に
こ
の
見
解
に
は
、
普
通
の
ひ
と
に
は
信

じ
ら
れ
な
い
点
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ど
ん
な
夫
も
妻
も
、
ひ
と
り
の
単
な
る

隣
人
と
し
て
他
の
す
べ
て
の
隣
人
の
よ
う
に
挨
拶
し
合
う
こ
と
に
満
足
し
な

い
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
降
格
に
よ
っ
て
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
が

意
図
し
た
の
は
、
夫
婦
愛
と
い
う
狭
い
範
囲
を
越
え
て
見
知
ら
ぬ
ひ
と
に
対

す
る
愛
へ
と
、
キ
リ
ス
ト
者
を
動
か
す
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
価
値
の
あ
る

問
題
提
起
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
主
張
を
大
げ
さ
に
述
べ
る
と
き
、
キ
ル
ケ

ゴ
ー
ル
は
、
そ
こ
に
お
い
て
自
然
法
的
ア
ガ
ペ
ー
の
伝
統
が
奨
励
し
な
い
よ

う
な
仕
方
で
、
徹
底
的
に
愛
を
中
心
か
ら
外
し
、
分
散
さ
せ
て
し
ま
う
。
キ

ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
は
、
結
婚
と
家
族
を
次
の
よ
う
な
神
学
的
に
意
味
の
あ
る
自

然
の
秩
序
と
み
な
す
認
識
が
な
い
。
つ
ま
り
そ
れ
ら
は
、
わ
れ
わ
れ
が
独
特

な
愛
と
親
密
さ
の
諸
々
の
水
準
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
、
神

が
意
図
し
た
神
学
的
に
意
味
の
あ
る
自
然
の
秩
序
で
あ
る
、
と
の
認
識
で
あ

る
。「
優
先
順
位
（
好
み
）
と
い
う
諸
々
の
区
別
を
と
り
去
れ
、
そ
う
す
れ

ば
あ
な
た
は
あ
な
た
の
隣
人
を
愛
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
」

（﹇1854

﹈ 1962, 73

）
と
彼
は
主
張
す
る
。
キ
リ
ス
ト
者
が
愛
の
諸
々
の
対

象
の
間
に
こ
こ
で
も
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
諸
々
の
区
別
は
、
絶
対
に
存
在

し
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
す
べ
の
こ
と
か
ら
み
て
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
、
啓
蒙
主
義
と
人
間

的
自
己
（the hum

an self

）
と
い
う
そ
の
特
殊
な
哲
学
の
産
物
で
あ
る
。

こ
の
自
己
は
「
一
方
で
そ
の
諸
々
の
社
会
的
具
体
化
か
ら
完
全
に
区
別
さ
れ

て
お
り
、
他
方
で
そ
れ
自
身
の
い
か
な
る
合
理
的
な
歴
史
も
欠
い
て
い
る
」

（M
acIntyre 1981, 31

）
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ア
ラ
ス
デ
ー
ル
・
マ
ッ
キ
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ン
タ
イ
ヤ
ー
は
、
こ
こ
で
啓
蒙
主
義
の
理
解
に
不
満
を
表
明
し
て
い
る
。
彼

に
よ
る
と
、
自
己
は
、
一
組
の
特
定
の
社
会
的
か
つ
生
物
学
的
集
団
の
一
構

成
員
と
し
て
確
認
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
。
自
己
は
「
兄
弟
、
い
と
こ
、
孫
、

こ
の
世
帯
・
あ
の
村
の
メ
ン
バ
ー
」
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
そ
の
自
己
の
「
現

実
」（1981, 32

）
を
発
見
す
る
た
め
に
、
自
己
か
ら
は
ぎ
取
ら
れ
る
べ
き
特

徴
で
は
な
い
。
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
啓
蒙
主
義
の
抽
象
化
の
犠
牲
と
な
っ
て
い

る
た
め
、「
同
等
引
力
」
論
に
重
大
な
難
点
を
み
い
だ
し
て
い
な
い
。

最
近
、
キ
リ
ス
ト
教
的
愛
の
「
同
等
引
力
」
論
は
ジ
ー
ン
・
ア
ウ
ト
カ
に

よ
っ
て
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。彼
は
、キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
影
響
下
で
彼
の
思
想
を
展
開
し
て
い
る
。「
特
定
の
」
諸
関
係
に
関
す

る
ア
ウ
ト
カ
の
議
論
の
簡
潔
さ
か
ら
判
断
す
る
か
ぎ
り
、
彼
は
お
お
む
ね
こ

の
諸
関
係
の
領
域
に
関
心
を
も
っ
て
い
な
い
（1972, 268

-72
）。
彼
の
本
文

は
、
ほ
ぼ
排
他
的
に
見
知
ら
ぬ
ひ
と
へ
の
愛
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
明
ら
か
に

そ
れ
を
意
図
的
に
強
調
し
て
い
る
。
ア
ウ
ト
カ
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

ひ
と
り
の
男
が
居
間
で
ソ
フ
ァ
に
腰
を
か
け
、
テ
レ
ビ
の
イ
ヴ
ニ
ン
グ
・

ニ
ュ
ー
ス
を
み
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
、
今
日
の
死
傷
者
数
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。
敵
兵
の
「
死
者
数
」
に
関
す
る
婉
曲
的
表
現
に
、
無
関
心
に
、

あ
る
い
は
幾
分
満
足
げ
に
耳
を
傾
け
て
い
る
。
彼
の
特
定
の
諸
々
の
義
務
の

範
囲
を
越
え
た
、
つ
ま
り
彼
が
属
す
る
グ
ル
ー
プ
の
外
側
に
い
る
敵
兵
の
運

命
に
無
関
心
に
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
証
拠
と
し
て
歴
史
資

料
を
持
ち
だ
す
ま
で
も
な
い （1972, 273

）。

適
切
に
も
、ア
ウ
ト
カ
が
道
徳
的
に
問
題
が
あ
る
と
み
て
い
る
の
は
こ
の「
無

関
心
へ
の
傾
向
」
で
あ
り
、
こ
の
理
由
の
ゆ
え
に
彼
の
強
調
は
、
人
間
と
し

て
愛
さ
れ
る
べ
き
隣
人
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
「
特
定
の
」
諸
関
係
に

対
す
る
ア
ガ
ペ
ー
の
間
接
的
衝
撃
に
関
す
る
二
つ
の
段
落
を
設
け
、
こ
れ
に

よ
り
ア
ガ
ペ
ー
が
「
特
定
の
」
諸
関
係
を
安
定
さ
せ
る
よ
う
に
働
く
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
（1972, 274

）。
し
か
し
ア
ウ
ト
カ
が
正
確
に
何
を
考
え
て

い
る
の
は
明
ら
か
で
な
い
。
と
い
う
の
は
、
彼
の
取
り
扱
い
は
実
際
ほ
と
ん

ど
補
足
以
上
の
も
の
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
的
愛
に
関
す
る
ア

ウ
ト
カ
の
取
り
扱
い
に
み
ら
れ
る
不
均
衡
は
、
道
徳
理
論
に
お
い
て
一
般
に

「
特
定
の
」
諸
関
係
を
見
落
と
す
と
い
う
啓
蒙
主
義
以
後
の
諸
傾
向
を
反
映

し
て
い
る
。
彼
の
道
徳
的
行
為
者
は
、
人
間
の
相
互
作
用
と
い
う
本
質
的
諸

領
域
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
現
実
の
人
間
と
い
う
よ
り
も
、「
理
想
的
な
第
三

者
」
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
の
は
、
社
会-

生
物
学
的
基
盤
か

ら
遠
く
離
れ
た
カ
ン
ト
的
か
つ
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
的
人
間
で
あ
る
。

「
特
定
の
」
諸
関
係
の
領
域
か
ら
遠
く
離
れ
る
こ
の
同
じ
傾
向
は
、
ジ
ョ

ゼ
フ
・
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
の
思
想
に
も
同
じ
く
明
ら
か
に
み
ら
れ
る
。
フ
レ
ッ

チ
ャ
ー
は
、「
特
定
の
」
召
命
を
強
調
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
伝
統
的
職

業
観
念
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
言
及
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
彼
は
全
体
と
し
て

普
遍
性
の
水
準
と
「
同
等
引
力
」
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
彼
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の
ア
ガ
ペ
ー
は
「
す
べ
て
の
ひ
と
の
善
を
探
し
求
め
る
」
か
ら
で
あ
り
、
そ

れ
以
上
の
こ
と
は
何
も
語
ら
れ
て
い
な
い
（1966, 107

）。
功
利
主
義
と
ア

ガ
ペ
ー
は
相
互
に
包
括
的
で
あ
る
と
論
じ
つ
つ
、
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
は
す
べ
て

の
キ
リ
ス
ト
教
的
徳
を
普
遍
的
で
公
平
な
慈
愛
に
分
解
し
て
い
る
。
こ
の
点

で
、
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
と
ア
ウ
ト
カ
は
、
ひ
と
皮
む
け
ば
兄
弟
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
ず
っ
と
以
前
に
哲
学
者
ヘ
ン
リ
ー
・
シ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク
は
、
功
利
主

義
と
啓
蒙
主
義
の
道
徳
哲
学
は
、
次
の
よ
う
な
「
常
識
的
」
概
念
を
侵
害
し

て
い
る
と
一
般
に
考
え
ら
れ
る
、
と
指
摘
し
た
。
そ
れ
は
、「
わ
れ
わ
れ
は
、

わ
れ
わ
れ
と
特
定
の
諸
関
係
に
あ
る
人
び
と
に
対
し
親
切
に
す
る
と
い
う
特

別
な
義
務
を
負
っ
て
い
る
」
と
の
「
常
識
的
」
概
念
で
あ
る
（﹇1907

﹈ 

1981, 242

）。

啓
蒙
主
義
的
枠
組
み
が
取
り
外
さ
れ
る
な
ら
ば
、
わ
た
し
が
反
対
し
て
い

る
、
愛
の
主
題
に
関
す
る
現
代
の
取
り
扱
い
に
み
ら
れ
る
不
完
全
さ
は
、
修

正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
ホ
フ
・
ゾ
ン
マ
ー

ス
が
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

あ
る
ひ
と
の
親
族
、
友
人
、
共
同
体
、
あ
る
い
は
国
家
に
対
す
る
諸
々
の

特
定
の
義
務
に
関
す
る
説
明
は
、
カ
ン
ト
主
義
や
功
利
主
義
の
よ
う
な
道
徳

的
諸
理
論 

│
│ 

こ
れ
ら
の
諸
理
論
は
、
子
と
し
て
の
義
務
の
よ
う
な
も
の

を
説
明
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
す
べ
て
の
ひ
と
の
た
め
に
わ
れ
わ
れ
が
公
平

に
な
す
べ
き
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
に
説
明
す
る
た
め
に
う
ま
く
構
築
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る 

│
│ 

に
と
っ
て
、
か
な
り
緊
張
を
強
い
る
も
の
と
な

る
（1986, 439

）。

ア
ウ
ト
カ
と
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
は
、「
特
定
の
」
諸
々
の
義
務
は
道
徳
的
に
問

題
が
あ
る
と
理
解
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
た
し
か
に
、
ア
ガ
ペ
ー
に
関
す

る
「
同
等
の
」
観
点
と
「
差
異
的
」
観
点
の
均
衡
を
は
か
る
新
し
い
道
徳
的

枠
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ジ
ョ
ゼ
フ
・
L
・
ア
レ
ン
の
「
愛
と
葛
藤
」（L

ove and C
onflict:

A
 

C
ovenantal M

odel of C
hristian E

thics

）
は
こ
の
方
向
に
向
か
う
試
み
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。
ア
レ
ン
は
彼
の
議
論
を
聖
書
資
料
に
基
礎
づ
け
、
ユ
ダ

ヤ-

キ
リ
ス
ト
教
的
枠
組
み
は
二
つ
の
型
の
契
約
的
関
係
、
つ
ま
り
包
括
型

と
特
定
型
の
二
つ
を
含
む
と
結
論
づ
け
て
い
る
（1984, 39

-40

）。
包
括
的

契
約
は
「
全
人
類
」
と
「
全
被
造
物
」（1984, 34

）
さ
え
含
む
の
に
対
し
、

特
定
の
諸
契
約
は
人
び
と
の
間
の
「
特
定
の
歴
史
的
交
流
」
か
ら
生
じ
、「
家

族
の
よ
う
に
小
さ
く
て
親
密
な
第
一
次
的
基
本
集
団
の
諸
関
係
」（1984, 

34

）
を
含
む
。「
わ
れ
わ
れ
の
諸
々
の
道
徳
的
責
任
は
、
わ
れ
わ
れ
の
特
定

の
諸
契
約
に
よ
っ
て
重
々
し
く
、ま
た
意
識
的
に
形
成
さ
れ
て
い
る
」（1984, 

41

）
と
ア
レ
ン
は
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
の
ま
さ
に
「
人
間
性
は
、

わ
れ
わ
れ
の
す
べ
て
の
特
定
の
諸
関
係
と
完
全
に
織
り
交
ぜ
ら
れ
て
い
る
」

（1984, 45
）。
各
人
は
「
特
定
の
諸
契
約
の
彼
な
い
し
彼
女
自
身
の
形
態
」

を
も
っ
て
お
り
、「
そ
れ
は
だ
れ
か
他
人
の
形
態
と
同
じ
で
は
な
い
」（1984, 
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47
）。「
特
定
の
」
諸
関
係
お
よ
び
諸
契
約
の
領
域
に
お
い
て
、
自
分
が
関
係

づ
け
ら
れ
て
い
る
人
び
と
は
、「
決
し
て
、
功
利
主
義
的
な
計
算
原
則
に
基

づ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
、
交
換
可
能
な
単
位
で
は

な
い
」（1984, 47
）。
も
ち
ろ
ん
特
定
の
諸
契
約
は
、
包
括
的
契
約
に
関
す

る
わ
れ
わ
れ
の
感
覚
を
低
下
さ
せ
て
は
な
ら
ず
、
こ
の
包
括
的
契
約
は
「
す

べ
て
の
ひ
と
の
人
権
を
尊
重
す
る
の
で
、
包
括
的
契
約
へ
の
忠
誠
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
よ
り
」、
特
定
の
諸
契
約
は
限
定
さ
れ
、
集
団
的
エ
ゴ
イ
ズ
ム

が
く
い
と
め
ら
れ
る
（1984, 152
）。
二
つ
の
契
約
は
共
に
本
質
的
に
重
要

な
も
の
で
あ
り
、
ど
ち
ら
の
価
値
も
低
め
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
契
約
へ
の

献
身
と
い
う
言
語
に
根
ざ
す
ア
レ
ン
の
キ
リ
ス
ト
教
的
愛
の
理
論
は
、「
特

定
の
」
諸
関
係
が
ア
ガ
ペ
ー
の
ま
さ
に
縁
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

が
起
こ
ら
な
い
か
ぎ
り
、
道
徳
的
経
験
と
現
実
的
に
、
し
か
も
十
分
に
対
応

す
る
。
こ
の
点
で
ア
レ
ン
は
、
ア
ウ
ト
カ
よ
り
も
、
隣
人
と
は
だ
れ
か
と
い

う
問
い
に
よ
り
完
全
な
答
え
を
提
供
し
て
い
る
。

ア
レ
ン
が
成
し
遂
げ
た
事
柄
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
愛
に
関
す
る
現
代
の
思

想
に
と
っ
て
い
わ
ば
純
利
益
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
彼
に
よ
る
聖
書
素
材

の
分
析
は
、
自
然
法
の
議
論
を
提
供
し
て
い
な
い
。
わ
た
し
の
ア
プ
ロ
ー
チ

は
、
人
間
の
相
互
作
用
の
自
然
的
諸
秩
序
の
威
厳
に
訴
え
、
経
験
的
根
拠
に

基
づ
い
て
「
差
異
的
引
力
」
の
理
論
を
取
り
戻
そ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

も
し
も
聖
書
の
素
材
が
自
然
の
諸
々
の
命
令
と
一
致
し
て
い
る
な
ら
ば
、
ま

す
ま
す
都
合
が
よ
い
の
で
あ
る
。

諸
々
の
社
会
的-

生
物
学
的
構
造
と
隣
人
愛

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
M
・
ガ
ス
タ
フ
ソ
ン
は
、「
生
命
に
対
す
る
神
に
よ
る
権

限
の
授
与
と
秩
序
づ
け
は
「
自
然
」
を
通
し
て
、
つ
ま
り
ま
ず
第
一
に
人
間

の
生
物
学
的
諸
関
係
を
通
し
て
生
ず
る
」（1984, 159

）
と
記
し
た
。
人
間

存
在
は
生
物
学
的
必
要
性
と「
種
の
生
き
残
り
」の
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て「
世

界
の
神
的
秩
序
づ
け
」
に
参
与
す
る
。
ガ
ス
タ
フ
ソ
ン
の
見
解
に
よ
る 

と
、

特
に
、
結
婚
と
家
族
が
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
れ
ら
は
「
人
間
的
愛
の

自
然
的
基
盤
」（1984, 160

） 

を
提
供
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ガ
ス
タ
フ
ソ
ン

は
愛
の
主
題
に
対
す
る
彼
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
、「
ア
ガ
ペ
ー
つ
ま
り
キ
リ
ス

ト
教
的
愛
が
、
事
実
上
カ
ン
ト
の
人
格
の
尊
重
の
原
理
と
同
義
と
な
っ
て
い

る
キ
リ
ス
ト
教
神
学
者
と
倫
理
学
者
の
そ
れ
と
」対
比
し
て
い
る
。
彼
は「
特

定
の
」
諸
関
係
を
よ
り
真
剣
に
受
け
と
め
る
こ
と
を
選
択
し
、「
生
の
「
自

然
的
」
秩
序
づ
け
は
神
学
的
か
つ
道
徳
的
尊
厳
を
も
つ
」（1984, 164

） 

と

主
張
し
て
い
る
。
社
会
生
物
学
を
、「
人
間
的
愛
の
自
然
的
基
盤
」
を
体
系

的
に
吟
味
す
る
試
み
と
し
て
真
剣
に
受
け
と
め
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
の

は
、
こ
の
尊
厳
で
あ
る
。

社
会
生
物
学
は
キ
リ
ス
ト
教
的
愛
の
主
題
の
省
察
に
自
然
法
的
基
盤
を
提

供
す
る
。
こ
こ
で
自
然
法
は
次
の
よ
う
な
「
信
念
」
に
言
及
す
る
。
つ
ま
り

そ
れ
は
、「
自
然
の
う
ち
に
、
ま
た
、
あ
る
い
は
人
間
本
性
の
う
ち
に
、
合

理
的
秩
序 

│
│ 

人
間
の
意
志
と
独
立
し
た
仕
方
で
、
理
解
し
う
る
価
値-

言
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明
を
提
供
す
る
合
理
的
秩
序 

│
│ 

が
存
在
す
る
」（Sigm

und 

﹇1971

﹈  

1982, viii

）
と
の
信
念
で
あ
る
。
要
す
る
に
自
然
法
は
、
人
間
本
性
の
う
ち

に
目
的
を
も
つ
何
ら
か
の
秩
序
を
探
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
人
間
の
諸
々

の
必
要
性
と
可
能
性
は
、
倫
理
的
理
論
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
ア
ウ

グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
、
ひ
と
は
す
べ
て
生
ま
れ
つ
き
幸
福
を
探
し
求
め
て
い
る

と
確
信
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
彼
は
、
神
へ
の
愛
と
真
の
自
己
愛
つ
ま
り
人

間
の
成
就
の
間
に
く
さ
び
を
打
ち
込
む
こ
と
を
拒
否
し
た
。
至
福
は
こ
の
人

間
の
性
向
に
反
対
す
る
よ
り
も
、む
し
ろ
そ
れ
と
共
に
働
く
。も
ち
ろ
ん
デ
ー

ビ
ッ
ド
・
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
自
然
な
い
し
人
間
の
本
性
に
つ
い
て
の
事
実
の
言

明
か
ら
価
値
の
言
明
を
引
き
出
す
こ
と
は
、
論
理
的
に
も
認
識
論
的
に
も
間

違
っ
て
い
る
と
論
じ
た
。
し
か
し
な
が
ら
彼
の
見
解
は
、
多
く
の
哲
学
者
た

ち
に
よ
っ
て
疑
問
視
さ
れ
て
き
て
お
り
、
わ
た
し
は
そ
れ
に
よ
っ
て
自
然
法

の
言
語
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
こ
と
を
思
い
と
ど
ま
る
つ
も
り
は
な
い
。
簡

潔
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
人
間
の
道
徳
的
経
験
が
社
会-
生
物
学
的
基
盤
を
も

つ
事
実
は
神
学
的
に
価
値
が
あ
る
、
と
す
る
ガ
フ
タ
フ
ソ
ン
の
認
識
に
わ
た

し
は
従
う
。

選
択
的
進
化
は
、
そ
の
子
孫
た
ち
の
生
き
残
り
の
可
能
性
を
改
良
す
る
行

動
を
好
む
、と
社
会
生
物
学
者
た
ち
は
論
じ
て
き
た
。
ピ
ー
タ
ー
・
シ
ン
ガ
ー

は
親
と
子
の
「
特
定
の
」
関
係
を
強
調
し
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
自
分
の

子
供
た
ち
を
世
話
す
る
よ
う
に
両
親
を
導
く
遺
伝
子
は
、
他
の
事
柄
が
同
じ

で
あ
る
場
合
に
は
、
自
分
の
子
供
た
ち
を
捨
て
る
よ
う
に
両
親
を
導
く
遺
伝

子
よ
り
も
、
長
生
き
し
そ
う
で
あ
る
」（1981, 13

）。
進
化
は
、「
両
親
が
自

分
の
子
供
た
ち
を
世
話
す
る
」（1981, 12

）
と
い
う
利
他
主
義
を
生
み
だ
し

て
い
る
。
こ
れ
は
「
親
族-

利
他
主
義
」
の
も
っ
と
も
明
白
な
焦
点
で
あ

る 

│
│ 

こ
の
親
族-

利
他
主
義
は
、
自
分
の
子
供
た
ち
と
同
様
に
、
兄
弟
、

姪
な
ど
を
含
む
自
分
の
親
族
た
ち
を
世
話
す
る
傾
向
を
遺
伝
的
に
基
礎
づ
け

て
い
る
。

倫
理
学
の
理
論
は
行
動
の
こ
れ
ら
の
種
々
に
進
化
し
た
パ
タ
ー
ン
を
考
慮

す
べ
き
で
あ
る
、
と
シ
ン
ガ
ー
は
主
張
す
る
。
こ
こ
で
彼
は
、
シ
ジ
ウ
ィ
ッ

ク
の
見
解
は
特
に
有
益
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
シ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク

の
慈
愛
（benevolence

）
の
理
論
は
社
会
生
物
学
の
諸
概
念
と
お
お
よ
そ

一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。
啓
蒙
主
義
以
後
の
大
部
分
の
道
徳
思
想
に
逆
ら
っ

て
、「
特
定
の
」
諸
関
係
の
領
域
に
お
い
て
慈
愛
が
配
分
さ
れ
る
べ
き
方
法

の
概
略
を
注
意
深
く
描
く
シ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク
の
『
倫
理
学
の
方
法
』
に
注
釈
を

加
え
つ
つ
、
シ
ン
ガ
ー
は
、（
直
接
の
家
族
、
隣
人
と
遠
い
親
戚
、
親
し
い

市
民
、
そ
し
て
最
後
に
そ
の
秩
序
に
属
す
る
す
べ
て
の
人
間
）
の
な
か
で
、

親
族
へ
の
慈
愛
が
最
初
に
く
る
と
い
う
考
え
に
同
意
す
る
。
シ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク

に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
た
、
自
分
の
家
族
の
利
害
関
係
を
道
徳
的
に
優
先

さ
せ
る
と
い
う
考
え
方
は
、
シ
ン
ガ
ー
が
道
徳
的
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
る

生
物
学
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
行
動
と
相
互
に
関
連
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

慈
愛
に
関
す
る
シ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク
の
議
論
全
体
に
み
ら
れ
る
感
謝
の
義
務
を
強

調
す
る
姿
勢
は
、
互
恵
的
利
他
主
義
と
、
感
謝
の
念
を
示
さ
な
い
人
び
と
に
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対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
非
難
の
態
度
と
い
う
概
念
と
相
互
に
関
連
し
て
い
る 

（1981, 37
）。
最
後
に
、
シ
ン
ガ
ー
が
解
釈
し
て
い
る
よ
う
に
、
社
会
生
物

学
は
（
ア
レ
ン
の
表
現
を
用
い
る
な
ら
ば
）
包
括
的
契
約 

│
│ 

そ
こ
で
は
、

利
他
主
義
の
環
（circles

）
が
外
側
へ
と
、
種
一
般
に
向
か
っ
て
広
が
っ
て

行
く 

│
│ 

の
た
め
の
場
を
も
っ
て
い
る
。

社
会
生
物
学
は
完
全
に
家
族
主
義
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
た
め
に
、
普
遍
的

愛
に
い
か
な
る
重
要
な
地
位
を
与
え
る
こ
と
も
拒
否
し
て
い
る
、
と
示
唆
す

る
人
び
と
も
い
た
。
た
し
か
に
こ
の
よ
う
な
諸
批
判
に
内
実
を
与
え
る
社
会

生
物
学
の
見
解
も
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
ガ
レ
ッ
ト
・
ハ
ー
デ
ィ
ン
は
、
倫

理
的
理
想
と
し
て
「
無
差
別
的
」
普
遍
主
義
は
勧
め
ら
れ
な
い
と
論
じ
て
い

る
（1982

）。
区
別
は
「
持
続
的
利
他
主
義
の
必
要
な
部
分
で
あ
る
」
と
ハ
ー

デ
ィ
ン
は
主
張
す
る
（1982, 167

）。
ハ
ー
デ
ィ
ン
に
と
っ
て
、
家
族
の
構

成
員
に
対
す
る
利
他
的
配
慮
、「
身
び
い
き
」、
あ
る
い
は
遺
伝
的
関
係
や
愛

国
主
義
す
な
わ
ち
「
国
民
規
模
の
利
他
主
義
」
と
関
係
の
な
い
長
い
交
際
に

基
づ
き
他
者
に
向
け
ら
れ
る
利
他
主
義
は
、
す
べ
て
倫
理
的
に
妥
当
な
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
普
遍
主
義
、「
親
族
関
係
、
交
友
関
係
、
共
有
す

る
諸
価
値
、
時
間
と
空
間
に
お
け
る
近
さ
を
区
別
せ
ず
に
実
践
さ
れ
る
利
他

主
義
」
は
、
倫
理
的
に
望
ま
し
く
な
い
（1982, 172

）。
こ
こ
で
ハ
ー
デ
ィ

ン
は
、
彼
に
よ
る
と
「
全
体
的
普
遍
主
義
は
賞
賛
に
値
す
る
だ
け
で
な
く
可

能
で
あ
る
と
も
ち
ろ
ん
信
じ
て
い
る
」（1982, 172

）
シ
ン
ガ
ー
に
異
論
を

唱
え
て
い
る
。
事
実
、
ハ
ー
デ
ィ
ン
が
示
唆
す
る
普
遍
主
義
に
対
す
る
禁
止

は
、
社
会
生
物
学
か
ら
引
き
出
さ
れ
ず
、
そ
れ
は
、「
共
通
の
悲
劇
」
へ
と

通
ず
る
「
限
定
さ
れ
た
資
源
を
無
差
別
に
共
有
す
る
こ
と
」（1982, 183

）

に
反
対
す
る
彼
自
身
の
議
論
か
ら
引
き
出
さ
れ
て
い
る
。
ハ
ー
デ
ィ
ン
と
対

照
的
に
ポ
ー
ル
・
D
・
マ
ッ
ク
リ
ー
ン
は
こ
う
主
張
し
て
い
る
。
脳
の
「
よ

り
新
し
い
」
部
分
の
仲
介
で
、「
若
者
に
対
す
る
親
と
し
て
の
配
慮
は
そ
の

種
の
他
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
へ
と
一
般
化
し
て
行
く
、
す
な
わ
ち
責
任
の
感
覚

か
ら
い
わ
ゆ
る
良
心
へ
と
漸
進
す
る
心
理
学
的
発
達
が
み
ら
れ
る
」（1982, 

209

）
と
。
脳
の
発
達
と
社
会
生
物
学
に
関
す
る
マ
ッ
ク
リ
ー
ン
の
評
価
は
、

最
終
的
に
人
類
一
般
に
到
達
す
る
利
他
主
義
の
拡
大
す
る
環
（circle

）
と

い
う
シ
ン
ガ
ー
の
概
念
を
支
持
す
る
。
愛
の
神
学
に
対
す
る
社
会
生
物
学
の

結
論
は
、
人
間
は
家
族
の
領
域
に
関
心
を
も
っ
て
お
り
、
ま
た
関
心
を
も
つ

べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
・
バ
ラ
シ
ュ
の
言
葉
に

よ
る
と
、
人
類
は
「
選
択
さ
れ
た
K
」
種
で
あ
る
、
つ
ま
り
親
が
大
き
な
投

資
を
す
る
た
め
に
、
よ
り
少
な
い
数
の
子
孫
を
生
む
種
で
あ
る
（1977

）。

人
間
は
、
生
来
、
親
と
子
の
間
で
愛
着
を
も
つ
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
結
果
、
人
間
の
愛
は
、
大
部
分
、
集
中
し
て
こ
の
場
に
向
け
ら

れ
る
。
共
通
の
道
徳
的
経
験
に
関
す
る
い
か
な
る
省
察
も
、
こ
の
現
実
を
認

め
る
と
わ
た
し
は
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
人
間
は
、
互
恵
的
利
他
主
義
の

諸
関
係
を
通
し
て
、
遺
伝
的
に
も
っ
と
も
近
い
人
び
と
の
幸
せ
の
た
め
に
特

に
配
慮
す
る
、
そ
し
て
配
慮
す
べ
き
存
在
で
あ
る
。
こ
の
い
ず
れ
も
、
普
遍

的
愛
を
排
除
し
な
い 
│
│ 

そ
れ
は
、
親
族
関
係
と
友
情
が
、
わ
れ
わ
れ
が
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そ
こ
か
ら
愛
の
技
術
を
学
び
、
ま
た
わ
れ
わ
れ
の
究
極
的
関
心
の
環
を
外
に

向
か
っ
て
広
げ
て
行
く
こ
と
を
可
能
に
す
る
道
徳
的
に
豊
か
な
資
源
で
あ
る

こ
と
を
意
味
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
。「
特
定
の
」
諸
関
係
は
そ
れ
ゆ
え
愛

の
秩
序
に
と
っ
て
本
質
的
な
も
の
で
あ
る
。

人
間
の
生
物
学
的
、
心
理
学
的
、
そ
し
て
社
会
的
存
在
の
重
要
な
部
分
で

あ
る
「
特
定
の
」
諸
関
係
に
対
す
る
関
心
を
無
視
す
る
、
キ
リ
ス
ト
教
的
愛

の
い
か
な
る
理
論
も
不
適
切
で
あ
る
。
た
し
か
に
、こ
の
よ
う
な
諸
理
論
は
、

そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
集
団
的
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
警
戒
し
つ
つ
、
道
徳
的
行

為
者
を
普
遍
主
義
と
包
括
的
契
約
の
方
向
へ
と
向
か
う
よ
う
に
励
ま
す
と
い

う
点
で
、
あ
る
戦
略
的
価
値
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
よ
う
な

諸
理
論
は
、
そ
の
抽
象
的
性
格
に
よ
っ
て
厳
し
く
限
界
づ
け
ら
れ
、
公
平
無

私
と
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
平
等
の
名
の
も
と
に
、
人
間
か
ら
そ
の
本
質
的
様
相

を
は
ぎ
取
っ
て
し
ま
う
自
己
の
哲
学
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
。「
特

定
の
」
諸
関
係
を
無
視
す
る
、
あ
る
い
は
そ
の
価
値
を
低
く
見
積
も
る
こ
と

は
、
聖
書
の
善
い
サ
マ
リ
ア
人
の
譬
え
話
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、
愛
を
偶
然

の
挿
話
に
お
と
し
め
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
諸
々
の
利
他
的
な

行
為
の
た
め
の
よ
り
安
定
し
た
基
盤
を
形
成
す
る
、家
族
の
愛
と
夫
婦
の
愛
、

友
情
と
感
謝
に
害
を
加
え
る
こ
と
で
あ
る
。
道
徳
的
経
験
の
社
会-

生
物
学

的
基
盤
を
真
剣
に
受
け
と
め
る
こ
と
は
、
愛
を
そ
の
う
つ
ろ
い
や
す
さ
か
ら

救
い
出
す
こ
と
で
あ
る
。

啓
蒙
主
義
以
前
の
ア
ガ
ペ
ー
的
伝
統
の
回
復

実
際
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的-

ト
マ
ス
的
伝
統
に
お
い
て
行
わ
れ
た
キ
リ

ス
ト
教
的
愛
の
省
察
は
、「
特
定
の
」
諸
関
係
の
秩
序
に
対
す
る
重
要
な
言

及
を
含
ん
で
い
た
。
た
し
か
に
、
こ
の
伝
統
の
な
か
に
、
キ
リ
ス
ト
教
倫
理

に
お
い
て
「
差
異
的
引
力
」
を
支
持
す
る
た
め
に
自
然
と
聖
書
の
双
方
に
訴

え
る
議
論
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

「
特
定
の
」
諸
関
係
は
、
も
ち
ろ
ん
、
神
へ
の
愛
に
ま
さ
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
マ
タ
イ
一
〇
・
三
七-

三
九
に
お
い
て
イ
エ
ス
は
弟
子
た
ち
に
こ
う
警

告
し
て
い
る
。「
わ
た
し
よ
り
も
父
や
母
を
愛
す
る
者
は
、
わ
た
し
に
ふ
さ

わ
し
く
な
い
。
わ
た
し
よ
り
も
息
子
や
娘
を
愛
す
る
者
も
、
わ
た
し
に
ふ
さ

わ
し
く
な
い
」。
親
あ
る
い
は
子
供
が
、
神
へ
の
愛
に
緊
張
を
も
た
ら
す
レ

ベ
ル
の
忠
誠
を
要
求
す
る
と
き
で
さ
え
、
神
の
方
が
よ
り
大
き
な
価
値
を
も

つ
。
ガ
イ
ス
ラ
ー
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
第
一
戒
を
守
る
た
め
に
、
第

五
戒
を
「
破
る
」
よ
う
に
み
え
る
こ
と
が
、と
き
ど
き
必
要
で
あ
る
」（1973, 

30

）。
し
か
し
な
が
ら
事
実
、「
ひ
と
は
実
際
に
よ
り
低
次
の
戒
め
を
破
る
の

で
は
な
く
、
む
し
ろ
よ
り
高
次
の
戒
め
に
服
従
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
を

超
越
す
る
だ
け
で
あ
る
」（1973, 32

）。
よ
り
高
次
の
法
の
た
め
に
よ
り
低

次
の
法
が
一
時
停
止
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
特
定

の
」
諸
関
係
が
一
般
に
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
よ
り
低
次
の
法
は
、
他
の
聖

書
の
聖
句
が
指
示
す
る
よ
う
に
そ
の
ま
ま
保
た
れ
て
い
る
。
イ
エ
ス
自
身
は
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離
婚
を
拒
否
し
、
律
法
を
廃
止
す
る
た
め
で
は
な
く
む
し
ろ
そ
れ
を
実
現
す

る
た
め
に
や
っ
て
き
た
。預
言
者
た
ち
は
家
族
の
き
ず
な
を
大
変
強
調
し
た
。

マ
タ
イ
一
〇
章
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
聖
句
が
妥
当
す
る
の
は
、
あ
る
ひ
と
の
一

時
的
な
「
特
定
の
」
諸
関
係
が
す
べ
て
の
も
の
の
な
か
で
も
っ
と
も
「
特
殊

な
」
関
係
と
深
刻
な
衝
突
を
起
こ
す
時
だ
け
で
あ
る
、
し
か
も
、
そ
の
停
止

状
態
は
最
終
的
に
和
解
に
至
る
と
の
希
望
が
あ
る
時
だ
け
で
あ
る
。
時
折
、

キ
リ
ス
ト
教
の
批
評
家
た
ち
、
あ
る
い
は
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
自
身
は
、
こ
れ

ら
の
聖
句
を
そ
の
よ
り
大
き
な
文
脈
か
ら
切
り
離
し
て
と
り
だ
そ
う
と
す

る
。
キ
リ
ス
ト
教
的
理
想
は
「
特
定
の
」
諸
関
係
の
ひ
と
つ
で
あ
る 

│
│ 

た
と
え
そ
れ
ら
の
諸
関
係
が
神
に
中
心
を
置
く
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
。

事
実
、
イ
エ
ス
は
友
情
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
か
な
り
用
い
て
お
り
、
神
と
の

彼
の
関
係
の
大
部
分
は
「
ア
バ
」
父
よ
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
要
約
さ
れ
る
。

ヨ
ハ
ネ
一
五
・
一
四
に
お
い
て
彼
は
「
わ
た
し
の
命
じ
る
こ
と
を
行
う
な
ら

ば
、
あ
な
た
が
た
は
わ
た
し
の
友
で
あ
る
」
と
言
い
、
彼
の
友
と
な
る
愛
は

す
べ
て
の
人
に
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、「
絶
え
ず
わ
た
し
と
一
緒
に
踏

み
と
ど
ま
っ
て
く
れ
た
人
び
と
に
与
え
ら
れ
る
」（
ル
カ
二
二
・
二
八
）。
イ

エ
ス
は
、
ア
ウ
ト
カ
の
カ
ン
ト
主
義
的
言
語
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
彼
の
信

奉
者
た
ち
を
「
人
間
実
存
」
や
「
人
格
と
し
て
の
人
格
」
と
し
て
扱
っ
た
の

で
は
な
く
、
む
し
ろ
イ
エ
ス
に
対
す
る
彼
ら
の
応
答
に
よ
っ
て
「
特
定
の
契

約
」
の
な
か
に
い
る
特
別
な
友
人
と
し
て
扱
っ
た
。
こ
こ
に
あ
る
の
は
、
特

定
の
歴
史
的
関
わ
り
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
小
さ
く
て
親
密
な
グ
ル
ー
プ
で
あ

る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
イ
エ
ス
が
「
包
括
的
契
約
の
力
強
い
感
覚
」
を
も
っ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
決
し
て
示
唆
せ
ず
、
た
し
か
に
彼
の
教
え
に
お
い
て

普
遍
的
愛
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
包
括
的
愛
は
「
特
定
の
」

諸
関
係
と
そ
の
本
質
的
役
割
の
重
要
性
に
と
っ
て
代
わ
る
べ
き
で
は
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
ア
ン
ダ
ー
ス
・
ニ
グ
レ
ン
、
ア
ウ
ト
カ
、
そ
の
他
の
人
び
と
の

著
作
が
証
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
愛
に
関
す
る
文
献
に
お
い
て
、
あ
ま
り
に

も
頻
繁
に
こ
の
置
換
が
生
じ
て
い
る
。

自
然
法
的
ア
ガ
ペ
ー
の
伝
統
の
諸
要
求
を
最
も
適
切
に
表
し
て
い
る
聖
書

の
言
葉
は
、
第
一
テ
モ
テ
五
・
八
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
自
分
の
親
族
、
特
に

家
族
の
世
話
を
し
な
い
者
が
い
れ
ば
、
そ
の
者
は
信
仰
を
捨
て
た
こ
と
に
な

り
、
信
者
で
な
い
人
に
も
劣
っ
て
い
ま
す
」。
第
一
テ
モ
テ 

│
│ 

こ
れ
は
パ

ウ
ロ
的
共
同
体
が
生
み
だ
し
た
も
の
で
あ
り
、
パ
ウ
ロ
自
身
が
書
い
た
も
の

で
は
な
い 

│
│ 

は
、
教
会
の
秩
序
や
組
織
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る
。
そ

れ
は
明
白
な
仕
方
で
、
た
し
か
に
「
差
異
的
引
力
」
の
ひ
と
つ
で
あ
る
慈
愛

の
秩
序
を
設
計
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ガ
ラ
テ
ヤ
六
・
一
〇
の
「
で
す
か
ら
、

今
、
時
の
あ
る
間
に
、
す
べ
て
の
人
に
対
し
て
、
特
に
信
仰
に
よ
っ
て
家
族

に
な
っ
た
人
び
と
に
対
し
て
、
善
を
行
い
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
句
と
一
緒
に

読
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
わ
た
し
は
思
う
。
こ
れ
ら
二
つ
の
句
は
、
道
徳

的
領
域
の
「
同
等
引
力
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
の
み
集
中
す
る
キ
リ
ス
ト
教
的
愛

の
諸
理
論
の
値
打
ち
を
い
わ
ば
切
り
下
げ
る
の
で
あ
る
。

キ
リ
ス
ト
教
に
は
、
常
に
次
の
よ
う
な
考
え
方
が
残
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
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家
族
の
諸
々
の
義
務
と
「
特
定
の
」
諸
関
係
は
王
国
の
そ
れ
ら
に
従
属
す
る

が
、
教
会
が
信
仰
の
家
族
と
い
う
形
式
の
中
で
発
展
し
た
こ
と
に
よ
り
、
家

族
は
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
の
中
で
構
成
単
位
と
な
り
、
そ
れ
自
体
こ
の
よ
う

な
構
成
単
位
の
大
規
模
な
集
合
化
を
生
み
だ
す
傾
向
が
あ
っ
た
。
パ
ウ
ロ
の

資
料
に
極
め
て
明
瞭
に
現
れ
て
い
る
こ
の
発
展
は
、
イ
エ
ス
の
倫
理
と
矛
盾

し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
C
・
J
・
カ
ド
ウ
が
記
し
て
い
る
よ
う
に
、「
イ
エ
ス

は
家
族
生
活
の
制
度
と
法
に
最
大
の
敬
意
を
表
し
て
い
た
」（1925, 58

）
か

ら
で
あ
る
。
マ
タ
イ
一
五
・
五
の
第
五
戒
の
肯
定
、「
神
の
子
た
ち
に
対
す
る

神
の
態
度
を
た
し
か
に
指
し
示
す
も
の
と
し
て
、
親
の
本
能
」
に
訴
え
て
い

る
こ
と
、
イ
エ
ス
が
幼
児
に
与
え
た
特
別
な
尊
厳
、
イ
エ
ス
が
兄
弟
関
係
に

継
続
的
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
、「
一
心
同
体
」
と
し
て
の
夫
婦
関
係
に
言

及
し
て
い
な
い
こ
と
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
イ
エ
ス
と
パ
ウ
ロ
の
価
値
観
が
一

貫
し
て
い
る
こ
と
を
強
く
示
し
て
い
る
（C

adoux 1925, 58

）。
キ
リ
ス
ト

教
倫
理
の
よ
り
広
い
歴
史
的
伝
統
は
、
愛
の
主
題
に
つ
い
て
考
え
る
際
に
、

家
族
生
活
と
「
特
定
の
」
諸
関
係
に
対
す
る
こ
の
敬
意
を
見
逃
さ
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
と
彼
に
倣
う
者
た
ち
の
著
作
に
は
っ
き
り
と

表
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
隣
人
愛
の
秩
序
を
確
立
す
る
こ
と
に
極
め
て
真
剣

に
取
り
組
ん
だ
。
彼
の
主
張
に
よ
る
と
、
隣
人
愛
の
本
質
的
内
容
は
「
彼
の

隣
人
が
神
を
愛
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
彼
は
、
自
分
の

隣
人
を
自
分
自
身
の
よ
う
に
愛
す
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
」（﹇426

﹈ 1950, 692

）。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
と
っ
て
、
だ
れ
が
愛
さ

れ
る
べ
き
な
の
か
は
明
ら
か
で
あ
る
。「
ひ
と
は
、彼
の
妻
、彼
の
子
供
た
ち
、

彼
の
家
族
、
彼
の
手
の
届
く
な
か
に
い
る
す
べ
て
の
者
の
た
め
に
、
こ
の
努

力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（﹇426

﹈ 1950, 693

）。
も
ろ
ち
ん
隣
人
に
対

す
る
普
遍
的
愛
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
思
想
に
み
ら
れ
る
強
力
な
流
れ
で

あ
り
、「
同
等
引
力
」
が
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
の
中
心
的
観
点
で
あ
る
か
ぎ
り
、

当
然
そ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。し
か
し
な
が
ら
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
、

自
分
自
身
の
家
族
へ
の
配
慮
の
優
先
性
を
強
調
し
て
い
る
。「
そ
れ
ゆ
え
ま

ず
第
一
に
、
彼
自
身
の
家
族
が
配
慮
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
自
然
と
社
会
の
法

は
、
彼
に
、
よ
り
準
備
の
整
っ
た
仕
方
で
彼
ら
に
近
づ
き
、
そ
し
て
彼
ら
に

奉
仕
す
る
よ
り
偉
大
な
機
会
を
提
供
す
る
か
ら
で
あ
る
」（﹇426

﹈ 1950, 

693

）。
こ
の
言
葉
に
続
い
て
直
ち
に
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
、
第
一
テ
モ
テ

五
・
八
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
彼
が
ア
ガ
ペ
ー
の
パ
ウ
ロ
的
秩
序
を

決
定
的
な
も
の
と
受
け
止
め
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
こ
の
よ
う
に
ア
ウ
グ
ス

テ
ィ
ヌ
ス
は
隣
人
愛
に
関
す
る
議
論
に
お
い
て
人
間
の
本
性
を
考
慮
に
入
れ

て
お
り
、
神
へ
の
愛
に
つ
い
て
検
討
す
る
際
に
も
、
幸
福
を
求
め
る
人
間
の

欲
求
と
同
一
の
広
が
り
を
も
つ
も
の
と
し
て
そ
の
よ
う
に
し
て
い
る
。愛
は
、

人
間
の
社
会
的
か
つ
生
物
学
的
存
在
の
構
造
に
反
対
し
て
働
く
と
い
う
よ
り

も
、
あ
る
意
味
で
そ
れ
と
共
に
働
く
の
で
あ
る
。

ト
マ
ス
・
ア
ク
イ
ナ
ス
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
愛
の
秩
序
に
関
す
る
ア
ウ
グ

ス
テ
ィ
ヌ
ス
的
か
つ
パ
ウ
ロ
的
見
解
に
固
執
し
て
い
る
。
彼
も
ま
た
、
親
類
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へ
の
配
慮
は
、
生
来
、
見
知
ら
ぬ
第
三
者
へ
の
配
慮
に
優
先
す
る
と
主
張
し

て
お
り
、
彼
の
主
張
を
実
証
す
る
た
め
に
、
彼
は
第
一
テ
モ
テ
五
・
八
を
引

用
し
て
い
る
（﹇1266

-73

﹈ 1950,549

）。
バ
ト
ラ
ー
主
教
も
、
愛
に
つ
い
て

語
っ
た
そ
の
『
十
二
の
説
教
』
に
お
い
て
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。

慈
愛
は
徳
の
総
体
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
と
き
、そ
れ
は
、行
き
あ
た
り
ば
っ

た
り
の
性
質
と
し
て
で
は
な
く
、
理
性
的
被
造
物
の
原
理
と
し
て
言
わ
れ
て

お
り
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
彼
ら
の
理
性
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
。
な
ぜ
な
ら

道
徳
的
行
為
者
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
概
念
に
は
理
性
と
反
省
が
入
っ
て
く

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
が
後
に
も
た
ら
す

諸
々
の
帰
結
と
、
あ
る
行
為
の
直
接
的
傾
向
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
る
。

そ
れ
に
よ
り
、
あ
る
人
び
と
へ
の
、
例
え
ば
子
供
た
ち
と
家
族
へ
の
配
慮
が
、

生
ま
れ
つ
き
、
つ
ま
り
摂
理
に
よ
っ
て
特
に
わ
れ
わ
れ
の
義
務
と
し
て
委
託

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
教
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う （﹇1726
﹈ 1969, 

374

）。

一
九
世
紀
に
な
る
と
、
ヘ
ン
リ
ー
・
シ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク
も
慈
愛
を
本
性
と
み
な

し
て
お
り
、
こ
の
か
ぎ
り
で
彼
は
バ
ト
ラ
ー
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
功

利
主
義
、
カ
ン
ト
主
義
、
そ
し
て
は
る
か
に
近
代
的
な
哲
学
と
神
学
は
、
慈

愛
の
伝
統
的
位
置
づ
け
を
過
小
評
価
し
た
り
、
ま
っ
た
く
見
逃
し
た
り
し
て

い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
自
然
的
」
義
務
が
、
キ
リ
ス
ト
教
的
愛

が
焦
点
を
合
わ
せ
る
べ
き
場
に
関
す
る
議
論
の
な
か
に
真
剣
に
組
み
込
ま
れ

た
と
き
が
、
た
し
か
に
あ
っ
た
。

よ
り
広
い
伝
統
を
回
復
す
る
こ
と
は
、「
特
定
の
」
諸
関
係
は
、
キ
リ
ス

ト
教
的
愛
に
つ
い
て
語
る
神
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
単
な
る
補
足
と
し
て
取
り

扱
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
で
あ
る
。
道
徳
的

行
為
者
は
、
マ
ッ
キ
ン
タ
イ
ヤ
ー
が
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
、
社
会
的
動
物

で
あ
り
、
生
物
学
的
に
記
述
さ
れ
る
諸
々
の
役
割
は
、
そ
の
ひ
と
が
何
も
の

で
あ
り
、
ま
た
そ
の
ひ
と
が
道
徳
的
に
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を

大
幅
に
限
定
す
る
。
関
係
と
近
さ
に
は
程
度
の
差
が
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
善
い

サ
マ
リ
ア
人
主
義
は
、
愛
に
関
す
る
ひ
と
つ
の
部
分
的
見
解
を
提
供
す
る
に

す
ぎ
な
い
。

最
終
的
評
価

ア
ガ
ペ
ー
は
家
族
と
信
仰
に
お
け
る
友
人
た
ち
に
限
定
さ
れ
な
い
。
な
ぜ

な
ら
そ
れ
は
、
見
知
ら
ぬ
第
三
者
を
そ
の
真
中
に
連
れ
て
く
る
た
め
に
遠
く

世
界
中
へ
と
で
て
行
き
、
探
し
求
め
る
と
い
う
偉
大
な
委
託
を
担
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
知
ろ
う
と
知
る
ま
い
と
、
す
べ
て
の
ひ
と
は
神

の
子
供
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
に
だ
れ
も
が
神
お
よ
び
兄
弟
姉
妹
た
ち

と
の
交
わ
り
に
招
か
れ
て
い
る
。し
か
し
拡
大
の
過
程
で
、ア
ガ
ペ
ー
の
サ
ー

ク
ル
は
、「
自
分
の
接
す
る
ひ
と
へ
の
愛
が
最
初
に
く
る
と
き
、
す
べ
て
の
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ひ
と
へ
の
愛
は
最
良
の
も
の
に
な
る
」
と
い
う
ガ
イ
ス
ラ
ー
の
要
点
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い 

（1973, 39

）。
結
局
、
イ
エ
ス
は
、
イ
エ
ス
と
、
ま
た
お
互

い
と
交
わ
ろ
う
と
す
る
弟
子
た
ち
の
小
さ
な
集
団
に
彼
の
時
間
の
多
く
を
、

そ
し
て
そ
の
大
部
分
を
捧
げ
た
。
交
わ
り
の
理
想
を
描
写
す
る
た
め
に
彼
の

用
い
た
隠
喩
か
ら
判
断
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
ら
れ
る
だ
け
で
あ

る
。
つ
ま
り
家
族
の
領
域
は
回
復
の
ま
さ
に
基
盤
で
あ
り
、
交
わ
り
が
拡
大

し
う
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
は
拡
大
さ
れ
た
家
族
と
な
る
。
イ
エ
ス
は
、
親
と
子
、

兄
弟
姉
妹
、
夫
と
妻
の
間
の
愛
の
素
朴
で
自
然
な
経
験
を
、
本
当
に
多
く
の

こ
と
わ
ざ
と
教
え
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
彼
の
神
学
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
本

質
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

す
べ
て
の
人
び
と
の
宗
教
的
信
念
が
何
で
あ
れ
、
彼
ら
は
、
彼
ら
の
活
動

範
囲
の
な
か
で
遠
く
離
れ
た
も
の
さ
え
含
む
普
遍
的
道
徳
的
義
務
を
負
っ
て

い
る
。「
危
害
を
加
え
て
は
な
ら
な
い
」、
誠
実
、
正
義
な
ど
は
、
す
べ
て
の

ひ
と
に
等
し
く
適
用
さ
れ
る
基
本
的
倫
理
的
規
範
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は

個
人
的
領
域
と
い
う
よ
り
も
非
個
人
的
領
域
で
あ
る
。
家
族
と
友
人
の
、
豊

か
で
、
親
密
で
、
創
造
的
で
、
誠
実
な
絆
は
、
通
り
す
が
り
の
隣
人
と
の
束

の
間
の
出
会
い
と
は
異
な
る
重
要
性
を
も
っ
て
い
る
。
遠
く
に
い
る
ひ
と

（the person qua person

）
に
対
す
る
愛
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
、
言
葉
を

混
乱
さ
せ
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
近
さ
を
考
え
ず
に
、
遠
方
に
い
る
隣
人
に

対
す
る
尊
敬
や
同
情
に
つ
い
て
語
る
方
が
よ
い
。
愛
の
サ
ー
ク
ル
は
、
も
し

も
そ
の
深
み
と
安
定
性
が
達
成
さ
れ
る
な
ら
ば
、
大
い
に
人
格
的
で
あ
る
。

こ
の
人
格
的
深
み
と
対
照
的
な
の
が
、
浅
薄
さ
と
皮
相
性
、
人
格
的
相
互
性

の
構
造
に
反
す
る
愛
の
脱
中
心
化
で
あ
る
。
た
だ
薄
い
関
係
の
な
か
で
生
き

ら
れ
た
人
生
、
つ
ま
り
「
同
僚
」
で
「
そ
れ
以
上
で
は
な
い
」
他
者
に
過
ぎ

な
い
ひ
と
と
だ
け
生
き
ら
れ
た
人
生
は
、
な
ん
と
愛
に
欠
け
て
い
る
こ
と
だ

ろ
う
。
ひ
と
を
単
に
ひ
と
と
し
て
み
ず
に
、
独
自
で
特
徴
を
十
分
に
備
え
た

ひ
と
と
し
て
み
る
愛
の
交
換
の
可
能
性
を
ア
ガ
ペ
ー
の
た
め
に
と
っ
て
お
く

の
は
、
家
族
と
コ
イ
ノ
ニ
ア
の
領
域
で
あ
る
。

わ
た
し
の
主
要
な
関
心
は
、
啓
蒙
主
義
以
後
の
理
解
に
特
徴
的
な
、
ア
ガ

ペ
ー
の
領
域
を
非
家
族
的
領
域
に
還
元
す
る
態
度
に
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の

考
え
る
家
族
と
は
、
神
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
社
会
的
領
域
で
あ
り
、
そ
こ

で
は
愛
の
臨
在
が
も
っ
と
も
明
確
に
宣
言
さ
れ
う
る
し
、
ま
た
宣
言
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
結
婚
の
誓
い
か
ら
親
の
愛
に
至
る
ま
で
、
家
族
は
創
造

的
誠
実
さ
の
中
心
で
あ
る
。
事
実
、
そ
れ
は
極
め
て
中
心
的
な
た
め
、
そ
れ

が
な
け
れ
ば
ひ
と
は
、
ア
ガ
ペ
ー
が
生
き
残
れ
る
か
ど
う
か
を
怪
し
む
。
も

ち
ろ
ん
キ
リ
ス
ト
者
は
、
見
知
ら
ぬ
ひ
と
に
対
す
る
尊
敬
と
公
的
な
助
け
の

障
碍
と
な
る
家
族
に
対
す
る
忠
誠
心
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
の
な
か
で
家
族
が
ア
ガ
ペ
ー
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
物
語

に
よ
っ
て
養
わ
れ
る
、
信
じ
あ
う
共
同
体
と
並
ん
で
、
家
族
は
キ
リ
ス
ト
教

倫
理
の
絶
対
的
中
心
な
の
で
あ
る
。
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│
│ 
自
由
へ
の
若
干
の
宗
教
的
貢
献
・
愛
が
求
め
る
も
の 

│
│

「
西
欧
の
伝
統
に
お
い
て
、
つ
ま
り
ユ
ダ
ヤ
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
双
方
に

お
い
て
、
共
同
体
の
宗
教
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
中
心
に
あ
る
の
は
、
人
間
の
自

由
は
次
の
よ
う
な
愛
の
共
同
体
の
な
か
で
の
み
究
極
的
に
意
味
を
も
ち
、
ま

た
成
就
さ
れ
る
と
の
基
本
的
確
信
で
あ
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
そ
の
な
か
で
、

神
が
人
び
と
に
そ
の
目
的
の
た
め
に
与
え
た
力
の
ゆ
え
に
、
ま
た
神
が
創
造

し
た
彼
ら
の
本
性
の
諸
条
件
が
そ
の
他
の
方
法
で
は
満
た
さ
れ
な
い
が
ゆ
え

に
、
人
び
と
が
ま
ず
他
者
の
た
め
に
生
き
る
よ
う
な
愛
の
共
同
体
で
あ
る
」

（
フ
ラ
ン
ク
・
G
・
カ
ー
ク
パ
ト
リ
ッ
ク
『
共
同
体
：
三
位
一
体
論
的
モ
デ

ル
』）。

わ
た
し
が
用
い
よ
う
と
し
て
い
る
人
間
の
自
由
と
い
う
用
語
の
意
味
が

も
っ
と
も
よ
く
理
解
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
奴
隷
制
度
の
正
反
対
と
し
て
理

解
さ
れ
る
と
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
強
制
の
不
在
、
つ
ま
り
自
分
自
身
で
選
ん

だ
目
的
に
基
づ
い
て
行
為
す
る
能
力
を
指
す
。
自
由
は
、
そ
こ
に
お
い
て
個

人
の
良
心
の
根
拠
が
尊
敬
さ
れ
る
よ
う
な
非
強
制
的
な
諸
関
係
と
関
連
し
て

い
る
。自
由
の
範
囲
は
内
的
人
格
を
越
え
て
行
為
の
領
域
へ
と
広
が
る
た
め
、

必
然
的
に
、
力
な
い
し
力
の
脅
威
に
基
づ
く
社
会
組
織
に
反
対
し
て
道
徳
的

圧
力
が
形
成
さ
れ
る
。

西
欧
の
自
由
社
会
は
と
り
わ
け
自
由
の
理
想
に
魅
了
さ
れ
て
い
る
。「
自

由
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
死
か
！
」「
我
に
自
由
を
与
え
よ
、
さ
も
な
け
れ
ば

死
を
与
え
よ
！
」
と
い
う
標
語
は
、
こ
の
唯
一
の
価
値
へ
の
参
与
の
激
烈
な

感
情
を
こ
の
上
な
く
よ
く
と
ら
え
て
い
る
。
自
由
に
対
す
る
人
間
の
欲
求
は

普
遍
的
で
絶
対
に
可
能
な
も
の
で
あ
る
、
と
何
の
疑
い
も
な
く
仮
定
さ
れ
て

い
る
。
自
然
的
性
向
と
し
て
の
自
由
と
い
う
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
概
念
か
ら
、

犬
の
よ
う
に
皮
ひ
も
に
つ
な
が
れ
な
が
ら
も
確
実
に
噛
み
つ
こ
う
と
す
る
人

間
と
い
う
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ス
ペ
ン
サ
ー
の
概
念
に
至
る
ま
で
、
人
び
と
は
他

の
何
よ
り
も
自
由
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
と
仮
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
こ
の
仮
定
は
ま
っ
た
く
擁
護
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
多
く
の
、
そ
し
て

お
そ
ら
く
大
多
数
の
人
間
は
自
由
に
こ
の
よ
う
な
偉
大
な
価
値
を
置
い
て
い

な
い
か
ら
で
あ
る
。

し
ば
し
ば
、
自
由
よ
り
も
安
全
の
方
が
好
ま
れ
て
き
た 

│
│ 

事
実
、
自

由
は
と
き
ど
き
安
全
を
意
味
す
る
も
の
と
再
定
義
さ
れ
て
き
た
。
安
全
を
好

む
現
実
を
見
逃
す
こ
と
は
、
事
実
を
単
純
化
し
、
歪
曲
す
る
こ
と
で
あ
る
。

哲
学
者
F
・
ベ
ル
ク
マ
ン
が
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
自
由
は
、
事
実
で
あ
る

と
自
由
主
義
が
考
え
て
い
る
よ
う
な
「
す
べ
て
の
人
間
の
願
望
の
自
然
で
明

白
な
対
象
」
で
は
な
い
（1977, 1

）。
実
際
、「
自
由
か
ら
逃
走
す
る
」
人
間

の
傾
向
は
、ど
の
時
代
に
も
十
分
実
証
さ
れ
て
き
た
。し
た
が
っ
て
エ
ー
リ
ッ

ヒ
・
フ
ロ
ム
は
、
人
び
と
が
「
服
従
と
統
治
」（1969, 163

）
の
状
態
を
求
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め
て
努
力
す
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
自
由
は
性
向
と
い
う
よ
り
も
、
む

し
ろ
重
荷
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
人
間
本
性
の
本
質
に
反
す
る
課
題
で
あ
ろ

う
。
自
由
な
人
び
と
は
必
ず
幸
せ
で
あ
る
と
の
主
張
は
、
あ
ま
り
に
も
乱
暴

で
あ
る
。

西
欧
の
自
由
主
義
者
た
ち
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
「
大
審
問
官
」
の
話

し
を
読
ん
で
、
そ
れ
を
心
に
留
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
間
は
「
余
り
に

恐
ろ
し
く
て
直
視
で
き
な
い
自
由
の
重
荷
か
ら
逃
走
す
る
た
め
に
」

（﹇1880

﹈ 1970, 305

）、
喜
ん
で
そ
の
自
由
を
諸
権
威
に
献
上
し
よ
う
と
す

る
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
か
ら
半
ア
ジ
ア
的
専
制
君
主
的
秩
序
に
至
る
ま
で
、
自

由
は
完
全
に
阻
止
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
真
摯
な
友
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
く
、

そ
の
勝
利
は
簡
単
に
逆
転
さ
れ
て
き
た
。
わ
れ
わ
れ
は
特
に
自
由
の
も
ろ
さ

に
衝
撃
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
。

で
は
、
西
欧
の
民
主
的
自
由
主
義
は
、
な
ぜ
自
由
に
よ
っ
て
そ
れ
ほ
ど
駆

り
立
て
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
自
由
の
理
想
化
は
極
め

て
非
合
理
的
で
極
端
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
し
も
自
然
的
性
向
へ
の
訴
え

が
失
敗
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
答
え
は
文
化
的
諸
伝
統
の
う
ち
に
あ
る
に
ち

が
い
な
い
。
そ
し
て
宗
教
が
形
成
的
衝
撃
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
ま
さ
に
こ

こ
に
お
い
て
で
あ
る
。
ど
ん
な
宗
教
神
話
と
思
想
が
、
自
然
に
反
対
す
る
自

由
を
維
持
す
る
こ
と
に
役
だ
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
自
由
と
、
神
と
人
間

の
愛
に
関
す
る
宗
教
的
教
理
の
間
に
、
相
互
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
わ

た
し
が
こ
こ
で
取
り
扱
お
う
と
し
て
い
る
の
は
、こ
れ
ら
の
諸
問
題
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
諸
問
題
は
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
マ

リ
タ
ン
は
、
自
由
へ
と
導
く
世
界
の
な
か
で
働
く
「
歴
史
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

と
し
て
の
ユ
ダ
ヤ-

キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
こ
う
語
っ
た
。
つ
ま
り
キ
リ
ス

ト
教
は
歴
史
に
お
け
る
自
由
の
出
現
を
「
か
す
か
に
活
性
化
し
て
い
る
」

（﹇1943

﹈ 1986, 29

） 

と
。
こ
れ
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
見
解
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
キ

リ
ス
ト
教
の
宗
教
的
伝
統
は
必
然
的
に
自
由
へ
と
至
る
と
主
張
し
た 

（Singer 1983

を
参
照
）。
現
代
の
世
俗
的
意
識
に
と
っ
て
、
こ
の
宗
教
的

諸
思
想
の
衝
撃
が
ど
れ
ほ
ど
隠
さ
れ
て
い
よ
う
と
も
、
ユ
ダ
ヤ-

キ
リ
ス
ト

教
は
、
伝
統
的
に
、
自
由
の
理
想
化
が
そ
こ
に
根
ざ
し
て
い
た
西
欧
文
化
の

ひ
と
つ
の
形
成
者
で
あ
り
、
ひ
と
つ
の
土
壌
で
あ
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ユ
ダ
ヤ-

キ
リ
ス
ト
教
的
文
化
の
力
が
衰
え
る
に
つ
れ
、
自
然
的

自
由
に
関
す
る
諸
々
の
世
俗
的
神
話
が
宗
教
的
神
話
に
と
っ
て
代
わ
り
、
そ

れ
を
曖
昧
に
し
て
し
ま
っ
た
。
自
由
の
た
め
の
パ
ン
種
で
あ
っ
た
ユ
ダ
ヤ-

キ
リ
ス
ト
教
の
思
想
と
は
、
正
確
に
は
何
で
あ
る
の
か
。
こ
れ
は
、
マ
リ
タ

ン
が
答
え
て
い
な
い
問
い
で
あ
り
、
彼
が
答
え
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は

ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
い
を
取
り
上
げ
る
理
由
は
、
そ
れ
を
歴
史
的
に
明
ら
か
に

す
る
と
い
う
明
白
な
目
的
以
外
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
こ
れ
ら
の
諸

思
想
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
生
の
旅
路
に
お
い
て
自
由
の
重
荷
と
苦

闘
す
る
人
び
と
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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自
由
と
神
の
愛

自
由
の
理
想
化
は
、愛
と
自
由
の
相
関
関
係
と
共
に
始
ま
る
。哲
学
者
ジ
ョ

ン
・
ヒ
ッ
ク
の
次
の
よ
う
な
言
葉
を
真
剣
に
受
け
と
め
る
こ
と
は
、
決
し
て

陳
腐
な
こ
と
で
は
な
い
。
つ
ま
り
「
も
し
も
人
間
が
そ
の
創
造
者 （M

aker

） 

と
人
格
的
関
係
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
そ
し
て
単
な
る
操
り
人

形
で
な
い
と
す
れ
ば
、
人
間
は
自
由
と
い
う
制
御
不
可
能
な
賜
物
を
与
え
ら

れ
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
」（1977, 266
）。
自
由
を
授
け
る
愛
な
る
神
は
悪

の
可
能
性
を
予
見
す
る
が
、
こ
の
賜
物
を
妨
害
し
た
り
、
傷
つ
け
た
り
す
る

こ
と
は
拒
否
す
る
。
そ
れ
は
、
徐
々
に 

│
│ 
必
要
と
あ
れ
ば
、
苦
難
を
通

し
て 

│
│ 

人
間
が
創
造
者
（creator

）
と
の
真
の
愛
の
関
係
に
入
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
自
由
は
、
人
間
と
神
の
意
味
深
い
交

わ
り
の
実
現
へ
と
向
か
う
た
だ
ひ
と
つ
の
道
で
あ
る
。
自
由
な
人
間
を
不
自

由
な
人
間
よ
り
も
本
質
的
に
よ
り
価
値
の
あ
る
者
と
す
る
の
は
、
こ
の
交
わ

り
の
可
能
性
で
あ
る
。
神
は
被
造
物
に
強
要
し
た
り
強
制
し
た
り
し
よ
う
と

し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
神
と
人
と
の
交
わ
り
、
つ
ま
り
宗
教
﹇
文
字
ど
お
り
に

は
「
再
結
合
」
を
意
味
す
る
﹈
が
取
り
戻
そ
う
と
し
て
い
る
創
造
の
ま
さ
し

く
そ
の
目
的
は
、
自
由
で
自
発
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
エ

マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ス
エ
デ
ン
ボ
ル
ク
が
書
い
て
い
る
よ
う
に
、「
自
由
が
な
け

れ
ば
、
創
造
の
目
的
は
達
成
さ
れ
な
い 

│
│ 

そ
の
目
的
は
、
魂
の
共
同
体

つ
ま
り
天
の
実
現
に
あ
る
」（﹇1760

﹈ 1967, 110

）。
神
と
被
造
物
は
、
物

理
的
力
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
自
発
的
契
約
に
よ
っ
て
結
び
つ
け
ら
れ
る
。

た
し
か
に
、
自
由
と
い
う
神
の
賜
物
は
し
ば
し
ば
人
間
と
の
神
の
実
際
的
な

交
わ
り
を
妨
害
す
る
が
、
最
終
的
に
こ
の
妨
害
は
よ
り
深
く
か
つ
永
続
的
な

交
わ
り
へ
と
至
る
で
あ
ろ
う
。

人
間
に
は
愛
の
可
能
性
の
た
め
に
自
由
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
意
味

で
人
間
は
神
の
像
に
し
た
が
っ
て
作
ら
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
単
な
る
ロ
ボ
ッ

ト
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
、
神
は
神
的
本
性
の
ひ
と
つ
の
相
を
わ

れ
わ
れ
と
共
有
し
て
い
る
。
聖
書
の
表
現
に
よ
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
さ
に

神
御
自
身
に
か
た
ど
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
。「
神
は
御
自
分
に
か
た
ど
っ
て

人
を
創
造
さ
れ
た
。
神
に
か
た
ど
っ
て
創
造
さ
れ
た
。
男
と
女
に
創
造
さ
れ

た
」﹇
創
一
・
二
七
﹈。
神
は
、
正
し
い
道
筋
を
通
し
て
創
造
す
る
自
由
な
存

在
で
あ
る
。
中
世
の
神
学
者
た
ち
は
神
の
「
絶
対
的
自
由
」
に
言
及
し
、
神

の
臨
在
を
感
じ
た
人
び
と
は
教
会
の
諸
々
の
束
縛
か
ら
の
彼
ら
の
自
由
を
宣

言
す
る
傾
向
を
示
し
た
。

人
間
の
自
由
は
神
の
自
由
の
反
映
で
あ
り
、
そ
れ
は
契
約
的
愛
の
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
に
根
ざ
し
て
い
る
と
い
う
宗
教
的
観
念
を
回
復
す
る
こ
と
は
、
決
し

て
、
厳
格
な
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
の
た
め
に
自
由
の
理
想
を
凝
固
さ
せ
て
し
ま

う
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
単
な
る
神
話
と
み
な
さ
れ
る

と
し
て
も
、
こ
れ
は
、
多
く
の
ひ
と
が
そ
れ
に
よ
っ
て
生
き
、
ま
た
標
準
的

水
準
で
の
愛
に
お
け
る
自
由
の
意
味
に
関
す
る
注
意
深
い
省
察
を
促
す
も
の

で
あ
る
。
信
仰
者
た
ち
に
と
っ
て
、
神
が
人
間
の
自
由
を
望
ん
で
お
ら
れ
る
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こ
と
を
知
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
途
方
も
な
い
心
理
的
重
要
性
を
も
つ
。
わ

れ
わ
れ
は
生
ま
れ
つ
き
だ
れ
も
が
自
由
を
望
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し

た
が
っ
て
そ
れ
は
、
愛
の
精
神
に
お
い
て
自
由
に
生
き
る
力
を
わ
れ
わ
れ
に

与
え
る 
│
│ 

わ
れ
わ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
強
く
こ
れ
と
反
対
の
方
向
に
向
か
う

傾
向
を
も
つ
と
し
て
も 

│
│ 

神
の
目
的
の
ゆ
え
に
、
わ
れ
わ
れ
は
自
由
で

あ
る
と
い
う
思
想
で
あ
り
、
信
仰
で
あ
る
。

自
由
と
贖
い
の
歴
史

人
間
の
自
由
と
い
う
思
想
が
な
け
れ
ば
、
堕
罪
か
ら
、
贖
い
の
た
め
の
努

力
へ
と
い
う
ユ
ダ
ヤ-

キ
リ
ス
ト
教
の
図
式
全
体
は
、
事
実
上
、
ば
か
げ
た

も
の
に
な
る
。
神
に
か
た
ど
っ
て
作
ら
れ
た
人
間
と
同
様
に
、
神
は
、
受
容

的
で
あ
る
と
共
に
外
向
的
な
愛
を
も
つ
。
神
が
愛
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
、

人
間
が
、
愛
さ
れ
る
こ
と
に
自
由
に
応
答
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
神
が
望
む

と
い
う
神
の
願
い
の
基
盤
で
あ
る
。
結
局
、
愛
の
完
成
は
、
一
方
向
だ
け
の

現
象
以
上
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
愛
し
、
愛
さ
れ
る
と
い
う
状
態
で
あ

る
。愛

さ
れ
る
こ
と
を
切
望
す
る
神
は
、
愛
さ
れ
る
者
を
支
配
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
し
た
が
っ
て
贖
い
の
歴
史
の
神
は
暴
君
で
は
な
い
。
ミ
カ
エ
ル
・

ウ
ォ
ル
ツ
ァ
ー
は
、
出
エ
ジ
プ
ト
の
物
語
が
西
欧
の
政
治
に
与
え
た
衝

撃 

│
│ 

た
し
か
に
大
き
な
衝
撃 

│
│ 

を
吟
味
し
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。

結
局
、
非
常
に
異
様
に
み
え
る
が
、
出
エ
ジ
プ
ト
は
人
び
と
の
隷
属
的
服

従
の
対
象
を
端
的
に
フ
ァ
ラ
オ
か
ら
神
へ
と
移
行
さ
せ
た
。
し
か
し
神
礼
拝

は
、
エ
ジ
プ
ト
の
フ
ァ
ラ
オ
の
奴
隷
制
と
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
（
た
と

え
両
者
は
同
じ
へ
ブ
ル
語
で
表
示
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
）。
そ
の
違
い
は

次
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
奴
隷
制
は
強
制
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
、
維

持
さ
れ
る
の
に
対
し
、
礼
拝
は
契
約
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
、
維
持
さ
れ
る
の

で
あ
る
（1985, 73

-74

）。

愛
の
本
性
を
前
提
と
す
る
か
ぎ
り
、
ど
う
し
て
こ
れ
と
ち
が
う
こ
と
が
あ
り

え
よ
う
か
。

贖
い
の
歴
史
全
体
を
通
し
て
、
神
は
諸
々
の
束
縛
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ

自
発
的
契
約
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
間
の
自
由
を
尊
重
す
る
。
自
由

勝
手
で
わ
が
ま
ま
な
イ
ス
ラ
エ
ル
人
た
ち
は
し
ば
ら
く
の
間
バ
ビ
ロ
ン
へ
国

外
追
放
さ
れ
た
が
、
彼
ら
が
再
び
信
仰
に
目
覚
め
る
と
、
神
は
彼
ら
を
奴
隷

状
態
か
ら
解
放
し
よ
う
と
し
た
。
荒
れ
野
の
と
き
か
ら
預
言
者
た
ち
の
時
代

に
至
る
ま
で
、
こ
の
民
の
試
練
と
苦
難
は
す
べ
て
、
人
間
の
自
由
に
対
す
る

神
の
尊
重
と
、
人
間
の
自
由
と
い
う
名
に
お
け
る
自
己
限
定
の
文
脈
の
中
で

起
こ
っ
た
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
贖
い
は
不
確
か
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な

ら
そ
れ
は
、
人
間
の
人
格
性
の
自
由
な
中
心
を
無
視
し
て
進
む
こ
と
は
で
き

な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
歴
史
全
体
を
通
し
て
、
選
ば
れ
た
民
は
、
神
に
逆

ら
っ
て
真
の
独
立
を
主
張
し
て
い
る
。
神
は
、
愛
の
絆
を
創
造
す
る
努
力
の
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な
か
で
自
由
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
神
は
自
由
を
大
い
に

愛
す
る
が
ゆ
え
に
、
罪
さ
え
赦
さ
れ
る
。
神
か
ら
遠
く
離
れ
て
し
ま
っ
た
被

造
物
は
、
自
主
的
に
そ
の
分
離
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

キ
リ
ス
ト
教
は
も
ち
ろ
ん
旧
約
聖
書
を
自
ら
の
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
、

そ
れ
に
、ユ
ダ
ヤ
的
知
恵
と
首
尾
一
貫
し
た
贖
い
の
神
話
を
付
加
し
て
い
る
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
テ
ン
プ
ル
は
そ
の
ギ
フ
ォ
ー
ド
講
演
で
こ
う
述
べ
た
。

人
間
自
身
を
神
と
の
正
し
い
関
係
に
も
た
ら
す
と
い
う
ひ
と
つ
の
希
望

は
、
神
は
、
ま
っ
た
き
自
己
犠
牲
と
い
う
ひ
と
つ
の
行
為
、
あ
る
い
は
諸
々

の
行
為
の
な
か
で
自
ら
の
愛
を
宣
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
よ
う
に
し
て
神
は
、
神
が
創
造
し
た
有
限
な
自
己
の
、
自
由
に

提
供
す
る
愛
を
勝
ち
取
る
の
で
あ
る
（1960, 400

）。

十
字
架
刑
に
行
き
着
く
ま
っ
た
き
自
己
犠
牲
が
、
正
し
い
関
係
に
対
す
る
唯

一
の
希
望
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
そ
れ
に
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
が
、
た

し
か
に
イ
エ
ス
は
大
審
問
官
の
道
よ
り
も
奉
仕
と
自
由
を
選
ん
だ
。

お
そ
ら
く
イ
エ
ス
は
、
愛
よ
り
も
権
力
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
は

自
由
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
人
間
の
性
向 

│
│ 

極
め
て
基
本
的
な
性

向 

│
│ 

に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
新
約
聖
書
学
者
マ
ル
テ
ィ
ン
・

ヘ
ン
ゲ
ル
が
記
し
た
よ
う
に
、
イ
エ
ス
の
使
信
の
本
質
は
「
権
力
を
遂
行
す

る
外
的
手
段
を
基
本
的
に
放
棄
し
て
い
る
こ
と
」（1977, 19

）
に
あ
る
。
人

格
主
義
神
学
者
で
あ
る
ニ
コ
ラ
ス
・
ベ
ル
ジ
ャ
ー
エ
フ
は
こ
の
放
棄
と
い
う

主
題
に
つ
い
て
こ
う
述
べ
た
。「
十
字
架
上
に
釘
づ
け
さ
れ
た
真
理
は
、
誰

を
も
強
制
せ
ず
、
誰
を
も
抑
圧
し
な
い
。
そ
れ
は
自
由
に
受
け
と
め
ら
れ
、

告
白
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
訴
え
は
自
由
な
精
神
に
向
か
っ
て
な

さ
れ
て
い
る
」（﹇1923

﹈ 1957, 197

）。
彼
は
こ
う
付
け
加
え
て
い
る
。「
神

の
子
は
、
人
間
の
自
由
が
確
立
さ
れ
、
強
調
さ
れ
る
た
め
に
、
こ
の
世
の
王

子
た
ち
に
よ
っ
て
十
字
架
に
か
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」

（﹇1923

﹈ 1957, 198

） 

と
。

多
く
の
注
意
深
い
宗
教
思
想
家
た
ち
に
と
っ
て
、
十
字
架
は
神
の
愛
の
象

徴
で
あ
る
と
共
に
、
人
間
の
自
由
に
対
す
る
神
の
尊
重
の
象
徴
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
も
の
と
し
て
十
字
架
は
、
回
復
と
贖
い
の
歴
史
全
体
を
通
し
て
神

の
自
己
限
定
の
適
切
な
象
徴
で
あ
っ
た
。

「
あ
な
た
の
隣
人
を
愛
し
な
さ
い
」 

│
│ 

自
由
と
黄
金
律

人
間
と
神
の
間
の
愛
の
よ
う
に
、
隣
人
愛
は
自
由
と
協
力
関
係
に
あ
る
。

神
と
人
間
の
間
の
愛
は
、
自
分
と
他
者
一
般
の
間
の
対
人
的
諸
関
係
の
た
め

の
基
準
と
し
て
役
立
つ
。
イ
エ
ス
は
、「
わ
た
し
が
あ
な
た
方
を
愛
し
た
よ

う
に
」（
ヨ
ハ
ネ
一
五
・
九
）
互
い
に
愛
し
合
い
な
さ
い
と
言
っ
た
。
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
・
フ
ァ
ー
レ
イ
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
神
と
人
間
の
間
の
愛
は

「
相
互
性
の
」
普
遍
的
「
型
」（1986, 128

）
で
あ
る
。
あ
た
か
も
、
意
味
深
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い
人
間
的
諸
関
係
に
と
っ
て
必
要
な
自
由
が
、
神
と
人
間
の
関
係
に
押
し
つ

け
ら
れ
て
い
る
か
の
ご
と
く
、
も
し
も
垂
直
と
水
平
の
間
の
こ
の
平
衡
関
係

が
あ
ま
り
に
も
擬
人
論
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
な
ら
ば
、わ
た
し
は
読
者
に
、

わ
た
し
が
こ
こ
で
歴
史
の
型
に
つ
い
て
語
っ
て
き
た
こ
と
を
参
照
す
る
よ
う

に
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
愛
と
自
由
の
相
互
関
係

に
関
し
て
は
、
神
と
の
愛
と
あ
な
た
の
隣
人
と
の
愛
と
の
間
に
本
質
的
区
別

は
な
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

も
っ
と
も
重
要
な
神
学
者
た
ち
は
、
感
動
的
な
言
葉
を
用
い
て
隣
人
愛
の

自
由
を
明
確
に
言
い
表
し
て
き
た
。
例
え
ば
、デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
・
ボ
ン
ヘ
ッ

フ
ァ
ー
は
こ
う
書
い
て
い
る
。「
わ
た
し
は
、
他
者
を
わ
た
し
の
次
の
よ
う

な
あ
ら
ゆ
る
試
み
か
ら
解
放
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
彼
を
わ
た

し
の
愛
に
よ
っ
て
統
制
し
、
強
制
し
、
そ
し
て
支
配
し
よ
う
と
す
る
試
み
で

あ
る
」（﹇1938

﹈ 1954, 36

）。
他
の
例
を
無
限
に
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
が
、
ポ
ー
ル
・
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
言
葉
を
引
用
す
る
だ
け
で
十
分
で
あ
ろ

う
。

愛
は
、
愛
さ
れ
る
者
の
自
由
を
破
壊
せ
ず
、
愛
さ
れ
る
者
の
個
人
的
か
つ

社
会
的
実
存
の
諸
構
造
を
侵
害
し
な
い
。
愛
は
、
愛
す
る
者
の
自
由
を
放
棄

せ
ず
、
そ
れ
は
彼
の
個
人
的
か
つ
社
会
的
実
存
の
諸
構
造
を
侵
害
し
な
い

（1951, 1
:

282

）。

人
間
の
自
由
は
隣
人
愛
の
う
ち
に
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
愛
の
内
容
の
一

部
で
あ
る
。
他
者
の
自
由
を
侵
害
す
る
こ
と
は
、
愛
に
対
し
罪
を
犯
す
こ
と

で
あ
る 

│
│ 

た
だ
し
、
隣
人
は
、「
害
を
加
え
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
原

則
の
よ
う
な
、
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
（
最
小
限
主
義
者
）
の
道
徳
の
基
本
原
則
を

侵
害
し
な
い
と
い
う
条
件
の
下
で
。

自
由
は
隣
人
愛
の
内
容
の
一
様
相
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
自
由
は
、
た
と

え
隣
人
が
自
由
を
望
ん
で
い
な
い
と
し
て
も
、
愛
が
隣
人
の
た
め
に
な
さ
ね

ば
な
ら
ぬ
こ
と
の
一
様
相
で
あ
る
こ
と
は
、
ジ
ー
ン
・
ア
ウ
ト
カ
に
よ
っ
て

な
さ
れ
た
ア
ガ
ペ
ー
に
関
す
る
詳
細
な
説
明
に
お
い
て
明
白
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
「
外
部
か
ら
の
諸
々
の
強
制
と
賦
課
（im

positions

）
を
避
け
、
人
格

的
自
由
を
強
め
る
諸
条
件
は
、
そ
れ
自
体
、
愛
が
要
求
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
」（1972, 267

）。
そ
し
て
ア
ウ
ト
カ
は
、
こ
の
自
由
が
神
の
諸
々
の
手
段

と
関
係
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
適
切
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
「
神
が
人
間
の
た
め
に
そ
の
恵
み
に
お
い
て
何
を
な
そ
う
と
も
、
神

は
、
彼
ら
か
ら
彼
ら
自
身
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
と
行
為
を
取
り
あ
げ
な
い
か

ら
で
あ
る
」（1972, 265

）。
ア
ウ
ト
カ
の
よ
う
な
重
鎮
が
こ
の
主
題
に
光
を

当
て
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。

隣
人
愛
は
、
人
生
を
共
に
誠
実
か
つ
自
由
に
生
き
る
こ
と
を
可
能
に
す
る

も
の
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
強
制
さ
れ
た
共
同
作
業
に
反
対
す
る
。
こ
の
こ
と

が
現
実
と
な
っ
て
い
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
悪
意
の
あ
る
ひ
と
を
除
い
て
、

強
制
は
存
在
し
な
い
。
あ
る
意
味
に
お
い
て
、
自
由
は
断
固
と
し
た
説
得
の
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問
題
で
も
あ
り
う
る
。
た
と
え
自
由
が
、
そ
れ
に
従
う
こ
と
が
難
し
い
理
想

で
あ
る
と
し
て
も
、
愛
す
る
こ
と
は
、
自
由
に
生
き
る
よ
う
に
他
者
を
励
ま

す
こ
と
で
あ
る
。
自
由
を
拒
否
す
る
人
び
と
は
、
そ
こ
へ
入
る
よ
う
に
強
要

さ
れ
ず
、
多
く
の
人
び
と
は
も
っ
と
安
易
な
人
生
の
た
め
に
そ
れ
を
拒
否
し

て
き
た
。
可
能
な
か
ぎ
り
、
隣
人
愛
は
、
も
っ
と
も
抵
抗
の
少
な
い
道
が
最

善
の
道
で
は
な
い
こ
と
を
他
者
に
確
信
さ
せ
よ
う
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
だ
れ
も
自
由
で
あ
る
よ
う
に
強
制
さ
れ
る
こ
と
は
な

い 

│
│ 

た
と
え
、
す
べ
て
の
ひ
と
は
彼
ら
の
本
当
の
願
い
と
い
う
レ
ベ
ル

に
お
い
て
自
由
を
求
め
て
い
る
と
い
う
単
純
な
仮
説
が
、
不
幸
に
も
こ
の
こ

と
を
許
す
と
し
て
も
。

お
そ
ら
く
隣
人
愛
は
、
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
が
、「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

な
共
和
国
」
を
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
友
愛
に
お
け
る
強
制
は
必
ず
立

腹
を
惹
き
起
こ
す
と
い
う
こ
と
は
、
た
と
え
そ
う
だ
っ
た
と
考
え
た
い
と
し

て
も
、
真
実
で
は
な
い
。
人
間
の
本
性
か
ら
し
て
強
制
は
、
必
然
的
に
社
会

的
繋
が
り
を
解
消
さ
せ
る
恐
れ
の
あ
る
諸
々
の
軋
轢
を
招
く
、
と
主
張
す
る

こ
と
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
事
実
、
あ
ま
り
に
多
く
の
人
び

と
が
不
自
由
な
中
で
も
あ
ま
り
に
幸
せ
と
感
じ
て
き
た
た
め
に
、
こ
れ
が
一

般
的
に
真
実
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
自

由
に
到
達
し
な
い
交
わ
り
は
す
べ
て
そ
の
な
か
に
失
敗
の
種
を
抱
え
込
む
こ

と
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
ユ
ダ
ヤ-

キ
リ
ス
ト
教
の
諸
前
提
か
ら
こ
う
考
え

た
い
の
で
あ
る
。

あ
ら
ゆ
る
形
式
の
奴
隷
化
と
い
う
永
続
的
危
機
の
よ
う
な
も
の
を
指
摘
す

る
の
は
、
人
間
本
性
で
は
な
く
、
む
し
ろ
ユ
ダ
ヤ-

キ
リ
ス
ト
教
の
理
解
す

る
よ
う
な
愛
の
高
次
の
理
想
で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
古
い
霊

歌
は
こ
う
歌
っ
て
い
る
。「
お
お
、
わ
れ
ら
す
べ
て
を
奴
隷
の
境
遇
か
ら
逃

れ
さ
せ
て
く
だ
さ
い
、
わ
が
民
を
行
か
せ
て
く
だ
さ
い
、
わ
れ
ら
す
べ
て
を

キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
自
由
に
し
て
く
だ
さ
い
、
わ
が
民
を
行
か
せ
て
く
だ
さ

い
」
と
。結

論 

│
│ 

諸
々
の
理
想
化
と
諸
々
の
現
実

人
間
の
自
由
の
理
想
は
、
ユ
ダ
ヤ-

キ
リ
ス
ト
教
の
聖
書
物
語
に
お
い
て

賞
賛
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
が
鼓
舞
す
る
言
葉
と
詩
歌
を
用
い
て
判
断
す
る
な

ら
ば
、
自
由
は
西
欧
の
宗
教
的
遺
産
の
も
っ
と
も
深
い
願
い
の
ひ
と
つ
で
あ

る 

│
│ 

た
と
え
そ
の
遺
産
が
そ
れ
自
身
に
目
覚
め
る
の
に
ど
れ
ほ
ど
多
く

の
時
を
要
し
た
と
し
て
も
。
聖
書
の
神
話
は
愛
と
自
由
の
相
関
関
係
に
深
い

表
現
を
与
え
て
き
た
。
そ
し
て
非
強
制
の
理
想
に
対
す
る
そ
れ
ら
の
貢
献
は

計
り
し
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
自
由
は
、
そ
れ
が
ユ
ダ
ヤ-

キ
リ
ス
ト
教
の

基
盤
に
基
づ
い
て
樹
立
し
て
き
た
推
進
力
に
よ
っ
て
の
み
維
持
さ
れ
て
き
た

の
か
ど
う
か
、
そ
れ
は
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
自
由
の
幾
分
よ
り

意
識
的
な
評
価
、
つ
ま
り
愛
の
意
味
に
根
ざ
し
た
信
仰
的
献
身
と
し
て
の
そ

の
評
価
は
必
要
で
あ
ろ
う
。



四
五

ア
ガ
ペ
ー
と
は
何
か
（
4
）│（
7
）

̶ ̶92

も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
結
論
と
し
て
、
自
由
は
神
の
賜
物
で
あ
る
が
、

悪
事
を
働
く
者
に
は
と
き
お
り
物
理
的
あ
る
い
は
心
理
的
力
が
加
え
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
、
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
強
制
は
、
ユ
ダ

ヤ-
キ
リ
ス
ト
教
的
諸
価
値
と
ま
っ
た
く
両
立
し
え
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
こ
の
宗
教
的
世
界
観
は
罪
を
真
剣
に
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
子
供
の
身
体
的
あ
る
い
は
心
理
的
健
康
に
対
す
る
配
慮
か
ら
、
親

が
子
供
を
抑
制
す
る
義
務
が
あ
る
こ
と
を
疑
う
者
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
ア

ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
、
そ
の
ひ
と
の
内
的
道
徳
的
理
想
主
義
を
堕
落
さ
せ
ず

に
、無
実
の
も
の
を
守
る
こ
と
は
愛
に
基
づ
く
義
務
で
あ
る
と
主
張
し
た
が
、

こ
れ
は
正
し
い
。
ポ
ー
ル
・
ラ
ム
ゼ
イ
が
論
じ
た
よ
う
に
、
正
義
の
戦
争
の

思
想
は
隣
人
愛
と
一
致
す
る 

│
│ 

同
じ
愛
は
、
力
は
で
き
る
か
ぎ
り
制
約

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
必
然
的
に
伴
う
に
も
か
か
わ
ら
ず 

（﹇1968

﹈ 1983, 151

）。

し
か
し
自
由
が
侵
害
さ
れ
る
と
き
、
ど
れ
ほ
ど
正
し
い
と
し
て
も
、
こ
れ

は
あ
る
程
度
の
良
心
の
呵
責
を
も
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ラ
イ

ン
ホ
ー
ル
ド
・
ニ
ー
バ
ー
は
こ
の
緊
張
関
係
に
つ
い
て
こ
う
述
べ
る
こ
と
が

で
き
た
。社

会
的
闘
争
は
、
権
利
の
主
張
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
強
制
の
不
可
避
的

使
用
に
お
い
て
も
、
愛
の
純
粋
倫
理
の
侵
害
を
含
む
。
こ
こ
で
も
う
一
度
、

す
で
に
明
白
な
こ
と
を
述
べ
る
必
要
は
な
い
が
、
通
常
、
大
学
の
道
徳
家
た

ち
は
こ
の
明
白
な
こ
と
に
言
及
し
な
い
の
で
あ
る
。
い
か
な
る
社
会
も
、
強

制
の
使
用
な
し
に
存
続
す
る
こ
と
は
で
き
な
い 

│
│ 

知
的
な
社
会
は
い
ず

れ
も
、
強
制
を
最
小
限
に
減
ら
そ
う
と
試
み
、
そ
の
諸
制
度
に
安
定
性
を
も

た
ら
す
た
め
に
、
相
互
の
同
意
と
い
う
要
因
に
依
拠
し
よ
う
と
す
る
に
も
か

か
わ
ら
ず （﹇1957

﹈ 1976, 35

）。

現
実
世
界
に
お
け
る
強
制
の
場
を
認
め
つ
つ
、
ニ
ー
バ
ー
は
ま
た
「
愛
は
自

由
の
唯
一
の
最
終
構
造
で
あ
る
」
と
い
う
弁
証
法
的
性
格
を
理
解
し
て
い
た

（﹇1957

﹈ 1976, 50

）。

こ
の
議
論
に
お
い
て
わ
た
し
が
述
べ
よ
う
と
望
ん
だ
こ
と
は
、
い
く
つ
か

の
命
題
に
還
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
英
国
と
米
国
の
古
典
的
自

由
主
義
の
主
張
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
間
は
自
然
的
性
向
に
よ
り
必
然
的
に

自
由
を
愛
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
第
二
に
、
自
由
主
義
の
諸
々
の
主
張
は
ユ

ダ
ヤ-

キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
あ
る
観
点
に
根
ざ
し
て
い
る 

│
│ 

今
や
、
そ
れ

ら
の
宗
教
的
覆
い
は
取
り
除
か
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
。
そ
し
て
最
後

に
、
人
間
の
自
由
は
そ
れ
自
体
が
目
的
で
は
な
く
、
友
愛
の
た
め
の
条
件
で

あ
る
。
わ
た
し
の
信
ず
る
自
由
は
、
も
し
そ
う
呼
び
た
け
れ
ば
、
ユ
ダ
ヤ-

キ
リ
ス
ト
教
的
自
由
つ
ま
り
契
約
の
自
由
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
と
り
わ
け
契

約
に
対
す
る
忠
誠
と
愛
を
も
た
ら
す
。
こ
の
自
由
は
自
己
本
位
で
も
、
ど
の

国
に
も
み
ら
れ
る
貪
欲
つ
ま
り
過
度
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
類
い
で
も
な

い
。
わ
た
し
の
主
張
は
、
単
純
で
、
一
般
的
で
、
慎
重
な
も
の
で
あ
る
。
す
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な
わ
ち
人
類
の
歴
史
に
は
自
由
の
起
源
に
関
し
て
、
何
か
宗
教
的
な
も
の
、

ま
た
何
か
神
秘
的
で
言
語
に
絶
し
た
も
の
さ
え
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
も
う
一
度
、
次
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち

愛
に
よ
っ
て
約
束
さ
れ
た
自
由
は
、
決
し
て
社
会
の
契
約
主
義
的
か
つ
原
子

論
的
モ
デ
ル
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ユ
ダ
ヤ-

キ
リ
ス
ト
教
に

よ
る
と
、
個
人
の
自
由
は
そ
れ
自
体
が
目
的
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
は
、

意
味
の
あ
る
共
同
体
の
実
現
に
向
か
う
た
め
の
ひ
と
つ
の
手
段
で
あ
る
。
本

質
的
に
他
者
か
ら
独
立
し
た
存
在
と
し
て
の
自
己
と
い
う
啓
蒙
主
義
の
見
解

は
、
自
由
と
い
う
も
の
が
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
有
機
的
社
会
的

文
脈
か
ら
人
間
を
解
放
す
る
た
め
に
は
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
は
意
味
の
あ
る

こ
と
で
あ
っ
た
。し
か
し
他
方
、現
代
の
自
由
の
孤
独
と
自
己
の
関
係
的
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
の
喪
失
は
、
極
め
て
両
義
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
自

由
主
義
の
自
由
と
ユ
ダ
ヤ-

キ
リ
ス
ト
教
の
自
由
を
同
一
視
す
る
こ
と
は
誤

り
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
自
由
主
義
は
、
こ
の
宗
教
的
伝
統
に
と
っ
て
非
常
に

中
心
的
な
愛
と
い
う
共
同
体
を
創
造
す
る
力
の
感
覚
を
も
っ
て
い
な
い
か
ら

で
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ-

キ
リ
ス
ト
教
的
宗
教
の
文
化
的
産
物
で
あ
る
と
共
に
そ

の
歪
曲
で
あ
る
の
が
、
愛
か
ら
分
離
さ
れ
た
あ
の
自
由
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
も
し
も
強
制
と
強
要
が
、
無
垢
な
者
を
保
護
す
る
た
め
に
注
意
深
く

正
当
化
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
は
愛
の
否
定
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
自
由

主
義
の
自
由
の
価
値
は
低
く
み
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
自
由
の
使
徒
た
ち

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
社
会
組
織
は
愛
の
精
神
に
よ
っ
て
持
続
し
、
ま
た
変
革

さ
れ
う
る
。
他
方
、
強
制
と
憎
し
み
の
使
徒
た
ち
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
社
会

組
織
は
、
そ
の
最
高
の
高
み
に
お
い
て
自
由
と
な
る
あ
の
愛
を
ま
す
ま
す
絶

対
的
に
排
除
す
る
よ
う
に
な
る
。

あ
と
が
き 

│
│ 

愛
の
意
味

ア
ガ
ペ
ー
は
心
の
愛
情
（affection

）
で
あ
る
、
つ
ま
り
自
分
自
身
の
真

の
実
現
の
た
め
に
と
同
様
に
、
神
と
他
者
の
た
め
に
存
在
し
よ
う
と
す
る
信

仰
的
な
意
志
に
帰
着
す
る
人
間
の
も
っ
と
も
深
い
内
側
か
ら
の
調
整
で
あ

る
。
そ
れ
は
宗
教
的
交
わ
り
に
お
い
て
交
換
と
い
う
諸
々
の
た
し
か
な
行
為

に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
、
強
化
さ
れ
る
。
し
か
し
愛
は
せ
い
ぜ
い
、
神
と
自
己

と
他
者
の
間
の
相
互
に
与
え
た
り
受
け
た
り
す
る
サ
ー
ク
ル
を
形
成
す
る
に

す
ぎ
な
い
。
こ
の
サ
ー
ク
ル
の
諸
々
の
境
界
は
、
救
済
史
に
お
け
る
新
し
い

世
代
に
と
っ
て
、ア
ガ
ペ
ー
が
う
ま
く
伝
わ
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
境
界
は
、
愛
の
魅
力
に
と
ら
わ
れ
た
人
び
と
に
と
っ
て
永

遠
に
開
か
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
サ
ー
ク
ル
の
中
に
い
る
人
び
と
は
、
互

に
育
み
合
い
つ
つ
、
覚
醒
と
再
生
の
過
程
を
経
た
全
人
類
の
回
復
に
よ
り
、

国
外
追
放
か
ら
解
放
さ
れ
る
苦
し
む
父
な
る
神
へ
の
忠
誠
の
ゆ
え
に
、
そ
の

境
界
を
積
極
的
に
拡
張
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
ア
ガ
ペ
ー
に
と
っ

て
、
そ
れ
を
そ
の
共
同
体
的
基
盤
か
ら
分
離
す
る
未
熟
で
表
面
的
な
普
遍
主

義
、
こ
れ
以
上
に
有
害
な
も
の
は
な
い
。
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ア
ガ
ペ
ー
は
、
そ
れ
が
現
代
の
道
徳
哲
学
と
対
話
す
る
よ
う
に
強
制
さ
れ

る
と
、
当
惑
し
て
し
ま
う
。
ア
ガ
ペ
ー
の
社
会
的
特
殊
性
と
聖
書
物
語
の
イ

メ
ー
ジ
は
、カ
ン
ト
主
義
や
功
利
主
義
と
と
て
も
比
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

ア
ガ
ペ
ー
が
こ
れ
ら
の
啓
蒙
主
義
以
後
の
術
語
で
議
論
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
そ

れ
は
そ
の
特
異
性
と
そ
の
文
脈
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
。
抽
象
的
哲
学
的
術
語

が
、
見
知
ら
ぬ
人
び
と
の
諸
関
係
を
扱
う
道
徳
的
経
験
の
領
域
に
そ
の
場
を

も
つ
の
に
対
し
、
ア
ガ
ペ
ー
は
神
と
自
由
に
応
答
す
る
人
間
の
間
の
友
情

（friendship

）
を
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ア
ガ
ペ
ー
は
隣
人
に
、
威
厳
の
あ
る
身
体
的
存
在
を
維
持
す
る
種
々
の
財

を
提
供
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
第
一
に
、
ア
ガ
ペ
ー
は
、
神
中
心
の
新
し

い
心
を
も
つ
新
し
い
存
在
に
変
わ
る
よ
う
に
、
い
や
変
え
ら
れ
る
よ
う
に
隣

人
を
招
く
。
そ
れ
は
、
人
間
の
苦
し
み
は
諸
々
の
愛
情
の
回
復
に
よ
っ
て
の

み
完
全
に
終
結
す
る
か
ら
で
あ
る
。「
心
の
清
い
も
の
は
幸
い
で
あ
る
。
彼

ら
は
神
を
見
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
祝
福
の
言
葉
は
、
取
り
戻
す
価
値
が
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、
真
の
自
己
実
現
は
神
と
人
と
の
再
結
合
に
よ
っ
て

の
み
到
達
さ
れ
う
る
こ
と
を
現
代
人
に
思
い
起
こ
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
隣

人
に
お
け
る
変
化
は
、
単
に
人
間
的
幸
せ
の
た
め
に
だ
け
で
な
く
、
追
放
の

な
か
で
、
神
の
子
た
ち
と
の
一
体
性
の
喜
び
に
あ
こ
が
れ
る
父
な
る-

母
な

る
神
の
た
め
に
、
必
要
と
さ
れ
る
。

ア
ガ
ペ
ー
は
と
き
お
り
、
人
間
の
自
由
を
攻
撃
す
る
人
び
と
に
よ
っ
て
汚

さ
れ
て
き
た
。
人
間
は
自
由
な
存
在
と
し
て
創
造
さ
れ
て
お
り
、
神
は
、
愛

の
絆
を
創
造
す
る
し
ば
し
ば
孤
独
な
努
力
の
な
か
で
た
だ
人
間
の
自
由
に
訴

え
か
け
る
。「
神
は
、
罪
さ
え
許
す
ほ
ど
に
自
由
を
愛
さ
れ
た
」
と
い
う
古

い
格
言
は
、
真
理
を
含
ん
で
い
る
。
そ
れ
が
生
み
だ
し
て
き
た
言
葉
や
詩
歌

か
ら
判
断
す
る
と
、
自
由
は
、
西
欧
の
宗
教
的
遺
産
の
も
っ
と
も
深
い
熱
望

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
自
由
の
な
い
愛
は
単
純
に
そ
の
言
葉
に
値
し
な
い
。
な

ぜ
な
ら
自
由
が
な
け
れ
ば
、
い
か
な
る
ひ
と
も
心
の
奥
底
に
あ
る
自
己
を
完

全
に
表
現
し
よ
う
と
せ
ず
、
こ
の
感
情
的
自
己
表
示
を
強
制
す
る
諸
々
の
試

み
は
、必
然
的
に
憤
り
を
生
み
だ
す
か
ら
で
あ
る
。
ア
ガ
ペ
ー
の
正
反
対
は
、

ひ
と
つ
の
も
の
と
い
う
よ
り
も
二
つ
の
も
の
、
つ
ま
り
憎
し
み
と
奴
隷
状
態

で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
最
終
的
に
、
神
、
自
己
、
そ
し
て
友
人
の
間
の
真
の
交
わ

り
の
道
徳
的
卓
越
性
に
近
づ
き
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
詩
的
天
才
だ

け
で
あ
る
。
諸
々
の
神
秘
的
体
験
と
同
様
に
、
ア
ガ
ペ
ー
の
至
福
と
平
安
は

言
葉
の
到
達
範
囲
を
越
え
て
い
る
。
こ
れ
が
、
聖
パ
ウ
ロ
か
ら
聖
テ
レ
サ
に

至
る
ま
で
、
偉
大
な
霊
感
者
た
ち
が
偉
大
な
詩
人
で
あ
っ
た
理
由
で
あ
る
。

彼
ら
は
し
ば
し
ば
わ
れ
わ
れ
に
、
愛
が
何
で
あ
る
の
か
で
は
な
く
、
愛
が
何

で
な
い
の
か
を
語
っ
て
く
れ
る
。
彼
ら
の
文
学
的
手
段
は
隠
喩
で
あ
り
、
類

比
で
あ
り
、
直
喩
で
あ
る
。

﹇
訳
者
注
・
原
著
はStephen G

. Post. 1990. 
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sity P
ress

で
す
。

翻
訳
『
ア
ガ
ペ
ー
と
は
何
か
（
1
）-（
3
）』
は
、
東
北
学
院
大
学
『
キ
リ

ス
ト
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
27
号
（2009

）-

第
29
号
（2011

）
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。﹈
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教 会 と 神 学　（既刊 第 1号～第 52号）

（1968～ 2011年）

第 1 号

　創　刊　の　辞‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 小　林　淳　男
　「シケムからベテルへの巡礼」再考 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 浅　見　定　雄
　カール・バルトにおける神学的思惟の特質‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大　崎　節　郎
　成人した世界と宣教の問題　─ボンヘッファーの問題提起を中心として─‥‥ 森 野 善右衛門
　書評 : Fritz Schmidt-Clausing, Zwingli, 1965. ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 倉　松　　　功
　ツヴィングリ研究読書‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰

第 2 号

　ルターにおける救済史 （Geschichte des Heils Gottes） 観の構造 ‥‥‥‥‥‥‥ 倉　松　　　功
　自然科学と自然の神学　─一つの対話の試み─‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 森 野 善右衛門
　Christianity in Crisis　─American Style─ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ William Mensendiek

第 3 号

　神学における “Pro me”の問題 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大　崎　節　郎
　マルクスにおける宗教の問題（その 1）　─予備的・資料的考察─ ‥‥‥‥‥‥ 川　端　純四郎
　Around the Forbidden Country ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ William Mensendiek

　書評 : Eric W. Gritsch, Reformer without a Church, 1967 他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰

第 4 号

　ヨハネ福音書における「人の子」（I） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 土　戸　　　清
　教義学形成に対してもつ信仰告白及び聖書学の意義と限界 （I） ‥‥‥‥‥‥‥ 大　崎　節　郎
　キリスト教に挑戦する第三世界
　　─植民地主義とキリスト教の宣教，その価値尺度の問題をめぐって‥‥‥‥ 森 野 善右衛門

第 5 号（キリスト教学科創立 10周年記念）

　神の人　─エリシャ伝承群と社会層・予備的考察─‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 浅　見　定　雄
　ヨハネ福音書九章の構成‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 土　戸　　　清
　ルターにおける communicatio idiomatum（属性の共有）について ‥‥‥‥‥‥ 倉　松　　　功
　カール・バルトの『ロマ書』における神の神性‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大　崎　節　郎
　今日の修道を考える　─テゼー共同体の試みを通して─‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 森 野 善右衛門

第 6 号

　カール・バルトの『ロマ書』における宗教の問題‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大　崎　節　郎
　W. Pannenbergにおけるキリスト教倫理の構造
　　─「法の神学」との関連で─ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　アムブロシウスの De officiis ministrorumの思想とその位置
　　─virtusの概念を中心として─（I） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 茂　泉　昭　男

i



第 7 号

　ヨハネ福音書の研究方法と翻訳の問題‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 土　戸　　　清
　ツヴィングリとカルヴァン
　　─「シュライトハイム信仰告白」批判を手がかりとして─ ‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰
　カール・バルトの『ロマ書』における倫理の問題 （I） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大　崎　節　郎
　アムブロシウスの De officiis ministrorumの思想とその位置
　　─virtusの概念を中心として─（II） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 茂　泉　昭　男

第 8 号

　カール・バルトの『ロマ書』における倫理の問題 （II） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大　崎　節　郎
　W. Herrmannにおけるキリスト教倫理の構造 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　アウグスティヌスにおける virtusの概念の形成と『神の国』の成立 （I） ‥‥‥ 茂　泉　昭　男

第 9 号

　カール・バルトの『ロマ書』における倫理の問題 （III） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大　崎　節　郎
　近代神学における「宗教と人間性」の問題
　　─W. Herrmannと P. Natorpの場合─ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　礼拝における奏楽の位置‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 川　端　純四郎
　アウグスティヌスにおける virtusの概念の形成と『神の国』の成立 （II） ‥‥‥ 茂　泉　昭　男

第 10 号

　キリスト教倫理学における「主体性と客観性」の相剋
　　─W. Herrmannと E. Troeltsch─ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　礼拝診断　─10の指標─ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 森 野 善右衛門
　Sexuality, Christianity and the Churches ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ William Mensendiek

　アウグスティヌスの『神の国』の多様性と統一性‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 茂　泉　昭　男

第 11 号

　聖礼典　─宣教論からの一考察─‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 森 野 善右衛門
　ツヴィングリとフープマイアー
　　─洗礼のヨハネの救済史的意味をめぐって─‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰
　東北伝道の歴史的反省のため‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 小笠原　政　敏
　エリヤの後継者エリシャ　─列王紀下第二章への 10の覚え書き─ ‥‥‥‥‥ 浅　見　定　雄
　ミュンツァーとルター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 倉　松　　　功

第 12 号

　宗教史の神学　─W・パネンベルクにおける神学概念─ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　研究ノート : カール・バルトにおけるツヴィングリ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰
　Research Note : The New Testament Substructure of Christian Worship ‥‥‥ Richard B. Norton

　The Responsibility of the Church for Education : Theological Deliberation ‥‥‥‥‥Lee J. Gable

第 13 号

　牧会者の現実と課題‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 森 野 善右衛門
　「非神話化」の問題 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 川　端　純四郎

ii



　トマス・アクィナスの教育論　─二つの De Magistroを中心として─ ‥‥‥‥ 茂　泉　昭　男

第 14 号

　復活の神学　─W・パネンベルクのキリスト論─ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　出事来としての理解をめざして
　　─H.-G. ガダマーにいたる解釈学的思惟─　 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 雨　貝　行　麿
　アウグスティヌスにおける人間論的概念　─心身論を中心として─‥‥‥‥‥ 茂　泉　昭　男

第 15 号（キリスト教学科創立 20周年記念）

　バルトとボンヘッファー（I） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大　崎　節　郎
　象徴の神学（I）　──W. パネンベルクの教会論── ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　聖霊と教会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 森 野 善右衛門
　ドイツ大学における神学と哲学‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 雨　貝　行　麿
　『セラピオンへの手紙』におけるアタナシウスの聖霊論 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 関　川　泰　寛
　Education and Religion from the Standpoint of Christian Schools in Japan ‥‥ William Mensendiek

　Predigt über Galaterbrief 5, 13-15 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 倉　松　　　功
　研究ノート : ヤン・ラスキと「ロンドン教会規定」（I） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰
　アウグスティヌスにおける imago Deiの概念（I） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 茂　泉　昭　男

第 16 号

　現代の教会と神学に対するバルメン宣言の意義
　　─バルメン宣言 50周年に寄せて─ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 倉　松　　　功
　信従の神学‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　万人祭司と教職制　─牧師は，今日何をなすべきか─‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 森 野 善右衛門
　研究ノート : ヤン・ラスキと「ロンドン教会規定」（II） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰
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　America’s Continuing Search for Enemies : A Review of Hellfire Nation̶The 

Politics of Sin in American History, by James A. Morone （Yale University 

Press, New Haven, 2003） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ David. N. Murchie

　翻訳 : W・パネンベルク「人間学（3）」 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
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　翻訳 : W・パネンベルク「多元主義社会の文脈における法をめぐるキリス
ト教的諸確信」 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 西　谷　幸　介

　2003年度（2003.4.1より 2004.3.31迄）教員業績

第 39 号

　キリスト教学科 40年史刊行の辞 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐　藤　司　郎
　キリスト教学科 40年史 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰

第 40 号

　キリスト教学科 40周年論文集刊行によせて ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 星　宮　　　望
　マタイ福音書における相互テクスト‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ウルリッヒ・ルツ
　ルターにおけるキリストの王的統治・国（regnum Christi）の射程について
　　─ルター神学の基本概念としてのキリストの王的統治・国（regnum 

Christi）と信仰義認，教会論，公会議との関連─ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 倉　松　　　功
　神の苦難にあずかる　─ボンヘッファーにおける十字架の神学─‥‥‥‥‥‥ 森 野 善右衛門
　マルティン・ブーバーの <イスラエル>理解 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 北　　　　　博
　Epigraphic Evidence on Josiah’s Payment of Votive Pledge ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ Kim, Young-Jin

　パウロのミレトス演説の修辞学的分析（使 20 : 18-35） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原　口　尚　彰
　カール・バルトにおける「教会と世」　─覚え書─ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐　藤　司　郎
　基督教教育同盟会編『聖書教科書』の内容とその特質‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　これからの日本における福音宣教像を考える‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 松　田　和　憲
　後退するアメリカの政治的な議論　─Middle East Illusions （Noam Chomsky

著者）, Islam and the Myth of Confrontation─Religion and Politics in the 

Middle East（Fred Halliday著者）, and Power, Politics, and Culture─Inter-

views with Edward W. Said （Gauri Viswanathan 編集者） についての書評と
議論‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ マーチー・ディビッド

　ニーバー神学研究の重要視点　─歴史的現実主義‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 西　谷　幸　介
　2004年度キリスト教学科教員業績
　　「宗教改革時代の説教」シリーズ（2）
　　─ジャン・カルヴァン「降誕節説教」 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰

第 41 号

　エゼキエル書 37章における回復思想 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 北　　　　　博
　Wisdom’s Silence as the Ultimate Critique : An Exegetical and Ethical Evalua-

tion of Amos 5 : 13 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ David N. Murchie

　コリント教会の主の晩餐‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 徐　　　重　錫
　第一コリント書における神の問題‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原　口　尚　彰
　翻訳 : W・パネンベルク「人間学（4）」 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　「公共神学」について　──歴史的文脈・基本的要件・教理的考察 ‥‥‥‥‥ 西　谷　幸　介
　「宗教改革時代の説教」シリーズ（3）
　　──ジョン・ノックス「イザヤ書説教」 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰

第 42 号

　感謝の詞‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
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　出村教授略歴・主要業績
　祭司支配と終末論
　　─<回復>概念をめぐる捕囚後のユダヤ共同体の葛藤 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 北　　　　　博
　死海写本 4Q185と 4Q525における幸いの宣言 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原　口　尚　彰
　<記紀>の日本学的意義について ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 西　谷　幸　介
　Religion’s “Dark Side”　─A Book Review Essay （Part 1） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ David N. Murchie

　2005年度教員業績
　翻訳 : W・パネンベルク「人間学 （5）」 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　宗教改革を神学する熊野義孝先生‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰

第 43 号

　死海写本における天使論と唯一神論の危機‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原　口　尚　彰
　オリゲネスの聖書解釈における古代アレクサンドリアの文献学的伝統の影響
　　──『マタイ福音書注解』17巻 29-30を中心に ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　みや子
　スイス改革派教会の制度的展開（2）
　　──近代における国教会制度の修正──‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 村　上　み　か
　Religion’s Dark Side─ A Book Review Essay （Part 2） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ David N. Murchie

　神の言はつながれていない　──バルメン宣言第六項の意味と射程──‥‥‥ 佐　藤　司　郎
　Report on the Annual Meetings of the American Historical Association （AHA） 

and the American Society of Church History （ASCH） （January 5-8, 2006, 

Philadelphia, Pennsylvania） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ David N. Murchie

　翻訳 : W・パネンベルク『人間学（6の 1）』 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　翻訳 : リチャード・ラインホールド・ニーバー『復活と歴史的理性』 
（第 1章）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 西　谷　幸　介

　「宗教改革期の説教シリーズ」（4）　─ツヴィングリ説教選‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰

第 44 号

　初期キリスト教世界における説教者と聴衆‥‥‥‥‥‥ポーリーン・アレン （訳 : 出村みや子）
　預言宗教としての古代イスラエル
　　──初期イスラームとの類比的方法の試み──‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 北　　　　　博
　スイス改革派教会の制度的展開（3）
　　──教会論をめぐるバルトとの対立──‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 村　上　み　か
　二十年代から三十年代にかけてのバルトの教会理解
　　──弁証法的教会理解からキリスト論的・聖霊論的教会理解へ──‥‥‥‥ 佐　藤　司　郎
　Reflections on H. Richard Niebuhr’s Theoretical Model concerning the Rela-

tionship between Christianity and Culture : its Applicability to the Japanese 

Context ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ Takaaki Haraguchi

　Religion’s Dark Side　─A Book Review Essay （Part 3） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ David N. Murchie

　2006年度教員業績
　翻訳 : W・パネンベルク『人間学（6の 2）』 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　翻訳 : リチャード・ラインホールド・ニーバー
　　『復活と歴史的理性──神学的方法の研究』（第 2章） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 西　谷　幸　介
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第 45 号

　不正な富（ルカによる福音書 16章 9節）についてのアウグスティヌスの説教
　　──初期キリスト教の説教における富者と貧者の構造──
　　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ジェフリー・ダン （訳 : 出村みや子）
　アレクサンドリアのフィロンの幸福理解‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原　口　尚　彰
　宗教改革期における二元論の展開（1）　──トーマス・ミュンツァー──‥‥ 村　上　み　か
　Religion’s Dark Side　─ A Book Review Essay（Part 4） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ David N. Murchie

　翻訳 : W・パネンベルク『人間学（7の 1）』 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　翻訳 : リチャード・ラインホールド・ニーバー
　　『復活と歴史的理性──神学的方法の研究』（第 3, 4章） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 西　谷　幸　介

第 46 号

　ルカ文書におけるマカリズム　幸いの宣言と物語的文脈‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原　口　尚　彰
　神学者としてのヘルダー
　　──特にそのキリスト論を中心に，ルターおよびシュライエルマッハー
との関連にふれて──‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 倉　松　　　功

　The Ethical Dilemma of Religion-based Violence　─A Book Review Essay ‥‥ David N. Murchie

　教職研修セミナー報告
　　R・ボーレン以後の説教学の動向　──聞き手の問題を中心として ‥‥‥‥ 佐　藤　司　郎
　　現代の教会における説教の課題　──牧師の視点から──‥‥‥‥‥‥‥‥ 高　橋　和　人
　　宗教改革期における説教　──ルターの理解を中心に──‥‥‥‥‥‥‥‥ 村　上　み　か
　翻訳 : W・パネンベルク『人間学（7の 2）』 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　翻訳 : リチャード・ラインホールド・ニーバー
　　『復活と歴史的理性──神学的方法の研究』（第 5, 6章） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 西　谷　幸　介

第 47 号

　メンセンディーク教授を偲んで‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰
　神の民　──旧約聖書伝承の現代化の試み──‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 北　　　　　博
　マタイによる福音書におけるマカリズム（幸いの宣言） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原　口　尚　彰
　宗教改革期における二元論の展開（2）　──再洗礼派──‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 村　上　み　か
　戦争と平和　──カール・バルトの神学的・政治的軌跡‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐　藤　司　郎
　Charles Hodge （1797-1878）, Scottish Common Sense Philosophy, and the 

Human Capacity for Moral Activity ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ David N. Murchie

　基督教教育同盟会編『基督教主義中学校及び高等学校宗教教科書』（1949-50

年） の内容とその特質 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　ヘルダーのルター受容
　　──特に『ルター小教理問答使徒信条』解説を中心にして‥‥‥‥‥‥‥‥ 倉　松　　　功

第 48 号

　共に歩む神　──フィリピン闘争神学への旧約聖書学からの応答──‥‥‥‥ 北　　　　　博
　エピファニオスのオリゲネス批判
　　──『パナリオン』64の伝記的記述の検討を中心に── ‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　みや子
　Current Thinking on the Nature of God and Christianity ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ David N. Murchie
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　基督教教育同盟会編『基督教主義中学校及び高等学校宗教教科書』（1951年）
と基督教学校教育同盟編『基督教主義中学校及び高等学校宗教教科書』
（1956-58年）の内容とその特質 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦

　教職研修セミナー報告
　　　新約聖書中の説教 : ケリュグマとディダケー ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原　口　尚　彰
　　　なぜバルトは説教黙想を書かなかったのか　──説教黙想の課題‥‥‥‥ 佐　藤　司　郎
　　　説教について思うこと‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 保　科　　　隆

第 49 号

　牧師カルヴァンの一ヶ月‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ エルシー・A・マッキー （出村　　彰 訳）
　神の支配と預言者‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 北　　　　　博
　知って行う者たちの幸い : ヨハネ 13 : 1-20の釈義的研究 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原　口　尚　彰
　宗教改革研究における歴史的視点の導入　──ベルント・メラー──‥‥‥‥ 村　上　み　か
　Report on the Annual Meeting of the American Historical Association （January 

2-5, 2009） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ David N. Murchie

　基督教学校教育同盟編『キリスト教主義中学校及び高等学校聖書教科書』
（1959年） の内容とその特質 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦

第 50 号

　帝国支配と黙示　──初期ユダヤ教における黙示的諸表象の形成──‥‥‥‥ 北　　　　　博
　「幸いである，見ないで信じる者たちは」: ヨハネによる福音書 20 : 24-29

の釈義的研究‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原　口　尚　彰
　The Philosophical Pursuit of Violence : A Book Review Essay ‥‥‥‥‥‥‥‥‥David Murchie

　教職研修セミナー報告
　　　若者の現実，教会の宣教‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 高　田　恵　嗣
　　　内なる命と人間の連帯‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ジェフリー・メンセンディーク
　　　今日の霊性　──伝道を考えるための神学的考察‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐　藤　司　郎
　翻訳 :『組織神学を学ぶ人びとのために──組織神学の主要著作』（I）
　　　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥レベッカ・A・クライン，クリスティアン・ポルケ，

マルティン・ヴェンテ（佐々木勝彦 訳）

第 51号

　新約聖書におけるマカリズム（幸いの宣言） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原　口　尚　彰 

　自由主義神学におけるルター研究
　　── 歴史的考察の始まりとその限界 ── ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 村　上　み　か
　教会論に立つ伝道論　── とくにバルト『教会教義学』の線から ‥‥‥‥‥ 佐　藤　司　郎
　Report on the 124th Annual Meeting of the American Historical Association 

（AHA） （January 7-10, 2010） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥David Murchie

　翻訳 :『組織神学を学ぶ人びとのために──組織神学の主要著作』（II）
　　　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ マティアス・ノイゲバウアー，

マティアス・D・ヴュトリヒ（佐々木勝彦 訳）
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第 52号

　神認識と倫理　── ロマ 1 : 18-32の釈義的考察 ── ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原　口　尚　彰
　弁証法神学におけるルター研究
　　── 弁証的研究の再開と歴史的視点の後退 ── ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 村　上　み　か
　The Social Implications of Moral Law : Charles Hodge’s Perspective on the 

Nature of Justice ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥David Murchie

　二十年代から三十年代にかけてのバルトの教会理解（下）
　　── 弁証法的教会理解からキリスト論的・聖霊論的教会理解へ ── ‥‥‥ 佐　藤　司　郎
　教職研修セミナー報告
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